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「渋
江
和
光
日
記
」
小
考

は
じ
め
に

一
　

「
渋
江
和
光
日
記
」

に

つ
い
て

´
一　
系
図

に
見
る
渋
江
氏

・
渋
江
和
光

に

つ
い
て

三
　

渋
江
家

の
屋
敷

に

つ
い
て

四

　

『
渋
江
和
光
日
記
』
初
出
人
名
索
引

に

つ
い
て

む
す
び
に
か
え
て

は

じ

め

に

秋
田
県
公
文
書
館

（
以
下
公
文
書
館
）

で
は
、
平
成
七
年
度
よ
り

『
渋
江
和

光
日
記
』

の
刊
行
事
業
を
行

っ
て
い
る
。
「
渋
江
和
光
日
記
」
（
Ａ
二
八
九
―
三

一
九
―

一
～
九
八
）

の
翻
刻
事
業
は
、
旧
所
蔵
機
関

で
あ

っ
た
秋
田
県
立
秋
田

図
書
館

（
以
ド
秋
田
図
書
館
）
が
昭
和
五
十
五
～
昭
和
五
卜
七
年
度

に
か
け
て

行

っ
た
も
の
で
あ
る
。
平
成
二
年

の
公
文
書
館
開
館

で
、
秋
田
図
書
館

に
所
蔵

「渋
江
和
光
日
記

一
小
考

煙

山

英
　
俊

さ
れ
て
い
た
占
文
書
の
原
本
と
と
も
に
当
時
行
わ
れ
て
い
た

『御
亀
鑑
』
の
刊

行
事
業
が
引
き
継
が
れ
、
そ
の
刊
行
終
了
後
平
成
七
年
度
か
ら

『
渋
江
和
光
日

記
』
の
円
行
事
業
が
始
ま

っ
た
。
平
成
卜
年
度
で
六
冊
、
原
本
の
巻
数
で
言
え

ば
令
九
八
巻
の
内
、
五
五
巻
ま
で
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

公
文
書
館
占
文
書
課
の
職
員

・
嘱
託
職
員
は
日
々

『
渋
江
和
光
日
記
』
の
校

正
作
業
に
あ
た

っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
基
本
的
に
は
渋
江
和
光
個
人
の
生
活
日

記
で
あ

っ
て
、
そ
の
内
容
は
多
岐
に
渡
る
。
そ
の
た
め
校
正
作
業
中
に
も
そ
の

内
容
に
よ
っ
て
様
々
な
分
野
の
事
項
に
つ
い
て
史
料

・
参
考
文
献
等
に
あ
た
る

機
会
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
作
業
の
中
か
ら
わ
い
て
き
た
個
人
的
な
疑
問

・
興

味
の
あ
る
部
分
な
ど
に
つ
い
て
あ
げ
た
の
が
小
稿
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
今
回

収
リ
１１
げ
た
個
々
の
テ
ー
マ
に
は
関
連
性
は
乏
し
く
、
ま
さ
に
校
正
ノ
ー
ト

・

雑
感
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
述
べ
て
お
き
た
い
。
も
し
こ
の
校

ｌｌｉ
ノ
ー
ト
が

『渋

江
和
光
Ｈ
記
』
を
読
ま
れ
た
り
、
史
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
方
の
参
考
に
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。



一渋
江
和
光
日
記
」
小
考

一
　

「
渋
江
和
光
日
記
」

に
つ
い
て

「
渋
江
和
光
日
記
」
自
体

の
説
明
に

つ
い
て
は
、
同
行
本
第

一
巻
、
巻
頭

の

「
概
説
」

で
全
般
的
な
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
も
簡
単

に
そ
の
内

容
な
ど
を
紹
介
し

て
お
き
た
い
。

「
渋
江
和
光

同
記
」
は
渋
江
氏
宗
家

の
当
卜

で
あ

っ
た
渋
江
和
光
が
文
化
十

一
年

（
一
八

一
四
）
正
月
よ
り
人
保
十
年

（
一
八
‥
九
）
ト

ー
月
ま

で
の
´
一六

年
間

の
事
柄

に

つ
い
て
つ
づ

っ
た
日
記

で
あ
る
。
現
存
す
る
原
本
は
九
八
――――
で
、

公
文
書
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
秋
田
藩

の
Ｌ
級
家
臣

で
あ

っ
た
渋
江

和
光

の
日
々
の
生
活
ぶ
り
に

つ
い
て
の
記
述
が
も

っ
と
も
多

い
。
第

一
巻
が
和

光

の
妻
、
法
池
院
が
亡
く
な

っ
た
直
後
か
ら
始
ま
る
事

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
の
行
事
、
学
――――

・
武
芸
な
ど
様
々
な
会
合

の
様
子
、
そ
れ
ら
多

く
の
行
事

に
関
わ
る
書
簡
か
ら
は
、　
一
つ

一
つ
の
事
柄

の
内
容
と
と
も
に
、
和

光
自
身
が
か
な
り
の
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
家
臣
団
中

の
格
式

ｏ
序
列
と
い

っ
た

も
の
が
う
か
が
え
る
。

ま
た

「
渋
江
和
光
Ｈ
記
」
が
記
述
さ
れ
た
期
間
は
、
秋
田
藩
九
代
藩
――
佐
竹

義
和
が
死
去
、
あ
と
を

つ
い
だ
義
厚
は
わ
ず
か
四
歳
と
い
う
政
情
定
ま
ら
ぬ
時

期
と
嗜
な
り
、
家
老
や
寺
社

・
勘
定
な
ど
の
各
奉
行

・
御
側
御
用
人

・
「
同
役
」

と
呼
ば
れ
る
御
相
手
番
ら
と
の
や
り
と
り
か
ら
秋
田
藩
政

の
内
情
が
読
み
と
れ

る
上

で
も
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
。

た
だ
し

一
渋
江
和
光
目
記
」

の
原
本

の
う
ち
、
文
政
四
年

（
一
八
＾
´
一
）
正

月
～
六
月
、
人
保
元
年

（
一
八
三
●
）
正
月
～
二
月
、
天
保
１
年
～
―
二
月

の

事
柄
を
記
載
し
た
部
分
は
伝
来
し
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
文
政
四
年
は
幕
府
よ

り
国
目
付
丹
羽
圧
左
衛
門

・
三
浦
甚
五
郎
が
秋
田
領

に
派
遣
さ
れ
た
時
期

（同

年
二
月
～
卜
月
ま
で
滞
在
）

に
あ
た
り
、
ま
た
和
光
自
身
が
文
政
四
年
卜
二
月

１
十
日
に

「
御
相
手
番

丼
武
芸
頭
取

・
火
消
頭
取
御
免
被
成
置
、
遠
慮
被
仰
付
」

と
な

っ
た
原
因
と
し
て
い
る

「
天
徳
寺
御
座
奉
行

一
件
之
事
」

に

つ
い
て
も
記

載
さ
れ
た
部
分

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
、
原
本
が
伝
わ

っ
て
い
な
い
こ
と
は
非
常

に
残
念

で
あ
る
。

写真 1 「渋江和光日記」原本 (一部)。 刊行本



二
　
系
図
に
見
る
渋
江
氏

・
渋
江
和
光
に
つ
い
て

渋
江
政
光

の
出
自

で
あ
る
荒
川
氏
が
佐
竹
家
臣
団

に
加
わ

っ
た
経
緯
、
及
び

そ
れ
以
前

の
状
況

に
つ
い
て
は
お
お
よ
そ
不
明
の
部
分
が
多

い
。
政
光

の
実
父

と
さ
れ
る
荒
川
秀
景

に

つ
い
て

「
新
調
荒
川
氏
系
図
」
は
、

秀
景
　
一現
後
守

ド
野
小
山

ノ
族

ニ
シ
テ
附
々
小
山

二
住

ス

一
二
口
天
正
年
間
小
山

秀
綱
敗
亡

シ
テ
常
州
占
内

ノ
清
音
寺

二
潜
匿

ス
秀
景

モ
流
離

シ
テ

常
州

二
至

ル

と
し
て
お
り
、
ド
野
国

の
豪
族
小
山
秀
綱
が
小
田
原
北
条
氏

の
北
関
東
侵
攻

に

耐
え
き
れ
ず
、
人
正
１
年

（
＾
圧
Ｌ
圧
）
居
城

で
あ

っ
た
祇
園
城
を
落
ち
て
、

佐
竹
義
重
を
頼

っ
て
常
陸

に
入
っ
た
際
、
荒
川
氏
も
常
陸

に
移

っ
て
い
る
と
伝

え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
例
は
佐
竹
氏

の
家
１１１
団
に
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

こ
こ
で
義
市

・
義
宙

の
時
期

に
他
氏
か
ら
佐
竹
家
臣
団

に
入

っ
た
系
譜
を
持

つ

‐
…者
氏
を
、
公
文
書
館
所
蔵

の
系
図
類
か
ら
挙
げ

て
み
る
。

小
田
氏
　
　
飯
塚

（義
古
）
π
空

・
羽
生

（義
一じ

一諸
』
・
堀
尾

（義
宣
）
［諸

・

郷
」
・
岡
見

（義
重

）
一諸

・
郷
‐一ｊ
・
占
尾
谷

（義
宙
）

［諸

・
郷
］

後
藤

［諸
」
・
小
田

（義
宣
）
「諸

・
郷
］
・
平
塚

（義
宣
）
『諸
］

一諸
Ｉ

高
山

（義
宣
）
一諸
Ｔ

生
―――
――
一詰
丁

■
・仁
■

（二
■
一

［諸

・
佐

・
郷
］
・
國
谷

（義
宣
）
［諸
」
■
梁

諸̈
∵

山
Ｈ

（義
宣
）

［諸
］
・
山
口

（義
宣
）
［諸
］
・
篭
谷

（義
宣
）
［諸

・
郷
」

近
藤

（義
重
）
［諸
］
・
寺
崎
［
‐
…者
］
・
平
野

（義
古
一）
［諸

・
郷
］

菅
又

（義
宣
）
［諸
］
・
上
肥

（義
宣
）
［郷
」
・
野
中
［郷
］

平
石

（義
宣
）
［郷
］

（結
城
）
氏
　
　
結
城
「郷
］
・
方
賀

（義
宣
）
［諸
］
・
忍

（義
重
）
［諸

・

郷
］
・
小
高

（声
名
盛
重
）
［
‐ｉ者

・
郷
］
・
和
知

（義
宣
）
［諸

・
郷
』
・

加
藤
円

（義
重
）
［諸
］
・
鹿
子
畑

（義
重
）
「諸
］
・
簗

（義
宣
）

［諸

・
郷
丁

深
谷

（芦
名
盛
重
）
［諸
］
・
近
藤

（義
重
）

［諸

・

郷
］
・
雪

（芦
名
盛
重
二
諸
］
・
舟
田
「郷
］
・
斑
日
［郷
』
・
［諸
∵

水
谷

（義
宣
）
一諸
］
Ｌ
遠
野

（義
重
）
［郷
］
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一渋
江
和
光
日
記
一
小
考

※
秋
田
に
転
封
後
加
わ

っ
た
も
の

・
声
名
氏
譜
代
は
除
く
。

（
　
）
内
は
召
し

抱
え
た
人
物
が
特
定
さ
れ
る
も
の

（出
典

‥
［諸
］
＝
「
諸
十
系
図
」
整
理
記
号

Ａ
＾
八^
八
．
圧
九
０
、
［佐
］
＝
佐
竹

（宗
家
）
家
文
書
に
含
ま
れ
る
系
図
類
、

［郷
」
＝
郷
上
資
料
に
含
ま
れ
る
系
図
類
。
い
ず
れ
も
公
文
書
館
所
蔵
）

大
正
元
年

（
一
五
七

二^
）
に
佐
竹
氏
に
破
れ
た
常
陸
国
の
豪
族
小
田
氏
、
天

正
三
年
同
じ
く
佐
竹
義
重
に
制
圧
さ
れ
た
白
川
氏
、
慶
長
二
年

（
一
五
九
七
）

に
改
易
さ
れ
た
ド
野
国
の
字
都
宮
氏
の
家
臣
団
の
系
譜
な
ど
を
持

つ
人
々
が
佐

竹
氏
の
家
臣
団
に
繰
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
氏
が
す
べ
て
佐
竹
宗
家

の
側
近
と
し
て
重
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
当
然
な
い
わ
け
だ
が
、
こ
の
他
に
も
現

在
当
館
所
蔵
の
系
図
類
に
記
録
が
残

っ
て
い
な
い
も
の
、
秋
田
藩
卓
創
期
以
前

の
系
譜
が
不
明
な
者
も
含
め
、
梅
津
氏
な
ど
義
宣
の
側
近
と
し
て
活
躍
し
た
新

参
の
人
々
が
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
問
題
は
、
秋

田
藩
成
立
後
に
加
わ

っ
た
氏
族
を
含
め
、
戦
国
か
ら
秋
田
転
封
後
に
か
け
て
の

佐
竹
家
臣
団
編
成
に
も
か
か
わ
る
大
き
な
問
題
で
も
あ
り
、
今
後
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

荒
川
氏

・
渋
江
氏
も
ま
た
小
山
氏
の
衰
亡
に
伴
い
、
佐
竹
氏
に
仕
え
た
と
さ

れ
る
。
当
時
佐
竹
氏
は
義
重

・
義
宣
父
子
に
よ
る
常
陸
国
を
中
心
と
し
た
勢
力

拡
大
、
ま
た
小
田
原
北
条
氏
と
の
対
抗
期
に
あ
た
り
、
領
国
内
の
支
配
強
化
の

た
め
、
他
領
か
ら
の
人
材
を
受
け
入
れ
や
す
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
そ
の
時
代
の
流
れ
に
う
ま
く
乗

っ
た
の
が
渋
江
政
光
で
あ

っ
た
、
と
い
え

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

四

さ
て
、
そ
の
渋
江
氏
の
系
図
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
渋
江
氏
は
武
蔵

国
渋
江
を
本
貫
と
し
、
古
河
公
方
足
利
氏
、
小
山
氏
に
仕
え
、
後
に
常
陸
に
移

り
佐
竹
氏
に
仕
え
た
と
い
う
。
「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
第
二
二
巻
に
は
渋
江
内

膳
処
光
が
所
蔵
し
て
い
た
、
中
世
以
来
の
史
料
が

一
〇
点
含
ま
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
渋
江
氏
は
古
河
公
方
よ
り
偏
詳
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
政
光
の

養
父
に
当
た
る
氏
光
は
小
山
秀
綱
よ
り
天
正
三
年
天
賀
谷
郷
の
宛
行
状
を
う
け

て
い
る
。

至
時
天
賀
谷
郷
就
明
所
、
有
知
行
度

由
承
候
際
、
任
御
存
分

進
之
候
、
土
貢
以
下
之

様
子
者
、
園
田
丹
波
守

定

‐ｆ‐ｉ
申
述
候
、
恐
々
謹
言

天
正
三
年
乙
亥

二
月
卜
五
日
　
　
孝
哲

（花
押
）

渋
江
兵
部
太
輔
殿

渋
江
氏
は
、
小
山
氏
と
と
も
に
常
陸
に
移

っ
た
後
は
義
重
に
仕
え
た
と
い
う
。

政
光
が
渋
江
氏
に
入

っ
た
経
緯
は
定
か
で
な
い
部
分
が
多

い
が
、
「
新
調
渋
江

氏
系
図
」
に
よ
れ
ば

二
年

（註
…
文
禄
二
年
）

公
命
〆
政
光
ヲ
シ
テ
渋
江
兵
部
太
輔
氏
光
ノ
嗣

タ
ラ
シ
ム
後
國
相
ト
シ
食
禄
　
一^
千́
石
ヲ
賜
フ

と
あ
り
、
義
宣
の
命
に
よ
り
、
渋
江
を
名
乗

っ
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。



渋江氏略系図

※「新調渋江氏系図J「平姓渋江氏次男分流系図J「新調荒川氏系図」をもとに作成 (以 L AH288 2 25)

「渋
江
和
光
日
記
」
小
考

高有
|

氏光 氏有

||

氏光

||

||

政光

光俊 光康  宣光

弥次郎 出羽守

小山高朝に仕える。古河公方足利高基より偏諄を受ける。

弥次郎 左衛門尉 左衛門大夫

古河公方足利晴氏の偏諄を受ける。

興四郎 兵部大輔

天IE 3年 3月 15日 小山秀綱より天賀谷郷 (現小山市雨が谷)の宛行状

あり。常陸に移り義重に仕える。

爾五郎 内膳 天正 2～慶長19年  3000石  家老

小山氏族荒川秀景の長子。 ド野より常陸に移り義宣に仕える。文禄 2年

渋江氏光の養 Fと なる。慶長 7年転封時、義宣より先に秋田に入り、久

保I11城 卜の経営などに 1`1た る。慶長13年より刈和野支配。

慶長19年人坂の陣で戦死。墓所全良寺。

加護丸 内膳 慶長 7～寛永 4 3500石

慶長 6～寛文 4 家老 2500石

寛永 2～元禄 3 左近 宇右衛門
3600石 (A317.3「御国中分限帳Jに よる※寛文 4)

佐竹淡路義章の子。母は渋江政光の女。延宝元年家老

寛文 5～ TE徳 5 源蔵 内膳 宇右衛門 4500石

大山因幡義武の子。元禄 7年家老

元禄 7～享保12 永之助 源蔵 宇右衛門

塩谷民部方綱の r。 享保 6年家老。

正徳 4～宝暦 3 内膳 宇有衛「1

寛保 2、 寛延 3の 再度家老。妻は佐竹淡路義安女

寛保 2～宝暦 6 敬之助

享保19～安永 4 3000石

安永 3年家老

宝暦 7～享和 3

安永 7年久保田城火災の際、屋敷が仮御殿となる

寛政 3～天保14 東一郎 堅治 御相手番 2939石

文化14～明治22 貞治 内膳

文久元年・明治元年の再度家老。妻は佐竹左衛門女

:∞

石
すγ＼J|     ‖  N光久

光寛     ‖   ‖
‖    秀
^_隆

光

光良 光慶    格光

|| |
光治 光方     峯光

|    |
光成       局光

トーーーー¬  」L
光音

(左膳)

1220石

不日光

|

敦

＼V禾
日

光

光

厚光



「渋
江
和
光
日
記

一
小
考

よ
く
知
ら
れ
た
話
だ
が
、
佐
竹
義
官

の
側
近
と
な

っ
た
渋
江
政
光
は
、
そ
の

寵
愛
ぶ
り
か
ら
譜
代

の
重
臣
に
疎
ま
れ
、
政
光

の
暗
殺
が
計
画
さ
れ
た
。
し
か

し
、
逆

に
義
宣

に
よ
り
察
知
さ
れ
、
重
臣
が
誅
殺
さ
れ
る
結
果
と
な

っ
て
い
が
。

こ
の
こ
と
は
佐
竹
義
宙
が
秋
田
藩

の
車
創
期

に
お
い
て
、
自
ら
の
信
頼
す
る
側

近
を
中
心
と
し
て
藩
政
を
行
う
こ
と

で
、
佐
竹
宗
家

の
領
卜
と
し
て
の
地
位
を

確
固
た
る
も

の
に
し
よ
う
と
し
た
動
き
の
現
れ
と
み
ら
れ
て
い
る
。
前
出

の
、

他
家
か
ら
の
家
臣
召
し
抱
え
も
、
そ
う
し
た
動
き
の
中

で
行
わ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

渋
江
氏
は
代
々
秋
田
藩
政

の
中

で
要
職
を
勤
め
る
ｃ
政
光

の
代

に
は
、
義
宣

よ
り
先

に
秋
田
に
入
り
、
久
保
田
の
屋
敷
割
、
藩
内

の
税
制
を
定
め
、
ま
た
最

上
氏

へ
の
抑
え
と
し
て
刈
和
野
支
配
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
慶
長
卜
九
年

（
一
六

一
四
）
政
光
が
大
坂

で
戦
死
し
た
後
も
、
光
久

・
隆
光

・
処
光

・
格
光

・

峯
光

・
明
光

・
厚
光
と
、
政
光
を
入
れ
て
八
人

の
家
老
を
輩
出
し
て
い
る
。
ま

た
若
く
し

て
死
去
し
た
宙
光

（
二
六
歳
）
・
局
光

（
一
五
歳
）

の
う
ち
、

宙
光

は
義
宣

に
従

っ
て
１１
洛
し
た
京
都

で
死
去
し
て
お
り
、
側
近
と
し
て
の
扱

い
を

受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
宵
光

の
跡
を
継

い
だ
光
久
は
佐
竹
東
家
よ
り
妾
を

迎
え
、
佐
竹
家
と
の

つ
な
が
り
を
よ
り
強
く
し
て
い
る
。
佐
竹
義
隆

に
従

っ
て

江
戸

に
Ｌ
り
、
武
蔵
国
千
住
宿

で
亡
く
な

っ
て
い
る
。

こ
の
他
格
光

・
明
光
も

江
戸

で
死
去
し
て
い
る
。

隆
光

・
処
光

の
時
代

に
は
新
田
開
発
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
渋
江
氏
関
係

の
史

料
か
ら
も
読
み
と
れ
る
。
寛
文
四
年

の

「
御
国
中
分
限
帳

」
に
は

三
千
六
百
石
　
　
　
　
　
渋
江
内
膳

内
弐
千
石
　
　
　
　
　
　
　
本
田

同
千
六
百
石
　
　
　
　
　
　
開

と
あ
り
、
さ
ら
に

「新
調
渋
江
氏
系
図
」
の
処
光
の
項
に
は
、
正
徳
元
年
の
記

事
と
し
て

「当
時
間
墾
シ
テ
家
禄
総
計
四
千
五
百
石
ト
ナ
ル
」
と
な
っ
て
お
り
、

新
田
開
発
が
盛
ん
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

和
光
の
息
子
で
あ
り
、
秋
田
藩
最
後
の
家
老
の

一
人
で
も
あ
る
厚
光
は
明
治

元
年
戊
辰
戦
争
の
際
庄
内

へ
出
兵
す
る
軍
の
軍
将
と
な

っ
て
い
る
。

渋
江
家
の
当
主
で
家
老
に
な
ら
な
か

っ
た
の
は
、
若
く
し
て
死
去
し
た
も
の

を
除
け
ば
敦
光

・
和
光
の
二
人
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
家
老
職
に
就

か
な
か

っ
た
の
か

・
就
け
な
か

っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
よ
く
判
ら
な
い
が
、
そ

れ
で
も
敦
光
が
当
主
で
あ

っ
た
安
永
Ｌ
年
久
保
田
城
火
災
の
際
は
、
渋
江
家
の

屋
敷
が
仮
御
殿
と
な

っ
て
お
り
、
和
光
が
渋
江
家
を
継
ぐ
際
に
も
そ
の
功
績
が
、

政
光
の
功
績
と
並
び
賞
さ
れ
る
ほ
ど
高
く
評
価
さ
れ
、
知
行
高
が
そ
の
ま
ま
認

め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
日
記
の
著
者
で
あ
る
渋
江
堅
治
和
光
に
つ
い
て
、
や
は
り
詳
し
く
は
門

行
本
の
第

一
巻
概
説
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
と
し
て
、
こ
こ
で
は
若
卜
触
れ
て

お
き
た
い
。
前
掲
の

「
渋
江
氏
略
系
図
」
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
和
光
は
渋

江
家
の
分
家
で
あ
る
渋
江
卜
兵
衛
光
成
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
母
は
真
壁
図

占
登
幹
の
女
、
「渋
江
和
光
日
記
」
中
に
頻
出
す
る

「
真
壁
の
か
か
さ
ま
」

は

こ
の
人
を
指
す
。
幼
名
松
壽
。
初
め
光
音
と
名
乗

っ
た
が
、
享
和
三
年
宗
家
に

養
ｒ
と
し
て
入
り
、
同
年
養
父
で
あ
る
敦
光
の
死
去
に
よ
り
、
渋
江
氏
宗
家
を

継
い
で
い
る
。
文
化
元
年
に
は
佐
竹
義
和
の
偏
詳
を
受
け
、
和
光
を
名
乗

っ
て



い
る
。
和
光
自
身
は
家
老
に
は
な
ら
な
か

っ
た
も
の
の
、
石
塚

・
小
場

・
向

・

梅
津

・
須
田
ら
の
諸
氏
と
と
も
に
御
相
手
番
を
勤
め
て
い
る
。

〓
一　
渋
江
家
の
屋
敷
に
つ
い
て

渋
江
家
は
下
中
城

（現
秋
田
市
千
秋
明
徳
町
、
県
民
会
館

・
ジ

ョ
イ
ナ
ス
）

に
Ｌ
屋
敷
、
そ
の
隣
に
中
屋
敷

（現
秋
田
和
洋
女
ｒ
高
等
学
校
側
）
が
あ
り
、

ド
屋
敷
を
川
口
に
川
を
挟
ん
で
ニ
ケ
所
と
、
濁
川
村
に

一
仁
泉
合
」
と
名
付
け

ら
れ
た
屋
敷
を
持

っ
て
い
た
。

こ
の
濁
川
下
屋
敷
に
は
、
和
光
が
よ
く
狩
猟
に
出
掛
け
て
い
る
た
め
、
「
渋

江
和
光
日
記
」
に
は
度
々
登
場
す
る
が
、
正
確
な
場
所
ま
で
は
特
定
で
き
て
い

な
い
。
そ
の
他
の
屋
敷
に
つ
い
て
は
当
時
の
絵
図
な
ど
に
よ
―，
場
所
が
特
定
で

き
て
い
る
。
Ｌ
屋
敷
に
つ
い
て
は
、
梅
津

・
駒
木
根

‥
同

・
今
宮

・
小
田
野

・

真
崎

・
真
壁
と
い
っ
た
上
級
家
臣
団
の
屋
敷
が
並
ぶ
―
之
丸
め
西
端
に
位
置
し

て
い
る
。

特
徴
的
な
の
は
、
こ
れ
ら
家
―ｌｉ
団
の
屋
敷
の
内
、
渋
江
家
の
耀
敷
地
だ
け
が

他
家
の
屋
敷
地
と
接
し
て
い
な
い
。
ま
た
そ
の
周
囲
が
完
全
に
Ｌ
果
で
囲
ま
れ

て
い
る
こ
と
も
特
異
で
あ
る
。
こ
の
土
果
は
二
代
藩
卜
佐
竹
義
隆
当
時
の
絵
図

に
も
描
か
れ
て
お
ぃ
、
屋
敷
の
建
設
当
初
か
ら
築
か
れ
て
ｔ、
る
と
思
わ
れ
る
。

土
果
が
築
か
れ
た
の
は
単
に
小
高
い
丘
状
の
上
地
に
屋
敷
地
が
あ
る
と
い
う
だ

け
の
こ
と
な
の
か
、
他
の
理
由
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、

久
保
田
城
全
体
の
中
で
、
独
立
し
た
出
丸
の
よ
う
な
機
能
を
持

っ
て
い
た
こ
と

渋
江
和
光
日
記
」
小
考

も
考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
久
保
田
城
焼
失
の
際
、
ほ
か
で
も
な
い
渋

江
家
が
仮
御
殿
と
な

っ
た
の
は
、
他
の
Ｌ
屋
敷
な
ど
に
比
べ
て
堅
岡
な
作
り
に

な

っ
て
い
た
こ
と
も
理
由
の

一
つ
に
な

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

屋
敷
地
の
面
積
に
つ
い
て
は
明
治
期
の
作
成
と
考
え
ら
れ
る

「
羽
後
国
秋
田

郡
秋
田
城
郭
之
図
」
に
上
屋
敷
地
の
坪
数

「式
千
五
百
九
拾
八
合
五
夕
」
、
中

屋
敷
地
の
坪
数

「
六
百
弐
拾
坪
二
合
」
と
あ
る
。
―‐
屋
敷
の
建
物
の
こ
と
に
関

し
て
は
、
「
渋
江
和
光
日
記
」
二
七
巻
文
政
三
年^
八
月
十

一
日
条

に
坪
数
覚
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

写真 2 渋江堅治 (和光)上屋敷
「御国目付下向之節指出候御城下絵図」 (県 C-179)



一渋
江
和
光
Ｈ
記
一
小
考

渋
江
堅
治
居
宅
惣
坪
数
覚

一　

四
百
七
坪
　
本
屋
　
　
　
一　

五
坪
半
　
　
　
鎮
守
宮

一　

拾
七
坪
　
　
櫓
　
　
　
　
一　

弐
拾
弐
坪
　
　
ｔ
蔵

一　

参
拾
七
坪
　
板
蔵
　
　
　
一　

五
百
拾
七
坪
　
長
屋

一　

四
拾
弐
坪
　
厩
　
　
　
　
一　

式
拾
参
坪
　
　
小
屋

合
千
七
拾
坪
半

一　

壱
坪
　
　
　
穴
甲
震
需
堂
　
一
　

八
拾
壱
坪
半
　
同
所
長
屋

一　

九
坪
　
　
　
同
所
小
屋

合
九
拾
壱
坪
半

惣
坪
合
千
六
拾
式
坪

右
之
通

二
有
之
候
、
己
Ｌ

八
月

右
之
内

ニ
ハ
、
小
屋
分

ヘ
ハ
下
雪
隠
も
人
、
長
屋
之
分

ヘ
ハ
荒
川
宗
―
郎

居
候
継
足
之
所
も
入
中
候
、
委
曲

ハ
役
所
記
録

二
あ
り

と
さ
れ
、
屋
敷
地
内
の
様
Ｆ

・
屋
敷
の
規
模
な
ど
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
建
物

の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
も

っ
と
も
坪
数
の
多
い
長
屋
で
あ
る
。
渋
江
家
は

当
時
二
〇
〇
０
石
近
い
大
身
で
あ
り
、
長
屋
門
を
構
え
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

こ
の
長
屋
に
は
史
料
中
に
出
て
く
る
荒
川
宗
卜
郎
の
ほ
か
、
渋
江
家
の
家
臣
た

ち
が
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
「渋
江
和
光
日
記
」
に
は
よ
く

「
表
番
所

」

「
内
番
所
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
渋
江
氏
上
屋
敷
の
表
門

・

屋
敷
の
番
所
と
考
え
ら
れ
る
。
「渋
江
和
光
目
記
」
一
．三
巻
文
政
二
年
九
月
十

九
日
条
に
は

戸
祭
新
十
郎
今
日
出
勤
致
候

二
付
、
膳
番
首
尾
好
勤
候
者
ゆ
へ
表
番
所

へ
入
、
使
者

・
火
事
供
斗
可
相
勤
中
付
候
、
尚
右

二
付
段
々
評
義
之
Ｌ

左
之
通
中
付
候
、
表
番
所

ハ
戸
祭
新
卜
郎

・
′ｌ、＊
介
川
軍
蔵

＊
凝
舵
舶

斎

藤
重
四
郎

・
小
林
金
右
衛
門
、
内
番
所

ハ
石
井
忠
四
郎

・
永
井
与
右
衛

門

・
駒＊
野
目
東
治

＊
御
鼎
数
断
好
田
井
伊
蔵

＊
慨
幌
剛
秋
山
恒
蔵

・
勝
村

嘉
藤
太

・
謄
明
寺
波
負

＊
耀
健
岬
漏
輪
飩
様
清
蔵
様
付

ハ
菊＊
池
ｌｉ
鈴

・
静

本
久
蔵

＊
継
確
崚

側
小
姓

ハ
角＊
田
宇
市

＊
詰
鱗
弛
ぼ
蜘
茂
木
良
蔵

・
人
森

伝
五
郎

ｏ
寿
井
百
太
郎

＊
慨
准
鵬
二蔵
耐
鳳
付

佐
貫
織
部

・
来
栖
礼
介

・
戸

写真 3 渋江堅治 (和光)下屋敷 (川 口下屋敷 )
「御国目付下向之節指出候御城下絵図」 (県 C-179)



祭
礼
占
也
、
清
蔵
様
付

（
我
等

へ
中
間
候
事
有
之
候
得
は
、
共
時
々
案

内
な
し
に
出
候
様
中
付
候
、
我
等
櫛
番

ハ
是
迄
通
伊
蔵

・
与
右
衛
門
也

と
あ
り
、
少
な
く
と
も
表
番
所
付
に
四
人

・
内
番
所
付
と
し
て
七
人

・
側
小
姓

と
し
て
七
人
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
に
載

っ
て
い
る
■
０
人
に
含
ま

れ
な
い
家
臣

・
使
用
人
や
渋
江
家
を
含
む
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
、
前
述
し
た
荒
川

宗
十
郎
の
家
族

・
家
臣
な
ど
も
含
め
る
と
相
当
な
人
数
が
い
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
だ
け
の
人
数
が
常
時
渋
江
家
の
上
屋
敷
地
で
生
活
し
て
い
た
か
、

と
い
う
点
で
は
疑
間
が
残
る
が
、
「
惣
坪
合
千
六
拾
弐
坪
」
と
言
え
ど
も
、

そ

れ
ほ
ど
広
い
と
い
う
印
象
は
な
く
、
む
し
ろ
居
住
空
間
は
、
宗
家
の
当
■
で
あ
っ

た
渋
江
和
光
自
身
の
も
の
を
含
め
て
も
、
意
外
に
手
狭
だ
っ
た
の
メに
は
な
い
か
。

ま
た
櫓
に
つ
い
て
は
、
果
た
し
て
城
郭
の
櫓
な
ど
と
同
じ
意
味
合
い
で
建
て

ら
れ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
文
化
十
年
に
就
任
し
た

．．番
火
消
頭
取
の
職
務
の

た
め
の
も
の
か
、
い
ず
れ
屋
敷
の
図
面
な
ど
は
残

っ
て
お
ら
ず
、
敷
地
内
の
屋

敷
配
置
な
ど
は
当
然
不
明
で
あ
る
た
め
、
想
像
の
域
を
出
得
な
い
。

こ
の
他
表
門

・
裏
門
が
あ
り
屋
敷
地
は
土
塀
で
囲
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
屋
敷

地
の
中
に
は
馬
場
が
あ

っ
た
。

Ｌ
屋
敷
の
蔵
な
ど
は
、
十
蔵
が
三
二
坪

・
板
蔵
が
三
Ｌ
坪
な
ど
、
渋
江
氏
ほ

ど
の
居
宅
の
蔵
と
し
て
は
い
さ
さ
か
小
さ
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
そ
れ
を
補
う

の
が

「和
光
日
記
」
中
に
み
え
る

「
川
日
下
屋
敷
」
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
川
Ｈ
ド
屋
敷
」
に
つ
い
て
は
、
旭
川
沿
い
に
位
置
し
て
お
り
、
雄
物
川
と
の

合
流
部
分
に
も
近
く
、
荷
揚
げ
場
、
倉
庫
と
し
て
の
機
能
が
強
か

っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

「
渋
江
和
光
日
記
」

四
　

『
渋
江
和
光
日
記
』
初
出
人
名
索
引
に
つ
い
て

前
述
し
た
と
お
り
公
文
書
館
占
文
書
課
で
は
毎
日

『
渋
江
和
光
口
記
』
の
校

正
作
業
に
あ
た

っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
校
正
作
業
及
び
秋
田
図
書
館
時
代

の
翻
刻
事
業
の
中
で
数
種
類
の
参
考
資
料
が
作
ら
れ
て
き
た
。
刊
行
本
第

一
巻

概
説
に
使
用
さ
れ
て
い
る

一，渋
江
和
光
親
戚
関
係
略
図
」

一
・
二
な
ど
は
そ
れ

に
当
た
る
が
、
今
回
紹
介
す
る
初
出
人
名
索
引
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は

当
初
、
元
公
文
書
館
嘱
託
職
員
の
竹
内

一
朔
氏
が
刊
行
本
第

一
巻
分
を
作
成
さ

れ
た
も
の
を
、
現
在
の
職
員
が
引
き
継
い
で
い
る
も
の
で
、
現
在
第
四
巻
ま
で

の
分
が
で
き
て
い
る
。

初
出
人
名
索
引
と
い
う
名
前
が
付
い
て
い
る
も
の
の
、
注
――
す
べ
き
記
事
が

あ

っ
た
場
合
に
は
、
同
じ
名
前
が
複
数
回
出
る
こ
と
に
な

っ
て
も
、
書
き
加
え

る
こ
と
に
し
て
ｔ、
る
ｃ
あ
く
ま
で
も
内
部
資
料
と
し
て
作
成
し
は
じ
め
、
し
か

も
ま
だ
と
て
も
完
成
品
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
本
来
こ
の
よ
う
な
論
文

集
的
な
も
の
に
掲
載
す
べ
き
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
渋
江
和
光
目
記
』

お
よ
び
同
時
代
の
史
料
を
使
用
す
る
際
に
は
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
あ
え
て
掲
載
し
た
。

な
お
、
小
稿
で
あ
げ
た
人
名
索
引
表
は
、
紙
面
の
関
係
か
ら
刊
行
本

一
巻
か

ら

三^
巻
ま
で
の
う
ち
、
役
職

・
備
考
な
ど
に
記
事
が
あ
る
人
物
か
ら
主
な
も
の

を
抜
粋
し
た
。

ノ
Jヽ

考
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む
す
び
に
か
え
て

今
回
は
過
去
あ
ま
り
取
り
Ｌ
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
渋
江
氏
自
身

の
こ

と
に

つ
い
て
、
渋
江
家
を
含
む
秋
田
城
ド
の
武
家
屋
敷
に
つ
い
て
、
ま
た
、
日
々

の
校
正
作
業

の

一
端
と
し
て
の
資
料
作
成

に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
い
る

こ
と
を
羅
列
し
て
み
た
。
最
初

に
も
占

い
た
が
、

あ
く
ま

で
も
小
稿

は
私
的

「
校
正

ノ
ー
ト
」
の

一
部

で
あ
る
。
従

っ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題

に

つ
い
て
は
何

ら
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
散
漫
な

レ
ポ
ー
ト
に
な

っ
た
こ
と
を
ま
ず
お
詫

び
し
た
い
。
だ
が
今
回
取
り
上
げ
た
他

に
も
、
一‐渋
江
和
光

Ｈ
記
」

を
取

り
巻

く
環
境

に
は
多
く
の
謎
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
事
項

に

つ
い
て
〈
′
後
も
注
意
し
な

が
ら
、
気
長

に
渋
江
堅
治
和
光
と
付
き
合

っ
て
行
く

つ
も
り
で
あ
る
ｃ

さ
て
当
館

の
翻
刻

・
刊
行
事
業
は
、
『
渋
江
和
光
日
記
」

全

一
二
巻

の
完
成

を
目
指
し
、
今
後
も
継
続
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

日
々
の
史
料
整
理

・
史
料
保

存

に
関
す
る
意
識

の
普
及
と
実
践

・
秋
田
県
域
に
関
連
す
る
史
料
の
情
報
収
集

・

史
料
調
査

・
史
料

の
内
容

に
関
す
る
研
究
な
ど
、
歴
史
資
料

に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
使
命
と
と
と
も
に
、
所
蔵
史
料

の
刊
行
化
は
当
館

に
と

っ
て
重
要
な
任
務

と
な

っ
て
い
る
。

現
在
、
各
自
治
体

・
歴
史
研
究
団
体
な
ど
か
ら
き
ま
ざ
ま
な
史
料
集
が
刊
行

さ
れ
、
ま
た
加
速
す
る
情
報
公
開

の
動
き
と
相
ま

っ
て
、

公
文
書

・
占
文
書
な

ど
歴
史
資
料

に
対
す
る
保
存

へ
の
意
識
が
高
ま

っ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
史
料

は
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
大
前
提

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
史
料
保
存
と
い
う
視
点

は
欠
か
せ
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
史
料
保
存

に
携
わ
る
人
間
は
忘
れ
て
は
な
ら

一渋
江
和
光
日
記
」
小
考

な
い
と
思
う
．
当
然
、
公
文
書
館
に
と

´
て
、
史
料
ら
活
―――
上
供
存
を
Ｌ
出

す

る
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
模
索
を
絶
え
ず
行
う
事
は
必
要
だ
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
史

料
の
活
用
を
図
る
Ｌ
で
刊
行
事
業
は
意
義
の
あ
る
仕
事
と
考
え
る
。
そ
の
こ
と

に
よ

っ
て
史
料
の
活
用
と
保
存
に
対
す
る
理
解
が
広
ま
り
、
深
ま
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

王ヽ
（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
に０
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１０
）

（
Ｈ
）

（
‐２
）

（
‐３
）

（
‐４
）

（
‐５
）

（
‐６
）

一渋
江
和
光
＝
記

一　
■
●
巻
　
文
政
四
年
十
二
月
ニ
ト
ーー
条

「新
調
荒
川
氏
系
図
　
（
Ａ
Ｈ
一
．八
八
　
１
　
一
一圧
）

埼
Ｋ
県
岩
槻
市
渋
江

「秋
田
藩
家
蔵
文
書

一
第
二
三
巻

一小
山
高
朝
書
状
」
（
Ａ
一
．八
●
　
六
九

〓
　

圧
）
。

一．小
山
市
史
」
史
料
編
　
中
世

栃
木
県
小
山
市
雨
が
谷

一秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
第
＾
一^
ｉ
巻

一孝
哲

（小
山
秀
綱
）
占
状

一

（
Ａ

．八
●

‐
六
九

‐‐．
Ｉ
一　
七
）

「新
調
渋
江
氏
系
図

一
（
Ａ
Ｈ
三
八
八
　
１
１
一
．五
）

「義
宣
家
譜
」
慶
長
八
年
九
月
二
日
条

一
佐
竹
家
譜
し

‐御
国
中
分
限
帳
」
（
Ａ
三

一
Ｌ
　
一し

一御
亀
鑑
」
秋
府
■
０
　
一早
和

二
年
六
月
一
卜^
‐
＝
条

秋
田
市
楢
山
登
町

・
楢
山
川
日
境

秋
田
市
濁
川

「
御
国
日
付
ド
向
之
節
指
出
候
御
城
下
絵
図
」
文
政
四
年

・
県
Ｃ
　

一
七
九

出
羽
国
秋
田
佐
竹
修
理
大
夫
居
城
絵
図

（下
絵
図
と

（県
Ｃ
Ｉ

一
七
五
）

羽
後
国
秋
田
部
秋
田
城
郭
之
図
」
（県
Ｃ
　
一
．圧
四
）

清
蔵
様
」
は
渋
江
清
蔵

（和
光
の
養
父
渋
江
敦
光
の
弟
）



「
渋
江
和
光
日
記

一
小
考

「
渋
江
和
光
日
記
」
二
七
巻
文
政
三
年
八
月
十

一
日
条

上
塀

・
裏
門
補
修
の
記
事
が

一
渋
江
和
光
＝
記
」
第
二
九
巻
　
文
政
七
年
九
月

七
日
条
な
ど
に
あ
る
。

（
‐９
）

一
渋
江
和
光
日
記
」
第

一
一
巻
　
文
化
卜
三
年
七
月
五
日
条
他

に

一
内
馬
場
」

と

あ

る

。

（古
文
書
課
主
事
　
け
む
や
ま
　
ひ
で
と
し
）
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秋
田
藩
に
お
け
る
境
目
方
支
配

は
じ
め
に

一　

藩
政
前
期

の
境
目
方

に

つ
い
て

１
　
慶
長
～
元
和
期

の
境
日
方

２
　
境
日
本
行

の
設
置

３
　
享
保
～
寛
保
期

の
境
目
方

＾
．

藩
政
後
期

の
境
――
方

に

つ
い
て

１
　
境
―‐―
奉
行

の
性
格

の
変
化

２
　
寛
政
～
文
化
期

の
境
目
方

３
　
天
保
期

の
境
目
方

お
わ
り
に

は

じ

め

に

秋
田
藩
は
、
北
は
津
軽
藩
、
東
は
南
部
藩
と
境
界
を
接
す
る
た
め
、
慶
長
Ｌ

年

（
一
六
●
三
）
、
初
代
藩
卜
佐
竹
義
宣

の
秋
田
人
部
と
と
も

に
、

両
藩
と

の

秋
田
藩
に
お
け
る
境
目
方
支
配

力日

藤

昌

宏

藩
境
確
定
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
た
。
ま
た
山
利
郡
に
は
、
元
和
九
年

（
一
六

三

三^
）
に
亀
田
藩
と
本
荘
藩
が
設
置
さ
れ
、
寛
永
十
七
年

（
一
六
四
Ｃ
）
に
生

駒
氏
が
矢
島
に
人
部
す
る
と
、
曲
利
、
仙
北
、
平
鹿
地
域
で
も
、
人
会
や
境
を

め
ぐ
る
争
論
が
頻
繁
に
生
じ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
と
く
に
仙
北
郡
人
沢
郷
周
辺

は
秋
田
、
亀
田
、
矢
鳥
の
三
領
に
属
す
る
村
々
や
人
会
地
が
複
雑
に
入
り
組
み
、

天
保
期
に
い
た
る
ま
で
境
争
論
が
く
り
返
さ
れ
た
。

境
争
論
に
つ
い
て
は
、
小
早
川
欣
吾
氏
が
近
世
訴
訟
制
嘆
の
研
究
の
な
か
で
、

訴
訟
を
論
所
、
公
事
、
本
公
事
、
身
分
に
関
す
る
も
の
の
四
類
型
と
し
、
境
争

論
を
地
境
論
に
含
め
、
水
論
と
と
も
に
論
所
と
規
定
し
、
詳
細
な
分
析
を
加
え

て
い
る
。
丹
羽
邦
男
氏
は
こ
の
訴
訟
制
度
に
つ
い
て
、
卜
七
世
紀
半
ば
に
展
開

し
た
沖
の
島

・
篠
山
争
論
を
契
機
に
、
幕
府
が
大
名
に
対
す
る
従
来
の
伸
裁
的

立
場
を
捨
て
、
公
儀
の
１１
地
を
め
ぐ
る
公
儀
の
百
姓
の
争
い
に
対
し
て
公
儀
が

裁
定
す
る
原
則
を
確
立
し
た
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
高
木
昭
作
氏
は
沖
の
島
争

論
を
含
む
数
例
を
も
と
に
、
争
論
の
過
稗
の
ほ
と
ん
ど
で
藩
が
主
導
的
な
役
割

を
果
た
し
、
し
か
も
藩
の
指
導
に
は
幕
府
要
路
者
の
介
在
が
あ

っ
た
こ
と
を
指

一
七



秋
田
藩
に
お
け
る
境
日
方
支
配

摘
し
、
境
争
論
を
百
姓
を
表

に
た
て
た
藩
相
Ｌ

の
争

い
と
と
ら
え
た
。

一
方
、
今
野
真
氏
は
亀
田
藩
と
本
荘
藩
と
の
間
で
展
開
さ
れ
た
真
木
山
争
論

の
事
例
を
も
と
に
、
在
地
農
民
間

に
お
い
て
、
藩
権
力

の
秩
序
と
は
相
対
的

に

自
律
的
な
山
論

の
秩
序
と
自
立

の
世
界
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
山
本
幸
俊
氏
も
ま
た
、
近
世
初
期

の
段
階

で
、
藩
権
力

に
よ
る
裁
許

が
在
地
的
秩
序

に
規
制
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
最
近

で
は
、
境
争
論
時

に
作
成
さ
れ
る
裁
許
絵
図
や
立
会
絵
図
な
ど

の
絵
図
資
料

の
検
討

・
分
析
を
も
と
に
、
当
時

の
交
渉

の
実
態
を
解
明
す
る
研

究
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
境
争
論

に

つ
い
て
は
、
幕
府
と
藩
、
あ
る
い
は
藩
と
在
地
領
民

と
の
両
者
間
交
渉

に
ｌｉ
眼
を
置
い
た
１１
で
、
境
争
論

の
性
質

に
言
及
し
て
い
る

も
の
が
多

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
藩
権
力
が
こ
れ
ら
の
境
争
論

に
ど
の
よ
う
な

体
制

で
臨
ん
だ
の
か
、
例
え
ば
領
民
と
の
連
絡
体
制
、
検
分
や
評
定

の
体
制
、

幕
府
と
の
」父
渉

の
体
制

に

つ
い
て
は
、

い
ま
だ
不
明
な
部
分
が
多

い
。

幸

い
な
こ
と
に
、
秋
田
県
公
文
書
館

に
は
多
く
の
境
争
論
関
連
史
料
が
残
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
史
料
を
も
と
に
、
本
稿

で
は
、
境
争
論

の
性
質
や
展
開

に

つ
い
て
は
先
行
研
究

に
依
拠
し
な
が
ら
、
秋
田
藩
が
こ
れ
ら
の
境
争
論

に
対

し
、

い
か
な
る
体
制

で
対
処
し
た
の
か
に

つ
い
て
、
す
な
わ
ち
秋
田
藩

の
支
配

機
構

の

一
部

で
あ
る
境
目
方
支
配

に

つ
い
て
、
そ
の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
Ｌ

で
、
境
日
方
支
配
の
特
質
を
み
る
と
と
も
に
、
藩

政
全
体

の
な
か
で
境
争
論
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
か
、
可
能
な

限
り
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

一　
藩
政
前
期
の
境
目
方
に
つ
い
て

１
　
慶
長
～
元
和
期
の
境
目
方

佐
竹
氏
人
部
後
ま
も
な
く
問
題
化
し
た
の
は
、
南
部
藩
と
の
境
争
論

（以
下
、

南
部
境
争
論
）
で
あ
る
。
こ
の
争
論
は
、
秋
田
領
で
あ
る
比
内
地
域
と
、
南
部

領
で
あ
る
鹿
角
郡
と
の
境
界
を
め
ぐ
る
、
秋
田
藩
で
も
最
も
占
く
か
ら
展
開
し

た
境
争
論
で
あ
る
。
解
決
ま
で
の
期
間
は
、
延
宝
五
年

（
一
六
七
七
）
六
月
の

幕
府
裁
許
に
い
た
る
ま
で
、
実
に
し
０
年
以
上
に
わ
た
る
。

本
節
で
は
、
こ
の
南
部
境
争
論
を
と
り
あ
げ
、
藩
政
初
期
に
お
け
る
藩
の
対

応
を
み
る
こ
と
と
す
る
。

史
料
１
如
尊
札
良
久
不
得
貴
意
御
床
敷
奉
存
候
、
初
春
之
頃

ハ
内
々
嶋
兵
四
与
玄
鑑

同
道
仕
、
以
参
上
相
積
中
儀
可
申
上
と
存
候
処
、
急
用
御
座
候
而
早
々
罷
帰

候
故
、
年
頭
之
御
礼

二
も
参
上
不
仕
、
慮
外
千
万
奉
存
候
、
依
比
内
卜
二
所

と
鹿
角
と
境
目
之
儀
被
成
ド
候
、
如
尊
翰
山
之
峠
を
越
、
十
文
字
野
と
中
処

堺
之
旨
中
伝
候
、
比
内
よ
り
召
連
中
者
中
候
、
定
比
内

二
有
之
占
き
百
姓
と

も
叫
存
候
、
然
者
何
比
可
為
御
下
向
候
哉
、
永
々
御
在
府
御
苦
労
奉
察
候
、

愛
許
御
用
之
事
於
被
仰
付
者
可
泰
候
、
恐
性
謹
言

弥
生

´
日

進
Ｌ義

宙
．様

秋
l11

定=城
安=介
半」

/ヽ



史
料
２

．
宣
政

二
賜

フ
占

此
元
相
替
儀
無
之
候
、
中
略
、
先
達
真
崎
兵
庫
ド
候

二
中
遣
候
南
部
津
軽

之
境
、
何
と
あ
な
た
よ
り
境
――

へ
押

人
候

‐―‐ｉ
慮
外
仕
候
と
も
、
詔
守
中

ニ

は
少
も
か
ま
ひ
候

（
ぬ
や
う
に
可
中
付
候
態
、
比
内

へ
人
を
進
し
此
中

の

模
様
聞
ｌｉｌｉ
候

――‐ｉ
具

二
可
中
上
候
態
、
急
度
可
中
上
候
、
様
子

二
よ
り
其
書

状
兵
四
郎
殿
な
と

へ
為
見
中
儀
も
可
有
之
候
――１１
、
南
部
津
軽
之
境
之
事
斗

り
占
候

‐―‐―
別
書

二
中

の
ほ
せ

へ
く
候
、
白
鳥
有
次
第
差

の
ほ
せ

へ
く
候
、

其
時
分
鱈
も
弐
三
卜
程

の
ほ
せ
尤

二
候
、
外
略

卜

一
月
圧
日

向
　
右
近
殿

史
料
３

一
半
右
衛
門
所
よ
り
、
去
＝
七
中

ノ
刻

ノ
ロ
付

に
て
、
今
＝
八
中

ノ
刻
参
着
、

様
子

ハ
、
占
人
共
し
ん
さ
い

二
極
候

ハ
ん
と
存
候

ヘ
ハ
、
太
館
之
和
泉
よ
り

外

二
、
罷
出
、
し
ん
さ
い
の
相
手

に
も
可
能
成
と
中
者
無
之
由
、
共
段
　
中

Ｌ
候

ヘ
ハ
、
か
ち
候

ハ
ん
と
存
詰
た
る
占
人
さ

へ
、
境
目
之
儀

ハ
し
ん
さ
い

・

神
慮
な
と
に
て

ハ
あ
ぶ
な
き
儀

二
候
、
尚
以
し
ん
さ
い
不
好
占
人
を
中
付
、

出
し
候

ハ
ヽ
、
心
ち
か
ひ
、
ま
け
候

（
ん
事

ハ
可
為
存
候
間
、
御
ふ
し
や
う

を
ば
被
有
候
間
、
江
戸
よ
り
嶋
田
治
兵
衛
殿

・
加
藤

い
お
り
殿
御
状
之

こ
と

く
、
談
合
そ
く

二
す
ま
し
、
罷
帰
候

へ
と
、
　

御
意

二
候
、
其
段
返
答
致
候

秋
田
藩
に
お
け
る
境
Ｈ
方
支
配

慶
長
卜
四
年

（
一
六
Ｃ
九
）
、
佐
竹
義
宙
は
、
織
半
期
に
比
内
周
辺
地
域
を

支
配
し
て
い
た
前
領
Ｌ
秋
田
実
季
に
南
部
境
を
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
返

状
と
し
て
実
季
か
ら
義
宣

へ
送
ら
れ
た
書
状
が
史
料
１
で
あ
る
。
実
季
か
ら
は
、

す
で
に
家
老
職
に
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
渋
江
内
膳
政
光
あ
て
の
書
状
も
同
時

に
サｌｌｌ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
両
書
状
の
な
か
で
実
季
は
、
秋
田
と
南
部
の
境
は

一
山
之
峠
を
越

一
え
た

「卜
文
字
野
」
と
い
う
地
で
あ
る
旨
、
ま
た
地
元
比
内

の

「占
き
百
姓
」
が
詳
細
を
把
握
し
て
い
る
旨
を
記
し
て
い
る
。

南
部
境
で
は
、
佐
竹
氏
の
人
部
以
降
、
伐
材
や
採
鉱
を
め
ぐ
る
領
民
同
十
の

争
い
が
絶
え
ず
、
慶
長
卜

一
年
に
は
赤
沢
採
鉱
、
同
十
〓
年
に
は
沼
山
採
鉱
を

め
ぐ
る
争
い
が
発
生
し
、
同
十
三
年
に
は
両
藩
家
老
に
よ
る
実
地
検
分
が
行
わ

れ
、
秋
田
藩
か
ら
は
渋
江
が
赴
い
て
い
る
。
実
季

へ
の
境
確
認
は
、
こ
れ
ら
の

争
い
の
解
決
に
向
け
た
対
応
策
の

一
つ
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

書
状
の
交
換
が
直
接
領
主
間
で
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
南
部
境
争
論
に
は
、
藩

主
義
宣
自
ら
が
深
く
携
わ

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
実
際
に
論
地

へ
検
分
に
赴
き
南
部
藩
と
の
交
渉
に
あ
た
る
な
ど
、
境

争
論
に
関
す
る
実
務
に
携
わ

っ
た
の
は
、
家
老
の
重
職
に
あ
る
渋
江
政
光
で
あ
っ

た
。
渋
江
は
、
慶
長
卜
五
年
に
は
幕
府
に
提
訴
を
行
う
な
ど
、
江
戸
と
秋
田
の

両
地
で
常
に
境
争
論
の
実
務
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
し
て
、
渋
江
の
死

後
実
務
を
行

っ
た
の
も
家
老
職
の
者
で
あ

っ
た
。

史
料
２
は
、
元
和
三
年

（
一
六

一
七
）
、
江
戸
在
府
中
の
義
宙
か^
ら
、

秋
田

に
下
向
し
た
家
老
向
右
近
宙
政
に
あ
て
た
書
状
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
義
宣
は

南
部
境
争
論

へ
の
対
応
に
関
し
、
自
身
が
ド
向
す
る
ま
で
は
南
部
領
民
の
侵
入



秋
田
藩
に
お
け
る
境
Ｈ
方
支
配

に
構
わ
な
い
こ
と
、
た
だ
し
江
戸

へ
は
報
告
す
る
こ
と
の
＾
．
つ
の
指
示
を
出
し

て
い
る
。
ま
た
、
同
四
年
六
月

の
史
料
３
で
も
、
比
内

に
赴
き
、
神
裁

に
よ
る

決
着
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
家
老
梅
津
半
右
衛
門
憲
忠

に
対
し
、
神
裁

で
の
危

険
性
を
指
摘
し
、
あ
く
ま
で
話
し
合

い
の
う
え
で
の
解
決
を
求
め
る
義
宣
自
身

の
指
示
が
、
憲
忠

の
弟
政
景
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
藩

の
機
構
が
い
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
藩
政
初
期

に
は
、
藩

卜
が
主
導
し
、
家
老
が
実
務
に
携
わ
る
体
制

で
境
争
論

に
対
応
し
て
い
た
こ
と

が
確
認

で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
藩
主
義
宣

の
指
示
内
容

に

つ
い
て
検
討
し
た
い
ｃ

史
料
３
を
み
る
と
、
義
宙
．か
ら
憲
忠

に
よ
る
指
示

の
中

に

「
江
戸
よ
り
嶋
田

治
兵
衛
殿

・
加
藤

い
お
り
殿
御
状
之

こ
と
く
、
談
合
そ
く

二
す
ま
し
、
罷
帰
候

へ
」
と
い
う
文
書
が
あ
る
。
ま
た
史
料
２
は
、
南
部
境
争
論

に
関
す
る
藩
情
報

が
、
義
宣
を
通
じ
て

「
兵
四
郎
殿
な
と

へ
」
伝
え
ら
れ
る
可
能
性
を
う
か
が
わ

せ
て
い
る
。

こ
の

「
嶋
田
治
兵
衛
」
「
兵
四
郎
」
と
は
、
当
時
幕
府

の
町
本
行
を
勤
め

て

い
た
嶋
田
利
正

で
あ
る
。
嶋
田
は
町
奉
行

で
あ
る
と
同
時

に
、
な
お
公
事
裁
許

に
関
わ
る
幕
府
重
職

で
あ
り
、
秋
田
藩
と
暮
府
と
の
仲
介
、
取
次

の
役
を
担

っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

義
宙
か
ら
は
、
彼

の
意
向

に
従
う
べ
き
旨

の
指
示
が
数
多
く
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認

で
き
る
。
嶋
田
の
意
向
を
簡
単

に
ま
と
め
る
と
、
両
藩
■
ド
向

の

う
え
、
互

い
に
一女
協
し
、
話
し
合

い
に
よ
り
解
決
を
図
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
大
名
相
互
の
交
渉

で
解
決
す
る
こ
と
を
望
み
、
自
ら
は
仲
裁
的
態
度

■
０

を
と

っ
た
幕
府
の
意
向
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。　
つ
ま
り
、
義
宣
の
指
示

は
幕
府
の
意
向
に
基
づ
く
も
の
で
あ

っ
た
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
南
部
境
争
論
に
対
す
る
秋
田
藩
の
動
向
か
ら
、
藩
政
初
期
に
は
、
幕

府
の
意
向
に
沿
い
な
が
ら
、
藩
主
の
主
導
の
も
と
、
家
老
級
の
者
が
隣
藩
と
の

交
渉
に
直
接
出
向
き
、
境
争
論
の
解
決
に
あ
た

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

２
　
境
目
奉
行
の
設
置

次
に
境
目
奉
行
が
設
置
さ
れ
た
寛
文
か
ら
延
宝
に
か
け
て
の
時
期
を
み
る
。

南
部
境
争
論
が
解
決
の
様
相
を
み
せ
な
い
ま
ま
、
岩
城
氏
、
生
駒
氏
の
由
利

郡
人
部
に
と
も
な
い
、
新
た
に
秋
田
、
亀
田
、
矢
島
の
二
領
に
よ
る
境
争
論
が

頻
発
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
と
く
に
仙
北
郡
人
沢
郷
付
近
で
は
、
薮
台
境
争
論
、

強
首
境
争
論
、
八
卦
通
境
争
論
な
ど
次
々
に
境
争
論
が
発
生
し
、
秋
田
藩
で
は

南
部
境
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
争
論

へ
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

ま
た
寛
文
期
の
秋
田
藩
で
は
、
裏
判
本
行
、
寺
社
奉
行
、
郡
本
行
な
ど
が
新

設
さ
れ
、
寛
文
卜
二
年

（
一
六
七
二
）
の
評
定
所
開
設
に
よ
り
、
合
議
体
制

へ

の
移
行
が
進
展
し
た
。
さ
ら
に
延
宝
期
に
も
、
番
方
体
制
が
整
備
さ
れ
、
支
配

機
構
が
充
実
し
、
し
だ
い
に
職
制
が
整
備
さ
れ
た
。

一
方
で
は
、
幕
府
の
訴
訟
制
度
が
し
だ
い
に
整
い
、
全
国
的
に
多
発
し
た
境

争
論
に
対
し
、
数
多
く
の
裁
許
絵
図
が
発
給
さ
れ
は
じ
め
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

境
目
奉
行
が
設
置
さ
れ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
時
期
で
あ
る
。

境
目
奉
行
に
つ
い
て
は
、
「‐国
典
類
抄
」
で
は
、
山
方
太
郎
左
衛
門
泰
護
目

記
の
延
宝
´
．年

（
一
六
七
四
）
二
月
ニ
ト

一
日
条
に
あ
る

「
一　

御
境
目
奉
行

二
小
川
九
右
衛
門
」
の
記
述
が
初
見
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
川
は
延
宝
二
年
よ



り
以
前
、
す
で
に
境
争
論
に
お
け
る
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
次
の
史
料
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

史
料
４
（前
略
）
寛
文
九
年
己
酉
、
蝦
夷
蜂
起

二
依
テ
　
命
シ
テ
松
前

二
到
シ
メ
、

其
動
静
具

二
見
聞
セ
シ
メ
、
直

二
東
都

二
到
テ
御
老
中

工
言
上
ス

十
年
庚
成
、
軽
率
ノ
頭
卜
為
ル
、
御
境
目
奉
行
ヲ
兼
ス

十

一
年
辛
亥
秋
、
　

命
シ
テ
束
都

二
使
シ
、
将
軍
家
ノ
安
否
ヲ
窺
シ
ム
、
九

月
十

一
日
登
　
営
シ
テ
熊
皮
圧
枚
ヲ
献
ス

延
宝
元
年
癸
――‐
、
南
部
境
争
論

二
働
テ
、
家
業

二
命
シ
テ
東
都

二
使
シ
、
八

月
九
日
御
老
中
■
屋
候
但
州

工
絵
図
ヲ
以
其
旨
趣
ヲ
達
セ
ラ
ル

五
年
丁
巳
九
月
卜
〓
日^
、
菜
地
百
石
加
賜
、
南
部
境
御
論
地
御
利
運
、
家
業

功
有
ヲ
以
也

八
年
庚
申
九
月
、
亀
田
境
争
論

二
依
テ
従
東
都
御
検
使
北
野
日
村
ド
着
、
家

業
中
川
宮
内
卜
同
彼
地

二
到
、
（後
略
）

こ
の
史
料
４
は
、
文
化
七
年

（
一
八

一
〇
）
に
藩
に
提
出
さ
れ
た
小
川
九
右

衛
門
家
系
図
の
、
小
川
九
右
衛
門
家
業
に
つ
い
て
の
記
載
で
あ
る
。

小
川
の
境
目
奉
行
就
任
年
を
み
る
と
、
寛
文
十
年
に

「
軽
率

ノ
頭
」
、　
つ
ま

り
物
頭
と
な
り
、
同
時
に
境
日
奉
行
に
就
任
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は

『
国
典
類
抄
』
の
記
載
よ
り
四
年
ほ
ど
遡
る
。
し
か
し
、
史
料
上
み
ら
れ
る
小

川
の
活
躍
は
寛
文
十

一
年
の
検
分
使
者
と
し
て
の
比
内
派
遣
か
ら
で
あ
り
、
寛

秋
田
藩
に
お
け
る
境
日
方
支
配

文
卜
年
の
就
任
で
あ
れ
ば
、
延
宝
二
年
以
前
の
実
務
も
不
自
然
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
先
に
境
目
奉
行
の
役
割
に
つ
い
て
み
た
後
、
設
置
時
期
に
つ
い
て

は
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
こ
で
は
小
川
と
、
「
国
典
類
抄
」

で
延
宝
三
年
に
境
日
本
行
に
就
任
し
た
と
さ
れ
る
井
口
織
部
に
つ
い
て
み
る
。

史
料
５

一
薮
台
論
所
江
、
江
戸
よ
り
御
検
使
衆
御
下

二
付
、
小
川
九
右
衛
門

・
黒
沢
甚

兵
衛
兼

‐―‐ｉ
被
　
仰
付
罷
出
候
筈
候
処

二
、
九
右
衛
門
事
病
気

二
候
故
、
生
田

＝
隼
人
、
甚
兵
衛
同
前

二
参
候
様

二
と
被
　
仰
付
候

史
料
６

一
昼
過
、
小
川
九
右
衛
門
召
列
、
根
岸
惣
内
案
内

二
而
、
但
馬
守
様
江
罷
出
候

処
、
八
ツ
程
　
御
城
よ
り
御
帰
被
為
逢
候
、
其
Ｌ
南
部
御
論
地
■
形

・
三
判

絵
図
を
も
御
覧
被
成
、
　

屋
形
様
よ
り
之
御
ロ
ー‐
を
も
申
Ｌ
候
、
八
ツ
半
過

帰
候

ま
ず
、
彼
ら
の
役
割
の
ひ
と

つ
は
、
論
地
の
検
分
で
あ
る
。
小
川
は
、
寛
文

十

一
年
の
比
内
検
分
使
者
を
始
め
、
翌
十
二
年
に
も
南
部
境
に
関
す
る
書
状
を

家
老
に
披
見
す
る
な
ど
、
度
々
論
地
に
出
向
い
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
幕
府
か
ら
検
使
が
派
遣
さ
れ
る
場
合
の
立
会
い
も
彼
ら
の
役
割
で
あ
っ

た
。
寛
文
十
二
年
、
薮
台
と
強
首
の
両
境
争
論
に
対
し
、
幕
府
か
ら
検
使
が
派

遣
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
と
き
立
会
い
を
仰
せ

つ
け
ら
れ
た
の
が
家
業

一
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秋
―――
藩
に
お
け
る
境
＝
方
支
配

と
黒
沢
甚
兵
衛

で
あ
る
こ
と
が
史
料
５
に
う
か
が
え
る
ｃ
同
様

に
、
延
宝
五
年

の
南
部
境
争
論

の
幕
府
検
使
派
遣
時

に
は
井

日
が
、
延
宝
八
年

の
八
卦
通
境
争

論

の
幕
府
検
使
派
遣
時

に
は
、
史
料
４
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
小
川
と
中
川
宮

内
が
立
会

い
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
黒
沢
と
中
川
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
。

次

に
、
幕
府
役
人
と
の
交
渉

の
役
割
が
挙
げ
ら
れ
る
。
史
料
６
は
、
当
時

の

家
老

で
あ
る
多
賀
谷
隆
家

の
日
記

で
あ
る
。

こ
の
と
き
、
家
老

に
同
行
し
た
小

川
は
、
幕
府
老
中
上
屋
但
馬
守

に
対
し
、
Ｌ
形
と
絵
図
を
も

っ
て
南
部
境
争
論

に
関
す
る
説
明
を
行
う
と
い
う
非
常

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
幕
閣
に
対

す
る
説
明
を
任
さ
れ
る
ほ
ど
、
小
川
は
南
部
境
争
論

の
中
心
的
役
割
を
担

っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
直
接
論
地

に
赴
き
、
在
地

の
給
人
や
領
民
な
ど
と
交
渉

す
る
こ
と

に
よ
り
、
相
当
量

の
情
報
が
彼

に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
延
宝
四
年
、
幕
府
か
ら
翌
年

に
検
使
を
派
遣
す
る
旨

の
仰
せ
を
受
け
る

際
、
呼
び
出
さ
れ
た
の
は
小
川
と
井

日
の
二
人

で
あ
り
、
江
戸

で
も
幕
府
と
の

」父
渉

に
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

以
上
、
境
日
本
行

の
役
割
と
し
て
は
、
論
地
検
分
、
そ
れ
に
と
も
な
う
在
地

領
民
な
ど
と
の
交
渉

・
情
報
収
集
、
幕
府
役
人
と
の
交
渉
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
基
本
的

に
従
来
家
老
が
携
わ

っ
た
実
務
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、

新
た
な
権
限
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、

こ
れ
ら
の
役
割
、

い
わ
ゆ
る
境
目
方

の
役
割
に
携
わ

っ
た
の
は
、

境
日
奉
行
だ
け
で
は
な
い
。
郡
奉
行
が
小
川
や
井
日
と
ほ
ぼ
同
様

の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

郡
奉
行
は
寛
文
十

一
年
に
設
置
さ
れ
、
宇
留
野
源
兵
衛
と
中
川
宮
内
め
　
ｋ

が
任
命
さ
れ
た
。
以
後
大
和
三
年

（
一
六
八
三
）
に
廃
止
と
な
る
ま
で
、
黒
沢

甚
兵
衛

（延
宝
元
～
）、
黒
沢
多
左
衛
門

（延
宝
八
～
）
、
黒
沢
味
右
衛
円

（人

和
三
～
）
が
就
任
し
て
い
る
。
町
奉
行
、
寺
社
奉
行
、
勘
定
奉
行
、
裏
判
奉
行

な
ど
と
と
も
に
評
定
寄
合
に
参
加
し
、
ま
た
そ
の
ド
に
検
地
役
、
郷
廻
役
、
山

川
役
な
ど
多
く
の
支
配
役
を
も

つ
な
ど
、
当
時
の
要
職
の
ひ
と

つ
で
あ

っ
た
。

先
の
黒
沢
と
中
川
は
こ
の
郡
本
行
で
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
検
地
や
幕
府
検

使
の
立
会
い
な
ど
、
境
目
奉
行
と
ほ
ぼ
同
じ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

つ
ま
り

当
時
の
境
目
方
は
、
境
日
本
行
と
郡
奉
行
が
担

っ
て
い
た
と
い
え
る
。

し
か
し
黒
沢
は
、
郡
奉
行
に
就
任
す
る
延
宝
元
年
以
前
に
、
す
で
に
境
争
論

に
携
わ
り
検
分
や
立
会
い
を
行

っ
て
い
る
。
し
か
も
系
図
を
確
認
し
て
も
、
郡

奉
行
就
任
の
年
が
延
宝
元
年
を
遡
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
黒
沢
は
郡
本
行

就
任
以
前
に
す
で
に
境
争
論
の
実
務
に
携
わ

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
境
」１
奉
行
の
設
置
に
つ
い
て
再
び
検
討
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
。

寛
文
卜
年
、
境
争
論
の
実
務
を
委
ね
る
旨
の
仰
せ
が
小
川
に
ド
さ
れ
た
。
仙

北
地
域
で
も
境
争
論
が
頻
発
し
、
家
老
が
直
接
実
務
に
あ
た
る
体
制
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
現
実
や
、
整
備
が
進
む
幕
府
訴
訟
制
度

へ
の
対
応
な
ど
が
新
た
な

体
制
を
構
築
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
小
川
は
こ
の
時
点
か
ら
実
務
に
携
わ
り
、

主
に
南
部
境
争
論
を
担
当
す
る
中
心
的
役
割
を
担
う
。
そ
し
て
こ
の
業
務
を
担

う
役
割
が
、
「境
＝
奉
行
」
と
い
う
形
で
藩
の
支
配
機
構

に
組
み
入
れ
ら
れ
、

あ
ら
た
め
て
小
川
が
任
命
さ
れ
た
の
が
、
延
宝
二
年
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。



つ
ま
り
境
目
奉
行
は
、
延
宝
一
一年
に
設
膚
さ
れ
た
役
職
で
あ
る
が
、
境
争
論

に
対
す
る
体
制
は
設
置
前
か
ら
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
設
置
時
点
で
は
す
で
に

機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
史
料
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
設
置
当
初
の
藩
政
機
構
内
で
の
詳

細
な
役
割
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
具
体
的
な
役
割
に
つ
い
て
、
時
代

は
や
や
ド
る
が
、
享
保
期
前
後
の
事
例
を
も
と
に
み
る
こ
と
と
す
る
。

３
　
享
保
～
寛
保
期
の
境
目
方

享
保
期
の
秋
田
藩
で
は
、
家
老
今
宮
大
学
義
透
を
中
心
と
し
た
財
政

・
行
政

改
革
が
断
行
さ
れ
、
元
禄
期
に
開
始
さ
れ
た
会
所
政
治
の
廃

――‐
、
本
方
本
行
の

廃
止
な
ど
に
よ
り
家
老
専
決
の
新
体
制
が
築
か
れ
た
」

こ
の
前
後
に
お
け
る
境
目
方
の
役
割
を
、
当
時
発
生
し
た
＾
．
つ
の
境
争
論
を

対
象
に
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
し
、
両
争
論
と
も
に
幕
府
出
訴
に
は
い
た

ら
な
か

っ
た
事
例
で
あ
り
、
卜
に
発
生
時
に
お
け
る
動
向
や
、
藩
の
意
向
が
決

定
す
る
経
緯
を
中
心
に
み
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
ひ
と

つ
め
の
境
争
論
は
、
享
保
十
三
年

（
一
七
三
八
）
に
発
生
し
た
金

山
沢
堤
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
秋
田
領
金
山
沢
村
の
領
民
が
、
洪
水
で
破
損
し

た
堤
を
修
復
し
た
と
こ
ろ
、
亀
田
領
江
原
田
村
、
矢
島
領
木
売
沢
村
の
両
村
か

ら
大
勢
の
領
民
が
訪
れ
、
堤
は
以
前
か
ら
両
村
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、

修
復
後
の
堤
に
さ
ら
に
修
復
を
加
え
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。

こ
の
事
件
は
、
事
件
発
生
の
翌
日
で
あ
る
八
月
五
日
、
当
時
境
日
本
行
で
あ
っ

た
田
代
源
太
、
鷲
尾
彦
九
郎
の
も
と
に
、
金
山
沢
村
の
拠
人
長
兵
衛
、
長
百
姓

惣
二
郎
の
二
人
か
ら
伝
え
ら
れ
た
。
知
ら
せ
を
受
け
た
二
人
は
、
ま
ず
再
度
拠

秋
田
藩
に
お
け
る
境
日
方
支
配

人
同
ｌｆ
で
交
渉
を
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
と
も
に
譲
ら
な
い
た
め
、
そ
の
旨
を

含
め
、
御
用
所

へ
報
告
を
し
て
い
る
。

報
告
を
受
け
た
御
用
所
で
は
、
家
老
今
宮
大
学
が
、
当
地
の
代
官
か
ら
江
原

田

・
木
売
沢
両
村
の
代
官
に
対
し
書
状
で
通
達
を
出
す
旨
を
命
じ
る
。
こ
れ
に

対
し
境
日
奉
行
は

「先
今
年

ハ
百
姓
共

二
御
預
之
方
可
然
候
、
役
人
贈
答
被
成

候
而
ハ
如
何
敷
段
し
ゐ
て
中
上
候
」
と
述
べ
、
あ
く
ま
で
在
地
に
解
決
を
委
ね

る
方
向
を
Ｌ
張
し
て
い
る
。
し
か
し
結
果
的
に
は

「御
代
官
よ
り
状
付
い
た
し

候
外
有
之
――――
敷
」
と
す
る
〈
ノ
宮
の
主
張
が
、
そ
の
後
の
評
定
で
も
認
め
ら
れ
、

金
山
沢
村
扱
の
代
官
杉
山
与

一
右
衛
門
が
、
亀
田

・
矢
島
の
代
官
と
の
交
渉
に

あ
た
る
こ
と
に
な

っ
た
。

計
定
の
結
果
は
境
目
奉
行
か
ら
金
山
沢
拠
人
長
兵
衛
ら
に
伝
え
ら
れ
た
。
ま

た
代
官
杉
山
か
ら
両
藩
に
届
け
ら
れ
る
書
状
は
、
境
目
奉
行
に
よ
る
確
認
を
経

て
、
そ
れ
ぞ
れ
届
け
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
互
い
の
主
張
が
異
な
り
、
交
渉
は

一

向
に
ま
と
ま
ら
な
い
。
そ
の
間
、
両
藩
と
の
交
渉
は
代
官
に
よ
り
続
け
ら
れ
、

境
＝
奉
行
は
兵
具
蔵
の
裁
許
絵
図
や
文
書
類
を
検
討
し
、
ま
た
幕
府
出
訴
に
な

っ

た
場
合
に
備
え
て
拠
人
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
く
り
返
し
て
い
る
。

翌
年
二
月
、
代
官
同
士
で
の
交
渉
で
は
埒
が
あ
か
な
い
と
み
た
亀
田
藩
か
ら
、

郡
代
松
館
五
郎
兵
衛
が
秋
田
に
派
遣
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
家
老
今
宮
か
ら
松
館

と
の
直
接
交
渉
を
任
さ
れ
た
の
は
、
境
目
奉
行
の
田
代
と
鷲
尾
で
あ

っ
た
。
事

前
に
今
宮
と
の
間
に
交
渉
の
方
向
性
を
確
認
し
て
臨
ん
だ
二
人
と
松
館
と
の
間

で
は
、
主
張
の
食
い
違
い
を
認
め
な
が
ら
も
、
内
済
に
よ
る
解
決
を
望
む
姿
勢

で

一
致
し
た
。
そ
し
て
、
堤
破
損
の
際
に
は
、
金
山
沢
村
か
ら
江
原
田

・
木
売

一
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秋
田
藩
に
お
け
る
境
目
方
支
配

沢
両
村

へ
連
絡
を
し
た
Ｌ
、
両
村
は
普
請
に
必
要
な
惣
人
数
の

「
五
ケ

一
御
手

伝
」
と
す
る
証
文
が
交
わ
さ
れ
、
内
済
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
み
る
境
争
論
は
、
寛
保
二
年

（
一
七
四

ｉ^
）
に
発
生
し
た
寺
館
新
畑
出

入
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
秋
田
領
と
矢
島
領
の
相
給
村
で
あ
る
寺
館
尻
引
村
内
の

人
会
地
で
、
双
方
新
開
を
行
わ
な
い
約
束
に
も
関
わ
ら
ず
、
矢
島
側
が
新
畑
や

新
屋
敷
を
築
い
て
い
る
と
の
訴
え
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

史
料
７

一
御
老
中
御
部
屋
江
罷
出
、
御
用
番
左
兵
衛
殿
、
御
列
座
帯
刀
殿

ｏ
大
学
殿

・

斎
殿

・
右
近
殿

・
内
膳
殿
江
、
次
第
具

二
中
―‐
候
処

二
、
段
々
被
為
聞
候
而
、

兎
角
弥
兵
衛
屋
鋪
事

ハ
具

二
御
金
蔵
等
之
古
キ
帳
面
可
左
之
か
、
各
卜
御
検

地
役
其
場
所
江
被
参
候
而
、
悉
ク
吟
味
被
致
、
当
御
領
畑

二
相
決
候

ハ
ヽ
、

贈
答
文
通
成
共
可
被
致
事
卜
存
候
、
何
辺
吟
味

ハ
第

一
之
事
与
存
候
、
御
絵

図
始
メ
具
之
事

ハ
、
役
人
中
江
も
対
談
致
、
相
談
可
致
卜
被
仰
候

（後
略
）

間
四
月
五
日
、
寺
館
の
拠
人
三
人
が
こ
の
件
に
つ
い
て
、
当
時
の
境
目
奉
行

信
太
又
左
衛
門
、
岡
見
織
部
の
も
と
に
訴
え
出
た
。
同
卜
七
日
、
信
太
と
岡
見

が
こ
の
訴
え
を
家
老
に
報
告
す
る
と
、
財
用
奉
行
、
町
奉
行
、
勘
定
奉
行
を
含

め
た
合
議
を
開
い
て
対
応
を
決
め
る
旨
が
中
し
渡
さ
れ
た
。
十
八
日
に
は
御
用

所
で
評
定
が
開
か
れ
た
が
、
す
で
に
こ
の
前
後
に
、
検
地
役
の
小
松
三
左
衛
門

が
金
蔵
で
永
帳
を
吟
味
し
、
ま
た
境
□
奉
行
の
二
人
も
安
楽
院
役
所
に
お
い
て

文
書
類
の
吟
味
に
あ
た

っ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
同
一
．卜
六
日

に
家
老
か
ら
出
さ
れ
た
仰
せ
が
史
料
７
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
境
日
奉
行
と
検
地
役
で
論
地
の
検
分
を
行
う
こ
と
と
な

っ
た
●

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
翌
日
の
評
定
で
確
認
さ
れ
、
境
＝
奉
行
の
信
太

・
岡
見
、

物
書
の
沢
部
、
検
地
役
小
松

・
川
井

・
井
上
、
絵
師
の
武
田
が
検
地

へ
向
か
う

こ
と
と
な

っ
た
。
ち
な
み
に
こ
の
検
地
は
、
境
目
奉
行
の

「久
々
不
相
廻
候
故
」

と
の
中
し
出
か
ら
、
秋
田
藩
と
亀
田
藩
の
境
界
線
を

一
通
り
検
分
す
る
、
い
わ

ば
巡
見
と
な

っ
た
。

論
地
の
検
分
は
二
月
十

一
日
に
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
論
地
は
寛
文
の
幕
府

裁
許
の
際
、
新
開
が
禁
じ
ら
れ
た
場
所
で
は
な
い
こ
と
、
矢
島
側
ば
か
り
で
は

な
く
秋
田
領
民
に
よ
る
新
開
の
跡
も
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
境
目
奉
行

か
ら
の
報
告
書
で
は
、
寺
館
尻
引
の
事
情
を
理
解
し
、
今
後
の
対
策
と
し
て
矢

島
側
に
入
会
地
の
新
畑
を
荒
ら
し
、
も
と
の
状
態
に
復
さ
せ
、
以
後
の
新
開
を

停
止
す
る
旨
の
証
文
を
交
わ
す
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

し
か
し
報
告
を
受
け
た
家
老
は
、
秋
田
側
で
も
新
開
を
行

っ
て
い
た
事
実
が

あ

っ
た
こ
と
、
ま
た
矢
島

へ
の
抗
議
が
公
事
、

つ
ま
り
幕
府
裁
許
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
抗
議
自
体
を
中
止
す
る
と
の
判
断
を
下
し
、
評
定
で

も
こ
の
判
断
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
境
目
奉
行
か
ら
拠
人

へ
そ
の
旨
が
伝

え
ら
れ
、
結
果
的
に
は
境
争
論
に
な
る
前
段
階
で
訴
え
が
差
し
戻
さ
れ
た
か
た

ち
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

以
Ｌ
、
１
争
論
の
経
過
か
ら
、
当
時
の
境
日
方
の
体
制
と
し
て
次
の
点
が
挙

げ
ら
れ
る
。

ま
ず
、
境
争
論
の
発
生
時
、
拠
人
か
ら
の
連
絡
は
境
Ｈ
奉
行

へ
伝
え
ら
れ
る



点
で
あ
る
。
境
目
奉
行
が
境
に
関
す
る
窓
日
と
な
り
、
直
接
拠
人
の
訴
え
を
受

け
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
訴
え
を
受
け
た
境
目
奉
行
は
、
御
用
所

へ
の
報
告
前

に
、
再
度
拠
人
同
ｌｒ
で
解
決
を
図
る
指
示
を
出
し
て
い
る
。

つ
ま
り
彼
ら
は
、

在
地
秩
序
あ
る
い
は
在
地
論
理
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
息
づ
く
在
地
の
意
向
を
尊

重
し
、
藩
権
力
の
介
人
前
に
事
態
の
収
拾
を
は
か

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

在
地
意
向
の
重
視
は
、
御
用
所

へ
の
報
告
や
評
定
の
際
、
在
地
領
民
に
争
論

の
解
決
を
委
ね
よ
う
と
す
る
意
向
や
、
領
民
の
要
求
を
か
な
え
よ
う
と
す
る
姿

勢
を
示
し
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
そ
こ
に
は
、
境
目
奉
行
と
拠
人
と
の

間
に
、
単
な
る
連
絡
体
制
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
在
地
の
意
向
に
対
す
る
共
通
理

解
が
存
在
し
た
Ｌ
で
の
支
配
体
制
が
築
か
れ
て
い
た
様
′卜
が
う
か
が
え
る
。

結
果
的
に
は
家
老
の
意
向
が
重
視
、
優
先
さ
れ
る
の
だ
が
、
少
な
く
と
も
評

定
の
場
で
在
地
の
意
向
も
考
慮
さ
れ
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
と
い
え
る
。

次
に
設
置
当
初
か
ら
の
役
割
で
あ

っ
た
、
境
目
奉
行
に
よ
る
論
地
検
分
が
み

ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
検
地
役
と
と
も
に
検
分
を
行

っ
て
ｔ、
る
の
が
確
認
で
き
る
。

同
じ
よ
う
に
、
定
期
的
な
巡
見
が
役
割
の
ひ
と

つ
で
あ
る
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

ま
た
代
官
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
代
官
が
基
本
的
に
大
和
三
年
に
廃
止
さ

れ
た
郡
奉
行
に
よ
る
村
方
の
職
務
を
引
き
継
い
だ
役
職
で
あ
る
た
め
、
境
日
本

行
と
の
関
係
は
、
郡
奉
行
と
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ

「．
た
と
い
え
る
。
し
か

し
、
他
藩
と
の
交
渉
を
代
官
が
担
い
、
絵
図
や
文
書
、
あ
る
い
は
拠
人
か
ら
の

情
報
収
集
を
境
目
奉
行
が
担
う
と
い
う
分
担
が
み
ら
れ
る
〓
た
だ
や
は
り
、
直

接
交
渉
に
臨
ん
だ
の
は
代
官
で
は
な
く
境
日
奉
行
で
あ
り
、
情
報
の
集
約
な
ど

の
点
か
ら
も
境
目
奉
行
の
役
割
が
大
き
か

っ
た
と
い
え
る
（．

秋
田
藩
に
お
け
る
境
目
方
支
配

ま
た
境
目
奉
行
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
境
争
論
以
外
に
、
境
争
論
に

関
す
る
絵
図

・
文
書
な
ど
の
資
料
整
理
や
保
存

・
管
理
に
携
わ

っ
て
い
る
こ
と

や
、
家
老
で
あ
る
〈
′
宮
大
学
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
見
当
山
調
査
や
領
内
調
査

に
お
い
て
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
享
保
三
年

（
一
七

一
八
）
か
ら
四
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
見
当
山

調
査
の
際
、
見
当
山
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
た
隣
藩
の
山
々
に
つ
い
て
、
何
郡

何
村
に
存
在
す
る
山
で
あ
る
か
を
隣
藩
役
人
に
確
認
す
る
役
割
を
、
境
日
奉
行

が
担

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
新
庄
藩
、
津
軽
藩
、
仙
台
藩
と
の
交
渉
は
境
日

奉
行
が
行

っ
た
が
、
南
部
藩
と
の
交
渉
だ
け
は
、
十
１
所
給
人
で
山
役
人
を
勤

め
る
忍
六
郎
右
衛
門
と
完
戸
又
左
衛
門
が
担

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
南
部
境
争

論
に
関
す
る
膨
大
な
記
録
を
残
し
た
の
も
、
大
館
周
辺
で
活
躍
し
た
山
役
人
と

推
測
さ
れ
、
秋
田
藩
の
境
目
方
に
お
い
て
、
こ
の
付
近
の
山
役
人
に
は
、
か
な

り
の
権
限
が
委
ね
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

一
一　
藩
政
後
期
の
境
目
方
に
つ
い
て

１
　
境
目
奉
行
の
性
格
の
変
化

秋
田
藩
で
は
、
延
宝

・
天
和
期
の
職
制
改
革
、
元
禄
期
の
会
所
政
治
開
始
、

享
保
期
の
今
宮
大
学
に
よ
る
改
革
な
ど
、
寛
政
期
に
い
た
る
ま
で
数
度
に
わ
た

り
藩
機
構
の
改
革
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
境
目
方
に
関
し
て
は
、
延
宝
二
年
に

境
日
本
行
が
設
置
さ
れ
、
家
老
が
担

っ
て
い
た
境
争
論
の
実
務
が
委
ね
ら
れ
て

二
五



秋
田
藩
に
お
け
る
境
目
方
支
配

以
来
、
基
本
的
に
大
き
な
改
革
は
な
か

っ
た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
寛
政
七
年

（
一
七
九
圧
）
に
再
設
置
さ
れ
た
部
奉
行
に
、
在
地

支
配
に
対
す
る
大
幅
な
権
限
が
委
任
さ
れ
る
に
と
も
な
い
、
境
目
奉
行
の
役
割

は
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。

郡
奉
行
は
、
寛
文
か
ら
大
和
に
か
け
て

一
時
期
設
置
さ
れ
た
役
職
で
あ
る
が
、

寛
政
七
年
に
再
設
置
さ
れ
た
郡
奉
行
は
、
領
内
農
村
に
お
け
る
荒
廃
地
再
開
発

と
殖
産
興
業
推
進
の
た
め
、
大
幅
な
権
限
を
持

っ
て
秋
田
藩
内
の
六
郡
に
各

一

人
ず

つ
任
命
さ
れ
た
重
職
で
あ

っ
た
。
当
時
の
郡
奉
行
制
に
関
し
て
は
金
森
―ｌｉ

也
氏
、
高
橋
務
氏
な
ど
に
よ
る
研
究
が
あ
り
、
農
民
支
配
体
制
の
実
態
や
そ
の

推
移
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
郡
奉
行
と
境
目
奉
行

と
の
関
係
に
つ
い
て
ふ
れ
、
境
目
方
の
変
化
に
つ
い
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

史
料
８

一
御
境
拠
人
御
堺
目
方

二
面
中
付
候
節
、
又

ハ
呵
等
申
渡
候
儀
等

ハ
、
此
末
拙

者
共
江
御
境
目
奉
行
中
談
候
事

二
被
仰
渡
候
間
、
此
旨
可
被
相
心
得
候

史
料
９

一
御
境
目
墨
引
よ
り
三
間
迄

ハ
、
御
境
Ｈ
奉
行
是
迄
之
通
取
担
候
間
、
此
旨
可

被
相
心
得
候
、
当
時
御
境
可
被
分
置
候
得
共
、
新

二
其
向
立
会
被
仰
付
候
――‐ｉ

者
、
労
煩

・
物
入
も
可
有
之
事
故
、
御
用
序
連
々
被
分
置
候
、
右
三
間́
ド
リ

以
ド
、
麓
郷
村
之
肝
煎
取
担
被
仰
付
候
、
長
百
姓

・
小
人
共
迄

一
村
申
会
守

護
致
候
様

二
被
仰
渡
候

史
料
１０覚

六
郡
村
々
郡
境
並
村
境

・
山
処
共

二
、
郡
奉
行
吟
味
役

・
御
検
地
役

・
林
取

立
役
、
右
三
役
之
内
を
以
、
御
吟
味
之
ｌｌ
被
改
置
候
分

（
、
其
節
被
指
出
候

面
々
、
御
境
日
方
江
罷
出
、
右
御
用
筋
之
儀
御
境
目
奉
行
江
可
被
中
聞
候
、

（後
略
）

史
料
８
か
ら
史
料
１０
は
、
寛
政
七
年
か
ら
卜

一
年
に
か
け
て
代
官
や
郡
方
吟

味
役

へ
宛
て
た
法
令
を
収
め
た

「御
用
留
書
」
の

一
部
で
あ
る
。

境
目
奉
行
と
郡
奉
行
は
、
と
も
に
寛
文

・
延
宝
期
に
設
置
さ
れ
た
当
初
か
ら

ど
ち
ら
も
境
争
論
に
関
す
る
職
務
に
携
わ

っ
て
お
り
、
郡
奉
行
の
廃
止
後
も
、

郡
奉
行
の
職
務
を
引
き
継
い
だ
代
官
や
、
郡
奉
行
の
支
配
役
の
ひ
と

つ
で
あ

っ

た
検
地
役
な
ど
と
と
も
に
境
目
方
の
役
割
を
担

っ
て
い
た
。

し
か
し
寛
政
期
、
両
者
の
支
配
分
掌
が
細
か
く
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
寛
政
七
年
九
月
、
拠
人
支
配
に
関
し
、
境
同
奉
行
が
拠
人
を
任
命
す
る

際
、
ま
た
は
賞
罰
を
与
え
る
際
に
は
、
境
＝
奉
行
か
ら
郡
本
行

へ
報
告
、
連
絡

が
必
要
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
境
目
奉
行
が
ほ
ぼ

一
手
に
担

っ
て
き

た
拠
人
支
配
に
関
し
、
郡
奉
行
の
影
響
を
受
け
る
か
た
ち
と
な

っ
た
。

つ
ぎ
に
寛
政
九
年
二
月
、
他
藩
と
の
境
界
線
か
ら
二
間
以
内
を
従
来
通
り
境

目
奉
行
の
支
配
管
轄
と
し
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
木
山

・
直
山

・
能
代
方

・

薪
山
に
い
た
る
ま
で
、
こ
と
ご
と
く
郡
奉
行
の
管
轄
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
境

界
か
ら
三
間
以
内
を
従
来
通
り
境
日
奉
行
の
管
轄
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、



「新

二
其
向
立
会
被
仰
付
候

‐ｒｉｌ
は
労
煩

・
物
人
も
可
有
之
事
故
」
と
さ
れ
て
い

る
。
要
す
る
に
、
引
継
ぎ
に
要
す
る
労
力
負
担
が
大
き
い
た
め
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
境
目
奉
行
の
担
う
役
割
の
複
雑
さ
、
扱
う
情
報
量
の
多
さ
な
ど
を
表
し
て

い
る
。
こ
う
し
て
、
支
配
管
轄
の
分
掌
化
が
進
め
ら
れ
た
。

た
だ
し
寛
政
卜
年
八
月
に
は
、
郡
境
や
村
境
に
関
し
、
郡
本
行
の
支
配
役
で

あ
る
郡
方
吟
味
役

・
検
地
役

・
林
取
立
役
が
行

っ
た
吟
味
や
検
分
に
つ
い
て
は
、

境
目
奉
行
に
そ
の
旨
を
報
告
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
内
容
か
ら
、
境
目
奉
行
と
郡
奉
行
と
の
間
に
、
境
界
線
か
ら
二
間
を

基
準
に
分
掌
が
決
め
ら
れ
、
ま
た
相
互
に
情
報
を
交
換
す
る
規
定
が
定
め
ら
れ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

し
か
し
、
郡
奉
行
に
よ
る
支
配
体
制
が
確
立
す
る
に
し
た
が
い
、
境
日
本
行

の
役
割
に
、
特
に
拠
人
支
配
の
面
で
大
き
な
制
約
が
生
じ
る

（後
述
）
。

そ
し

て
寛
政
十
．
一年
、
境
目
奉
行
自
体
が
そ
の
性
格
を
変
え
て
い
る
。

史
料
１１
但
御
境
国
奉
行
之
儀
は
、
以
前
よ
り
御
物
頭
内
よ
り
兼
帯
被
　
仰
付
候
得
共
、

御
用
向
も
多
端

二
相
成
不
取
纏

二
付
、
此
度
御
用
所
江
御
取
纏
、
足
迄
之
仕

形

二
不
泥
簡
易

二
取
扱
候
様
被
　
仰
渡
、
Ｈ
是^
迄
は
壱
ケ
年
役

二
物
書
而
己

被
　
仰
付
候
得
共
、
駄
輩
諸
士
之
内
よ
り
御
境
目
方
取
次
役
被
立
置
、
鈴
木

監
物

・
木
部
五
郎
右
衛
門
両
人
被
　
仰
付
、
御
合
力
銀
弐
百
目
宛
被
ド
置
候
、

（後
略
）

秋
田
藩
に
お
け
る
境
目
方
支
配

二
月
ニ
ト
四
日
、
そ
れ
ま
で
境
日
本
行
を
兼
帯
し
て
い
た
物
頭
の
黒
木
権
右

衛
門
、
石
井
有
仲
、
岡
見
徳
平
の
二
人
が
兼
帯
を
免
じ
ら
れ
た
。
か
わ

っ
て
評

定
奉
行
を
務
め
る
関
＝
半
八
、
日
付
か
ら
評
定
奉
行
に
転
役
と
な

っ
た
梅
津
良

兵
衛
の
一
．人
が
境
目
奉
行
を
兼
帯
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
し
て
、
物
書

一
人

だ
け
で
あ

っ
た
支
配
役
に
、
境
目
方
取
次
役
が
設
高
さ
れ
、
鈴
木

・
本
部
の
．
．

人
が
仰
せ

つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

史
料
１１
は
、
こ
の
と
き
の
記
事
の
但
書
の

一
部
で
あ
る
が
、
変
更
の
理
由
に

つ
い
て
は
、
境
争
論
に
関
す
る
用
向
き
が
多
く
な

っ
た
た
め
、
そ
の
業
務
を
御

用
所

へ
移
し
、
よ
り
迅
速
に
処
理
を
し
て
い
く
方
針
と
な

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。

以
上
、
寛
政
期
の
境
日
本
行
は
、
郡
奉
行
再
設
置
の
影
響
を
受
け
、
し
だ
い

に
そ
の
役
割
を
制
限
さ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
物
頭
の
兼
帯
か
ら
評
定
奉
行

の
兼
帯
と
な
り
、
支
配
役
に
新
た
に
取
次
役
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
変
化
が
実
際
の
役
割
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
次
節
で
み
る
こ
と
に

す
る
。２

　
寛
政
～
文
化
期
の
境
目
方

こ
こ
で
は
、
八
卦
通
と
高
尾
山
を
め
ぐ
り
亀
田
藩
と
の
間
で
展
開
さ
れ
た
両

争
論
を
も
と
に
、
■
に
境
目
奉
行
と
郡
奉
行
の
支
配
分
掌
の
実
態
を
み
る
。

ま
ず
八
卦
通
境
争
論
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
延
宝
八
年

（
一
六
八
０
）
の
幕
府

裁
許
に
よ
り
秋
田
領
と
矢
島
領
の
人
会
地
と
さ
れ
た
八
卦
通
を
め
ぐ
り
、
秋
田

・

矢
島
両
寺
館
尻
引
村
と
、
人
会
地
に
隣
り
あ
う
亀
円
領
北
野
目
村
と
の
間
に
発

生
し
た
二
領
に
よ
る
境
争
論
で
あ
る
。

Ｌ



秋
田
藩
に
お
け
る
境
□
方
支
配

天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
卜
月
六
日
、
人
会
地
と
北
野
口
村
の
境
界
付
近

ヘ

立
木
伐
採
に
向
か

っ
た
両
寺
館
尻
引
村
領
民
が
、
北
野
目
村
領
民
に
手
傷
を
負

わ
せ
ら
れ
た
旨
が
、
寺
館
尻
引
村
と
峰
占
川
村
の
拠
人
か
ら
、
境
日
奉
行
井
日

亘
に
報
告
さ
れ
た
。

十
二
日
に
は
、
井
国
と
も
う

一
人
の
境
目
奉
行
茂
本
内
蔵
之
丞
に
よ
り
論
地

検
分
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
領
民
の
訴
え
通
り
で
あ
る
と
し
て
、
亀
田
と
矢

島

へ
遣
わ
す
書
状
の
草
稿
と
、
延
宝
期
の
裁
許
絵
図
の
写
し
の
作
成
が
、
境
目

奉
行
に
仰
せ

つ
け
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
矢
島
役
人
山
科
理
左
衛
門
が
秋
田
を
訪
れ
、
井
日

・
茂
木
と
の

間
で
直
接
交
渉
が
進
め
ら
れ
た
。
山
科
は
矢
島
側
の
見
解
と
し
て
、
幕
府

へ
訴

え
る
し
か
な
い
と
主
張
し
、
そ
の
前
に
亀
田
へ
一
通
り
説
明
す
る
必
要
が
あ
る

と
述
べ
た
∩̈
こ
れ
に
対
し
、
秋
田
側
で
は
、
亀
田
藩
と
は
格
別
の
間
柄
で
あ
り

内
々
に
済
ま
せ
た
い
旨
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
交
渉
に
よ
り
、
そ
の
後
の
亀
田

藩
と
の
交
渉
は
、
基
本
的
に
秋
田
藩
に
委
ね
ら
れ
る
か
た
ち
と
な

っ
た
。

し
か
し
、
寛
政
八
年
を
過
ぎ
て
も
解
決
し
た
様
子
は
み
ら
れ
ず
、
し
か
も
亀

田
側
か
ら
、
論
地
と
な

っ
て
い
る
人
会
地
を
、
北
野
ｔ
‐
１
村
に
も
利
用
さ
せ
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
が
秋
田
藩
に
出
さ
れ
、
交
渉
が
難
航
Ｌ
て
い
た
。

寛
政
九
年

（
一
七
九
七
）
六
月
二
十
五
日
、
当
時
の
境
目
奉
行
真
崎
チ‐‥
郎
右

衛
門
と
川
井
角
助
は
、
御
用
番
家
老
か
ら
北
野
目
村
の
人
会
参
加
に
つ
い
て
、

内
々
に
拠
人
に
意
見
を
う
か
が
う
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
ニ
ト
七
日
に
拠
人
に
意

見
を
う
か
が

っ
た
と
こ
ろ
、
翌
二
十
八
日
、
人
会
は
断
り
た
い
と
の
意
見
が
拠

人
か
ら
境
日
本
行
に
提
出
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
と
き
、
実
は
代
官
か
ら
も
同
じ
内
容
の
う
か
が
い
が
出
さ
れ
、

し
か
も
矢
島
領
民
と
相
談
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
拠
人
か
ら
境

日
本
行
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
は
、
郡
奉
行
が
す
で
に
設
置
さ
れ
て

い
た
が
、
郡
方
吟
味
役
は
未
設
置
で
、
代
官
が
部
奉
行
の
属
役
と
し
て
機
能
し

て
い
た
時
期
で
あ
る
。
二
人
が

「
御
代
官
を
以
村
方
御
吟
味
被
成
候
事

二
候
得

ハ
、
拙
者
共
取
扱
之
義

ハ
御
境

一
卜
通
之
儀

二
候
得
は
、
甚
被
仰
含
之
御
趣
意

取
受
候
次
第
と

ハ
相
違
候
」
と
し
て
、
翌
日
代
官
岩
屋
清
兵
衛
に
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
郡
本
行
か
ら
命
じ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
御
用
番

へ
う
か
が
う
と
、
確
か
に
郡
奉
行
に
も
仰
せ

つ
け

た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も

「御
百
姓
共
吟
味
之
儀

ハ
、
郡
奉
行

二
お
ゐ
て

吟
味

二
相
及
不
申
候
得

ハ
難
相
分
事
故
」
、
境
同
奉
行
は
、
北
野
日
入
会
に
よ

り
境
同
に
問
題
が
生
じ
る
か
否
か
を
拠
人
に
う
か
が
う
よ
う
に
と
改
め
て
仰
せ

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
再
度
拠
人
と
相
談
し
、
新
た
に
北
野
国
人
会
と
し

て
も
、
以
前
の
通
り
境
目
が
据
え
置
か
れ
れ
ば
、
境
に
つ
い
て
は
特
に
問
題
が

な
い
と
の
意
見
を
得
て
、
Ｌ
月
´
一日
に
御
用
所

へ
報
告
し
て
い
る
。

こ
の
事
例
か
ら
は
、
郡
奉
行
の
設
置
後
、
藩
が
境
目
奉
行
と
拠
人
と
の
交
渉

か
ら
求
め
る
情
報
は
、
境
目
に
関
す
る
も
の
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
し
て
、
・人
会
と
す
る
こ
と
に
よ
る
円
地
や
草
刈
り
へ
の
影
響
な
ど
に

つ
い
て
は
、
郡
奉
行
あ
る
い
は
代
官
が
そ
れ
を
報
告
す
る
も
の
と
さ
れ
、
両
者

に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
後
、
八
卦
通
境
争
論
は
文
化
一
年^

（
一
八
〇
五
）
に
幕
府
に
出
訴
さ
れ

る
。
し
か
し
、
老
中
戸
ＩＨ
采
女
正
の
取
り
な
し
に
よ
る
和
談
と
な
り
、
同
六
年



に

一^
藩
検
分

の
う
え
証
文
が
一父
わ
さ
れ
、
よ
う
や
く
決
着
と
な

っ
た
。

こ
の
検

分

に
は
、
秋
田
か
ら
は
境
目
方
取
次
役
益
田
治
右
衛
門
が
立
ち
会

っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
亀
田

・
矢
鳥
と
の
手
紙

に
よ
る
交
渉
は
、
ほ
と
ん
ど
境
目
奉
行

の
手

に
よ
り
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
文
化
二
年

の
ネ
府
出
訴

の
直
前

に
は
、
境
□
奉
行

１
人
が
直
接
江
戸

へ
登
り
、
幕
府
と
の
交
渉

に
も
携
わ
り
、
和
談
証
文
を
交
わ

し
た
当
事
者

に
も
な

っ
て
い
る
。

次

に
高
尾
山
境
争
論

に

つ
い
て
み
る
。

こ
れ
は
、
秋
田
領
女
米
木
村
と
亀
円

領
君
ケ
野
村
と
の
間

で
、
高
尾
山

の
帰
属
を
め
ぐ
り
展
開
さ
れ
た
争
論

で
あ
る

が
、
時
期
的

に
は
境
＝
方

に
変
更
が
あ

っ
た
寛
政
ト
ー
年
以
降
の
事
例
と
な
る
。

享
和
三
年

（
一
八
●
＾́
．）
二
月
、
女
米
木
村
拠
人
権
太
郎
か
ら
、
境
同
奉
行

の
関
＝
半
八
、
梅
津
良
兵
衛

に
対
し
、
境
界
付
近
を
亀
田
の
足
軽
や
領
民
が
大

勢

で
通

っ
て
い
る
ら
し
い
と
の
訴
え
が
あ

っ
た
。

史
料
１２

一
郡
奉
行
諸
橋
文
太
人

汀
為
懸
合

二
相
及
候

二
者
、
昨

目
女
米
木
村
よ
り
御
境

通
亀
田
御
領
之
も
の
多
人
数
往
来
致
候
趣
訴
申
出
候

二
付
、
致
吟
味
候
得
共
、

何
之
為
往
来
致
候
意
不
相
分
候
、
乍
去
従
道
等
付
置
候
も
難
斗
候
間
、
此
方

取
次
役
成
差
遣
可
申
候
得
共
、
御
手
元
江
茂
御
訴
中
Ｌ
候
筈
故
、
御
足
軽
也

被
差
遣
候
哉
為
問
合
候
所
、
手
元
江
者
中
出
茂
無
之
候
得
共
、
左
様
之
儀

ニ

候

ハ
ヽ
、　
一
卜
先
手
元
見
廻
役
差
遣
吟
味
為
致
可
中
候
間
、
見
廻
役
共

江
能

々
被
仰
含
可
差
遣
挨
拶
故
、
今

一
方
右
有
之
迄
者
、
此
方
取
次
役
者
不
差
遣

候
事

二
中
会
候

秋
田
藩
に
お
け
る
境
目
方
支
配

従
来
で
あ
れ
ば
、
御
用
所

へ
報
告
に
向
か
う
の
で
あ
る
が
、
関
日
と
梅
津
は

史
料
１２
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
郡
奉
行
で
あ
る
諸
橋
文
太
人
を
訪
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
境
□
方
取
次
役
と
郡
方
の
役
人
と
で
論
地
の
確
認
に
向
か
う
こ
と
を

提
案
し
、
話
し
合
い
の
結
果
、
ま
ず
郡
方
見
廻
役
が
吟
味
に
向
か
い
、
境
目
方

は
そ
の
報
告
を
待

つ
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

見
廻
役
に
よ
る
吟
味
で
は
特
に
不
審
な
点
は
な
く
、
ま
た

一^^
月
に
行
わ
れ
た

境
日
本
行
の
関
Ｈ

・
梅
津
、
取
次
役
の
鈴
木

・
会
田
、
絵
師
武
田
の
五
人
に
よ

る
巡
見
で
も
、
こ
の
地
域
で
は
特
別
何
も
な
い
様
Ｆ
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
四
月
ニ
ト
七
日
未
明
、
新
道
を
切
り
開
い
て
い
た
亀
田
側
の
者
と

秋
田
領
民
と
の
――――
に
争
い
が
生
じ
、
亀
田
足
軽
の
龍
蔵
が
捕
ら
え
ら
れ
る
と
い

う
事
件
が
起
き
た
。
連
絡
を
受
け
た
関
日
と
梅
津
は
、
――干‐
速
御
用
番
家
老

へ
報

告
し
、
取
次
役
を
現
地
に
派
遣
す
る
旨
を
承
諾
し
て
も
ら
う
。
そ
し
て
、
四
月

ニ
ト
九
日
に
は
、
御
用
番
か
ら
の
呼
び
出
し
に
よ
り
、
関
日
と
梅
津
、
副
役
の

杉
山
嘉
左
衛
門
、
評
定
奉
行
の
井
口
Ｉ^‥‥１
が^
、
今
回
の
件
の
担
当
に
命
じ
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
は
じ
め
て
、
境
日
奉
行
が
高
尾
山
境
争
論
の
実
務
に
携
わ
る
こ
と
が

正
式
に
認
め
ら
れ
る
か
た
ち
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

史
料
１３

一
亀
田
御
役
人
神
谷
半
治

・
玉
山
治
左
衛
門

・
三
好
岡
平
よ
り
、
郡
方
御
役
人

中
様
之
宛
所

二
而
文
通
有
之
、
女
米
木
村

二
お
ゐ
て
被
召
捕
候
山
廻
龍
蔵
被

返
付
候
様

二
申
来
候
所
、
も
時
郡
奉
行
諸
橋
文
太
夫
廻
在

二
付
、
同
役
金
宇

平
治
よ
り
為
取
合
有
之
候
間
、
根
元
よ
り
之
次
第
中
談
、
半
八

・
良
兵
衛
相

二
九



秋
円
藩
に
お
け
る
境
――
方
支
配

揃
、
右
来
占
御
用
番
小
膳
殿
江
及
御
沙
汰
、
猶
返
吉
之
儀

ハ
文
太
夫
廻
在
中

故
、
郡
方
吟
味
役
よ
り
取
担
之
筋

二
無
之
候
間
、
御
境
＝
奉
行

江
文
通
為
懸

合
候
様

二
中
達
、
可
然
申
合
候
趣
共

二
御
伺
申
Ｌ
候
処
、
御
承
知
之
旨
御
指

揮
有
之
候

二
付
、
右
之
趣
意
案
文
致
、
川
辺
郡
取
扱
之
吟
味
役
国
安
小
左
衛

門
江
草
稿
相
渡
候

こ
の
史
料
１３
に
よ
り
、
足
軽
龍
蔵

の
返
還
に

つ
い
て
の
亀
田
役
人
か
ら
の
書

状
が
、
郡
奉
行

の
も
と

へ
届
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
し
か
し
、

す

で
に
境
日
本
行
を
は
じ
め
と
す
る
担
当
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
境
＝
奉
行

へ

書
状
を
追
わ
し
て
交
渉
を
し
て
ほ
し
い
旨

の
返
答
が
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
、
亀
田
藩
と
の
交
渉
は
、
境
＝
奉
行

の
手

に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
八
卦
通
境
争
論

の
場
合
と
同
様

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
高
尾
山
争
論
自

体
も
、
八
卦
通
境
争
論
と
同
様
、
文
化
１
年

に
幕
府
出
訴
す
る
も
、
老
中
戸
田

采
女

―１１

に
よ
る
取
り
な
し
で
和
談
と
な
り
、
同
六
年

に
高
尾
山

一
帯
は
す

べ
て

秋
田
領
と
す
る
証
文
が
ほ
い
に
交
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
Ｌ
、
１

つ
の
境
争
論
か
ら
境
目
奉
行
と
郡
奉
行
と
の
関
係
を
み
る
と
、
郡

本
行

の
設
置
当
初
、
従
来
境
目
奉
行

に

一
任
さ
れ
て
い
た
拠
人
支
配
に
関
し
て
、

郡
奉
行
か
ら
も
拠
人

に
命
令
が
伝
え
ら
れ
、
境
目
奉
行

に
戸
惑

い
が
生
じ
て
い

る
の
が
確
認

で
き
る
。
し
か
し
、
両
者

の
支
配
分
掌
が
確
立
す
る
な
か
で
、
境

日
、
あ
る
い
は
拠
人
支
配
に
関
す
る
相
互
補
完
も
生
ま
れ
、
互
い
に
連
絡
を
取

り
あ
う
か
た
ち

で
争
論

へ
対
応
す
る
体
制
が
で
き
て
い
る
。

一
方
、
境
目
方

の
体
制
が
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
検
分
が
取
次
役

に
委
ね

三
●

ら
れ
、
境
目
奉
行
は
他
藩
と
の
交
渉
が
卜
業
務
と
な

っ
て
い
く
様
子
が
見
受
け

ら
れ
る
。
と
く
に
、
検
分
が
取
次
役
の
業
務
と
な
る
こ
と
で
、
境
目
奉
行
に
よ

り
在
地
の
意
向
が
評
定
の
場
で
反
映
さ
れ
る
機
会
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
高
橋
務
氏
が
指
摘
す
る
郡
奉
行
と
郡
方
吟
味
役
に
み
ら
れ

た
状
況
に
よ
く
似
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
流
れ
は
、
人
保
期
に
入
り
さ
ら
に
顕
著
と
な
る
。

３
　
天
保
期
の
境
目
方

文
化
二
年
に
八
卦
通
と
高
尾
山
の
両
境
争
論
が
和
談
に
よ
り
解
決
す
る
と
、

同
卜
年
ま
で
に
、
秋
田
藩
と
亀
田
藩
と
の
境
界
付
近
の
村
々
で

一
斉
に
境
の
確

認
が
行
わ
れ
、
証
文
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
。
し
か
し
、
矢
島
を
含
む
三
領
が
入

り
組
む
人
沢
郷
周
辺
で
は
、
文
政
期
に
入

っ
て
も
争
論
が
発
生
し
、
秋
田
藩
で

は
最
後
ま
で
境
争
論
が
展
開
さ
れ
た
地
域
と
な

っ
た
。

こ
の
人
沢
郷
村
替

一
件
を
も
と
に
、
当
時
の
境
目
方
に
つ
い
て
み
る
。

文
政
卜

一
年

（
一
八
ｌ
八
）
、
亀
田
領
北
野
目
村
と
矢
島
領
持
別
当
村
と
の

間
で
、
人
会
地
の
馬
草
刈
場
を
め
ぐ
る
争
論
が
発
生
し
た
。
三
領
人
会
で
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
翌
十
´
年́
に
か
け
て
、
矢
島
役
人
小
助
川
治
郎
右
衛
門
と
秋
田

藩
境
＝
奉
行
の
益
田
治
右
衛
門
と
の
間
で
内
済
に
む
け
た
交
渉
が
持
た
れ
た
が
、

六
月
に
は
交
渉
が
決
裂
し
、
ト
ー
年
、
矢
島
か
ら
幕
府
に
訴
え
が
提
出
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
当
時
境
同
奉
行
を
勤
め
た
益
田
で
あ
る
が
、
彼
は
境
目
方
取
次
役

か
ら
境
目
奉
行
見
習
い
を
経
て
、
文
化
卜
年
に
正
式
に
境
目
奉
行
に
就
任
し
、

さ
ら
に
同
卜
四
年
に
郡
奉
行
に
就
任
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
益
田
は
郡
奉
行
兼



境
目
奉
行
と
し
て
大
沢
郷
村
替

一
件

に
携
わ

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
寛
政
Ｌ
年

の
郡
奉
行
再
設
置
以
来
、
境
目
奉
行
と
郡
奉
行
と
の
支
配
分
掌
が
し
だ
い
に
定

め
ら
れ
た
が
、
境
目
方

に
精
通
し
た
益
田
が
郡
奉
行

に
就
任
す
る
こ
と
に
よ
り
、

境
日
本
行
と
郡
奉
行

の
職
掌
を

一
括
し
て
担
当
す
る
か
た
ち
が
成
立
し
た
と
い

え
る
。

さ
て
、
亀
田
を
相
手

に
幕
府

へ
出
訴
し
た
は
ず
の
矢
島
か
ら
、
論
地
が
１
領

人
会
地

の
た
め
、
訴
え
の
中

で
亀
田
の
岩
城
氏
と
と
も

に
佐
竹
氏

の
名
前
も
出

し
た
と
の
連
絡
が
、
江
戸

の
秋
田
藩
詔
守
居
の
も
と

へ
伝
え
ら
れ
た
。
し
か
し

江
戸
詰

の
秋
田
役
人
は
、
突
然

の
連
絡

に
事
情
が
ま

っ
た
く
理
解

で
き
ず
、
国

元

へ
矢
島
と
の
事
情
を
尋
ね
、
〈
ァ
後

の
矢
島
と
の
交
渉
を
国
元
と
江
戸

の
ど
ち

ら
で
を何
う
の
か
に

つ
い
て
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。

史
料
１４

一
惣
し
て
御
境
目
論
所
之
儀
、
共
筋
役
人
中
懸
合

に
て
其
Ｌ
相
分
兼
候

ハ
ヽ
、

各
其
領
主
よ
り
進
達

二
可
相
成
筋
之
様

二
被
存
候
処
、
百
姓
共
よ
り
及

――１１
訴

候
義
如
何
致
も

の
に
有
之
候
哉
、
前
々
御
振
合
茂

‐‐∫
有
之
候
条
、
取
扱
之
者

為
意
得
委
曲
被
仰
越
候
様
致
度
候
、
以
上

史
料
１４
は
、
江
戸
詰

の
副
役
鈴
木
五
助
か
ら
国
元
の
同
役

へ
あ
て
た
御
用
状

の

一
文

で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
当
時

の
秋
田
藩

の
境
争
論

に
関
す
る
認
識
は
、
ま
ず
は
境
争

論

の
担
当
者
同
十

で
交
渉
し
、
そ
れ
が
不
調
で
あ

っ
た
場
合

に
、
そ
れ
ぞ
れ
藩

秋
田
藩
に
お
け
る
境
Ｈ
方
支
配

主
か
ら
進
達
、　
つ
ま
り
幕
府

へ
働
き
か
け
て
解
決
を
図
る
と
い
う
も
の
て
二
」ヽ

決
し
て
領
民
が
幕
府
に
直
訴
す
る
性
格
の
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

つ
ま
り
天
保
期
の
秋
田
藩
は
、
境
争
論
は
あ
く
ま
で
藩
に
よ
り

解
決
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
た
と
い
え
る
。

人
保
二
年

（
一
八
三

一
）
〓
一月
．
卜^
四
日
、
江
戸
留
守
居
田
代
新
右
衛
門
は
、

幕
府
勘
定
知
行
割
係
の
内
藤
甚
十
郎
よ
り
、
矢
島
か
ら
老
中
水
野
出
羽
守
に
大

沢
郷
の
村
々
を
幕
府
領
と
交
換
し
た
い
旨
の
内
意
が
あ

っ
た
こ
と
を
伝
え
ら
れ
、

内
密
に
矢
島
願
書
の
文

ｌｆＩＩ
を
手
に
入
れ
る
。
こ
の
件
は
す
ぐ
さ
ま
国
元
に
も
伝

え
ら
れ
、
幕
府
領
と
な
る
人
沢
郷
村
々
を
秋
田
の
預
地
と
す
る
よ
う
幕
府

へ
働

き
か
け
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
、
水
野
出
羽
守
家
老
１１
方
縫
殿
助
か
ら
、
秋

田
藩
は
以
前
に
預
地
を
受
け
た
こ
と
が
な
く
、
先
例
が
な
い
場
合
は
承
諾
で
き

な
い
と
伝
え
ら
れ
た
た
め
、
秋
田
藩
は
下
野
領
の

一
部
と
の
領
地
引
き
替
え
を

幕
府
に
中
し
出
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

五
月
十
二
日
、
江
戸
に
―ＩＩＩ
け
ら
れ
た
秋
田
御
用
状
で
は
、
村
替

一
件
の
御
用

係
に
江
戸
詰
で
は
清
水
良
八
、
国
安
又
／
‐‥
衛
門
、
日
代
新
右
衛
門
の

一^．人
を
、

国
元
で
は
勘
定
本
行
介
川
束
馬
を
任
命
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
境
□
奉
行
で
あ

る
益
田
と
藤
本
野
内
の
二
人
は
、
特
別
担
当
に
任
命
は
し
な
い
が
境
目
に
関
わ

る
事
で
あ
る
と
し
て
、
係
と
同
様
の
役
割
を
請
け
負
う
こ
と
と
な

っ
た
。

し
か
し
、
江
戸
で
の
幕
府
と
の
交
渉
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
、
九
月
に
は
介

川
が
江
戸
に
登
り
、
留
守
居
田
代
と
と
も
に
幕
府
交
渉
を
行

っ
て
い
る
。
八
卦

通

・
高
尾
山
の
両
境
争
論
で
は
、
幕
府
出
訴
の
直
前
、
直
接
境
目
奉
行
が
演
説

占
を
携
え
江
戸
に
登

っ
て
い
る
が
、
大
沢
郷
村
替

一
件
に
関
し
て
は
、
そ
の
役



秋
田
藩
に
お
け
る
境
日
方
支
配

割
は
介
川
と
田
代
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

近
世
後
期
の
留
守
居
役
は
、
幕
府
の
先
例
や
古
格
に
動
揺
、
弛
緩
が
み
ら
れ

は
じ
め
た
の
を
捉
え
、
自
藩
の
利
益
の
た
め
、
藩
卜
の
家
格
向
上
や
預
所
統
治

に
つ
い
て
の
交
渉
に
あ
た
り
、
そ
の
成
否
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ

る
。
こ
れ
に
基
づ
く
よ
う
に
、
秋
田
藩
の
幕
府
交
渉
も
江
戸
留
守
居
の
田
代
ら

の
活
躍
に
頼
る
部
分
が
大
き
か

っ
た
の
で
あ
る
ｃ

ま
た
秋
田
藩
は
、
享
和
期
に
は
郡
奉
行
を
勘
定
奉
行
の
兼
任
と
し
、
勘
定
方

の
意
向
が
在
方
支
配
に
直
接
的
に
反
映
さ
れ
る
体
制

へ
と
変
化
し
て
い
る
。
勘

定
奉
行
介
川
が
村
替

一
件
の
御
用
係
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情

を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
反
対
に
、
境
＝
奉
行
が
取
り
扱
う
情
報
な
ど

が
重
要
視
さ
れ
ず
、
す
で
に
在
地
の
意
向
を
考
慮
す
る
よ
う
な
体
制
で
は
な
い

状
況
で
当
時
の
境
争
論
が
展
開
し
た
と
い
え
る
。

こ
の
村
替

一
件
は
、
秋
田
藩
が
村
替
願
を
提
出
し
た
直
後
、
亀
田
藩
か
ら
も

大
沢
郷
に
関
す
る
村
替
願
が
提
出
さ
れ
、
結
局
は
天
保
三
年
、
大
沢
郷
を
中
心

と
し
た
秋
田

・
亀
田
の
村
替
と
い
う
か
た
ち
で
決
着
し
た
。

以
Ｌ
、
人
保
期
の
人
沢
郷
村
替

一
件
を
通
じ
て
境
目
方
に
つ
い
て
み
る
と
、

当
時
境
Ｈ
奉
行
が
郡
奉
行
の
兼
任
と
な

っ
て
は
い
る
が
、
境
争
論
自
体
は
■
に

勘
定
奉
行
や
江
戸
留
守
居
に
よ
る
幕
府
交
渉
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
。
そ
し
て

在
地
と
は
か
け
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
藩
の
論
理
に
よ
り
解
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
つ
け
加
え
る
と
、
境
＝
奉
行
は
、
慶
応
期
に
は
砲
術
所
と
の
兼
任
を

し
て
い
る
例
が
確
認
で
き
、
そ
の
役
割
を
多
様
化
さ
せ
た
様
ｒ
が
う
か
が
え
る
。

そ
し
て
、
明
治
ま
で
廃
止
さ
れ
る
こ
と
な
く
置
か
れ
続
け
た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

以
Ｌ
、
秋
田
藩
の
境
――
方
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
前
提
と
し
て
、
秋
田
藩
の
境
争
論
に
対
す
る
姿
勢
が
、
藩
政
期
を
通
じ

一
貫
し
て
内
済
重
視
で
あ

っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
当
時
の
訴
訟
制

度
に
み
ら
れ
る
、
内
済
重
視
と
い
う
幕
府
の
意
向
に
沿

っ
た
も
の
と
見
な
す
こ

と
が
で
き
る
。

延
宝
一
年^
に
境
目
奉
行
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
家
老
が
担

っ
て
い
た
実
務

が
委
ね
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
明
治
に
い
た
る
ま
で
境
目
方
の
中
心
と
し
て
活
躍

す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
性
格
は
寛
政
期
を
境
に
変
化
を
見
せ
る
。

当
初
は
、
境
界
そ
の
も
の
の
確
定
、
越
境

へ
の
対
応
な
ど
の
た
め
、
論
地
検

分
と
拠
人
支
配
を
■
に
担

っ
た
。
そ
こ
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
検
分
に
よ
る
在

地
の
実
態
把
握
と
、
拠
人
支
配
に
よ
る
在
地
の
意
向
の
理
解
で
あ
り
、
境
―‥―
奉

行
に
は
、
そ
れ
ら
を
藩
の
評
定
の
場
な
ど
に
お
い
て
報
告
す
る
役
割
が
求
め
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
寛
政
期
以
降
、
藩
経
済
再
建
に
と
も
な
い
郡
方
や
勘
定
方
が
重
視
さ

れ
る
に
し
た
が
い
、
境
目
方
の
役
割
が
し
だ
い
に
制
約
を
受
け
た
。
ま
た
、
境

＝
奉
行
が
物
頭
の
兼
役
か
ら
評
定
奉
行
の
兼
役
、
郡
奉
行
の
兼
役
へ
と
変
化
し
、

さ
ら
に
支
配
役
に
取
次
役
や
請
払
役
な
ど
が
お
か
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
郡

奉
行
に
よ
る
拠
人
支
配

へ
の
制
約
、
論
地
検
分
の
下
役

へ
の
移
行
な
ど
に
よ
り
、

境
目
奉
行
が
在
地
の
意
向
を
反
映
さ
せ
難
く
な
り
、
藩
の
意
向
が
在
地
の
そ
れ



か
ら
し
だ
い
に
乖
離
す
る
と
い
う
結
果

に

つ
な
が

っ
た
と
い
え
る
。

要
す
る
に
、
時
代
ご
と
に
境
目
方

の
役
割
が
変
化
す
る
に
と
も
な
い
、
内
済

の
実
現
と
い
う
表
面
Ｌ
は

一
貫
し
て
い
る
藩

の
姿
勢
も
、
内
実
は
当
初

の
在
地

の
意
向

に
理
解
を
示
す
か
た
ち
か
ら
、
藩
事
情
を
優
先
す
る
か
た
ち

へ
と
変
化

し
た
と
い
え
る
。

た
だ
し
、

ひ
と

つ
ひ
と

つ
の
事
例

に
対
す
る
考
察
が
不
卜
分

で
あ
り
、

ひ
と

と
お
り
藩
政
期
全
般
を
眺
め
た
上

で
の
推
論

に
過
ぎ
な
い
，
ま
た
、
藩
政
初
期

後
明
ら
か
に
す
る
べ
き
点
も
多
く
み
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
課
題

に
取
り
組
む

こ
と

で
、
秋
田
藩

の
境
＝
方
、
そ
し
て
秋
田
藩

の
職
制

に

つ
い
て
さ
ら
な
る
考
察
を
重
ね
た
い
。

王ヽ
（
―
）

小
―＋Ｌ
川
欣
肝

一
増
補
　
近
趾
民
事
訴
訟
制
度
の
研
究
一
（名
著
普
及
会
、　
．
九

八
八
年
）
参
照
。

（
２
）

丹
羽
邦
男

一
近
世

に
お
け
る
山
野
河
海

の
所
有

・
支
配
と
明
治

の
変
革

一

傘
．日
本
の
社
会
史
」
第
一
．巻
、
岩
波
書
店
、
　

九
八
七
年
）
参
照
。

（
３
）

高
木
昭
作

『
日
本
近
附
国
家
史
の
研
究
」
（岩
波
占
店
、　
＾
九
九
●
年
）
参
照
。

（
４
）

今
野
真

一
近
世
前
期
の
山
論
―
出
羽
国
山
利
郡
真
木
山
を
め
ぐ
る
争
論
か
ら

止

（渡
辺
信
人
編

「
近
世
日
本
の
民
衆
文
化
と
政
治

一
河
出
占
房
新
社
、　
一

九
九
１
年
）
参
照
ｃ

（
５
）

山
本
幸
俊

一近
世
初
期
の
論
所
と
裁
許
　
会
津
藩
を
中
心
に
―

」
（
北
島
正
元

編

『
近
世
の
支
配
体
制
と
社
会
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
八
―
年
）
参
照
。

（
６
）

阿
部
俊
人

「
元
禄
年
間
に
お
け
る
高
倉
山
争
論
の
特
質
～
山
野
利
用
と
陸
奥

・

出
羽
両
国
の
国
境

一
お
ほ
か
沢
」
～
」
（福
島
県
歴
史
資
料
館

『
研
究
紀
要
』

秋
田
藩
に
お
け
る
境
日
方
支
配

第

＾
六
号
、　
一
九
九
四
年
）、
同

一
論
所
裁
許
と
立
会
絵
図
～
寛
文
九
年

一。刈

田
郡
湯
原
村
与
伊
達
郡
茂
庭
村
与
山
境
御
論
所
絵
図
』
の
検
討
～

一
（
福
島
県

歴
史
資
料
館

『．研
究
紀
要
」
第
．
．●
号
、　
＾
九
九
八
年
）
、
本
田
伸

．
近
世
の

北
奥
と
藩
領
域
―
八
戸
藩

・
盛
岡
藩
境
絵
図
の
検
討
を
通
し
て
　
‐一
２
．弘
前

大
学
国
史
研
究
」
第

．
０
五
号
、　
＾
九
九
八
年
）
な
ど
参
照
。

（
７
二

秋
田
城
之
介
占
状
写
」
（整
理
記
号

ｏ
番
号
　
県
Ｂ
Ｉ
四
四
七
）
参
照
。

た
だ
し
、
他
の
簿
冊
に
写
さ
れ
た
書
状
で
は

一弥
生
ｌ
Ｈ
」
の
も
の
が
多
い
。

ま
た

‐定
安
」
に
つ
い
て
も
、
単
な
る
写
し
間
違

い
か
、
あ
る
い
は
何
ら
か

の
意
味
が
あ
る
の
か
、
現
時
点
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
８
）
　

一御
記
録
所
御
書
物
之
内
御
境
日
御
用
」
（
Ａ
三

．
二

十
二
五
）
元
和
三
年
ト

一
月
五
日
条
参
照
。

|り i

の

i受

害1
な
ど

/、

（
９
）

（
Ю
）

（
＝
）

（
‐２
）

（
‐３
）

（
‐４
）

（
‐５
）

（
‐６
）

（
‐７
）

一．人
日
本
占
記
録
　
梅
津
政
景
＝
記
」
第
二
．巻

（岩
波
書
店
、　
´
九
五
五
年
）

元
和
四
年
六
月
＝
八
日
条
参
照
。

「
国
史
人
辞
典
」

一
二

（一古
川
弘
文
館
、　
一
九
九
１
年
）
、
一
町
奉
行
‐・．
参
照
。

前
掲

（
２
）
丹
羽
論
文
参
照
。

南
部
境
争
論
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
展
開
さ
れ
た
津
軽
と
の
境
争
論
は
、
家
老
就

任
以
前
の
政
景
が
論
地
検
分
や
交
渉
を
担
当
し
て
い
る
。

し
か
し
、

こ
れ
は

家
老
梅
津
憲
忠
が
仙
北
郡
に
赴
い
て
い
た
た
め
の
家
老
代
行
と
い
え
る
。

こ

の
津
軽
境
争
論
で
も
、
談
合
に
よ
る
解
決
を
求
め
る
幕
府

の
意
向

に
基
づ
く

藩
ｌｉ
義
宙
か
ら
の
指

小
が
政
景
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。

一小
川
氏
系
図

・
（
Ａ
二
八
八
　
三
―

一
二
九
）
二
番
目
の

「‐系
図
」
参
照
。

前
掲

（
８
）
寛
文
け

一
年
１
月
二
＝
条
参
照
。

前
掲

（
８
）
寛
文
十
一
．年
七
月
＝
九
日
条
参
照
。

前
掲

（
８
）
延
宝
元
年
八
月
十

＾
日
条
参
照
。

前
掲

（
８
）
寛
文
卜
年
１
月

・^́．日
条
、
同
―
三
年
間
六
月
＝
´
＾
Ｈ
条
、
同
年

七
月
――
九
日
条
な
ど
に

「
黒
沢
甚
兵
衛

一
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。

（
‐８
）
　

例
え
ば
延
宝
四
年

（
一
六
七
六
）
の
職
制

一
覧

（『
秋
田
県
史
』
第
一
巻^
近
世

編
Ｌ
な
ど
）
に
は
、
延
宝
１
年
に
設
置
さ
れ
た
は
ず
の
境
日
本
行
が
見
当
た



秋
田
藩
に
お
け
る
境
＝
方
支
配

ら
な
い
。
史
料
に
残
ら
な
か

っ
た
役
職
が
ま
だ
数
多
く
存
在
し
た
の
か
、
あ

る
い
は
史
料
に
残
ら
な
い
何
ら
か
の
理
由
が
あ

っ
た
の
か
な
ど
、
疑
問
点
が

残
る
。
当
時
の
職
制
に
つ
い
て
は
、
概
要
を
ま
と
め
た

『
秋
田
県
史
』

の
他

に
は
、
現
状
で
は
ほ
と
ん
ど
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
職
制
整
備

の
日

的
や
整
備
過
程
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

Ｚ
Ｏ

。

（
‐９
）
　

一金
山
沢
村
堤
論
覚
書

」
（県
Ａ
　
」（
五
）
八
月
十
六
日
条
参
照
。

（
Ю
）
　

」削
欄
¨
（
１９
）
八
日
■
―
， ハ
Ｈ
冬
傘
多
昭
（。

（
四
）
　

仙
北
郡
寺
館
尻
引
村
矢
島
領
寺
館
村
新
畑
出
入
留
占
」
（県
Ａ
Ｉ
六

二
）
間

四
月
＝
六
日
条
参
照
。

（
２２
）

拙
稿

一
史
料
紹
介
　
秋
田
藩
に
お
け
る
境
争
論
関
連
史
料
に
つ
い
て
一
（
秋
田

県
公
文
書
館

「
研
究
紀
要
』
第
四
号
、　
＾
九
九
八
年
）

（
田
）
　

一
見
当
山
御
国
絵
図
御
―――
抜
薄
帳
‐
（県
Ａ
　
Ｌ
ｉ

‐
．
）
享
保
三
年
Ｌ
月
ト

六
日
条
な
ど
参
酔
（．

前
掲

（
２２
）
拙
稿

金
森
正
也
　
秋
田
藩

一
郡
方
」
支
配
考
　
寛
政
～
化
政
期

の
農
民
支
配
体
制

一
∩
．秋
人
史
学
』
．．
●

ｏ
ｌ

．
、　
一
九
八
四
年
）、
高
橋
務

「秋
田
藩

に
お

け
る
寛
政
郡
奉
行
制
に
つ
い
て
―
そ
の
推
移
と
特
質

　

一
（
『
秋
人
史
学
」

．

■
、　
＾
九
八
五
年
）
参
照
。

県
Ａ

十
一
三
八

こ
の
見
解
は
、
明
和
四
年

（
＾
七
六
Ｌ
）
に
郡
本
行

の
再
設
置
が
検
討
さ
れ

た
際
に
も
み
ら
れ
る
。
内
儀
に
お
い
て
、
郡
奉
行
設
置
に
と
も
な
い

「
境
Ｈ

本
行
は
当
分
足
迄
之
通
り
に
可
被
成
置
事

」
と
さ
れ
、

そ
の
理
由
と
し
て

一
前
々
境
目
方
共
に
郡
奉
行
担
に
被
仰
付
候
得
共
、
当
時
境
目
方
御
用
入
組
繁

雑
に
相
成
候
故
、
多
用
を
被
相
省
候
」
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る

（
「
秋
田

縣
史
」
第
＾
．冊
参
照
）。

（
２８
）
　

「
御
亀
鑑

一
秋
府
十
七

（
Ａ
Ｓ
＾
一八
九
―

´
八

＾
　

一
七
）
寛
政
卜
■
年

月
廿
四
日
条
参
照
。

（
２９
）

こ
の
他
、
文
政
期
に
は

一境
目
方
請
払
役

一
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認

で
き
る

（「
薮
代
山
谷
地

（
三
方
人
会
）

＾
件
記
録

」
（
県
Ａ

‐
一
三
―

一
）

文
政
十
二
年
．二
月
卜
三
日
条
参
照
）。
た
だ
し
、
い
つ
の
時
点
で
設
置
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
役
割
を
担

っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

（
３０
）
　

一‐亀
田
北
野
口
村
と
御
領
矢
嶋
領
御
境
八
卦
通

．
件

」
（
Ａ
三

．
二
―

＾
八
）

寛
政
九
年
六
月
廿
八
日
条
参
照
。

（
釧
）
　

」削
掲

（
∞
）
寛
政
九
年
六
月
＝
九
日
条
参
照
。

（
＆
）
　

一
河
辺
郡
女
米
木
村
亀
田
君
ケ
野
御
境

一
件
」
（落

＾
―
・
１
二
七
　
・八
）
文
化
元

年
十

一
月
十

一
日
条
、
同
一
．年
六
月
＝
四
＝
条
参
照
。

（
３３
）
　

一
河
辺
郡
女
米
木
村
亀
田
君
ケ
野
御
境

．
件

一
（落

＾
―
二
七

‐
一
）
享
和

三

年
．
．月
計
二
日
条
参
照
。

（
３４
）

前
掲

（
３３
）
享
和

．．年
五
月

二́
日
条
参
照
。

（
肺
）

前
掲

（
２５
）
高
橋
論
文
参
照
。
こ
の
な
か
で
高
橋
氏
は
、
寛
政
再
設
置
後
の

郡
奉
行
に
つ
い
て
、
当
初
は

一
在
地
の

一御
役
屋

一
に
駐
留
し
、
事
務
決
済

も
行

っ
た
」
も
の
の
、
「
郡
方
吟
味
役
を
設
置
し
た
頃
か
ら
在
地
を
し
だ
い
に

離
れ
、
中
央
の
藩
の
要
職
化
し
、
実
務
面
は
下
級
役
人
に
担
わ
せ
る
よ
う
に
な

っ

て
い
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
３６
）
　

「薮
代

一
件
記
録
」
（県
Ａ
Ｉ

＾
四
　

一
）
文
政
十

二^
年
六
月
け
三
日
条
参
照
。

（
３７
）
　

服
藤
弘
司

『大
名
留
守
居
の
研
究
　
幕
藩
体
制
国
家
の
法
と
権
力
Ⅲ
』

（
創
文

社
、　
＾
九
八
四
年
）
参
照
。

（
３８
）

前
掲

（
２５
）
高
橋
論
文
参
照
。

（
３９
）
　

「
熊
谷
直
之
助
御
境
目
奉
行
見
習
被
仰
付
に
付
卜
太
夫
兵
庫
宛
書
状

一
（
Ａ
Ｔ

三

．
１
１
九
八
六
）
参
照
。

（占
文
書
課
主
事
　
か
と
う
　
ま
さ
ひ
ろ
）

（
２
）

（
踊
）

（
２６
）

（
２７
）



改
正
教
育
令
期
の
秋
田
県
小
学
校
試
験
規
則

試
験
制
度
の
再
編
と
過
渡
期
的
問
題
点

は
じ
め
に

一　

試
験
制
度
変
遷
上

で
の
改
正
教
育
令
期

１

　

「
学
制

」
以
降

の
試
験
制
度
変
遷

２
　
過
渡
期
と
し
て
の
教
育
令
期

３
　
改
正
教
育
令
期

の
試
験
制
度

の
特
徴

´
　

秋
田
県

の
試
験
制
度
再
編
過
程

１
　
学
制
期

・
自
由
教
育
令
期

の
試
験
規
則

２
　
明
治
卜
五
年

の

「
本
県
小
学
校
教
則
丼
試
験
規
則
」
制
定
過
程

３
　
明
治
卜
六
年

の

「
小
学
校
試
験
規
則
」
改

―１１
過
絆

４
　
比
較
試
験
的
要
素

の
組
み
込
み

小
　
　
結

は

じ

め

に

本
稿
は
、
改
正
教
育
令
期

の
小
学
校
試
験
制
度

に

つ
き
、
秋
田
県

の
場
合
を

改
正
教
育
令
期
の
秋
田
県
小
学
校
試
験
規
則
　
Ｉ

丁
上

事
例
に
過
渡
期
的
な
特
徴
と
――――
題
点
を
解
明
す
る
試
み
で
あ
る
。

学
制
期
に
は
、
欧
米
の
近
代
的
試
験
制
度
が
導
入
さ
れ
、
小
学
校
の
進
級
卒

業
時
に
厳
正
な
試
験
が
実
施
さ
れ
た
。
徹
底
し
た
能
力
主
義
に
立

つ

「
学
制
」

に
於
い
て
、
試
験
制
度
は
等
級
制
の
維
持
の
た
め
必
要
不
可
欠
で
あ

っ
た
。
し

か
し
、
「学
制
」
廃
止
以
降
、
能
力
主
義
が
次
第
に
緩
和
さ
れ
る
に
つ
れ
、
試

験
制
度
も
徐
々
に
変
容
し
て
い
っ
た
。
明
治
三
十
三
年
に
至
り
、
小
学
校
教
育

か
ら
試
験
が
廃
止
さ
れ
て
ｔ、
る
。
十
二
年
か
ら
卜
八
年
ま
で
の
改
正
教
育
令
期

は
、
試
験
制
度
変
遷
卜
で
は
過
渡
期
に
位
置
し
て
い
た
。
故
に
、
こ
の
時
期
に

編
成
さ
れ
た
試
験
規
――――
に
は
過
渡
期
的
な
性
格
が
見
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

秋
田
県
の
小
学
校

‐
…式
験
制
度
は
、
改
正
教
育
令
実
施
の

一
環
と
し
て
、
明
治

十
五
年
か
ら
卜
六
年
に
か
け
て
再
編
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
試
験
規
則
の
改
正

後
、
教
員
に
依
る
試
験
不
正
が
県
内
各
地
で
発
生
し
た
。
県
教
育
課
は
、
卜
八

年
の

「教
育
令

一
再
改
正
に
至
る
ま
で
不
正
対
策
に
追
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
改
正
教
育
令
期
が
試
験
制
度
の
過
渡
期
に
在

っ
た

こ
と
を
背
景
に
考
え
て
み
た
い
。
そ
こ
で
先
ず
、
本
稿
を
第

一
部
と
し
て
、
試

柴

田

矢日

彰
五



改
正
教
育
令
期
の
秋
田
県
小
学
校
試
験
規
則
　
Ｉ

験
制
度
の
過
渡
期
的
な
特
徴
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
秋
田
県
の
試
験
制
度

再
編
の
場
合
を
分
析
し
て
み
る
。
そ
し
て
、
次
稿
を
第
二
部
と
し
、
試
験
不
正

の

―発
生
と
過
渡
期
的
な
問
題
点
と
の
関
係
を
考
察
し
た
い
。

一　

試
験
制
度
変
遷
上
で
の
改
正
教
育
令
期

１
　

「
学
制
」
以
降
の
試
験
制
度
変
遷

最
初
に
、
先
行
研
究
に
基
づ
き
、
明
治
期
の
教
育
基
本
法
令
等
の
試
験
規
程

か
ら
小
学
校
試
験
制
度
の
変
遷
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

明
治
五
年
の

一‐学
制
」
頒
布
に
よ
り
、
欧
米
の
近
代
的
学
校
制
度
が
日
本
に

初
め
て
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
時
に
、
近
代
的
試
験
制
度
も
理
念
型
に
近
い
形
で

取
り
入
れ
ら
れ
た
。
「学
制
」
に
は

一
生
徒
及
試
業

ノ
事
」

の
項
目
が
有
り
、

第
四
十
八
条
か
ら
五
十

一
条
に
か
け
て
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

第
四
十
八
条
　
生
徒

ハ
諸
学
科

二
於
テ
必
ス
其
等
級
ヲ
踏

マ
シ
ム
ル
事
ヲ
要

ス
故

二
一
級
毎

二
必
ス
試
験
ア
リ

＾
級
卒
業
ス
ル
者

ハ
試
験
状
ヲ
渡
シ
試

験
状
ヲ
得
ル
モ
ノ
ニ
非
サ
レ
ハ
進
級
ス
ル
ヲ
得
ス

第
四
十
九
条

生
徒
学
等
ヲ
終
ル
時
ハ
人
試
験
ア
リ
　
ヨ／１、
畔
大ョ
悧
二中
鮮
準
聯
利
帥
学

但
人
試
験
ノ
時

ハ
学
事
関
係
ノ
人
員

ハ
勿
論
其
請
求

ニ
ヨ
リ
テ
ハ
他

一巨
貝
ト
イ
ヘ
ト
モ
臨
席
ス
ル
事
ア
ル
ヘ
シ

第
五
十
条
　
　
私
学
私
塾
生
徒
モ
其
義
前
．
一章

二
同
シ

第
五
十

一
条
　
試
験
ノ
時
生
徒
優
等
ノ
モ
ノ
ニ
ハ
褒
賞
ヲ
与
フ
ル
事
ア
ル
ヘ

ンヽ

一二
エハ

斉
藤
利
彦
氏
は
、
「学
制
」
に
つ
い
て

「
き
わ
め
て
厳
格
な
試
験
制
度
に
よ
る

進
級
と
卒
業
の
シ
ス
テ
ム
を
当
初
か
ら
採
用
し
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

明
治
卜
年
、
文
部
省
の
学
監
モ
ル
レ
ー
は
、
東
大
の
卒
業
式
で
講
演
を
行
い
、

近
代
的
試
験
制
度
の
理
念
型
を
示
し
た
。
第

一
に
生
徒
を
等
級
に
分
け
る
こ
と
、

第
二
に
試
験
を
以
て
進
級
を
行
う
こ
と
、
第
二
に
試
験
時
に
生
徒
の
奨
励
手
段

を
必
要
と
す
る
こ
と
、
第
四
に
卒
業
試
験
合
格
証
を
上
級
学
校

へ
の
入
学
資
格

と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
天
野
郁
夫
氏
は
、
モ
ル
レ
ー
の
講
演
が
、
十
九
世
紀
半

ば
の
欧
米
で
の
正
当
な
試
験
観
を
代
弁
し
た
も
の
だ

っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま

た
、
山
本
信
良
氏
は
、
「学
制
」
の
試
験
規
程
が
モ
ル
レ
ー
の
試
験
理
念
型
と

極
め
て
類
似
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

天
野
、
山
本
両
氏
は
、
学
制
期
に
試
験
の
競
争
的
側
面
が
強
調
さ
れ
、
教
育

の
整
備
と
水
準
向
上
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
着
目
し
て
い
る
。
天
野
正
輝
氏
も
、

学
制
期
の
試
験
制
度
に
つ
き

「教
育
行
政
的
管
理
的
な
施
策
の
性
格
」
を
特
徴

と
し
て
い
る
。
試
験
制
度
の
理
念
型
は
、
こ
う
し
た
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

厳
正
な
競
争
を
維
持
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
「学
制
」
に
始
ま

っ
た
近
代
的
試
験
制
度
は
、
そ
の
後
、
教
育
基
本

法
令
等
の
改
正
に
依
り
数
度
の
変
遷
を
見
る
。
「学
制
」

で
導
入
さ
れ
た
試
験

理
念
型
は
、
制
度
の
変
遷
過
程
で
徐
々
に
崩
さ
れ
て
い
っ
た
。
山
本
氏
の
論
考

か
ら
、
明
治
十
二
年
の

「教
育
令
」
と
二
十
四
年
の

「小
学
校
教
則
大
綱
」
と

三
十
三
年
の

「小
学
校
令
施
行
規
則
」
が
変
遷
１１
の
エ
ポ
ッ
ク
と
考
え
ら
れ
る
。

同
氏
の
論
考
に
基
づ
き
、
次
に
各

エ
ポ

ッ
ク
の
意
義
を
整
理
し
て
み
た
い
。

明
治
卜
二
年
の

「教
育
令
」
は
、
第
四
十
七
条
で
父
母
後
見
人
の
試
験
来
観



に
つ
き
規
定
し
た
の
み
で
あ
る
ｃ
等
級
制
や
進
級
卒
業
時
の
試
験
、
官
吏
の
臨

試
や
褒
賞
に
つ
い
て
は
、
条
文
上

で

一
切
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
後
、

「教
育
令
」
は
三
度
改
正
さ
れ
た
が
、
試
験
に
関
す
る
条
文
は
殆
ど
変

っ
て
い

な
い
。
学
制
期
の
試
験
理
念
型
は

「教
育
令
」
に
よ
り
崩
さ
れ
た
と
言
え
る
。

明
治
二
十
二
年
の

「小
学
校
令
」
頒
布
に
よ
り
、
翌
二
十
四
年
に

「小
学
校

教
則
大
綱
」
が
制
定
さ
れ
た
。
山
本
氏
は
、
そ
の
第
ニ
ト

一
条
を
以
て
、
従
来

の
試
験
観
の
転
換
点
と
し
て
い
る
。
「学
制
」
以
来
、
試
験
合
格
が
等
級
制
に

於
け
る
進
級
卒
業
の
必
要
条
件
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
第
ニ
ト

一
条
で

は
、
試
験
実
施
の
目
的
が
、
教
授
上
の
参
考
と
卒
業
認
定
の
た
め
生
徒
の
学
業

程
度
を
調
べ
る
こ
と
に
変

っ
た
。
更
に
第
二
十
二
条
で
は
、
校
長
や
首
席
教
員

に
よ
る
課
程
修
ｆ
の
認
定
で
、
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
試

験
合
格
が
進
級
卒
業
の
必
要
条
件
か
ら
外
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
山
本
氏
は
、
「教
則
大
綱
説
明
書
」
で
試
験
の
競
争
的
側
面
が
明
確

に
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
も
着
日
し
て
い
る
。
卒
業
判
定
に
占
め
る
試
験
の
比
重

が
半
減
し
た
た
め
、
競
争
も
必
要
性
を
失

っ
た
。
同
氏
は
、
進
級
制
度
の
等
級

制
か
ら
学
年
制

へ
の
移
行
を
、
そ
の
背
景
と
し
て
考
え
て
い
る
。

そ
し
て
明
治
三
十
三
年
、
「小
学
校
令
」
再
改
正
に
拠
り

一
小
学
校
令
施
行

規
則
」
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
第
二
十
三
条
で
、
小
学
校
の
各
学
年
修
了
と
全

科
卒
業
の
判
定
を
、
試
験
で
は
な
く
考
査
を
以
て
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

以
降
、
小
学
校
生
徒
の
進
級
卒
業
は
、
教
師
が
行
う
考
査
に
よ
り
判
定
さ
れ
る

こ
と
と
な

っ
た
。
三
十
二
年^
は
、
学
制
期
以
来
続
い
た
試
験
制
度
が
、
法
規
上
、

小
学
校
で
完
全
に
廃
止
さ
れ
た

一
大

エ
ポ

ッ
ク
と
言
え
る
。

改
正
教
育
令
期
の
秋
田
県
小
学
校
試
験
規
則
　
Ｉ

試
験
制
度
変
遷
上
の
エ
ポ

ッ
ク
を
整
理
す
る
と
、
明
治
十
二
年
は
試
験
理
念

型
の
放
棄
、
二
十
四
年
は
競
争
主
義
と
進
級
試
験
の
否
定
、
三
十
二
年
は
試
験

制
度
自
体
の
廃
止
の
年
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
本
稿
の
論
考
対
象
は
改
正
教
育
令

期
の
秋
田
県
で
あ
り
、
右
の
変
遷
区
分
で
は
明
治
十
二
年
と
ニ
ト
四
年
の
間
に

入
る
。
「教
育
令
」
に
よ
り
試
験
理
念
型
は
崩
れ
た
が
、
等
級
制
の
も
と
、
進

級
試
験
が
行
わ
れ
競
争
主
義
が
継
続
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
山
本
氏
は
、
明

治
期
小
学
校
の
試
験
制
度
の
変
遷
に
つ
い
て
、
「競
争
的
公
開
的
な
も
の
か
ら

日
常
的
教
育
的
な
も
の
へ
の
推
移
」
と
定
義
し
て
い
る
。
十
＾
一年
と
二
十
四
年

の
エ
ポ

ッ
ク
間
は
、
推
移
の
過
渡
期
と
捉
ら
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
時
期
は
教
育
令
期
と
ほ
ぼ
重
な
る
。
次
節
で
は
、
教
育
令
期
の
試
験
制

度
に
つ
き
、
過
渡
期
と
し
て
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

そ
の
た
め
、

文
部
省
の

「教
育
令
」
作
成
時
の
試
験
規
程
に
対
す
る
扱
い
と
、
各
府
県
の
試

験
規
則
に
対
す
る
指
導
内
容
を
分
析
す
る
。
文
部
省
の
試
験
制
度
に
対
す
る
方

針
が
分
か
る
筈
で
あ
る
ｃ

２
　
過
渡
期
と
し
て
の
教
育
令
期

明
治
十
二
年
に
頒
布
さ
れ
た

「教
育
令
」
で
は
、
試
験
に
関
す
る
規
程
は
次

の
条
日
の
み
で
あ
る
。

第
四
卜
七
条
　
生
徒
試
験
ノ
ト
キ
ハ
父
母
或

ハ
後
見
人
等
其
学
校

二
来
観
ス

ル
コ
ト
ヲ
得

ヘ
シ

「学
制
」
に
於
け
る
試
験
規
程
の
内
容
は
、
全
く
姿
を
消
し
て
い
る
。
何
故
、

こ
こ
ま
で
試
験
規
程
が
簡
略
化
さ
れ
た
の
か
。
文
部
省
内
の
学
制
改
革
過
程
か

ら
考
え
て
み
た
い
。

三

Ｌ



改
正
教
育
令
期
の
秋
田
県
小
学
校
試
験
規
則
　
Ｉ

「学
制
」
は
、
欧
米
の
近
代
的
学
校
制
度
の
完
全
移
植
を
目
指
し
た
も
の
で

あ

っ
た
ｃ
そ
の
た
め
、
理
想
的
に
過
ぎ
日
本
の
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
い
内
容
が
多

く
、
明
治
十
年
よ
り
文
部
省
内
で
学
制
改
革
の
動
き
が
具
体
化
し
て
い
る
。
学

制
改
革
案
は
、
田
中
不
二
麿
を
中
心
に
文
部
省
の
高
等
官
会
議
で
検
討
さ
れ
た
ｃ

ま
た
、
ほ
ぼ
同
時
併
行
で
、
学
監
モ
ル
レ
ー
を
中
心
と
し
別
個
に
改
革
案
作
成

が
進
め
ら
れ
て
い
ん
。
田
中
ら
の
改
革
案
は
、
漸
進
主
義
と
現
実
主
義
に
立
脚

し

「
学
制
」
を
簡
略
化
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
モ
ル
レ
ー
案
は

「学
制
」
の
内
容
を
大
き
く
変
え
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

そ
の
た
め
、
明
治

卜
年
に
モ
ル
レ
ー
が
提
出
し
た

「学
監
考
案
日
本
教
育
法

一
は
不
採
用
と
な
り
、

翌
年
に
田
中
ら
が
提
出
し
た

「
日
本
教
育
令
案
」
が
採
用
さ
れ
た
。
田
中
案
は
、

太
政
官
や
元
老
院
で
の
修
正
を
経
て
、
卜
二
年
に

「教
育
令

」
と
し
て
公
布
さ

れ
た
。

井
上
久
雄
氏
は
モ
ル
レ
ー
の

「学
監
考
案
日
本
教
育
法
」
に

つ
き
、
「
教
育

制
度
を
全
面
的
に
詳
細
に
規
定
す
る
点
」
に
於
い
て

「，学
制
の
方
式
を
承
継
し
、

そ
れ
を
い
っ
そ
う
克
明
に
し
た
も
の

一
と
評
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
氏
は

「教
育
法
と
し
て
の
善
美
を
期
す
る
こ
と
は
改
革
緊
急
の
要
務

で
は
な
い
」
と

述
べ
、
学
制
の
小
修
正
と
多
少
の
緩
和
に
留
ま

っ
た
モ
ル
レ
ー
案
を
的
外
れ
の

も
の
だ

っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

学
制
改
革
の
方
針
は
、
モ
ル
レ
ー
案
を
捨
て
田
中
案
を
採
る
こ
と
で
固
ま

っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
文
部
省
が
欧
米
の
近
代
的
学
校
制
度
の
完
全
移
植
を
、
こ

の
時
点
で
放
棄
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
井
Ｌ
氏
は

「
最
高
水
準
を
示
範
す
る

の
で
は
な
く
、
最
低
水
準
を
確
保
す
る
と
こ
ろ
に
田
中
の
学
制
改
革
の
眼
目
が

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
ご
田
中
ら
の
学
制
改
革
案
を
元
に
作
成
さ
れ
た

「教
育

〈上

で
は
、
「学
制
」
で
導
入
さ
れ
た
様
々
な
近
代
的
学
校
制
度
の
理
念
型
が

現
実
的
な
形
に
簡
略
化
さ
れ
た
。

「学
制
」
中
の
試
験
規
程
も
、
欧
米
か
ら
導
入
さ
れ
た
近
代
的
学
校
制
度
の

理
念
型
の

一
つ
で
あ

っ
た
。
「教
育
令
」
で
の
試
験
規
程
の
簡
略
化
は
、
「学
制
」

中
の
諸
規
程
が
現
実
的
に
修

―１１
さ
れ
た

一
環
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
モ

ル
レ
ー
案
と
田
中
案
の
試
験
規
程
を
比
較
し
て
み
た
い
。

モ
ル
レ
ー
の

「学
監
考
案
日
本
教
育
法
」
で
の
試
験
規
程
は
、
次
の
条
文
の

通
り
で
あ
る
。

第
九
卜
七
章
　
各
公
学

ハ
其
生
徒
業
ヲ
卒
り
最
後
試
問

二
於
テ
得
第
ス
ル
ト

キ

ハ
其
証
ト
シ
テ
文
部
所
定
書
式

二
憑
準
セ
ル
卒
業
証
書
ヲ
授
与
ス
ヘ
シ

此
卒
業
証
書
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ハ
該
地
方

二
於
ル
次
ノ
優
等
学
校

二
入
ル
コ

ト
ヲ
得

ヘ
シ
文
部
直
轄
学
校
ノ
卒
業
証
書
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ハ
全
国
内

二
於

ル
次
ノ
優
等
学
校

二
入
ル
コ
ト
ヲ
得

ヘ
シ
然
レ
ト
モ
只
高
等
学
校

二
人
ル

ニ
ハ
何
人
ヲ
論
セ
ス
必
ス
入
学
試
間
ヲ
受
ク
ル
ヲ
法
ト
ス

こ
こ
で
は
、
公
立
学
校
で
の
卒
業
試
験
の
実
施
を
義
務
付
け
、
試
験
合
格
に
よ

る
卒
業
証
書
授
与
を
上
級
学
校

へ
の
進
学
の
条
件
と
し
て
い
る
。

ま
た

「学
監
考
案
日
本
教
育
法
説
明
書
」
に
は
、
「
生
徒

ノ
等

ヲ
分
チ
級

ヲ

斑

ツ
ハ
生
徒
ヲ
シ
テ
互

二
競
起
セ
シ
メ
Π
生
徒
ヲ
シ
テ
定
式
ノ
試
験
ヲ
経
テ
漸

時
上
級

二
進

マ
ン
ト
ス
ル
ノ
志
気
ヲ
高
讐
セ
シ
ム
ル
ノ
効
験
ア
リ
」
と
書
か
れ

て
い
る
。
試
験
に
よ
る
進
級
シ
ス
テ
ム
の
効
用
が
、
競
争
主
義
の
立
場
か
ら
賞

揚
さ
れ
て
い
る
。
モ
ル
レ
ー
案
で
は
、
「学
制
」
と
殆
ど
変
ら
ぬ
形
で
進
級

・



卒
業
試
験
が
等
級
制
の
中
に
整
然
と
位
置
付
け
ら
れ
た
ｃ

モ
ル
レ
ー
案
で
の
試
験
規
程
の
緩
和
は
、
対
象
よ
り
私
立
学
校
を
外
し
た
こ

と
と
、
官
吏
の
臨
試
を
明
文
化
し
な
か

っ
た
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。
こ
れ
以
外

で
は
、
「学
制

一
同
様
の
試
験
理
念
型
が
貫
か
れ
た
。
天
野
郁
夫
氏
は
、　
モ
ル

レ
ー
を
評
し
、
「試
験
制
度
を
も

っ
と
も
純
粋
な
、
理
想
的
な
形

で
、

こ
の
早

急
な
近
代
化
を
め
ざ
す
東
洋
の
島
国
に
移
し
植
え
よ
う
と
考
え
て
い
た
」
と
述

べ
て
い
る
σ

モ
ル
レ
ー
の
信
念
か
ら
し
て
、
学
制
改
革
に
お
い
て
も
試
験
理
念

型
の
保
持
は
譲
れ
な
い
も
の
だ

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
田
中
ら
の
提
出
し
た

「
日
本
教
育
令
案

一
で
は
、
試
験
規
程

が
次
の
通
り
大
幅
に
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。

第
六
卜
二
条
　
学
科
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
生
徒

ハ
試
験
ノ
後
卒
業
証
書
ヲ
受
ク
ル

コ
ト
ヲ
得

ヘ
シ

第
七
十
八
条
　
生
徒
試
験
ノ
時

ハ
父
母
或

ハ
後
見
人
等
其
学
校

二
臨
席
ス
ル

コ
ト
ヲ
得

ヘ
シ

「学
制
」
中
の
試
験
理
念
型
は
、
卒
業
試
験
と
卒
業
証
書
の
規
程
以
外
み
な
姿

を
消
し
て
い
る
。
こ
れ
は
田
中
の
漸
進
主
義
に
立

っ
た
簡
略
化
と
見
ら
れ
る
。

更
に
、
明
治
十
二
年
に
参
議
伊
藤
博
文
が
修
―――
卜
申
し
た
教
育
令
案
で
は
、
卒

業
試
験
と
卒
業
証
書
の
規
程
も
削
除
さ
れ
て
い
な
ｃ
試
験
規
程
は
父
母
後
見
人

の
臨
席
許
可
の
み
と
な

っ
た
。
そ
の
後
、
元
老
院
で
の
修
正
で
も
試
験
理
念
型

が
復
活
す
る
こ
と
は
無
か

っ
た
。
「
教
育
令
」
は
、
前
掲

の
通
り
、
第
四
十
七

条
で
試
験
時
の
父
母
後
見
人
の
臨
席
に
つ
い
て
規
定
す
る
の
み
で
あ
る
。
以
Ｌ

の
こ
と
よ
り
、
「教
育
令
」
の
作
成
過
程
で
試
験
理
念
型
の
貫
徹
が
放
棄
さ
れ
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た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ｃ
十

．
年
の

一教
育
令
」
改
正
、
―
八
年
″
―――
政

――
―１１．

に
於
い
て
も
試
験
規
程
は
殆
ど
変
ら
ず
、
学
制
期
の
試
験
理
念
型
の
復
活
は
見

ら
れ
な
い
。

斉
藤
利
彦
氏
は

「教
育
令
」
第
四
卜
七
条
に
つ
き
、　
一
般
人
の
試
験
参
加
を

全
国

一
律
の
法
令
で
規
定
し
た
と
評
価
し
、
「試
験
の
重
視
と
そ
の
統
制
の
傾

向
」
が
見
え
る
と
述
べ
て
い
る
．
し
か
し
、
前
述
し
た
通
り
、
「‐教
育
令
」

の

エ
ポ

ッ
ク
と
し
て
の
重
要
性
は
、
試
験
理
念
型
の
完
全
移
植
が
放
棄
さ
れ
た
点

に
有
る
と
思
わ
れ
る
。
「教
育
令
」
に
よ
り
、
試
験
が
重
視
さ
れ
国
家
統
制
が

強
化
さ
れ
た
と
は
必
ず
し
も
言
い
難
い
。

「教
育
令
」
で
試
験
理
念
型
が
崩
さ
れ
た
主
要
な
理
由
は
、
前
述
の
円
中
に

よ
る
漸
進
主
義
の
改
革
方
針
に
有

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
↑
ま
た
そ
の
他
、
学
制

期
に
各
府
県
の
小
学
校
で
試
験
競
争
が
過
熱
す
る
な
ど
弊
害
が
現
れ
た
こ
と
も

関
連
が
無
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
明
治
卜

一
年
に
福
島
県
の
比
較
試
験
を
視

察
し
た
文
部
省
官
僚
は
、
そ
の
弊
害
に
つ
き
疑
間
と
懸
念
を
述
べ
て
い
る
。

さ
て
、
「教
育
令
」
で
試
験
理
念
型
が
崩
さ
れ
た
影
響
は
、
各
府
県
の
小
学

校
試
験
規
則
の
Ｌ
に
ど
の
よ
う
な
形
で
現
れ
た
だ
ろ
う
か
。
明
治
卜
二
年
か
ら

の
所
謂

「自
由
教
育
令
」
の
時
代
に
は
、
文
部
省
が
各
府
県
の
教
則
や
試
験
規

則
に
つ
き
指
導
す
る
こ
と
は
無
か

っ
た
。
十
三
年
末
に

一教
育
令
」
が
改
正
さ

れ
て
以
後
、
文
部
省
の
干
渉
督
励
主
義
に
立

つ
教
育
政
策
が
本
格
化
す
る
。
十

四
年
五
月
四
日
に
は
、
文
部
省
達
第
十
二
号
で

「小
学
校
教
則
綱
領
」
が
制
定

さ
れ
、
教
則
の
全
国
画

一
化
の
指
針
と
な

っ
た
。
続
い
て
ニ
ト

一
日
に
は
、
小

学
校
試
験
規
則
に
関
し
て
、
次
の
文
部
省
達
第
十
七
号
が
出
さ
れ
た
。〓

一九
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小
学
校
生
徒
試
験
ノ
儀

ハ
小
学
校
教
則
綱
領
ノ
旨
趣

二
基
キ
定
時
試
業
臨
時

試
業
等
ノ
別
及
其
方
法
取
調
可
伺
出
且
改
正
変
更
候
節
モ
同
様
伺
出
此
旨
相

達
候
事

こ
の
布
達
以
後
、
各
府
県
は
試
験
規
則
の
制
定
改
正
時
に
、
文
部
省

へ
の
伺
い

出
を
義
務
付
け
ら
れ
た
。
改
正
教
育
令
期
は
、
各
府
県
の
小
学
校
試
験
規
則
の

再
編
期
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

「文
部
省
日
誌
」
に
は
、
各
府
県
か
ら
の
小
学
校
試
験
規
則
の
伺
い
出
と
文

部
省
の
回
答
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
殆
ど
が
明
治
十
四
年
文
部
省
達

第
十
七
号
以
後
の
も
の
で
あ
る
。
「文
部
省
日
誌
」
は
十
六
年
二
月
に
廃
刊
に

な

っ
て
お
り
、
そ
れ
以
後
に
伺
い
出
ら
れ
た
試
験
規
則
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
十
四
年
か
ら
十
五
年
ま
で
の

「文
部
省
日
誌
」
に
は
、
全
国
の
過
半
数

に
及
ぶ
二
八
府
県
の
小
学
校
試
験
規
則
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「文
部
省
□
誌
」

掲
載
分
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
改

―ｌｉ
教
育
令
期
の
小
学
校
試
験
規
則
の
特
徴
を

明
ら
か
に
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。

表
は

「
文
部
省
日
誌
」
掲
載
の
各
府
県
小
学
校
試
験
規
則
に
つ
き
、
試
験
形

態
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
各
府
県
の
試
験
形
態
は
Ａ
の

卒
業
試
験
存
置
型
と
Ｂ
の
廃
止
型
に
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
。
Ａ
タ
イ
プ
の
試

験
規
則
で
は
、
月
次

・
定
期

・
卒
業
の
三
試
験
形
態
が
ほ
ぼ
基
本
に
な

っ
て
い

る
。
Ｂ
タ
イ
プ
で
は
、
月
次

・
定
期
の
二
試
験
形
態
が
京
本
で
あ
る
。
Ａ
タ
イ

プ
は
学
制
期
の
試
験
形
態
と
同
じ
で
あ
る
が
、
Ｂ
タ
イ
プ
は
改
正
教
育
令
期
に

な
り
初
め
て
登
場
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｂ
タ
イ
プ
の
場
合
、
半
年
ご
と
各
級
修

了
時
に
行
わ
れ
る
定
期
試
験
が
小
学
校

で
の
最
高
試
験
と
な
る
。
「
教
育
令
」

四
●

が
卒
業
試
験
に
つ
き
規
定
し
な
か

っ
た
た
め
、
卒
業
試
験
を
廃
し
た
試
験
規
則

を
作
成
す
る
府
県
も
出
て
き
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
文
部
省
は
、
Ａ

・
Ｂ
両
タ
イ
プ
の
試
験
規
則
に
対
し
て

一伺
之

通
」
と
回
答
し
て
い
る
。
Ｂ
タ
イ
プ
の
試
験
規
則
を
認
可
し
た
こ
と
は
、
卒
業

時
の
試
験
実
施
と
合
格
証
授
与
を
進
学
の
必
要
条
件
か
ら
外
し
た
こ
と
を
意
味

す
る
ｃ
「学
制
」
や

「学
監
考
案
日
本
教
育
法
」
で
は
、
等
級
制
の
中

で
進
級

試
験
と
卒
業
試
験
が
整
然
と
組
織
さ
れ
、
合
格
証
授
与
が
進
級
進
学
の
条
件
と

さ
れ
て
い
た
。
文
部
省
は
、
こ
の
試
験
理
念
型
を
卒
業
試
験
の
実
施
に
於
い
て

崩
し
て
い
る
。
欧
米
の
近
代
的
試
験
制
度
に
於
い
て
、
卒
業
試
験
は
進
学
等
の

資
格
を
認
定
す
る
重
要
な
役
割
を
持
た
さ
れ
て
い
た
。
故
に
、
文
部
省
が
卒
業

試
験
廃
止
型
の
試
験
規
則
を
認
可
し
た
こ
と
は
、
試
験
制
度
の
変
遷
卜
、
非
常

に
大
き
な

エ
ポ

ッ
ク
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
文
部
省
に
は
、
卒
業
試
験
を
積
極
的
に
廃
止
す
る
意
図
は
無
か

っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
文
部
省
が
卒
業
試
験
存
置
型
の
規
則
も
認
可

し
て
い
る
事
実
か
ら
分
か
る
。
明
治
卜
四
年
の
文
部
省
達
第
卜
七
号
は
、
試
験

規
則
の
伺
い
出
を
各
府
県
に
義
務
付
け
た
が
、
試
験
形
態
の
全
国
統

一
を
日
指

し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

「文
部
省
目
誌
」
を
見
る
と
、
文
部
省
の
各
府
県
試
験
規
則
に
対
す
る
修
正

指
導
が
認
可
の
但
書
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
千
葉
、
石
川
、
岐
阜
、
静
岡
、

愛
知
、
滋
賀
、
広
島
、
鹿
児
島
の
八
県
が
文
部
省
よ
り
指
導
を
受
け
て
い
る
。

し
か
し
、
試
験
形
態
に
関
し
て
指
導
を
受
け
た
県
は
皆
無
で
あ
る
。
文
部
省
の

主
に
重
視
し
た
の
は
、
試
験
が

「小
学
校
教
則
綱
領
」
に
則

っ
て
確
実
適
切
に
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表 「文部省日誌」掲載の府県小学校試験規則 (教則)

麒 小学校諏 規則徽 鵬 1伺 出 路
部
纂』
月 末 1酬 寺 1硼 |そ

青森県小学校高等科試験規則

岩手県小学生徒試験規則 15 116115年35弓
___―

|―

―

1412 7115年 33号
____コ ____

14820114年33写
―

― ― 一

―

―

J 
― ― ― 一

141031114年 31号

-4-一14 914114年 36号

149114:ψ l号

宮城県小学試験法

山形県小学試験法

福島県小学試験規則

埼玉県小学生徒試験規則

千葉県小学校生徒試験規則

東京府小学校試業規則

神奈川県小学試験法

新潟嚇t小学試験規11

イi川県小学校
′
li徒試業法

__―  115年 .19号

14102815年 1号

― ― コ

14611

141226115年 8号
― 一 ― ― ―

― ―
|―

―

_____

15214115年 18号

__4__

141222114年 32号

高 I両中 而覇 薦 悪 奨励試験(比較試験) IB

墜:堂型ΞL_二哩 竺置彎 躊 __ユ 上

=標
:計財上[l意揉]≒IFTポ :

15 221 15年 22号

15327115年 26写

サl次試験 .卒業試験

福す+県小学試業法

岐阜県小学校試験規則

静岡県小学試験法

囲冊
京都府小学校試験規則

鳥取県小学生徒試験規則

師 財

嗣 ;趙
面

|百
[面再繭

!

匡 崎県小学校襄面 l

際石i鍮i

四
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行
わ
れ
る
か
否
か
で
あ

っ
た
。
石
川
県
と
鹿
児
島
県
は
、
修
身
科
の
試
験
に
日

常
行
状
点
を
入
れ
る
こ
と
を
指
導
さ
れ
て
い
る
。
千
葉
県
と
広
島
県
の
場
合
は
、

初
等
科
第
五
級
六
級
の
幼
少
生
徒
に
対
し
て
も
修
身
科
の
試
験
を
筆
記
で
行
う

べ
き
こ
と
を
指
導
さ
れ
た
ｃ
改
正
教
育
令
に
よ
り
修
身
が
筆
頭
科
日
と
な

っ
た

た
め
、
文
部
省
は
そ
の
試
験
方
法
に
関
し
厳
し
く
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
静

岡
県
の
場
合
は
、
高
等
科
の
間
答
に
農
商
学
を
加
え
、
読
方
か
ら
物
理
を
削
除

す
る
こ
と
を
指
導
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
指
導
も
、
文
部
省
制
定
の
教
則
綱
領
に
、

県
の
試
験
規
則
を
合
致
さ
せ
る
た
め
だ

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

一教
育
令
」
の
主
要
な
改
正
点
の

一
つ
に
、
教
則
の
自
主
編
成
を
否
定
し
、

府
知
事
県
令
の
編
成
に
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
改
正
教
育
令
で
は
第

ニ
ト

二^
条
で
、
小
学
校
教
則
は
文
部
卿
が
頒
布
す
る
綱
領
に
基
づ
き
府
知
事
県

令
が
編
成
し
、
文
部
卿
の
認
可
を
得
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

各
府
県
で
全
国
画

一
に
近
い
教
則
が
編
成
さ
れ
た
。

「小
学
校
教
則
綱
領
」
で
は
等
級
編
成
が
大
き
く
変
り
、
初
等

・
中
等

・
高

等
の

一́一段
階
と
な

っ
た
。
ま
た
、
改
正
教
育
令
の
趣
旨
を
体
現
し
、
筆
頭
科
日

の
修
身
を
始
め
、
地
理
、
歴
史
、
博
物
、
物
理
な
ど
の
新
科
日
に
つ
い
て
も
、

各
等
級
の
教
授
内
容
が
示
さ
れ
た
。
小
学
校
教
則
は
、
改
正
教
育
令
期
に
再
編

期
を
迎
え
た
と
言
え
る
。

明
治
十
四
年
五
月
四
日
に

「小
学
校
教
則
綱
領
」
が
制
定
さ
れ
た
直
後
よ
り
、

教
則
に
関
連
し
た
文
部
省
達
が
相
次
い
で
出
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
先

ず
、
五
月
五
日
に
文
部
省
達
第
卜
五
号
で
、
町
村
立
私
立
学
校
の
設
置
の
際
、

文
部
省

へ
の
教
則
の
開
中
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
九
日
に
は
第
卜
六
号
で
、
綱

四
二

領
に
基
づ
く
教
則
の
編
成
と
教
科
書
の
開
中
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

二
十

一
日
に
試
験
規
則
に
関
す
る
第
十
七
号
が
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、

教
則
綱
領
徹
底
を
日
的
と
し
た

一
連
の
施
策
と
考
え
ら
れ
る
。

文
部
省
達
第
十
七
号
は
、
試
験
規
則
自
体
の
整
備
よ
り
も
、
試
験
規
則

へ
の

教
則
綱
領
の
徹
底
に
重
点
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
文
部
省
は
各
府
県
の
上
中

し
た
試
験
規
則
に
対
し
、
卒
業
試
験
の
有
無
に
構
わ
な
い
姿
勢
を
取

っ
た
。

「教
育
令
」
は
、
法
文
上
で
も
現
実
政
策
Ｌ
で
も
、
「学
制
」
の
試
験
理
念
型
を

崩
し
た
と
ｆ
え
る
。
ま
た
、
文
部
省
の
官
僚
達
が
学
監
モ
ル
レ
ー
に
比
べ
、
試

験
理
念
型
に
然
程
の
執
着
を
持
た
な
か

っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

３
　
改
正
教
育
令
期
の
試
験
制
度
の
特
徴

改
正
教
育
令
期
は
試
験
制
度
の
再
編
期
で
あ
り
、
同
時
に
制
度
変
遷
上
の
過

渡
期
に
位
置
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
先
ず
、
学
制
期

の
理
念
型
が
卒
業
試
験
の
実
施
に
関
し
て
崩
れ
た
こ
と
を
指
摘
出
来
る
。
明
治

卜
四
年
以
降
に
再
編
さ
れ
た
各
府
県
の
試
験
規
則
は
、
卒
業
試
験
存
置
型
と
廃

止
型
の
二
形
態
に
分
か
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

次
に
、
学
制
期
以
来
の
競
争
主
義
が
根
強
く
残

っ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
た
い
。

学
制
期
と
教
育
令
期
の
進
級
制
度
は
、
等
級
制
に
拠

っ
た
た
め
、
試
験
に
依
る

進
級
落
第
の
判
定
を
必
要
と
し
た
。
そ
れ
故
、
競
争
主
義
が
継
続
し
た
の
は
当

然
と
言
え
る
。

改
正
教
育
令
期
に
試
験
規
則
を
作
成
し
た
府
県
の
中
に
は
、
通
常
の
試
験
の

他
に
、
競
争
的
性
格
の
強
い
比
較
試
験
を
設
定
し
た
所
が
幾

つ
か
有
る
。
前
節

の
表
で

「文
部
省
日
誌
」
掲
載
の
各
府
県
試
験
視
則
を
纏
め
た
が
、
こ
っ
‐―‐
で



は
、
滋
賀
、
鳥
取
、
岡
山
、
広
島
、
福
岡
の
五
県
が
比
較
試
験
を
実
施
し
て
い

る
。
掲
載
分
二
八
県
中
の
五
県
で
あ
る
か
ら
、
割
合
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。

そ
し
て
、
文
部
省
は
右
五
県
の
試
験
規
則
を
認
可
し
て
い
る
。

改
正
教
育
令
期
に
は
、
こ
の
比
較
試
験
を
始
め
、
定
期
試
験
や
卒
業
試
験
に

於
い
て
も
競
争
主
義
が
依
然
支
配
的
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
野
郁
夫
氏

と
斉
藤
利
彦
氏
は
、
明
治
十
年
代
後
半
か
ら
ニ
ト
年
代
に
か
け
全
国
的
に
試
験

競
争
が
過
熱
し
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
改
正
教
育
令
期
に
は
、
「
小
学
校

教
則
綱
領
」
の
徹
底
が
重
大
な
教
育
政
策
の

一
つ
で
あ

っ
た
ｃ
府
県
の
中
に
は
、

教
則
の
――１１
期
定
着
を
目
指
し
、
学
事
振
興
の
た
め
試
験
の
競
争
的
側
面
を
利
用

す
る
向
き
も
有

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

一
方
、
改
正
教
育
令
期
の
試
験
制
度
に
つ
い
て
は
、
教
育
評
価
の
動
き
と
の

関
連
も
研
究
さ
れ
て
い
る
。
天
野
正
輝
氏
は
、
改
正
教
育
令
ド
の
試
験
法
に
つ

い
て
、
開
発
教
授
法
に
よ
る
授
業
改
良
と
の
関
わ
り
を
論
じ
て
い
る
。
同
氏
は

「小
学
校
教
則
綱
領
」
に
つ
き
、
地
理
や
博
物
、
物
理
や
化
学
な
ど
の
科
目
が
、

観
察
や
実
験
を
重
視
し
た
点
で
開
発
教
授
法
と
結
び
付
い
た
こ
と
に
着
目
し
て

い
る
。
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
直
観
教
授
論
に
基
づ
く
開
発
教
授
法
は
、
明
治
卜
年

代
に
入
り
そ
の
影
響
を
拡
大
し
て
い
た
。

天
野
氏
は
、
明
治
十
八
年
の
長
野
県

「
改
正
試
業
法

一
に
つ
き
、
開
発
教
授

法
の
授
業
を
よ
り
効
果
的
に
行
う
た
め
、
出
題
内
容
と
評
価
方
法
に
注
日
す
べ

き
変
革
が
有

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
し
い
教
則
と
試
験
規
則

が
全
国
的
に
ほ
ぼ
出
揃

っ
た
明
治
十
六
年
頃
か
ら
、
教
育
会
雑
誌
に
教
育
評
価

論
と
し
て
の
試
験
論
が
掲
載
さ
れ
始
め
た
こ
と
に
も
着
日
し
て
い
る
。

改
正
教
育
令
期
の
秋
田
県
小
学
校
試
験
規
則
　
Ｉ

以
上
か
ら
、
改
正
教
育
令
期
の
試
験
制
度
に
つ
き
、
試
験
理
念
型
の
放
棄
、

競
争
主
義
の
継
続
、
教
育
評
価
と
の
関
わ
り
の

二^
点
を
特
徴
と
見
る
こ
と
が
出

来
よ
う
。
こ
の
う
ち
試
験
理
念
型
の
放
棄
は
、
学
制
期
の
厳
格
な
試
験
秩
序
を

崩
し
た
と
言
え
る
。
そ
の

一
方
、
改
正
教
育
令
期
の
試
験
制
度
は
競
争
主
義
が

継
続
過
熱
す
る
と
い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
而
も
持

っ
て
い
た
。
試
験
制
度
変
遷

上
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
を

「
過
渡
期
の
ひ
ず
み
」
と
仮
に
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

「
ひ
ず
み
」
の
生
じ
た
背
景
と
し
て
、
教
育
制
度
自
体
が
過
渡
期
に
在

っ
た

こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
教
育
令
期
は
、
一‐学
制
」

の
徹
底
し
た
能
力
主

義
が
日
本
の
現
状
に
合
せ
て
変
容
し
て
い
く
過
渡
期
に
在

っ
た
。
「
学
制
」
下

の
試
験
制
度
は
、
能
力
主
義
に
基
づ
く
等
級
制
の
維
持
シ
ス
テ
ム
と
見
倣
せ
る
。

故
に
、
「学
制
」
廃
止
が
維
持
シ
ス
テ
ム
内
部
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
結
果
と
な

り
、
制
度
に

「
過
渡
期
の
ひ
ず
み
」
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。

府
県
に
よ
っ
て
は
、
一
ひ
ず
み
」
が
試
験
の
実
施
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能

性
も
有
り
得
る
。
ま
た
、
試
験
に
依
る
教
育
評
価
の
動
き
を
考
え
る
Ｌ

で
も
、

「
ひ
ず
み
」
の
影
響
は
無
視
出
来
な
い
。
次
章
で
は
、
改
正
教
育
令
期
の
秋
田

県
を
取
り
上
げ
、
小
学
校
試
験
制
度
の
再
編
過
程
を
分
析
し

「
ひ
ず
み
」
が
生

ま
れ
た
原
因
を
解
明
し
た
い
。

一
一　
秋
田
県
の
試
験
制
度
再
編
過
程

１
　
学
制
期

・
自
由
教
育
令
期
の
試
験
規
則

最
初
に
、
学
制
期
か
ら
自
由
教
育
令
期
に
か
け
て
の
秋
田
県
の
小
学
校
試
験

四
ｔ
．
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制
度
を
整
理
し
て
み
た
い
。

明
治
五
年
の

「学
制
」
頒
布
に
依
り
、
小
学
校
で
進
級
卒
業
時
の
試
験
実
施

が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
文
部
省
は
同
年
に

「小
学
教
則
」
を
、
翌
六
年
に

「改

正
小
学
教
則
」
を
制
定
し
て
い
る
。
文
部
省

の
示
し
た
教
則
に
は
、
「
学
制
」

に
準
拠
し
た
試
験
規
程
も
含
ま
れ
て
い
た
。
「学
制
」
の
試
験
理
念
型
は
、
文

部
省
の
教
則
を
通
し
て
、
各
府
県
の
小
学
校
教
則
に
反
映
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

Ｚり
。明

治
六
年
に
秋
田
県
で
制
定
さ
れ
た

「本
県
小
学
略
教
則
」
に
も
、
試
験
に

つ
き
若
十
の
規
程
が
見
ら
れ
る
。
下
等
か
ら
Ｌ
等
小
学
、
更
に
中
学

へ
進
学
す

る
際
の

「大
試
業
」
、
月
末
の

「‐小
試
」
と
半
年
ご
と
の

「
人
試
」

の
実
施
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。
「大
試
」
落
第
者
は
原
級
留
置
と
定
め
ら
れ
た
。

こ
れ
ら

の
内
容
は
、
文
部
省
の

「改
正
小
学
教
則
」
と
ほ
ぼ
同

一
で
あ
る
。
「
本
県
小

学
略
教
則
」
は
独
立
の
試
験
規
則
で
は
な
い
が
、
秋
田
県
最
初
の
試
験
規
程
を

含
む
も
の
で
あ

っ
た
。

明
治
八
年
、
「
改
正
秋
田
県
下
等
小
学
教
則
」
が
正
式
な
教
則
と
し
て
制
定

さ
れ
た
。
こ
の
中
に
も
試
験
規
程
が
見
ら
れ
る
が
、
内
容
的
に
は
六
年
の

「本

県
小
学
略
教
則
」
と
殆
ど
変
ら
な
い
。
試
験
合
格
に
よ
る
進
級
と
落
第
に
よ
る

原
級
留
置
、
「人
試
験
」
合
格
に
よ
る
進
学
許
可
を
記
し
た
の
み
で
あ
る
。
具

体
的
な
試
験
手
続
や
試
験
内
容
に
つ
い
て
は
、
何
も
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ

の
時
点
ま
で
、
試
験
規
則
は
教
則
か
ら
未
分
離
の
状
態
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

秋
田
県
で
も
学
校
制
度
の
整
備
に
従
い
、
小
学
校
で
の
試
験
実
施
方
法
を
具
体

的
に
定
め
る
規
則
が
必
要
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
四

翌
明
治
九
年
に
な
り
、
試
験
規
則
が
教
則
よ
り
分
離
し
て
い
る
。
こ
の
年
九

月
に

一改
正
ド
等
小
学
教
則
」
及
び

「上
等
小
学
教
則
」
、
卜

一
月
に

「
小
学

生
徒
試
験
手
続
」
及
び

「小
学
生
徒
試
験
方
」
が
制
定
さ
れ
た
。
「，試
験
手
続
」

と

「試
験
方
」
は
教
則
の
施
行
細
則
と
し
て
、
試
験
に
関
す
る
事
項
を
詳
細
に

定
め
て
い
る
。
こ
の
時
、
秋
田
県
で
初
め
て
独
立
の
試
験
規
則
が
誕
生
し
た
と

・百
え
る
。

「試
験
手
続
」
は
全
九
条
か
ら
成
り
、
試
験
区
分
と
試
験
実
施
上
の
事
務
的

な
手
続
き
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
各
段
階
の
試
験
は
、
月
末
実
施

の

「小
試
験
」
、
進
級
時
の

「定
期
試
験
」
、
卒
業
進
学
時
の

「人
試
験
」
に
名

称
を
確
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
定
期
試
験
時
の
学
区
取
締
の
臨
席
と
、
大
試
験

時
の
第
五
課
学
務
掛
員
及
び
太
平
学
校
訓
導
の
臨
席
が
初
め
て
規
定
さ
れ
た
。

更
に
臨
試
出
願
の
文
書
手
続
き
や
、
試
験
終
ｆ
後
の
成
績
書
類
の
提
出
に
つ
い

て
も
詳
細
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
「学
制
」
の
試
験
理
念
型
を
体
現
し
、
厳
格

な
臨
試
監
督
体
制
が
敷
か
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

「試
験
方
」
は
、
「月
末
小
試
験
心
得
」
令
七
条
と

「小
試
験
通
則
」
、
及
び

「定
期
試
験
心
得
」
全
十

一
条
と

「定
期
試
験
通
則
」
か
ら
成
る
。
大
試
験
に

関
す
る
心
得
と
通
則
は
無
い
。
「試
験
手
続
」
に
は

「
但
人
試
験
方

ハ
追

テ
選

定

」
と
あ
り
、
何
ら
か
の
事
情

で
編
成
が
遅
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

「
心
得
」
は
会
場
で
の
具
体
的
な
試
験
実
施
方
法
や
、
試
験
後
の
成
績
算
出
方

法
な
ど
を
詳
細
に
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
成
績
算
出
方
法
で
は
、
生
徒

の
日
常
行
状
点
を
正
確
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
精
緻
な
計
算
式
が
設
定
さ
れ
た
。

「
通
則
」
で
は
、
各
科
目
ご
と
の
配
点
と
採
点
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。



こ
の
後
、
遅
れ
て
明
治
十

一
年
に

「人
試
験
心
得
」
と

「大
試
験
規
則
」
が

制
定
さ
れ
た
。
「‐心
得
」
は
全
七
条
で
あ
る
。
こ
の
中
で
は
、
大
試
験
の
実
施

時
期
が

一
級
定
期
試
験
時
と
明
記
さ
れ
た
他
、
試
験
成
績
の
算
出
方
法
も
定
め

ら
れ
た
。
一‐規
則
」
は
全
二
条
で
、
「定
期
試
験
通
則
」
に
準
拠
し
、
人
試
験
の

設
問
数
と
配
点
及
び
採
点
方
法
を
定
め
て
い
る
。

こ
の
他
、
試
験
規
則
を
補
う
形
で
、
明
治
九
年
か
ら
卜

一
年
に
か
け
、
試
験

成
績
優
秀
者
の
賞
与
規
程
が
整
備
さ
れ
た
。
十

一
年
に
は
、
賞
与
辞
令
の
様
式

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。　
一
方
、
十

一
年
か
ら
卜
二
年
に
か
け
、
比
較
試
験
実
施

に
関
す
る
規
則
も
制
定
さ
れ
た
。
秋
田
県
の
試
験
制
度
は
、
卜
二
年
時
点
で
ほ

ぼ
完
成
さ
れ
た
と
百
え
る
。
通
常
の
小

・
定
期

・
人
試
験
と
、
選
抜
生
徒
に
よ

る
比
較
試
験
の
四
試
験
が
実
施
さ
れ
る
形
態
に
な

っ
た
（．
九
年
か
ら
十
二
年
ま

で
の
四
年
間
を
秋
田
県
の
試
験
制
度
編
成
期
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
の

時
期
に
は
、
「‐学
制
」
の
試
験
理
念
型
を
実
現
す
る
形
で
、
規
則
が
整
備
さ
れ

ら／」。し
か
し
、
秋
田
県
が
試
験
制
度
を
完
成
し
た
明
治
卜
二
年
は
、
皮
肉
に
も

「学
制
」
廃
止
の
年
で
あ

っ
た
。
同
年
九
月
の

一教
育
令

一
制
定

に
よ
り
、
県

が
学
制
期
に
整
備
し
た
試
験
制
度
は
、
ほ
ぼ
御
破
算
に
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「文
部
省
第
七
年
報
」
の

「秋
田
県
年
報
」
に
は
、
一教
育
令
」
制
定
後
の
県
内

小
学
校
の
試
験
実
施
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
こ

教
育
令
発
行
後

ハ
各
地
各
校
ノ
適
宜

二
任
セ
敢
テ
法
ヲ
設
ケ
関
渉
セ
ス
然
レ

ト
モ
他
日
試
験
法
ヲ
設
ケ
臨
時
官
吏
ヲ
派
出
シ
試
験
ス
ル
事
ア
ラ
ン
ト
ス

「教
育
令
」
制
定
以
降
、
各
小
学
校
が
任
意
の
方
法
で
試
験
を
実
施
し
て
い
た
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こ
と
が
分
か
る
。
県
学
務
課
は
、
新
た
な
試
験
規
則
の
制
定
も
考
え
て
い
た
ら

し
い
。
が
、
実
際
に
規
則
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
「教
育
令
」
改
正
後

の
十
五

年
二
月
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
十
二
年
九
月
か
ら
十
五
年
二
月
ま
で
約
二

年
半
、
秋
田
県
の
試
験
制
度
に
空
白
期
が
有

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
間
、

毎
年
定
期
的
に
実
施
さ
れ
て
い
た
の
は
比
較
試
験
の
み
で
あ

っ
た
。

自
由
教
育
令
期
か
ら
改
正
教
育
令
期
の
初
め
に
か
け
て
、
秋
田
県
で
は
小
学

校
試
験
規
則
の
存
在
し
な
い
状
態
が
続
い
た
。
こ
の
間
、
自
由
教
育
令
期
の
混

乱
と
相
倹

っ
て
、
試
験
秩
序
も
混
乱
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
明
治
十

四
年
の
文
部
省
達
第
―
七
号
に
よ
り
、
各
府
県
で
教
則
綱
領
に
則

っ
た
試
験
規

則
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
改
正
教
育
令
期
の
秋
田
県
は
、
何
れ
に
し

ろ
試
験
制
度
の
再
編
が
必
要
な
状
況
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

改
正
教
育
令
期
の
秋
田
県
で
は
、
明
治
十
五
年
に
試
験
規
則
が
制
定
さ
れ
、

翌
十
六
年
に
全
面
改

ＩＩＩ
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
十
七
年
と
↑
八
年
に
部
分
改
正
が

有

っ
た
が
、
十
六
年
の
規
則
を
修
正
す
る
形
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
秋
田

県
で
は
、
十
六
年
ま
で
に
改
正
教
育
令
期
の
試
験
制
度
の
根
幹
が
出
来
上
が

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
、
十
五
年
の
試
験
規
則
制
定
と
十
六
年
の
全
面
改
正

過
程
の
分
析
で
、
秋
田
県
の
試
験
制
度
再
編
の
特
徴
を
、
或
る
程
度
明
ら
か
に

出
来
る
と
思
わ
れ
る
。
試
験
制
度
の

「
過
渡
期
の
ひ
ず
み
」
は
、
秋
田
県
で
は

十
五
年
か
ら
十
六
年
の
間
に
生
じ
た
可
能
性
が
高
い
。
次
節
で
は
、
先
ず
明
治

十
五
年
の
試
験
規
則
再
編
の
事
情
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

２
　
明
治
十
五
年
の

「本
県
小
学
校
教
則
井
試
験
規
則
」
制
定
過
程

明
治
十
四
年
五
月
´
一十

一
日
の
文
部
省
達
第
十
七
号
に
よ
り
、
各
府
県
は
小

四
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学
校
試
験
規
則
の
制
定
改
正
時
に
文
部
省

へ
の
伺
い
出
を
義
務
付
け
ら
れ
た
。

こ
れ
以
降
、
各
府
県
に
お
い
て
試
験
規
則
の
編
成
が
始
め
ら
れ
た
。

秋
田
県
の
場
合
は
、
小
学
教
則
と
試
験
規
則
が
併
せ
て
編
成
さ
れ
た
。
そ
の

過
程
は
、
明
治
卜
六
年
六
月
二
十
六
日
に
教
育
課
学
務
掛
小
湊
光
章
が
起
案
し

た

「小
学
校
教
則
丼
試
験
規
則
改
正
追
加
之
件
」
を
分
析
す
る
こ
と
で
辿
れ
る
。

こ
の
件
名
に
は
、
教
則
と
試
験
規
則
の
制
定
過
程
で
作
成
さ
れ
た
卜
四
年
か
ら

卜
六
年
ま
で
の
起
案
文
書
が
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

明
治
卜
四
年
六
月
卜

一
日
、
県
学
務
課
は
小
貫
乙
ｉ
郎
と
岡
田
好
成
の
三
名

を
小
学
校
教
則
取
調
委
員
に
任
命
し
た
。
そ
の
後
、
委
員
二
名
の
作
成
し
た
教

則
と
試
験
規
則
は
十

一
月
五
日
に
教
育
課

へ
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
課
で

検
討
し
て
体
裁
に
不
満
足
な
点
が
有
り
、
直
ち
に
第
＾
一次
案
の
作
成
が
検
討
さ

れ
た
。
卜

一
月
十
六
日
に
秋
田
師
範
学
校
長
田
中
精

一
に
教
則
と
試
験
規
則
の

再
調
査
が
依
頼
さ
れ
、
卜
二
月
九
日
に
第
二
次
案
が
提
出
さ
れ
た
。
「
小
学
校

教
則
」
全
四
章
．
一四
条
、
「小
学
校
試
験
規
則

一
全
二
章
六
条
の
構
成
で
あ
る
。

教
則
に
比
し
て
試
験
規
則
は
極
め
て
簡
略
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
田
中
案

が
採
用
さ
れ
、
十
一
一月
卜
九
日
に
文
部
省

へ
認
可
申
請
さ
れ
た
。

翌
明
治
十
五
年
に
入
り
、　
一
月
ニ
ト
五
日
に
教
育
課
で
文
部
省

へ
の
回
答
臀

促
に
つ
き
起
案
が
行
わ
れ
て
い
る
。
起
案
文
に
は

「
日
下
至
急
之
場
合

二
付

一

と
記
さ
れ
、
教
則
及
び
試
験
規
則
の
認
可
が
急
が
れ
て
い
た
様
Ｆ
が
見
え
る
。

文
部
省
の
認
可
は
、
そ
れ
か
ら
約

一
カ
月
を
経
た
二
月
卜
‐
日
に
ド
リ
た
。
し

か
し
、
ョ
ロ面
伺
之
通
」
の
但
書
に
は
、
教
則
と
試
験
規
則
、
教
科
書
選
択
に

対
す
る
若
十
の
修
正
が
指
示
さ
れ
て
い
た
。
教
育
課
は
こ
の
指
示
に
従
い
、
師

四
六

範
学
校
長
の
田
中
精

一
に
再
び
修
正
案
を
作
成
さ
せ
た
。

文
部
省

へ
の
再
上
中
は
１
月
十

一
日
に
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
卜
七
日
に
、
乙

第
ニ
ト
九
号
で

「本
県
小
学
校
教
則
井
試
験
規
則
」
が
管
内
に
布
達
さ
れ
て
い

る
。
秋
田
県
は
、
文
部
省
の
認
可
を
待
た
ず
、
見
切
り
発
車
で
教
則
と
試
験
規

則
を
布
達
し
た
の
で
あ
る
。
四
月
六
日
に
は
、
教
則
と
試
験
規
則
の
印
刷
本
を

各
府
県
に
配
付
す
る
方
法
も
起
案
さ
れ
た
。
教
則
と
試
験
規
則
は
、
新
年
度
四

月
か
ら
管
内
小
学
校
で
の
実
施
段
階
に
入

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

文
部
省
は
、
四
月
ニ
ト

一
日
に
秋
田
県
の
再
■
中
に
対
し
同
答
を
し
て
い
る
。

「
本
県
小
学
校
教
則
丼
試
験
規
則
」
が
布
達
さ
れ
て
、
既
に

一
箇
月
以
上
が
経

過
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
部
省
の
同
答
は
認
可
で
は
な
く
、
教
則
の

不
分
明
な
箇
所
に
関
す
る
照
会
で
あ

っ
た
。
試
験
規
則
に
関
す
る
照
会
は
無
く
、

二
月
の
再
修
正
時
点
で
認
可
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
教
則
に
対
し
文
部

省
の
最
終
的
認
可
が
下
り
た
の
は
六
月
卜
六
日
で
あ
る
。
こ
れ
を
承
け
て
、
七

月
二
日
の
乙
第
六
十
二
号
で

「本
県
小
学
校
教
則
井
試
験
規
則
」
が
改
正
追
加

さ
れ
た
。

秋
田
県
は
教
則
と
試
験
規
則
の
施
行
を
急
ぎ
、
文
部
省
の
認
可
を
待
た
ず
に

管
内
布
達
を
行

っ
た
。
こ
れ
は
、
十
五
年
度
か
ら
の
教
則
と
試
験
規
則
の
管
内

一
斉
実
施
が
、
予
め
タ
イ
ム

・
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
上
が

っ
て
い
た
た
め
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
も
、
制
定
の
過
程
と
状
況
を
見
る
と
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
絶
対

に
動
か
せ
な
い
も
の
だ

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
何
故
、
十
五
年
度
の
開
始
に
合

せ
た
教
則
と
試
験
規
則
の
実
施
が
、
斯
く
も
重
大
視
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

明
治
卜
五
年
の

「秋
田
県
年
報
」
に
は
、
改
正
教
育
令
の
実
施
段
階
に
つ
い



て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

…
故

二
昨
十
四
年

二
於
テ
ハ
本
令

二
就
テ
諸
法
規
ヲ
卓
シ
経
伺
ノ
ミ
ニ
止
メ

本
年

一
月
小
学
区
画
ノ
指
定
ヲ
実
施
着
手
ノ
始
ト
シ
爾
来
徐
々
二
法
規
ヲ
敷

キ
其
功
ヲ

一
時

二
希
望

ス
ル
モ
…

卜
四
年
は
諸
法
規
の
車
案
作
成
か
ら
上
中
ま
で
の
段
階
、
卜
五
年
は
実
際
の
施

行
段
階
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

明
治
卜
五
年
は
、
改
正
教
育
令
の
内
容
を
県
内
各
学
校

で
実
施
す
る
た
め
、

関
係
諸
法
規
が
次
々
と
施
行
さ
れ
た
年
で
あ

っ
た
。
先
ず

一
月
ニ
ト
目
に
、
甲

第
四
号
で
小
学
校
設
置
区
域
が
指
定
さ
れ
、
甲
第
Ｆ
号
で

一‐学
務
委
員
薦
挙
規

則
」
が
定
め
ら
れ
た
ｃ
ニ
ト
五
日
に
は
、
甲
第
七
号
で

一就
学
督
責
規
則
」
が

定
め
ら
れ
、
乙
第
二
号
で
小
学
校
の
設
置
基
準
が
示
さ
れ
た
。
二
月
十
三
日
に

は
、
乙
第
卜
八
号
で

「学
務
委
員
事
務
取
扱
要
項

」
が
定
め
ら
れ
た
。　
一
月
か

ら
二
月
に
か
け
て
、
改
正
教
育
令
に
関
わ
る
重
要
法
規
が
相
次
い
で
布
達
さ
れ

て
い
る
。
小
学
校
教
則
と
試
験
規
則
も
、
卜
五
年

一
月
頃
の
布
達
を
予
定
さ
れ

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
秋
田
県
は
、
十
五
年
度
か
ら
本
格
的
に
改
正
教
育
令

体
制
に
入
る
計
画
で
、　
一
月
か
ら
重
要
法
規
を
布
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

小
学
校
教
則
の
制
定
は
、
改
正
教
育
令
体
制
で
の
学
校
授
業
内
容
に
関
わ
る

重
人
事
項
で
あ

っ
た
。
明
治
十
五
年
四
月
か
ら
の
新
体
制
移
行
を
考
え
れ
ば
、

制
定
の
急
が
れ
た
事
情
が
分
か
る
。
乙
第
ニ
ト
九
号

一本
県
小
学
校
教
則
丼
試

験
規
則
」
は
、
前
述
の
通
り
、
教
則
に
比
し
て
試
験
規
――――
が
簡
略
に
作
ら
れ
て

い
た
。
乙
第
ニ
ト
九
号
で
は
、
試
験
規
則
よ
り
も
教
則
の
制
定
実
施
の
方
に
重

点
が
置
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

改
正
教
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し
か
し
な
が
ら
、
明
治
十
五
年
の
試
験
規
則
制
定
に
よ
り
、
秋
田
県
の
小
学

校
試
験
制
度
が
改
正
教
育
令
体
制
に
入

っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
簡
略
な
規
則

で
あ

っ
た
が
、
そ
こ
に
は
試
験
形
態
の
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
規
則
の
第

一
章

一試
験
区
分
」
第

一
条
に
は
、
一試
験
ヲ
分
テ
月
次
試
験
定
期
試
験
ト
ス
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
卒
業
時
の
人
試
験
に
関
す
る
記
述
は

一
切
無
い
。
秋
田
県

は
卒
業
試
験
廃
止
型
の
試
験
規
則
を
編
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
学
制
期

の
試
験
理
念
型
が
崩
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
卒
業
時
の
人
試
験
が
消
え
、
秋

田
県
の
試
験
制
度
は
、
月
次

ｏ
定
期
試
験
と
比
較
試
験
の
二
試
験
形
態
と
な

っ

た
。六

月
二
十
日
に
は
、
一
本
県
小
学
科
生
徒
賞
与
規
則
」
が
文
部
省

へ
上
中
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
初
等

・
中
等

・
高
等
科
の
卒
業
時
に
試
験
成
績
優
秀
な
生
徒

に
対
し
賞
与
す
る
規
則
で
あ
る
。
こ
の
規
則
は
、
乙
第
二
十
九
号
の
試
験
規
則

に
賞
与
規
程
が
無
か

っ
た
た
め
制
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
を
見

る
と
、
当
時
の
秋
田
県
の
学
務
担
当
者
が
、
試
験
の
役
割
に
対
し
如
何
な
る
意

識
を
持

っ
て
い
た
か
分
か
る
ｃ

規
則
で
は
、
等
科
と
成
績
段
階
に
よ
る
賞
状
様
式
の
区
分
が
詳
細
に
定
め
ら

れ
て
い
る
。
先
ず
、
高
等
科
が
紅
色
、
中
等
科
が
青
色
、
初
等
科
が
黄
色
の
花

紋
輪
郭
で
あ
る
。
更
に
試
験
点
数
と
年
齢
相
当
に
よ
り
、　
一
等

（成
績
抜
群
Ｙ

二
等

（成
績
優
勝
）
・
．́
一等

（成
績
佳
良
）
が
判
定
さ
れ
輪
郭
が
区
分
さ
れ
る
。

一
等
賞
状
は
二
重
輪
郭
、
二
等
は
二
重
輪
郭
、
二
等
は

一
重
輪
郭
で
あ
る
。
賞

状
の
様
式
に
、　
一
日
で
判
る
格
差
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
賞
状
用
紙
に
は
上
等

な
鳥
ノ
子
紙
が
使
わ
れ
、
書
面
に
は
秋
田
県
令
の
名
と
印
も
入
れ
ら
れ
た
。

四
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『
秋
田
県
教
育
史
』
で
は
、
こ
の
賞
状
に
つ
き

「
あ
た
か
も
、　
一
般
人
の
勲

章
崇
拝
に
似
た
感
情
を
醸
す
こ
と
に
も
な

っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
美
一麗
で

権
威
的
な
賞
状
は
、
授
与
さ
れ
た
生
徒
に
は

「勲
章
」
と
な
り
、
周
囲
の
生
徒

に
は
羨
望
の
的
と
な
る
。
生
徒
の
競
争
心
を
刺
激
し
勉
学
に
励
ま
せ
る
に
は
、

格
好
の
小
道
具
で
あ

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
学
務
担
当
者
が
、
学
制
期
と
同
じ
競
争
主
義
の
観
点

か
ら
試
験
制
度
を
考
え
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
。
乙
第
二
十
九
号
の
試
験
規

則
は
、
秋
田
県
の
試
験
制
度
か
ら
卒
業
試
験
を
廃
し
学
制
期

の
理
念
型
を
崩

し
た
。
が
、
学
務
担
当
者
の
意
識
は
、
依
然
と
し
て
学
制
期
以
来
の
競
争
主
義

に
浸
か

っ
て
い
た
。
こ
こ
に
、
試
験
制
度
の

「
過
渡
期
の
ひ
ず
み
」
が
見
て
取

れ
る
。３

　
明
治
十
六
年
の

「
小
学
校
試
験
規
則
」
改
正
過
程

明
治
十
六
年
八
月
の
試
験
規
則
改
正

へ
の
動
き
は
、
既
に
．■
月
か
ら
県
庁
文

書
の
中
に
見
ら
れ
る
。
「卜
六
年
度
県
会

二
関
ス
ル
決
議
書
類
」
に
は
、
十
六

年
度
予
算
案
に
関
す
る
文
書
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
予
算
案
の
内
、
地
方
税
を

以
て
支
弁
す
べ
き
も
の
は
、
県
会
に
掛
け
る
前
に
諮
問
会
で
検
討
さ
れ
た
。
三
＾

月
の
諮
問
会
で
は
、
教
育
費
と
町
村
教
育
補
助
費
も
地
方
税
で
支
弁
さ
れ
る
予

算
と
し
て
検
討
さ
れ
、
町
村
教
育
補
助
費
が
全
額
削
除
さ
れ
た
ｃ
町
村
教
育
補

助
費
は
、
教
員
と
生
徒
を
奨
励
す
る
賞
与
の
た
め
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

諮
問
会
で
の
削
除
に
対
し
、
教
育
課
長
頓
野
馬
彦
は
二
月
中
に

「小
学
校
教

員
生
徒
井
学
務
委
員
賞
与
之
義
」
を
―‐
申
し
て
い
る
。
頓
野
は
、
削
除
さ
れ
た

町
村
教
育
補
助
費
に
代
え
、
教
員
生
徒
学
務
委
員
賞
与
金
を
教
育
費
中
に
差
し

四
八

加
え
る
案
を
提
出
し
た
。
そ
の
趣
旨
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

目
今
教
育
令

二
依
り
各
学
校
試
験
規
則
等

一
定
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
是
迄
ノ
比
較

試
験
ヲ
廃
シ
春
秋
期
ロ
ヲ
定
メ
郡
吏
県
官
及
師
範
学
校
教
員
立
会
巡
回
教
員

等
ヲ
シ
テ
定
期
ノ
試
験
ヲ
施
行
シ
其
優
等
抜
ノ
モ
ノ
ハ
人
々
之
レ
ヲ
賞
与
シ

人

二
奨
励
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ア
ラ
ン
ト
ス

教
育
課
に
於
い
て
、
試
験
制
度
の
改
正
計
画
が
二
月
以
前
か
ら
検
討
さ
れ
、
賞

与
予
算
を
付
け
る
所
ま
で
具
体
化
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
比
較
試
験
を
廃

し
た
上
で
、
定
期
試
験
で
の
官
吏
臨
試
と
賞
与
を
充
実
す
る
新
し
い
試
験
体
制

が
構
想
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後

．́月
二
十

一
日
に
、
町
村
教
育
補
助
費
が
庶
務
課
会
務
掛
の
再
調
整

で
復
活
し
、
県
会
の
常
置
委
員
会
に
地
方
税
支
出
予
算
議
案
と
し
て
回
さ
れ
た
。

四
月
二
日
に
、
教
育
課
長
頓
野
馬
彦
が

「試
験
規
則
更
正
之
義
」
を
起
案
し
て

い
る
。
規
則
改
正
作
業
が
本
格
的
に
動
き
出
し
た
。
頓
野
は
起
案
の
中
で
、
規

則
改
正
の
必
要
性
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
県
小
学
校
試
験
規
則
之
義
者
卜
五
年
乙
第
甘
九
号
達

二
依
施
行
致
来
候
処

右
者
甚
短
簡

二
過
キ
各
郡

二
も
施
行
方
区
々
相
渡
り
不
都
合
少
カ
ラ
ス
哉

ニ

被
存
候
条
更
生
之
義
左
之
通
御
達
相
成
可
然
哉
相
伺
候
也

や
は
り
、
余
り
に
簡
略
な
規
則
を
布
達
し
た
こ
と
が
、
各
郡
で
の
解
釈
に
違
い

を
生
じ
さ
せ
問
題
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

各
郡
内
で
起
き
て
い
た

「
不
都
合
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
事
態
で
あ

っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
明
治
十
六
年
六
月
―
四
日
、
仙
北
郡
第
八
学
区
学
務
委
員
伊
藤
兵

古
他
三
名
が
、
小
学
生
徒
定
期
試
験
に
関
し
県
令
宛
て
に
建
言
書
を
送

っ
て
い



る
ｃ
建
言
書
に
は

一本
県
小
学
生
徒
定
期
試
検
ノ
如
キ

一
定
ノ
秩
序
ナ
キ
ヲ
以

テ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
簡
略
過
ぎ
る
試
験
規
則
が
、
学
校
現
場
に
秩
序
の
混

乱
を
招
い
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
試
験
問
題
を
選
定
す
る
際
、
生
徒
の
習
熟

し
た
箇
所
に
偏
る
な
ど
の
弊
害
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
試
験
秩
序
の
乱
れ
は
重

人
で
あ
り
、
新
し
い
教
則
の
定
着
を
も
妨
げ
る
危
険
性
を
早
ん
で
い
た
。

四
月
＾
一十
日
の
通
常
県
会
の
予
算
案
審
議
で
、
教
育
費
中
の
巡
回
訓
導
費
と

町
村
教
育
補
助
費
が
令
額
削
除
さ
れ
た
。
し
か
し
、
試
験
規
則
の
改
正
作
業
は

進
め
ら
れ
た
。
四
月
、
一卜
七
日
に
乙
第
四
十
五
号
で

「比
較
試
験
法
」
が
廃
止

さ
れ
、
五
月
二
日
に
は
文
部
卿

へ

「小
学
校
生
徒
試
験
規
則
改
正
ノ
儀
」
が
ト

申
さ
れ
て
い
る
。
改
正
案
の
試
験
規
則
は
全
二
七
条

で
、
第

一
章

「
総
則
」
、

第
二
章

一
試
験
区
分
」
、
第
二
章

「試
験
手
続
」
、
第
四
章

「
試
験
問
題
」
、
第

五
章

一採
点
法
」
か
ら
成
る
。
前
年
の
試
験
規
則
に
比
べ
、
格
段
に
内
容
が
充

実
整
備
さ
れ
て
い
た
。
但
し
、
「試
験
区
分

一
で
は
卒
業
時

の
人
試
験
は
復
活

し
て
い
な
い
。

■
月
二
十
八
日
に
、
文
部
省
普
通
学
務
局
よ
り
県
に
対
し
、
規
則
の
不
明
晰

な
点
数
箇
所
が
照
会
さ
れ
た
。
こ
の
照
会
で
、
規
則
第
六
条
中

「臨
時
定
期
試

験
」
の
語
句
に
文
法
■
の
矛
盾
が
有
る
と
し
て
、
「
定
期
試
験
」

の
名
称
が

「学
級
試
験
」
に
変
え
ら
れ
た
。
こ
の
場
合
の

「学
級
」
は
ク
ラ
ス
で
は
な
く
、

等
級
を
意
味
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

照
会
に
対
す
る
修
正
案
は
六
月
二
十
六
日
に
文
部
卿

へ
Ｌ
申
さ
れ
、
そ
の
後

七
月
卜
三
日
に
規
則
改
正
の
認
可
が
ド
リ
た
。
そ
し
て
、
八
月

一
日
に
乙
第
九

卜
号
で

「
小
学
校
試
験
規
則
」
の
改
正
が
布
達
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
規
則
は
、
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修
正
を
経
て
全
五
章
二
六
条
の
構
成
と
な

っ
た
。
秋
期
学
級
試
験
直
前
の
九
月

ニ
ト
五
日
に
は
、
郡
書
記
等
を
学
級
試
験
に
臨
席
さ
せ
る
こ
と
が
、
丙
第
二
百

三
十
六
号
に
よ
り
各
郡
役
所
に
通
達
さ
れ
た
。

さ
て
、
明
治
十
六
年
の
試
験
規
則
改
正
は
、
秋
田
県
の
改
正
教
育
令
実
施
の

段
階
上
で
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
卜
六
年
の

「秋
田
県

年
報
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

本
県
学
規
ノ
如
キ
ハ
前
年

二
於
テ
客
緒

二
就
キ
本
年

二
至
テ
漸
ク
其
基
礎
定

リ

ｌｌｉ

二
実
施

二
着
手
シ
普
通
教
育
ノ
進
路
ヲ
開
カ
ン
ト
ス
ル
ニ
当
レ
リ
故

ニ

本
年

ニ
ア
リ
テ
ハ
教
育
課
員
ヲ
シ
テ
管
内
ヲ
巡
同
セ
シ
メ
学
校
ノ
準
備
児
童

ノ
就
学
学
区
ノ
適
否
学
事
表
簿
ノ
整
否
等
主
ト
シ
テ
実
施
ト

ニ
注
意
セ
リ

ト
六
年
は
、
前
年
に
制
定
さ
れ
た
諸
法
規
の
基
礎
が
固
ま
り
、
そ
の
実
施
に
力

点
が
置
か
れ
て
い
た
。
教
育
課
員
の
管
内
巡
回
に
よ
る
実
施
監
督
も
考
え
ら
れ

て
い
た
。
試
験
規
則
に
つ
い
て
は
、
卜
五
年
に
弊
害
が
出
て
い
た
た
め
、
実
施

重
視
の
年
に
当
り
全
面
改
正
が
行
わ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

明
治
卜
六
年
の
改
正
に
依
り
試
験
規
則
が
詳
細
に
整
備
さ
れ
、
試
験
制
度
の

秩
序
立
て
直
し
が
行
わ
れ
た
。
試
験
は
教
則
の
定
着
手
段
と
し
て
重
要
で
あ
り
、

そ
の
秩
序
確
立
は
忽
せ
に
出
来
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
「
比
較
試
験

法
」
の
廃
止
に
依
り
、
前
年
の
三
試
験
形
態
が
月
次

ｏ
学
級
の
二
試
験
形
態
に

移
行
し
た
。
改
正
教
育
令
期
に
は
、
こ
れ
以
降
、
試
験
形
態
に
変
化
は
無
い
。

秋
田
県
の
試
験
制
度
は
、
卒
業
試
験
廃
止
型
に
固
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
学
制
期

の
試
験
理
念
型
の
崩
れ
は
確
定
と
な

っ
た
。

そ
の

一
方
、
明
治
卜
六
年
の
規
則
改
正
で
、
教
育
行
政
に
よ
る
管
理
が
強
イ‐́
』
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さ
れ
た
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
規
則
の
第
卜
三
条
で
は
、
学
級
試
験
の
成
績

表
を
全
管
内
分
取
り
纏
め
、
そ
の
比
較
表
を
各
小
学
校
に
配
付
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
学
級
試
験
の
成
績
を
行
政
が
集
計
管
理
す
る
と
同
時
に
、
学

校
間
の
競
争
意
識
を
高
め
学
事
を
振
興
す
る
意
図
だ

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
令

管
内
比
較
表
を
導
入
し
た
こ
と
は
、
学
級
試
験
に
比
較
試
験
的
要
素
が
組
み
込

ま
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
因
り
、
試
験
の
競
争
的
性
格
は
従
来
よ
り

遥
か
に
強
め
ら
れ
た
筈
で
あ
る
。

次
節
で
は
、
卜
六
年
の
試
験
規
則
に
比
較
試
験
的
要
素
が
組
み
込
ま
れ
る
に

至

っ
た
事
情
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

４
　
比
較
試
験
的
要
素
の
組
み
込
み

自
由
教
育
令
期
の
比
較
試
験
に
関
し
て
は
、
拙
稿

「
明
治
十

二
年
の
比
較
試

験
法
改
正
に
つ
い
て
」
で
、
そ
の
背
景
と
日
的
を
明
ら
か
に
し
た
。
自
由
教
育

令
期
の
秋
田
県
で
は
、
公
立
小
学
校
の
教
則
が
自
由
化
で
安
易
な
内
容
に
流
れ
、

そ
の

一
方
で
変
則
学
科
の
私
学
が
横
行
し
て
い
た
。
明
治
十

二^
年
に
改
正
さ
れ

た

「比
較
試
験
法
」
は
、
教
則
内
容
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
示
し
、
且
つ
変
則

私
学
を
普
通
教
育
の
枠
よ
り
締
め
出
す
役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
試
験
の
際
、

地
域
内
の
各
小
学
校
が
連
合
区
に
纏
め
ら
れ
、
郡
役
所
と
連
合
本
部
校
を
通
し

て
成
績
が
中
央
集
権
的
に
管
理
さ
れ
た
。
自
由
教
育
令
期
の
比
較
試
験
は
、
府

県
主
導
に
よ
る
政
策
試
験
と
し
て
管
内
教
育
引
き
締
め
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

明
治
十
四
年

の

「
秋
田
県
年
報
」

で
は
、
「
教
育
令
」
頒
布
後
に
学
事
が

一萎
靡
衰
頚
ノ
状
況
」
を
呈
し
、
比
較
試
験
の
実
施
に
よ
り

一
稽

″
旧
時

二
復

五
〇

ス
ル
ノ
情
況
」
が
現
れ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
文
中
で
は
、
学
事
挽
回
の
成

功
理
由
が
全
て
比
較
試
験
の
実
施
に
帰
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
明
治
十
四
年
の

「小
学
校
教
則
綱
領
」
で
教
則
が
統

一
さ
れ
る
と
、

自
由
教
育
令
期
の

「比
較
試
験
法
」
は
急
速
に
存
在
意
義
を
失

っ
た
。
教
育
課

長
頓
野
馬
彦
は
、
教
則
の
統

一
で

「，比
較
試
験
法
」
編
成
の
趣
旨
が
不
用
に
な
っ

た
と
し

つ
つ
、
「比
較
試
験

ハ
無
論
年
々
施
行
ス
」
と
述

べ
て
い
る
。
比
較
試

験
は
、
学
事
の
奨
励
を
主
目
的
に
実
施
が
続
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
十
四
年
の

比
較
試
験
で
は
間
答
科
が
試
験
科
日
よ
り
外
さ
れ
て
い
る
。
「
小
学
校
教
則
綱

領
」
で
問
答
科
が
消
え
た
た
め
、
暫
時
の
移
行
処
置
が
採
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

教
則
綱
領
の
内
容
に
合
せ
た
規
則
改
正
が
必
要
と
な

っ
て
い
た
。

明
治
卜
四
年
の
段
階
で
は
、
月
次

・
定
期

・
比
較
の
三
試
験
体
制
が

「教
育

上
実

二
鴻
益
ア
ル
ヤ
信
シ
テ
疑
ヲ
容
サ
ル
所
ナ
リ
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
こ
の
年
よ
り

「比
較
試
験
法
」
の
改
良
を
求
め
る
声
が
、
小
学
校
教
員

の
間
か
ら
も
出
始
め
た
。
十
二
月
二
十
日
、
鹿
角
郡
花
輪
学
校
連
合
各
小
学
校

教
員
総
代
の
小
山
善
五
郎
が
、
比
較
試
験
優
劣
表
の
調
整
方
法
を
建
言
し
て
い

る
。
そ
の
趣
旨
は
比
較
試
験
自
体
の
否
定
で
は
な
く
、
優
劣
判
定
に
学
齢
適
当

点
を
加
え
、
よ
り
正
確
な
比
較
を
行
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
教
育
課
で
は

「其
理

由
頗
ル
当
ヲ
得
候
」
と
し
て
、
参
考
と
す
る
旨
を
回
答
し
て
い
る
。

明
治
十
五
年
一二
月
七
日
に
は
、
湯
沢
町
学
務
委
員
芳
賀
格
之
助
ほ
か
教
員
七

名
が
、
「比
較
試
験
之
儀

二
付
献
言
」
を
提
出
し
た
。

こ
の
中

で
は
比
較
試
験

の
弊
害
と
し
て
、
教
員
が

「敏
捷
伶
利
ノ
児
童
」
の
み
を
贔
贋
す
る
事
、
試
験

内
容
が
書
算
に
偏
り
読
物
が
疎
か
に
な

っ
て
い
る
事
、
会
場
に
よ
り
試
験
問
題



の
難
易
度
に
差
が
有
る
事
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
芳
賀
ら
は
改
善
方
法

と
し
て
、
優
秀
生
徒
の
選
抜
受
験
を
や
め
全
校
生
徒
の
受
験
と
す
る
事
、
全
県

統

一
問
題
で
試
験
を
実
施
す
る
事
の
二
点
を
提
案
し
て
い
る
。

芳
賀
ら
の
批
判
は
、
第

一
点
日
で
比
較
試
験
に
よ
る
競
争
の
弊
害
を
鋭
く
突

い
て
い
た
。
し
か
し
芳
賀
ら
は
、
比
較
試
験
の
競
争
性
自
体
に
対
し
て
は
肯
定

的
な
姿
勢
を
取

っ
た
。
建
言
中
で
、
比
較
試
験
に
よ
る
競
争
を

「其
功
益
教
員

卜
生
徒
ト
ニ
及
ン
テ
各
自
ノ
業

二
精
カ
ヲ
益

ス
ハ
僅
少

ニ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
シ
」
と

評
価
し
て
い
る
。
方
賀
ら
の
批
判
は
、
よ
り
平
等
公
正
な
競
争
を
求
め
る
方
向

に
展
開
し
、
そ
の
結
果
、
従
来
よ
り
統

一
的
Ｈ

つ
管
理
的
な
試
験
方
法
を
提
案

す
る
に
至

っ
た
。
比
較
試
験
に
対
す
る
肯
定
的
姿
勢
は
、
小
山
善
五
郎
の
建
言

に
も
相
通
ず
る
。
当
時
、
比
較
試
験
に
よ
る
学
事
奨
励
が
、
教
員
の
間
で
依
然

支
持
さ
れ
て
い
た
様
ｒ
を
窺
わ
せ
る
。

二
月
二
十
四
日
、
教
育
課
か
ら
芳
賀
ら

へ
、
建
言
を
参
考
と
し
て
留
め
置
く

旨
が
通
達
さ
れ
た
。
御
達
案
の
起
案
書
に
は
、
そ
の
理
由
が
記
さ
れ
て
い
る
。

…
右

（比
較
試
験
）
施
行
方
ノ
義

二
付
テ
ハ
種
々
ノ
弊
害
有
之
趣

ハ
昨
年
派

遣
ノ
臨
試
官

ヨ
リ
綾
々
陳
述
ノ
次
第
モ
有
之
殊

二
今
回
教
則
其
他
ノ
改
正

ニ

依
り
本
年

ヨ
リ
ハ
更

二
其
方
法
ヲ
改
正
ス
ル
ノ
見
込

二
付
此
建
言
書

ハ
其
参

′
句
量
ロ
ト
，）ン
テ
知仰
動
田
里」
‥
・

建
言
書
が
提
出
さ
れ
た
当
時
、
教
育
課
で
も

「比
較
試
験
法
」
改
正
が
予
定
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
時
点
で
教
育
課
が
、
一
比
較
試
験
法
」

の
廃

止
で
は
な
く
、
改
正
を
考
え
て
い
た
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
■
月
六
日
の
乙
第

九
卜

一
号
で
、
卜
五
年
度
の
比
較
試
験
は
、
「詮
議
ノ
次
第
之
有
」
と
し
て
十

改
正
教
育
令
期
の
秋
田
県
小
学
校
試
験
規
則
　
Ｉ

六
年

二^
月
ま
で
延
期
さ
れ
た
。
こ
の
約
半
年
間
に
、
一比
較
試
験
法
」

の
改
正

が
検
討
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

明
治
十
五
年
の

「‐秋
田
県
年
報
」
で
は
、
新
し
い
教
則
及
び
試
験
規
則
に
つ

き
、
「幾
多
ノ
進
歩
ヲ
遮
リ
シ
モ
ノ
ナ
キ
ヲ
保
チ
難
ク
Ｈ
．実
地
適
否

ハ
未
夕
容

易

二
判
定
ヲ
下
タ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
教
則
と
試
験
規
則
を
施

行
し
た
も
の
の
、
県
の
学
務
担
当
は
そ
の
効
果
に
未
だ
自
信
を
持
て
ず
に
い
た

様
子
で
あ
る
。
そ
の
後
に
は
、
「先
年
以
来
毎
年
施
行

セ
シ
奨
励
法
中
稽
其
効

験
ヲ
現
出
セ
シ
ハ
比
較
試
験

ニ
シ
テ
」
と
続
く
。
教
則
及
び
試
験
規
則

へ
の
不

安
と
対
照
的
に
、
従
来
の
比
較
試
験
に
対
す
る
信
頼
の
強
さ
が
窺
え
る
。
そ
し

て
、
十
五
年
度
の
比
較
試
験
延
期
を
遺
憾
と
し
、
「十
六
年

二
至
ラ
ハ
一
層
方

法
ヲ
改
良
シ
益
奨
励
誘
液
ノ
計
画
ヲ
講
求
セ
ン
ト
欲
ス
」
と
し
て
い
る
。
十
五

年
当
時
、
比
較
試
験
の
改
良
実
施
に
依
り
、
新
体
制
ド
で
の
学
事
振
興
が
構
想

さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
有
り
得
る
。
少
な
く
と
も
、
比
較
試
験
が
廃
止
さ
れ
る

雰
囲
気
で
は
な
い
。

明
治
十
六
年
二
月
に
は
、
前
節
で
紹
介
し
た
通
り
、
教
育
課
長
頓
野
馬
彦
が

比
較
試
験
の
廃
止
と
試
験
制
度
の
改
正
に
関
わ
る
予
算
案
を
Ｌ
中
し
て
い
る
。

前
年
十
月
か
ら
の
半
年
間
に
、
教
育
課
の
方
針
は

「
比
較
試
験
法
」
改
正
か
ら

廃
止

へ
と
変

っ
た
。
し
か
し
、
前
年
中
に
比
較
試
験
を
廃
止
す
る
動
き
は
見
ら

れ
ず
、
却

っ
て
学
事
振
興
の

「切
り
札
」
と
し
て
の
期
待
が
窺
わ
れ
る
。

一
方
、

頓
野
の
上
中
に
は

「
是
迄
ノ
比
較
試
験
ヲ
廃
シ
春
秋
期
日
ヲ
定
メ
…
…
定
期
ノ

試
験
ヲ
施
行
シ
」
と
記
さ
れ
、
比
較
試
験
が
定
期
試
験
の
改
良
に
伴

っ
て
廃
止

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

五

．



改
正
教
育
令
期
の
秋
田
県
小
学
校
試
験
規
則
　
Ｉ

比
較
試
験
の
廃
止
と
定
期
試
験
の
改
良
に
は
、
何
ら
か
の
関
係
が
有

っ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
明
治
十
六
年
四
月
二
日
に
頓
野
に
よ
り

「試
験
規
則
更
正

之
義
」
が
起
案
さ
れ
、
二
十
七
日
に
は

「比
較
試
験
法
」
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
十
六
年
改
正
の
試
験
規
則
で
は
、
前
述
し
た
通
り
、
試
験
成
績
の
全
管

内
比
較
表
の
配
布
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に

「
比
較
試
験
法
」
の
影

響
で
あ
る
。
卜
五
年
の
方
賀
ら
の
建
言
書
で
は
、
全
校
生
徒
を
対
象
に
比
較
試

験
を
実
施
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
教
育
課
は
、
そ
れ
に
対
し
て
参
考
と
す

る
旨
を
同
答
し
た
。
し
か
し
、
県
内
全
生
徒
を
対
象
と
し
た
比
較
試
験
は
、
実

施
の
上
で
不
可
能
に
近
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
卜
六
年
の
試
験
規
則
で
は
、
各

校
の
全
生
徒
が
受
け
る
学
級
試
験
に
つ
い
て
、
成
績
の
全
管
内
比
較
表
が
配
布

さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
全
校
生
徒
が
比
較
試
験
を
受
け
る
こ
と
に
代
え
て
、

学
級
試
験
に
比
較
表
が
導
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
十
五
年
度
半
ば
か
ら
十
六
年
二
月
に
か
け
、
教
育
課
で
は
、
一‐小
学
校

試
験
規
則
」
と

一比
較
試
験
法

一
の
改
正
が
同
時
に
検
討
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

過
程
で
、
比
較
試
験
的
要
素
が

「小
学
校
試
験
規
則
」
に
組
み
込
ま
れ
、
「
比

較
試
験
法
」
の
廃
止
に
至

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
比
較
試
験
改
良
の
課
題
だ

っ

た
令
校
生
徒
の
受
験
は
、
管
内
比
較
を
学
級
試
験
で
行
う
こ
と
に
解
決
を
見
出

し
た
。　
一
方
、
試
験
規
則
の
改
正
に
於
い
て
は
、
前
述
し
た
通
り
、
試
験
秩
序

の
立
て
直
し
が
課
題
と
さ
れ
て
い
た
。
十
六
年
度
か
ら
新
た
な
試
験
秩
序
を
敷

く
に
当
り
、
学
事
を
振
興
す
る
目
的
で
比
較
試
験
的
要
素
が
導
入
さ
れ
た
可
能

性
が
高
い
。
教
師
と
生
徒
を
試
験
競
争
で
奮
起
さ
せ
、
学
校
現
場

へ
の
新
教
則

の
定
着
を
進
め
る
計
画
だ

っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

五
二

自
由
教
育
令
期
の
学
事
挽
回
に
於
い
て
、
比
較
試
験
は
非
常
な
効
果
を
認
め

ら
れ
た
。
前
述
の
通
り
、
明
治
卜
五
年
当
時
も
県
の
学
務
担
当
は
、
比
較
試
験

に
対
し
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
。
十
六
年
の
試
験
秩
序
立
て
直
し
の
際
に

も
比
較
試
験
的
要
素
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
極
自
然
な
成
行
だ

っ
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
学
務
担
当
が
学
制
期
の
競
争
主
義
を
未
だ

信
奉
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
結
果
、
比
較
試
験
的
要
素
を
通
常
の

試
験
に
組
み
込
み
、
学
校
間
の
競
争
を

一
般
生
徒
の
段
階
に
ま
で
広
げ
て
い
る
。

十
六
年
の
規
則
改
正
で
、
試
験
制
度
の

「
過
渡
期
の
ひ
ず
み

一
は
、
前
年
に
比

べ
遥
か
に
大
き
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。

/1ヽ

結

こ
こ
ま
で
で
、
改
正
教
育
令
期
の
試
験
制
度
に
つ
き
、
秋
田
県
を
事
例
と
し
、

過
渡
期
的
な
特
徴
と
問
題
点
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
。
秋
田
県
で
は
、
試
験

制
度
の
再
編
過
程
に
於
い
て

「
過
渡
期
の
ひ
ず
み
」
が
拡
大
し
た
。
そ
し
て
、

明
治
十
六
年
十
月
、
改
正
規
則
下
で
最
初
の
学
級
試
験
が
実
施
さ
れ
る
や
、
管

内
で
教
員
に
よ
る
試
験
不
正
が
多
発
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
部
に
於

い
て
は
、

不

Ｉ二
発
生
と
試
験
規
則
の
問
題
点
と
の
関
係
を
分
析
し
、
「
過
渡
期
の
ひ
ず
み
」

の
影
響
を
考
え
た
い
。

一証（１
）

明
治
十
七
年

「教
育
課
学
務
掛
事
務
簿
」
学
事
之
部
壱
番



（
２
）

太
政
官
第
二
百
十
四
号

（明
治
五
年

「
法
令
全
書
」
所
収
）

（
３
）

斉
藤
利
彦

『
試
験
と
競
争
の
学
校
史
』
（平
凡
社
、　
一
九
九
五
年
）

四
八
頁

（
４
）

天
野
郁
夫

『試
験
の
社
会
史
』
（東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九
八
三
年
）
　

一
～
五

頁
、
山
本
信
良

「
試
験
と
明
治
期
小
学
校
」
「
地
方
教
育
史
研
究
』
９
　
全
国

地
方
教
育
史
学
会
、　
一
九
八
八
年
）

（
５
）

天
野
、
前
掲
書
　
五
～
七
頁

（
６
）

山
本
、
前
掲
論
文

（
７
）

天
野
郁
夫

『
試
験
の
時
代
』
６

「学
監
モ
ル
レ
ー

一
（
朝
日
新
聞
、　
一
九
八
二

年
十

一
月

一
日
）
、
山
本
、
前
掲
論
文

『
文
部
省
第
六
年
報
』
（宣
文
堂
書
店
、　
一
九
六
六
年
）

四
■
頁

明
治
十
四
年

「法
令
全
吉
」
所
収

司

秋
田
県
公
文
書
館
に
は

「文
部
省
日
誌
」
全

一
九
二
号
の
内
、　
一
七
九
号
分
が

保
存
さ
れ
て
い
る
。

『
国
史
大
辞
典
』
第
四
巻

（古
川
弘
文
館
、　
一
九
八
四
年
）

．
言
ハ
・一́
頁

明
治
卜
四
年

「法
令
全
書
」
所
収

司

斉
藤
、
前
掲
書
　
， （
一
～
六
五
頁
　
斉
藤
氏
は
、
比
較
試
験
を

「
選
抜
や
褒
賞

を
目
的
と
し
て
成
績
の
優
劣
そ
の
も
の
を
競
わ
せ
る
試
験
」
に
区
分
し
、
競
争

試
験
の
最
た
る
も
の
と
し
て
い
る
。

（
３‐
）

天
野
、
前
掲
書
　
九
０
頁
、
　

斉
藤
、
前
掲
書

　

一
七
〇
～

一
七
¨
一頁

（３２
）

天
野
正
輝
、
前
掲
論
文

（
３３
）

文
部
省
番
外

（九
月
八
日
）
（明
治
五
年

「法
令
全
書
」
所
収
）

（
３４
）

文
部
省
第
七
十
六
号

（明
治
六
年

「
法
令
全
書
」
所
収
）

（
３５
）

『秋
田
県
教
育
史
』
第

一
巻
資
料
編

一

（秋
田
県
教
育
委
員
会
、　
一
九
八

一
年
）

二
八
六
番

（
３６
）
　

　

同
　
　
＾
一八
七
番

（
３７
）
　

　

同
　
　
一
一八
八
番

（
３８
）

明
治
九
年

「本
県
達
書
留
」
所
収

（
３９
）

太
平
学
校
は
秋
田
県
師
範
学
校
の
前
身
で
あ
る
。

（
４０
）

乙
第
百
三
卜
二
番

（明
治
卜

一
年

「本
県
達
書
留
」
所
収
）

（
４‐
）

乙
第
二
十

二́
番

（
明
治
九
年

「
本
県
達
書
留

一
所
収
）
、
乙
第
百
九
十
五
番

（明
治
十
年

「本
県
達
書
留
」
所
収
）
、
乙
第
百
八
番

（明
治
十

一
年

「
本
県
達

書
留
」
所
収
）

（
４２
）

明
治
十

一
年

「第

一
課
学
務
掛
事
務
簿
」
教
員
生
徒
進
退
之
部
五
番

（
４３
）

拙
稿

「
明
治
十

一
年
の
比
較
試
験
法
成
立
に
関
す
る
若
千
の
史
料
」

（
秋
田
県

公
文
書
館

『
研
究
紀
要
』
創
刊
号

　
一
九
九
五
年
）

五
三

（
８
）

（
９
）

（
１０
）

（
Ｈ
）́

（
‐２
）

（
‐３
）

（
‐５
）

天
野
正
輝

「
教
育
令
期

（
１
８
７
９
～
１
８
８
５
）
に
お
け
る
授
業
改
良
と
試

験
法
」
「
京
都
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
３４
、　
一
九

八
八
年
）

太
政
官
布
告
第
四
十
号

（明
治
卜
一
年^

「
法
令
全
占

」
所
収
）

文
部
省
令
第
十

一
号

（明
治
´
一卜
四
年

「法
令
全
占

一
所
収
）

文
部
省
令
第
十
四
号

（明
治
三
十
二
年

「法
令
令
書

一
折
収
）

山
本
、
前
掲
論
文

『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
」
第
二
巻

（龍
吟
社
、　
一
九
九
七
年
）

一
〇
五

頁
（
‐４
）

井
上
久
雄

『増
補
　
学
制
論
考
』
（風
間
吉
明́
、　
一
九
九

一
年
）

．．

一
〇
～
三
´
一七
頁

『
明
治
文
化
資
料
叢
書
』
第
八
巻
教
育
編

（風
間
書
房
、　
一
九
六

一
年
）

五

一

～
六
五
貞

（
‐６
）

『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
一
巻́

（龍
吟
社
、　
一
九
九
七
年
）
　

一
四

一

～

一
四
九
頁

（
‐７
）

井
上
、
前
掲
吉
　
一二
一
七
貞

（
‐８
）
　

　

同

　

　

　

一■

〓
一頁

（
‐９
）

『
明
治
文
化
資
料
叢
書
』
第
八
巻
教
育
編
　
七
五
頁

（
２０
）

天
野
、
前
掲
書
　
七
貞

（
２‐
）

『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
二
巻

　
一
四
九
～

一
五
四
頁

（
２２
）

斉
藤
、
前
掲
書
　
」全
（
頁

改
正
教
育
令
期
の
秋
田
県
小
学
校
試
験
規
則
　
Ｉ

（
２３
）

（
２４
）

（
２５
）

（
２６
）

（
２７
）

（
２８
）

（
２９
）

（
３０
）



改
正
教
育
令
期
の
秋
田
県
小
学
校
試
験
規
則
　
Ｉ

（
４４
）

明
治
卜
一
一年

『
文
部
省
第
七
年
報
』
（宣
文
章
書
店
、　
一
九
六
六
年
）

一
．́二
七

頁

（
４５
）

拙
稿

「
明
治
卜
．二
年

の
比
較
試
験
法
改
正
に

つ
い
て
」

（
秋
田
県
公
文
書
館

『
研
究
紀
要
』
第
一
．号

　

一
九
九
六
年
）

（
４６
）

明
治
卜
六
年

「教
育
課
学
務
掛
事
務
簿
」
学
事
之
部
二
番

（
ダ
）

明
治
十
五
年

一教
育
課
学
務
掛
事
務
簿
」
学
事
之
部
二
番
、
『秋
田
県
教
育
史
』

第
七
巻
年
表
統
計
編

（秋
田
県
教
育
委
員
会

　

一
九
八
六
年
）

（
４８
）

文
部
省
に
認

口Ｊ
さ
れ
た
教
則
や
試
験
規
則
は
、
修
正
等
の
但
書
が
付
せ
ら
れ
た

場
合
で
も

「文
部
省
Ｈ
誌
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
然
る
に
、
秋
田
県
の

「
小

学
校
教
則
井
試
験
規
則
」
は
、
明
治
十
五
年
刊
行
分
の

「文
部
省
日
誌
」

に
掲

載
さ
れ
て
い
な
い
。
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

明
治
卜
圧
年

「本
県
達
留
」
所
収

明
治
卜
五
年

『文
部
省
第
―
年
報
」
一
冊^

（宣
文
堂
書
店
、　
一
九
六
六
年
）

五

一
二
頁

明
治
十
五
年

「本
県
布
達
留

・
所
収

司

明
治
十
五
年

「木
県
達
留
」
所
収

司

明
治
十
五
年

「
官
省
Ｌ
中
指
令
書
留
」
、
「文
部
省
Ｈ
誌
」
第
四
十
五
号
、　
こ
の

規
則
は
七
月
十
五
日
に
文
部
省
の
認

―‐∫
を
受
け
た
が
、
秋
田
県
の
布
達
集

の
中

に
は
発
見
出
来
な
い
。

（
５６
）

『秋
田
県
教
育
史
』
第
五
巻
通
史
編

一

（秋
田
県
教
育
委
員
会
、　
一
九
八
五
年
）

四
二
〇
頁

（
５７
）

明
治
卜
六
年

「
教
育
課
学
務
掛
事
務
簿
」
学
事
之
部
一
．番

（
５８
）

明
治
十
七
年

「教
育
課
学
務
掛
事
務
簿
」
学
事
之
部
壱
番

（
５９
）

明
治
十
六
年

「
本
県
達
留
」
１
所
収

（
６０
）

明
治
十
六
年

「教
育
課
学
務
掛
事
務
簿
」
学
事
之
部
二
番

（
６‐
）
　

　

同

五
四

同

明
治
卜
六
年

『
文
部
省
第
―

一
年
報
』
一
．冊

（宣
文
堂
書
店
、　
一
九
六
六
年
）

四
五
七
頁

（
６４
）

天
野
正
輝
、
前
掲
論
文
、
天
野
氏
は
明
治
十
五
年
の

『文
部
省
第
卜
年
報
』

よ

り
、
「教
則

ハ
完
全
無
瑕
ナ
リ
ト
雖
モ
試
業
法
宜

シ
キ
ヲ
得
サ
ル
ト
キ

ハ
為

メ

ニ
生
徒
ノ
学
カ
ヲ
達
成
セ
シ
ム
ル
能

ハ
ス
」
を
引
用
し
て
い
る
。

（
６５
）

明
治
十
四
年

『文
部
省
第
九
年
報
」
＾
．冊

（宵
一文
堂
書
店
、　
一
九
六
六
年
）

四
二
四
貞

（
６６
）

明
治
■
四
年

「教
育
課
学
務
掛
事
務
簿
」
学
事
之
部
全

（
６７
）

乙
第
七
卜
四
号

（明
治
十
四
年

「本
県
達
留
」
所
収
）

（
６８
）

明
治
十
四
年

『文
部
省
第
九
年
報
」

一冊
　
四
二
五
頁

（
６９
）

明
治
十

一
年

「教
育
課
学
務
掛
事
務
簿
」
教
員
以
下
進
退
之
部

一
番

（
７０
）
　

　

同

（
７‐
）

明
治
卜
五
年

「本
県
達
留
」
所
収（公

文
書
課
主
任
　
し
ば
た
　
と
も
あ
き
）

50 49
（
５‐

）

（
５２

）

（
５３

）

（
５４

）

（
５５

）

63 62



《史
料
紹
介
》

は
じ
め
に

占
文
書
課
に
お
け
る
史
料
整
理
の
現
状
と
再
整
理
の
方
針

に

つ
い
て

古
文
書
課
に
お
け
る
目
録
刊
行
事
業

に

つ
い
て

絵
図
日
録

の
作
成
過
程
と
凡
例

に

つ
い
て

古
文
書
課
所
蔵

の
絵
図
史
料

の
概
要

に

つ
い
て

お
わ
り
に

は

じ

め

に

秋
田
県
公
文
書
館
は
、
県
庁

・
県
立
図
書
館

・
県
立
博
物
館
の
三
機
関
か
ら

史
料
の
移
管
を
受
け
発
足
し
た
が
、
県
庁
移
管
史
料
を
廃
藩
置
県
の
明
治
四
年

（
一
八
七

一
）
を
境
に
分
割
し
、
秋
田
県
発
足
以
降
を
公
文
書
課
の
所
管
と
し
、

古
文
書
課
に
は
そ
れ
以
前
の
秋
田
藩
時
代
の
県
庁
旧
蔵
史
料
と
、
県
立
図
書
館

旧
蔵
の
秋
田
藩
関
係
史
料

（
い
わ
ゆ
る
佐
竹
文
庫
及
び
郷
上
資
料
の
主
な
も
の

等
）
及
び
個
人
文
庫
、
県
立
博
物
館
旧
蔵
の
個
人
の
私
家
史
料
の
大
半
が

一
括

古
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料
に
つ
い
て

佐

隆

し
て
納
め
ら
れ
た
。

藩
政
期

・
明
治
期
を
取
り
混
ぜ
、
様
々
な
機
関
か
ら
様
々
な
史
料
が
集
め
ら

れ
た
た
め
、
未
だ
史
料
全
体
の
整
理
が
で
き
て
い
な
い
。
当
課
の
史
料
整
理
に

つ
い
て
は
研
究
紀
要
の
創
則
号
以
来
い
わ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
屋
上

屋
を
重
ね
る
き
ら
い
は
あ
る
が
、
当
面
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で

も
ま
ず
そ
の
点
に
つ
い
て
、
絵
図
目
録
刊
行
に
関
連
し
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

一　

古
文
書
課
に
お
け
る
史
料
整
理
の
現
状
と

再
整
理
の
方
針
に
つ
い
て

当
館
開
館
に
あ
た
り
、
秋
田
県
内
の
県
機
関
が
所
蔵
す
る
秋
田
藩
関
係
の
史

料
は
、
ほ
と
ん
ど
が
移
管
さ
れ

一
括
管
理
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
県
外
に
は

千
秋
文
庫

（佐
竹
宗
家
）
・
国
立
史
料
館

（
佐
竹
南
家
）
を
は
じ
め
と
し
て
、

ま
だ
か
な
り
の
史
料
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
ち
ら
は
現
在
調
査
中
で
あ
る
。

い
ず
れ
は
当
館
所
蔵
史
料
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

五
五

四  三

古
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料
に
つ
い
て



占
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料
に
つ
い
て

わ
れ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
当
館
に
移
管
さ
れ
た
史
料
群
の
構
造
分
析
が
急

務
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

所
蔵
史
料
の
再
整
理
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
当
館
研
究
紀
要
創
刊
号

で
菊
池
保
男
氏

（現
秋
田
南
高
校
教
諭
）
が
触
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ

の
後
第
四
号
に
至
る
ま
で
伊
藤
勝
美
氏

（現
秋
田
北
高
校
教
諭
）
も
毎
同
主
張

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
秋
田
藩
関
係
の
史
料
群
の
機
能
的
位
置
づ
け
で
あ

り
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
図
書
館
の
分
類
に
よ
っ
て
完
全
に
原
秩
序
が
破
壊
さ

れ
た
部
分
の
復
元
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の

一
つ
の
方
針
と
し
て
菊
池
氏
は
、
図

書
館
移
管
史
料
の
郷
Ｌ
資
料
と
く
に

「
混
架
資
料
」
と
呼
ば
れ
る
雑
多
な
史
料

群
の
点
検
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
伊
藤
氏
は
、
出
所
原
則
に
基
づ
く
史

料
の
伝
来
過
程
の
解
明
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
菊
池
氏
は
史
料
の
再
整
理
の
前
提
と
し
て
、
次
の

二́
点
の
解
明
を
あ

げ
て
い
る
。

①
藩
政
期
に
、
ど
の
よ
う
な
文
書
が
、
ど
の
役
所
で
作
成
さ
れ
、
ど
の
よ
う

に
保
管

・
管
理
さ
れ
た
か
。

②
廃
藩
置
県
後
、
佐
竹
氏
か
ら
の
文
書
の
引
継
は
何
を
基
準
に
し
て
行
わ
れ
、

ど
の
よ
う
な
性
格
の
文
書
が
、
県
に
移
管
さ
れ
た
か
。

③
廃
藩
置
県
後
の
佐
竹
家
の
文
書
管
理
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
た
か
。

こ
れ
ら
の
視
点
は
、
い
わ
ゆ
る
史
料
管
理
史
の
分
野
で
あ
り
、
同
時
に
県
立

図
書
館
を
は
じ
め
と
す
る
前
所
蔵
機
関
に
お
け
る
文
書
の
整
理
過
程
の
究
明
を

必
要
と
す
る
。

五
六

ち
な
み
に
県
立
図
書
館

に
お
け
る
当
館
移
管
史
料

の
受
人
整
理
状
況
を
年
代

を
追

っ
て
見

て
み
る
と
、
表
１
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
他

に
、
県
庁
か

ら
の
貸
出

に
よ
る
も
の
や
、
占
書
店
か
ら
様
々
に
購
入
し
た
分

に
含
ま
れ
た
も

の
な
ど
が
あ
る
。

例
え
ば
、
佐
竹
文
庫

の
北
家
史
料

（整
理
記
号
Ａ
Ｋ
）
と
し
て
整
理
さ
れ
て

い
る
史
料
群
は
、
ま
ず
角
館
北
家

の
当
主
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
分

に
、
後

に
占
書

店
か
ら
購
入
し
た
中

に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
を
追
加
し
て
、
現
在

の
形

に
整
理

さ
れ
た
。
す

べ
て
十
進
分
類
法

で
整
理
さ
れ
た
た
め
、
元
の
秩
序
は
わ
か
ら
な

い
。明

治
二
十
年
代
か
ら
長
い
年
月
を
経
て
順
次
収
蔵
さ
れ
て
い

っ
た
も
の
が
、

独
自
の
基
準

（卜
進
分
類
法
と
郷
上
資
料
分
類
息
準
）
で
再
編
成
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
再
整
理
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
に

近
い
。

重
要
な
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
現
在
の
分
類
が
で
き
あ
が
っ
た
か
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
元
の
秩
序
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
菊
池
氏
の
い
う
と
こ
ろ
の
前
提
①
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
秋
田
藩
に
お
け
る

文
書
管
理
史
を
解
明
す
る
こ
と
が
、
秋
田
藩
関
係
の
史
料
群
の
構
造
分
析
の
手

掛
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
史
料
再
整
理
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
こ
と
は
、
開
館
以
来
言
わ
れ
続
け
て
き
た
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
状
を
考
え
て
み
る
と
、
そ
の
点
の
解
明
な
く
し
て
目
録
作
成
が

で
き
な
い
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
現
在
⊃
‐
、「
■
Ｉ̈
Ｉ

洋
」一十二
二
ｉ
ｆ
〓
「
一て
、



古
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料
に
つ
い
て

表 1 県立図書館における当館移管史料の受入・整理過程

明治35 秋田に関する図書収集費500円 を計上 し、「菅江真澄遊覧記」、「久保田領郡邑記J、「作例

類語Jな どを個人蔵書家の篤志により収集

36 佐藤信淵の直筆者書を東京織田完之氏より購入

→ 郷十資料一括購入のはじめ、「弥高文庫J

40 根本通明遺愛の漢籍等貴重書2,557冊購入

42 平田篤胤直筆者書81冊購入 (東京 0平国家)→「平田文庫J

昭和10 1F都宮市樋国家から秋田藩家蔵文書写本40冊寄贈→家蔵文書「樋 Il本」

昭和20 東山太二郎氏蔵書・稿本類6,171点 寄贈 (東山藤悦氏)→「東山文庫」

26 佐竹元侯爵家の記録類5、 797点譲渡 →「佐竹文庫 (AS)|

″ 元人館佐竹家当主佐竹義履氏、家蔵の文書1394点寄贈 →「同 (AO)」

27 角館町佐竹敬次郎氏から||1蔵文書866メlt譲渡 一「同 (1ヽ K)」

29 ※郷 11資料分類基準 →佐竹文庫の整理開始

33 横手城代戸村家旧蔵文書3,471点譲渡 →「,f村文庫」

35 山本郡 1ツ 丼町田「 ]忠隆氏、同菊池保太郎氏、同秋林雄左衛門氏から各家
の旧蔵文書記

録寄託 →「菊池文庫」「田目文庫J「秋林文庫J

36 狩野義徳氏から||1蔵書175部 810冊寄贈 →「狩野文庫」

38 秋田市上川日の加賀谷家から旧蔵文書2,409点 寄贈 →「加賀谷家文書」

42 秋田市児モ栄一郎氏から先代庄太郎氏蔵書661冊寄贈 ,「児玉文庫」

46 仙台市鈴木保氏から石井忠行家文書23点寄贈 →「石井忠行文書」

47 秋田 rl」故湊貞輔氏の子息湊貞之氏から同家の文書類 1,197点寄託→「湊文書」

″ 長岐エイ子氏から長岐家旧蔵文書1,529点寄託→「長岐文書」

48 ※未整理文書類2,508点 を整理 →「落穂文庫」

49 雄勝町安東季明氏から同家文書90点寄贈、37点委託 →「安東文書」

〃 秋田Ilj人窪キヨ氏から同家文書37点寄贈 →「大窪文書」

50 秋田市山崎抱一氏から父真一郎氏愛蔵書及び稿本 1,250点寄贈→「山崎文庫」

51 渡部正治氏から渡部斧松家蔵の文書7,427点 寄贈 →「渡部斧松文書二

52 ※一般郷土資料に元禄家伝文書2,495点を混架 して整理

53 秋田藩家老疋田家の子孫から家蔵の古文書約80点寄贈
L_________―

― ―
― ´

― ― ― ― 一
― ― ― ― ― ― ―

―

|

※は史料整理に関する記述

出典 :「創立九十周年記念 秋田県立秋田図書館史年表」H2220発 行
五
七



〈全体業務図〉

1史料の整理・保存

2史料の翻刻 0刊行 ①翻刻

②刊行

3史料の利用・普及 ①利用者サー

②普及

4史料の調査・研究

表 2 古文書課全体業務の中での史料整理の位置づけ

①整理 → ※

②装備 (酸性紙表紙の取り外し、中性紙封筒・保存箱及び

中性紙段ボール箱への収納・配架)

③史料状態調査・修復 (リ ーフキャスティング)

④複製化 絵図→ ダイレクトプリント

文書 → マイクロ撮影、写真帳作成

「北家御日記」の翻刻

「渋江和光 []記 Jの校正・刊行 (年 2巻 )

冊子体目録の発行 (年 1冊 )

ビス
  |::::ラ言警務

「館だより」の発行 (年 2回 )

企画展示 (年 1回 )

古文書解読講座の実施

県内の各種講座への講師派遣

古
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料
に
つ
い
て

①県内史料保存機関との連絡調整 (協議会の実施)

②史料所在調査

  |[11[111:サ ‖)
③研究紀要の発行 (年 1回 )

移管史料の総合目録作成

(1)各 種整I里作業の促進

|[l:[]億 1※史料整理作業

全体図 試行(2)日 録編成の全体計画と内容の立案・検討

(3)仮 目録の作成作業

(4)冊 予体目録の刊行計画と刊行準備

Ⅱ 寄贈史料の整理・ H録作成

||][i:i]:[lilllII 五
八



古
文
書
課
の
職
員
は
、
課
長
以
下
四
名
で
あ
る
。
現
在
の
古
文
書
課
業
務
全

体
の
中
で
の
史
料
整
理
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
表
２
の
古
文
書
課
全
体
業

務
図
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
全
体
業
務
の
中
で
史
料
整
理
に
割
け
る
時

間
が
甚
だ
し
く
少
な
い
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
で
あ
ろ
う
。

全
体
業
務
中
か
な
り
の
時
間
を
費
消
す
る
の
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
と

「渋

江
和
光
口
記
」
の
校
正
作
業
で
あ
る
。

前
者
は
、
四
名
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
四
日
に

一
度
の
担
当
と
な
る
。
開

館
時
間
の
関
係
で
、
平
＝
担
当
の
三
度
に

一
度
は
午
後
七
時
ま
で
の
勤
務
と
な

る
。
ま
た
、
上
日
も
開
館
で
あ
る
た
め
、
二
週
に

一
度
は
休
日
勤
務
が
あ
る
。

概
し
て
企
業
務
の
内
四
分
の

一
は
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
、
年
二
巻
発
行
で

一
巻
約
九
３
３
ベ
ー
ジ

（原
本
の

丁
数
で
は

一
ペ
ー
ジ
ニ
丁
と
し
て
約

一
，
八
〇
〇
丁
）
で
あ
る
た
め
、　
一
人
あ

た
り
四
五
〇
ペ
ー
ジ
分

（原
本
九
〇
〇
丁
分
）
の
校

―――
を
担
当
す
る
計
算
に
な

る
。
校
正
は
三
校
ま
で
担
当
者
を
変
え
て
行
う
の
で
、
全
員
が
ほ
ぼ
全
部
を
校

正
す
る
形
と
な
る
。
単
な
る
印
刷
物
の
校
正
と
は
違
い
、
翻
刻
史
料
の
校
正
で

あ
る
た
め
、
ど
の
段
階
の
校
正
で
も
原
本
と
の
照
合
が
必
要
と
な
る
。
感
覚
的

に
は
全
体
業
務
の
過
半
を
こ
の
作
業
が
占
め
て
い
る
と
言

っ
て
よ
い
か
も
し
れ

な
い
。

ち
な
み
に
年
二
巻
発
行
は
昨
年
度
か
ら
で
あ
り
、
職
員
五
名
体
制
の
時
に
開

始
さ
れ
た
が
、
今
年
度
よ
り
職
員

一
名
減
員
と
な
り
、
業
務
中
に
占
め
る
校
正

作
業
の
割
合
は
確
実
に
高
ま

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
今
年
度
は
課
毎
に
隔
年
で
実
施
す
る
企
画
展
示
の
担
当
年
に
あ
た

っ

古
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料
に
つ
い
て

て
お
り
、
年
度
前
半
は
そ
の
準
備
に
追
わ
れ
た
。

言
い
訳
め
く
が
、
全
体
業
務
の
四
分
の

一
以
下
の
時
間
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、

カ
ウ
ン
タ
ー
勤
務

・
校
正
作
業

・
企
画
展
示
以
外
の
残
り
の
業
務
す
べ
て
を
こ

な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
文
書
館
の
主
要
業
務
で
あ
る
史
料
整

理
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。

史
料
整
理
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
業
務
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
表
２
下
図
の

よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る
内
容
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
少
し
ず

つ
で
も
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る
段
階
的
整
理
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の

一
案
と
し
て
、
表
３
１
Ｉ
の
よ
う
な
や
り
方
を
掲
げ
て
お
い
た
。

以
下
、
段
階
的
整
理
に
つ
い
て
は
目
録
刊
行
と
関
連
し
て
、
次
章
で
述
べ
る
。

一
一　
古
文
書
課
に
お
け
る
目
録
刊
行
事
業
に
つ
い
て

現
在
の
目
録

（仮
）
は
、
旧
所
蔵
機
関
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
使

っ
て
い
る
た

め
、
図
書
館
旧
蔵
史
料
の
十
進
分
類
法
と
、
県
庁

・
博
物
館
旧
蔵
史
料
の
通
し

番
号

（原
秩
序
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
）
と
の
不
統

一
性
が
甚
だ
し
く
、
と

も
に
史
料
の
機
能
を
反
映
さ
せ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
ら
を
再
整
理
し

て
い
く
上
で
、
特
に
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
前
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
藩
の
機

構

（職
制
）
の
解
明
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
秋
田
藩
の
職
制
に
つ
い
て
は
、
藩
政
初
期
の
段
階
の

一
部
が
示
さ

れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
時
代
推
移
に
伴
う
職
制
の
変
遷
の
全
容
は
全
く
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
歴
史
研
究
の
進
展
に
侯

つ
こ
と
が
大
き
く
、
藩
政

五
九



表 3 史料整理年次計画 (案)について

I 占文書課の収蔵史料の段階的整理

「葛蔓竃覇夏丁lム悪夏面石録の点検
|  ↓ → 史料一点ずつの確認作業

第 2『階

二 1軋魃 る整理過程のズミ検

1 第 3段階 : 史料群ごとの目録の作成 (刊行 )

|  ↓ 
→ 秋田藩の職制 0藩政史料の伝来過程の解明

占
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料
に
つ
い
て

慶 4_囃 作成 (刊行)

Ⅱ 仮目録作成計画案 → H14ま でに公開分、未整理分とも終了する

■ 悪」子¬
|(佐 竹、戸村、岡、狩野)    |          |

I110 1 博物館移管分、県庁移管分    1 占成家文書    |
剛
1黒 ]誓子暴lFl島→ |マ握【子会曾1動→|

H12 1 図書館移管分つづき (文庫つづき)1 伊沢家文書    |

[__■[三_ビ疹整1墨岨」
※文庫は全部で残り18→ これを 2年計山iで整理する

郷 11資料、混架資料 → 史料群としての位置づけが問題となるため

1年ずつ整理期間をとる

Ⅲ 冊子体目録の刊行

(既刊分)

「        
‐~        ~~~~~~~― 一

―
―――一―――一

―

―
¬

I IIII [[1‖ ililifil曇

階での史料 1件毎の日録

|      
→ すでに知られている史料群の 2次整理段階での文書 1点毎の目録

I Hll.3  第 3集「絵図目録」

[__三 T聖竺 竺 2望
中
↑ 2テ
ーマに基づいて抜き出した主囲 1目 録

六

〇



史
料
の
構
造
分
析
の
前
提
を
欠
い
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
史

料
の
伝
来
過
程
の
解
明
に
と
ど
ま
ら
ず
、
藩
の
歴
史
編
纂
機
関
で
あ
る
史
館
等

の
役
割
と
そ
こ
で
の
史
料
管
理
の
方
法
の
解
明
、
す
な
わ
ち
秋
田
藩
に
お
け
る

文
書
管
理
史
の
解
明
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ど
こ
ま
で
文
書
館
の
仕
事
と
し
て
妥
当
で
あ
る
の
か
、
疑
問
な
点
は
多
々
あ

る
が
、
そ
れ
ら
の
前
提
を
ク
リ
ア
し
た
１１
で
の
史
料
群
の
構
造
分
析
と
な
る
と

現
在
の
状
況
か
ら
す
る
と
い
つ
の
こ
と
に
な
る
の
か
見
当
も

つ
か
な
い
。　
一
方

で
日
々
の
利
用
者
を
抱
え
て
い
る
現
状
か
ら
す
る
と
、
利
用
者
の
便
宜
を
考
え

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
二
律
背
反
的
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
ど

の
よ
う
な
日
録
作
成
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

目
録
に
は
整
理
の
段
階
に
応
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
、
最
終
的
に
は

館
蔵
史
料
全
体
の
総
合
目
録

（総
目
録
、
ガ
イ
ド
）
の
作
成
が
日
標

で
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
当
面
の
課
題
と
し
て
は
、
仮
目
録
の
作
成
と
年

一
回
発
行
予
定

の
冊
子
体
同
録
の
刊
行
で
あ
る
。

仮
目
録
作
成
の
現
状
は
、
ほ
ん
の

一
部
に
手
が
着
い
た
ま
ま
で
あ
り

（図
書

館
旧
蔵
の
二
八
文
庫
中
四
文
庫
、
佐
竹
文
庫

・
戸
村
文
庫

・
岡
文
庫

・
狩
野
文

庫
の
み
）
、
今
後
は
表
３
１
Ⅱ
の
よ
う
な
計
画
案
で
の
作
成
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
当
館
に
お
け
る
冊
子
体
目
録
は
、
所
蔵
占
文
書
目
録
と
し
て
現
在
三

冊
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
年

一
冊
刊
行
予
定
が
、
実
際
に
は
二
年

に

一
冊
の
ペ
ー
ス
と
な

っ
て
し
ま

っ
て
い
る

（表
３
１
Ⅲ
参
照
）
。

刊
行
済
み
の
目
録
は
、
第

一
集
は
図
書
館
か
ら
未
整
理
の
ま
ま
移
管
さ
れ
た

加
賀
谷
家
文
書
の
同
録

（Ｈ
７
　
３
）
、
第
二
集
は
秋
田
藩
が
採
集
し
た
県
内

占
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料
に
つ
い
て

唯

一
の
中
世
史
料
で
あ
る
秋
田
藩
家
蔵
文
書
の
目
録

（Ｈ
９
　
３
）
で
あ
る
．

今
後
は
利
用
の
頻
度

・
便
宜
を
優
先
さ
せ
て
、
第
二
集
で
絵
図
目
録
の
刊
行

（Ｈ
Ｈ
．
３
）
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
二
集
ま
で
の
――――
子
体
目
録
を
見
て
み
る
と
、
日
録
の
段
階
が
す
べ
て
違

っ

て
い
る

（表
３
１
Ⅲ
参
照
）
。

し
か
し
、
今
後
の
円
録
刊
行
を
考
え
る
と
き
、
現
在
の
よ
う
に
利
用
の
便
の

み
を
優
先
さ
せ
て
、
様
々
な
段
階
で
の
目
録
を
混
在
さ
せ
て
い
る
状
況
で
は
、

最
終
的
な
目
標
で
あ
る
総
目
録
完
成

へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
で
い
る
と
は
い
え

な
い
ｃ
き
ち
ん
と
し
た
史
料
整
理
計
画
を
踏
ま
え
た
日
録
作
成
作
業
が
必
要
と

な
る
で
あ
ろ
う
。

〓
一　
絵
図
目
録
の
作
成
過
程
と
凡
例
に
つ
い
て

絵
図
は
そ
の
地
域
の
人
々
に
と

っ
て
の
身
近
な
歴
史
情
報
を

一
日
で
見
せ
て

く
れ
る
も
の
で
あ
り
、
閲
覧
請
求
の
多
い
史
料
の

一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
絵
図

は
歴
史
学
の
分
野
に
お
い
て
も
、
文
字
に
は
含
ま
れ
な
い
様
々
な
歴
史
情
報
を

包
含
す
る
史
料
と
し
て
近
年
と
み
に
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
。

一
方
、
絵
図
は
大
型
の
も
の
が
多
く
、　
一
般
の
閲
覧
に
適
さ
な
い
面
が
あ
り
、

そ
の
情
報
は
実
際
に
見
な
い
と
わ
か
ら
な
い
た
め
、
折
り
畳
ま
れ
た
状
態
の
も

の
は
、
そ
の
折
り
目
の
劣
化
が
甚
だ
し
い
。
そ
の
た
め
、
実
際
に
開
か
な
く
と

も
わ
か
る
程
度
の
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
目
録
づ
く
り
が
必
要
と
な
る
。

占
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
は
、
県
庁
移
管
史
料
の
う
ち
絵
図
類
は
明
治
四
年
以

上ハ
一



占
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料
に
つ
い
て

降
の
も
の
を
含
め
て
県
Ｃ
と
し
て

一
括
整
理
さ
れ
て
お
り
、
保
管
さ
れ
て
い
た

順
番
に
通
し
番
号
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
内
容
に
統

一
性
が
あ

る
訳
で
は
な
い
。
ま
た
、
図
書
館
移
管
史
料
で
は
十
進
分
類
法
に
基
づ
い
て
い

る
た
め
、
地
誌
や
地
図
や
地
域
ご
と
の
分
類
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
分
類
さ
れ
て
い

た
り
、
ま
た
個
人
文
庫
の
も
の
は
別
分
類
と
な

っ
て
い
た
り
し
て
、
絵
図
と
し

て
の
統

一
性
は
な
い
。
さ
ら
に
、
博
物
館
移
管
史
料
は
家
分
け
の
通
し
番
号
で

あ
り
、
絵
図
は
そ
の
中
に
入

っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
全
体
像
は
明
ら
か
で
は
な

い
。し

た
が

っ
て
、
絵
図
＝
録
を
ま
と
め
る
こ
と
は
利
用
者
の
使
宜
だ
け
で
な
く
、

史
料
管
理
の
上
か
ら
も
き
わ
め
て
意
義
の
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
秋

田
藩
に
お
け
る
絵
図
作
成
の
歴
史
的
意
義
、
秋
田
県
内
各
地
域
の
歴
史
的
段
階

で
の
地
誌
的
状
況
を
知
る
た
め
の
材
料
の
提
供
と
い
う
意
味
を
持

つ
と
考
え
ら

れ
る
。

絵
図
の
整
理
の
た
め
に
は
、
ま
ず
絵
図
と
は
何
か
と
い
う
検
討
が
前
提
と
な

る
。
絵
に
描
か
れ
た
図
で
あ
れ
ば
す
べ
て
含
ま
れ
る
と
な
る
と
、
い
た
ず
ら
書

き
の
よ
う
な
意
味
不
明
の
も
の
ま
で
含
ま
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
手
書
き
で
は

な
く
本
版
や
印
刷
の
も
の
の
扱
い
、
道
中
記
の
よ
う
な
部
分
的
な
も
の
、
描
線

の
み
の
図
の
場
合
は
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

ま
た
、
絵
図
の
み
で
は
、
場
所
が
特
定
で
き
な
い
も
の
、
史
料
名
が
特
定
で

き
な
い
も
の
、
年
代
が
不
明
な
も
の
も
多
く
、
ど
こ
ま
で
の
情
報
を
目
録
に
反

映
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
絵
図
の
持

つ
機
能
す
な
わ
ち
作
成
の
目
的
、

作
成
者
、
作
成
の
意
義
づ
け
等
が
ど
こ
ま
で
わ
か
る
か
と

、ヽ
う
こ
二
七
１
■
∵

エハ
一　一

論
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
絵
図
の
定
義
は
、
広
辞
苑
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

絵
図

（え
ず
）
¨
①
絵
。
画
像
　
②
家
屋

・
土
地
な
ど
の
平
面
図

こ
の
解
釈
で
は
、
時
代
や
描
か
れ
て
い
る
内
容
に
よ
ら
ず
、
画
像
史
料
は
す

べ
て
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
平
凡
社
の
日
本
史
人
事
典
で
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る

（執
筆

者

・
黒
円
目
出
男
）
。

絵
図

（え
ず
）
一
近
代
以
前
の
地
図
の

一
般
的
呼
称
。

と
あ
り
、
時
代
を
限
定
し
た
地
図
す
べ
て
と
考
え
れ
ば
よ
い
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
続
い
て

「多
種
多
様
な
地
図
類
を
緩
や
か
に
包
含
し
て
い
る
用
語
で
あ

り
、
従
来
、
明
確
な
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
解
説
さ
れ
て

お
り
、
右
記
の
定
義
も
必
ず
し
も
決
ま

っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
日
本
史
大
事
典
で
は
、
次
の
竹
内
理
〓
．氏
の
分
類
案
を
示
し
て
い
る
。

①
政
治
絵
図
　
　
　
　
ａ
国
絵
図
　
ｂ
円
図
　
　
ｃ
荘
園
絵
図

②
案
内
図

・
道
中
図
　
ａ
日
本
図
　
ｂ
辺
境
図
　
ｃ
町

・
村
絵
図

ｄ
名
所
絵
図
　
ｅ
街
道
図

③
信
仰
絵
図
　
　
　
　
ａ
境
内
図
　
ｂ
宮
曼
茶
羅
図
　
ｃ
社
寺
参
詣
曼
茶
羅

④
設
計

・
見
取
絵
図
　
ａ
設
計

・
目
論
見
図
　
　
ｂ
城
郭
図

ま
た
、
川
村
博
忠
氏
は
、
絵
図
は

「
あ
く
ま
で
絵
画
的
手
法
に
よ

っ
て
地
物

を
表
現
し
た
地
図
で
あ

っ
て
一、
占
絵
図
の
同
義
語
で
は
な
く
、
ま
う
製
〓
埼

に
ル
τ
っ
え
一
■
一つ
り
、　
．
１
年
り■
．■
・，
〓
´
、
「
一一
　
　
一
・■
・　
　
一
´
・　
　
　
、



を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
時
間
的
制
約
か
ら
、　
一
点
ず
つ
の
絵
図
に
つ
い
て
、

こ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
だ
と
ら
え
方
は
で
き
な
か

っ
た
。

一
方
、
金
田
章
裕
氏
は
、
「近
世
以
前
の
地
図
類
を
指
し
て
絵
図
と
総
称
す

る
こ
と
が
多
」
く
、
「絵
図
の
語
と
古
絵
図
の
語
が
ほ
ぼ
同
義

に
使
用
さ
れ
て

い
る
」
と
し
て
、
絵
図
を
彩
色
画
と
す
る
定
義

（竹
内
理
三
）
や
、
絵
図
を

「絵
師
が
描
い
た
絵
画
的
な
表
現
を
交
え
た
」
図
と
し
て
限
定
的

に
把
握
す
る

見
方

（吉
田
敏
広
）
を
紹
介
し
、
「絵
図
と
い
う
用
語
を
包
括
的
呼
称
と
し
て

用
い
る
の
は
不
適
当
」
と
し
た
。

す
な
わ
ち
、
絵
図
の
定
義
に
つ
い
て
は
定
説
が
な
く
、
対
象
時
代
が
近
世
以

前
と
い
う
点
の
み
共
通
し
て
お
り
、
と
り
あ
え
ず
は

「
印
刷
を
含
む
近
世
以
前

の
地
図
類
の
総
称
」
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
ま
ず
絵
図
の
概
念
を
幅
広
く
と
ら
え
、
近
世
以
前
に

限
定
す
る
と
過
半
数
以
上
の
絵
図
が
漏
れ
る
た
め
時
代
を
限
定
せ
ず
、
そ
の
数

を
確
定
す
る
作
業
か
ら
始
め
た
。

当
館
所
蔵
の
絵
図
は
、　
一
，
五
〇
〇
点
あ
る
い
は
二
，
０
０
０
点
と
い
わ
れ
、

そ
の
実
数
す
ら
明
ら
か
で
な
か

っ
た
。
た
し
か
に
、
前
所
蔵
機
関
で
す
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
数
を
把
握
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
致
し
方
な
か

っ
た
と
い
え

る
が
、
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
そ
の
数
の
確
定
の
作
業
が
手
始
め
と
な
る
。

史
料
名
に

「～
絵
図
」
あ
る
い
は

「～
図
」
と

つ
い
て
い
る
も
の
だ
け
で
は
、

す
べ
て
を
網
羅
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
収
蔵
史
料
五
０
，
八
九
六

点
中
、
「絵
図
」
と
い
う
語
が
史
料
名
に
あ
る
の
は

一
，

一
七
五
点
に
す
ぎ
ず
、

「
図
」
と
い
つ
一
字
の
み
で
は
実
に
四
，
五
五
〇
点
が
検
索
さ
れ
て
し
ま
う
。

占
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料
に
つ
い
て

し
か
も
、
絵
図
と
も
図
と
も
史
料
名
に
な
い
絵
図
が
あ
る
た
め
、
結
局
は
す
べ

て
の
史
料
を
点
検
し
直
す
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
後
の
検
討
の
際
の
材
料
と

す
る
た
め
、
絵
図
と
思
わ
れ
る
史
料
は
す
べ
て
写
真
撮
影
し
た

（
こ
れ
ら
の
写

真
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
際
に
今
後
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
絵
図

か
を
知
り
た
い
と
き
に
は
カ
ウ
ン
タ
ー
に
中
し
出
て
も
ら
え
れ
ば
、
写
真
に
よ

る
検
索
が
で
き
る
）
。
こ
の
作
業
に
昨
年
度

一
年
間
を
要
し
た
。

今
年
度
に
入

っ
て
、　
一
点
ず

つ
の
検
討
を
加
え
、
①
道
中
記
を
含
め
単
な
る

線
画
で
あ

っ
て
も
絵
図
と
思
わ
れ
る
も
の
は
す
べ
て
含
む
こ
と
、
②
明
治
期
以

降
の
も
の
も
含
め
る
こ
と
、
Ｃ
木
版
の
み
な
ら
ず
印
刷
の
も
の
も
含
め
る
こ
と
、

④
簿
冊
に
挟
ま
れ
た
絵
図
も
極
力

一
点
ず

つ
採
る
こ
と
、
等
を
基
準
と
し
て
日

録
登
載
絵
図
史
料
を
確
定
し
て
い
っ
た
。

そ
の
結
果
、
最
終
的
に

「
図
」
の
語
が
史
料
名
に
つ
か
な
い
史
料

一
〇
九
点

を
含
め
、
二
，
六
五
０
点
が
絵
図
目
録
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
確
定
し
た
。
収

蔵
史
料
五
万
点
余
の
五
％
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
藩
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
地
元
に
控
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
場
合
が

多
く
、
県
内
各
地
に
は
藩
政
期
の
絵
図
が
か
な
り
の
数
が
存
す
る
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
。

以
ド
、
今
春
刊
行
予
定
の
絵
図
目
録
の
整
理
Ｌ
の
問
題
点
に
つ
い
て
触
れ
る
。

絵
図
に
含
ま
れ
る
情
報
は
、
実
際
に
見
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
訳
で
あ
る

が
、
整
理
卜
の
要
点
と
し
て
は
、
次
の
点
を
あ
げ
た
。

１
史
料
名
　
　
　
　
　
２
年
代
　
　
　
　
　
　
３
地
域

４
内
容
に
よ
る
分
類
　
５
大
き
さ

（寸
法
）
　

６
彩
色
の
有
無

エハ
〓
一



古
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料
に
つ
い
て

７
原
本

・
印
刷
の
別
　
８
表
題

・
端
裏
書

ｏ
裏
書
な
ど

９
現
状

・
状
態
　
　
　
１０
複
製
の
有
無
　
　
　
Ｈ
そ
の
他
特
記
事
項

こ
れ
ら
の
項
目
に
基
づ
い
て
、　
一
点
ず

つ
の
絵
図
を
点
検
し
、
デ
ー
タ
を
集

め
た
。

こ
れ
を
も
と
に
、
日
録
で
は
所
蔵
絵
図
を
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
を
県
全
体
、
現

在
の
郡
ご
と
、
そ
の
他
に
分
け
て
分
類
し
た
。
二
つ
以
Ｌ
の
地
域
に
ま
た
が
る

場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
重
出
さ
せ
る
こ
と
に
し
た

（重
出
点
数
は
三
八

点
）。
地
域
分
類
項
目
は
次
の
十
七
項
目
で
あ
る
。

１
秋
田
県
全
域
　
　
　
２
鹿
角
地
域
　
　
　
　
３
人
館

・
北
秋
地
域

４
能
代

・
山
本
地
域

　

５
男
鹿

・
南
秋
地
域

　

６
秋
田

・
河
辺
地
域

７
本
荘

・
由
利
地
域

　

８
大
曲

・
仙
北
地
域

　

９
横
手

・
平
鹿
地
域

１０
湯
沢

・
雄
勝
地
域

　

１１
日
本
全
上
　
　
　
　
１２
北
海
道

・
北
方
領
１１

‐３
東
北
地
域
　
　
　
　
１４
関
東
地
域
　
　
　
　
１５
そ
の
他

（中
部
以
西

‐６
六
十
余
州
切
絵
図

　

１７
地
域
な
し

・
不
明
　
　
　
　
　
　
を
含
む
）

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
別
を
、
年
代
別
に
大
き
く
藩
政
期
と
明
治
期
以
降

に
分
け
た
。
さ
ら
に
絵
図
に
描
か
れ
て
い
る
内
容
に
よ
っ
て
、
分
類
項
目
を
設

け
た
。
内
容
に
よ
る
分
類
は
以
下
の
―
三
分
類
と
し
た
。

１
地
域
図

（
い
わ
ゆ
る
地
図
、
国
絵
図

・
縁
絵
図
を
含
む
）

２
地
籍
図
等

（浩
券
地
図
な
ど
地
租
改
正
に
関
連
し
て
明
治
初
年
に
つ
く

ら
れ
た
絵
図
類
）

３
戊
辰
戦
争
関
係
絵
図
　
　
４
城
図
　
　
　
　
　
　
５
合
戦
図

・
陣
立
図

６
建
物
平
面
図
　
　
　
　
　
７
社
地
平
面
図
　
　
　
８
鉱
山
図

六
四

９
境
界
図
　
　
　
　
　
　
　
１０
山
林
図

・
官
林
図
等

１１
そ
の
他

（１
～
１０
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
、

座
敷
図

・
祭
礼
図

ｏ
刀
剣
図

・
旗
図

ｏ
箪
笥
図
な
ど
）

‐２
不
明

（内
容
が
よ
く
わ
か
ら
ず
分
類
で
き
な
い
も
の
）

ち
な
み
に
、
川
村
氏
は
、
地
図
の
種
類
と
し
て
、
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

・
マ
ッ

プ

（地
形
図
）
ま
た
は
コ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

・
マ
ッ
プ

（地
誌
図
）、
市
街
図

・

屋
敷
割
な
ど
の
プ
ラ
ン

（平
面
図
）
、　
一
筆
ご
と
の
上
地
割
を
図
示
し
た
カ
ダ

ス
ト
ラ
ル
・
マ
ッ
プ

（地
籍
図
）
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
地
形
図
に
は

一
般
図

と
主
題
図
の
区
別
が
あ
る
、
と
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
Ｌ
記

の
内
容
分
類
の
１
は
地
形
図
の

一
般
図
、
２
は
カ
ダ
ス
ト
ラ
ル
・
マ
ッ
プ
、
４

ｏ

６

●
７

ｏ
８
が
プ
ラ
ン
、
そ
の
他
は

一
般
図
の
主
題
図
と
分
け
る
こ
と
が
で
き

■
↑
つ
。

ま
た
、
金
田
氏
は
、
古
絵
図
の
機
能
と
表
現
対
象
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

分
類
し
て
い
る
。
表
現
対
象
を
世
界

・
国

・
小
地
域
の
三

つ
の
ス
ケ
ー
ル
に
分

け
、
世
界
に
は
世
界
図

・
ア
ジ
ア
図
、
国
に
は
日
本
図

・
国
絵
図

・
郡
図
、
小

地
域
は
細
か
く
土
地
把
握
と
施
設

・
都
市
把
握
に
分
け
、
さ
ら
に
前
者
を
個
別

対
象

（①
）
と
領
域
対
象

（②
）、
後
者
を
位
置

・
配
置

（③
）
と
都
市

（④
）

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
順
に
①
検
地
図
、
②
所
領
図
、
村
絵
図

・
山
絵
図
、
相

論
絵
図
、
境
図
、
③
内
裏
図

・
屋
敷
図

・
城
郭
図

ｏ
参
詣
図
、
道
中
図

・
航
路

図

ｏ
川
絵
図

・
用
水
図
、
④
市
街
実
測
図
、
都
市
図

（城
下
絵
図

・
町
絵
図
）

と
い
う
例
を
挙
げ
て
い
る
。

世
界
は
地
域
分
類
の
１５
、
国
は
地
域
分
類
の
ｌ

ｏ
Ｈ
～
１６
、
小
地
域
の
１
は



地
域
分
類

の
２
～
１０
、
０
は
内
容
分
類
の
８
～
１０
、
Ｃ
は
内
容
分
類
の
４

ｏ
６

●

７
、
０
は
地
域
分
類

の
各
地
域

の
中

に
入
れ
た
。
内
容
分
類

の
３

●
５

●
Ｈ
が

金
田
氏

の
表
現
対
象

に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

四
　
古
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料

の
概
要
に
つ
い
て

絵
図
同
録
所
収

の
地
域
別
及
び
年
代
別

の
内
訳
数
は
、
表
４
の
通
り
と
な

っ

て
い
る
。

地
域
別

の
内
訳
を
見
る
と
、
県
内
が
二
，
二
●
七

で
八
二
　

一
％
、
県
外

が

四
八

一
で

一
し
　
九
％
と
な

っ
て
い
る
。
圧
倒
的

に
県
内
分
が
多

い
が
、

こ
の

他

に
江
戸
藩
邸
保
管
分

（現
在
所
在
不
明
）
や
佐
竹
宗
家
保
管
分

（現
在
千
秋

文
庫
所
蔵
）
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

時
代
別

の
内
訳
は
、
藩
政
期
が
四
０
％
、
明
治
期
以
降
が
六
０
％
で
あ
る
。

藩
政
期

の
絵
図

で
年
代
が
わ
か
る
も

の
は
三
●

■^
点

で
あ
る

（藩
政
期
絵
図

一
。
し
五
八
点
中
二
九
％
）。
そ
れ
ら
の
絵
図
を
年
代
別

に
す

る
と
、
表

５

の

よ
う
に
な

っ
て
い
る
ｃ
表
か
ら
は
次

の
三
点
が
い
え
る
と
思
わ
れ
る
。

一●
元
和
か
ら
慶
応
ま
で
満
遍
な
く
江
戸
期

の
今
年
代

で
作
成
さ
れ
て
い
る
ｃ

Ｏ
元
禄
、
享
保
、
寛
政

の
．二
年
代
が
三
０
以
上
と
な

っ
て
お
り
、
他
年
代
よ

り
か
な
り
多
く
な

っ
て
い
る
。

０
江
戸
後
期
特

に
幕
末
期
は
、
各
年
代
と
も

．
●
以
上
作
成
さ
れ

て
い
る
。

（文
化
以
降
、
万
延
を
除
く
）

全
体

の
三
割
弱
か
ら
の
み
で
は
明
確

に
い
え
な
い
部
分
も
あ
り
、
年
代
不
明

占
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料
に
つ
い
て

の
も
の
を

一
点
で
も
多
く
年
代
を
確
定
し
、
さ
ら
に
そ
の
年
代
ご
と
の
内
容
に

踏
み
込
め
ば
、
年
代
ご
と
の
絵
図
作
成
の
意
図
や
時
代
相
が
見
え
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
今
回
は
そ
こ
ま
で
で
き
な
か

っ
た
。
秋
田
藩
に
お
け
る
絵
図
作

成
に
つ
い
て
の
今
後
の
研
究
成
果
を
倹
ち
た
い
と
思
う
。

内
容
別
の
内
訳
は
、
地
域
図
三
〇
　
三
％
、
地
籍
図
等
四
０
　
八
％
で
、

こ

の
二
項
目
で
七

一
　

一
％
と
な

っ
て
い
る
。
他
に
建
物
平
面
図
七
　
三
％
、
社

地
平
面
図
六
　
九
％
で
、
前
記
項
目
と
併
せ
て
四
項
目
で
八
五
　
二
％
を
占
め

る
。
特
に
明
治
期
以
降
の
内
、
地
籍
図
関
係
が
三
一分
の
二

（六
八
％
）
を
占
め

て
い
る
。

ま
た
、
道
中
記
は
七
点
を
採
用
し
、
地
域
別
は
江
戸
道
中
で
あ
れ
ば
関
東
地

域
に
、
内
容
別
で
は
そ
の
他
に
分
類
し
た
。
道
中
図

・
道
程
図
は
前
章
で
述
べ

た
と
お
り
、
絵
図
の
分
類
と
し
て

一
応
認
め
ら
れ
て
い
る
。

内
容
別
に
分
類
し
て
る
と
は
い
え
、
す
べ
て
の
主
題
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
も
ら
い
た
い
。

例
え
ば
城
図
は
内
容
の

一
つ
と
し
て
別
枠
に
し
た
が
、
城
下
絵
図
は
地
域
図

と
し
て
分
類
し
て
い
る
の
で
、
ま
と
ま

っ
て
は
い
な
い
。
城
下
絵
図
は
、
秋
田

一
八
、
人
館
四
、
横
手
二
の
計
二
四
で
あ
る

（表
６
参
照
）
。

こ
れ
ら
は
特
に

ま
と
ま

っ
て
は
い
な
い
が
、
該
当
す
る
地
域
の
藩
政
期
の
地
域
図
の
か
た
ま
り

か
ら
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
の
場
合
も
同
様
に
、
内
容
分
類
は
便
宜
的

な
も
の
と
考
え
て
、
内
容
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ま
ず
地
域
で
探
し
て
も
ら
い
た
い
。

次
に
現
状
別
の
内
訳
を
見
る
と
、
軸
装
は
二
〇
九
、
簿
冊
は
七
六
、
巻
物
は

二
七
で
、
そ
れ
以
外
い
わ
ゆ
る

一
紙
物
が
三
，
Ｉ
三
八
と
な

っ
て
い
る
。

六
五



表 4 絵 図 目録 内訳

※総数2,650(地 域別では重出38あ り)

○地域別内訳

1  留T寧耳再百
需平芋華I針珊ヨ| 1   45 1   111    41

:≡二II翌
下¬万下市爾~
―十 一
―一 ―一

―

― ―

―――
一
・

――― ― 可

7村・由利 1 胎|~《■≪計 :脚
[亜    II≡
[型 望些竺___L__二 !
1 11 日本全Jl     1    1

1 12 北海道・北方領土 1    52

獅   
「

―――一¬一――扇

:II‐tt    II覆
1 15 その他      1    66

饉 た な

二 註 釜

量 北 轟
量

○分類別内訳

量逓世IJI士量ぢ士量曇三豊

古
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料
に
つ
い
て

L  12翌 1__1592 1  _26聖 |



表 5 藩政期絵図の年代別内訳 (年代のわかる303点中)

占
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料
に
つ
い
て

慶 長

元 和

寛 永

正 保

慶 安

承 応

明 暦

万 治

寛 文

阪篇 蔽
(18)

01 延 :L

51天 和

01貞 享

31元 禄

0 宝 永

31正 徳

11 享 保

l 元 文

91 延 享

31 寛 延

7  宝 暦

421 明 和

7 安 永

31天 明

35 寛 政

4‐ 享 和

2

1

5

2

天

1 弘

黒

2 1 安

3     ノ」

35 1 1文

1元

L 政
保

化

水

政

延

久

′台

「怒

10

17

10

13

18

0

15

6

1()

註 )

_型上i牲 __t3生生ニゴ 上蜃
2つ以 卜の元号にまたがるため、次の元号には重出がある。

正徳 (元 文との重複)、 享保 (文化との重複)、 t暦 (り 1治 との重複)、
寛政 (文化との章複 2)、 文化 (IF保 との重複、寛政との重複 2)

表 6 城 下 絵 図 一 覧

rヽ 2145-31

A290_82

rヽ 291 5_36

A2915_361

A291 5-37

地 13

時t C 165

リスC168

県 C176

県 C178

県 C179  1 県 c601

県 C427   県 C607

県 C_428  1 (2枚 )

1規T細 I Ell群

1 県 C599  1      1

‐ 県 C600  1      1

「

~~~~~~~~~― ―ヽ――一

|
|

鴬|

県 C-193

県 C1952

丁瓢 孫耐「面
(2)   県 C23

人館・北秋地域

能代・山本地域

男鹿・南秋地域

秋田・河辺地域

70 ‐ 大曲・仙北地域    32
29 1 横手・平鹿地域 1   94

表 7 地籍図等の分類中の地域別内訳 (1081点 中)

「繭
~T~爾~葛

薫
~繭
扉丁瓦

~

386 1 湯沢・雄勝地域

195  不明
六

七



古
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料
に
つ
い
て

一
紙
の
絵
図
は
小
さ
い
物
を
除
け
ば
折
り
畳
ま
れ
て
お
り
、
中
性
紙
の
封
筒

に
入
れ
、
桐
箪
笥
の
棚
に
入
れ
て
保
管
し
て
い
る
。
折
り
日
の
劣
化
は
保
管
の

ま
ま
で
も
、
閲
覧
の
た
め
開
閉
し
て
も
進
む
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
袋
入
り
が

六

一
六
あ
る
。
　

彩
色
の
状
況
は
、
彩
色
有
り
が
二
，　
一
五
０
、
彩
色
が
な
い

も
の
が
五
〇
０
で
あ
る
。

原
本

・
印
刷
の
別
で
い
う
と
、
木
版
が

一
七
、
印
刷
が
八
二
で
計
九
九
が
印

刷
物
で
あ
る
。
近
世
絵
図
の
特
色
の

一
つ
で
あ
る
版
行
絵
図
の
多
さ
は
あ
ま
り

見
ら
れ
な
い
。
版
行
絵
図
は
、
藩
の
よ
う
な
公
的
機
関
で
は
な
く
、
む
し
ろ
個

人
所
蔵
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。

次
に
個
別
地
域
の
問
題
に
移
る
。

藩
政
期
の
秋
田
県
全
域
の
絵
図

（
一
一
一
点
）
の
内
訳
を
見
て
み
る
と
次
の

六
八

さ
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
秋
田
藩
の
行
政
に
と

っ
て
、
藩
領
域
の
絵
図
よ
り

も
、
そ
の
周
辺
や
他
藩
を
含
む
国
全
体
の
絵
図
の
方
が
重
要
で
あ

っ
た
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
地
域
別
の
特
色
と
し
て
、
秋
田
藩
領
で
は
な
か

っ
た
鹿
角
地
域
、
由

利
地
域
の
状
況
を
見
て
お
き
た
い
。

鹿
角
地
域
は
、
藩
政
期
の
も
の
は
す
べ
て
大
館
地
域
と
の
重
出
で
、
秋
田
藩

作
成
の
境
界
図

・
裁
許
絵
図
で
あ
る
。
明
治
期
以
降
は
地
籍
図
七
七

（三
二
％
）、

社
地
平
面
図

一
四
０

（五
九
％
）
が
中
心
で
、
廃
藩
置
県
後
、
秋
田
県
が
ほ
と

ん
ど
史
料
を
持
た
な
か

っ
た
同
地
域
の
地
籍
と
社
寺
に
つ
い
て
、
細
か
く
史
料

を
集
め
た
結
果
、
県
に
絵
図
が
大
量
に
残
さ
れ
た
。
鹿
角
地
域
の
明
治
期
以
降

の
絵
図
は
九
六
％
が
県
庁
旧
蔵

（県
Ｃ
）
で
あ
る
。
ま
た
、
社
地
平
面
図
の
明

治
期
以
降
の
八
八
％
は
鹿
角
地
域
で
あ
る
。

曲
利
地
域
は
、
藩
政
期
の
絵
図
が
四
八
あ
り
、
秋
田
藩
で
あ

っ
た
他
地
域
と

比
べ
て
も
そ
の
数
は
少
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
、
境
界
に
関
わ

る
秋
田
藩
の
絵
図
、
国
絵
図
作
成
の
た
め
秋
田
藩
に
提
出
さ
れ
た
絵
図
等
で
あ

り
、
秋
田
藩
内
の
他
地
域
と
は
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
。

地
域
別
で
も
う

一
つ
特
徴
的
な
こ
と
は
、
男
鹿

・
南
秋
地
域
の
明
治
期
以
降

の
絵
図
が
項
日
中
最
も
多
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
内
容
の
内
訳
は
、
地
籍

図
が
二
九
九
中
．二
八
六
で
、
九
七
％
を
占
め
る
。
旧
蔵
別
で
は
、
渡
部
斧
松
文

書
六
五
、
狩
野
文
庫
九

一
、
加
賀
谷
家
文
書
八
七
、
郷
上
資
料

（整
理
記
号
Ａ

二
九
０
）
が

一
四
四
と
な

っ
て
い
る
。
斧
松

・
狩
野

・
加
賀
谷
の
比
率
が
他
に

比
べ
て
高
く
、
南
秋
田
郡
の
地
籍
図
が
様
々
な
所
蔵
形
態
を
と

っ
て
残
さ
れ
、

よ
う
に
な
る
。

国
絵
図
等

う
ち
　
秋
田
領
分

（六
郡
絵
図
）

由
利
郡
を
含
む
秋
田
県
域

山
形
を
含
む
出
羽
国
全
域

国
境
絵
図

（縁
絵
図
を
含
む
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
・…
…
‥
三
八

海
岸
絵
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
‥
　
九

そ
の
他

（郡
村
絵
図
四
、
本
山
絵
図
二
）
　
　
　
　
　
…
…
…
　
」ハ

国
絵
図
関
係
で
も
、
曲
利
郡
を
含
ん
だ
出
羽
国

（秋
田
県
分
）
全
域
図
の
方

が
多
く
、
縁
絵
図
な
ど
の
国
境
絵
図
が
そ
れ
に
次
ぐ
。
海
岸
絵
図
も

一
種
の
国

境
絵
図
と
い
え
る
の
で
、
七
郡
絵
図

・
国
境
絵
図
の
双
方
が
藩
で
人
事
に
保
存

（七
郡
絵
図
）

（十

一
郡
絵
図
）

一

．

一

四
三



最
終
的
に
図
書
館
を
経
て
当
館
に
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
他
地
域
に
も
同
じ

ぐ
ら
い
の
地
籍
図
が
残
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
散
逸
し
、
県
庁
保
管
分

（図
書
館
の
郷
土
資
料
分
も
含
む
）
だ
け
が
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
渡
部
斧
松
文
書

・
加
賀
谷
家
文
書
の
地
籍
関
係
は
秋
田

・
河
辺
地
域

に
も
あ
り
、
同
地
域
の
明
治
期
以
降
の
絵
図
は
男
鹿

・
南
秋
地
域
に
次
い
で
多

い
数
と
な

っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
地
籍
図
等
の
地
域
別
の
内
訳
は
、
表
７
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

逆
に
言
う
と
、
能
代

・
山
本
地
域
と
大
曲

・
仙
北
地
域
の
少
な
さ
が
際
だ

っ
て

い
る
と
も
い
え
る
。

さ
ら
に
、
絵
図
の
旧
蔵
の
内
訳
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
の
が
、
表
８
で
あ

る
。
図
書
館
移
管
分
が
六
割
、
県
庁
移
管
分
が
四
割
と
な

っ
て
お
り
、
博
物
館

移
管
分
は

一
％
に
満
た
な
い
。
県
庁
分
は
県
庁
保
管
段
階
で
県
Ｃ
と
し
て
絵
図

の
み
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
段
階
で
原
秩
序
は
失
わ
れ
て
い
る
。
図
書
館

移
管
分
で
は
、
そ
の
う
ち
郷
上
資
料
に
四
割
が
分
類
さ
れ
て
い
る

（
こ
れ
も
原

秩
序
は
破
壊
さ
れ
て
い
る
）
。　
一
方
、
藩
政
史
料
の
中
心
と
な
る
佐
竹
文
庫
の

絵
図
は
、
移
管
分
の
絵
図
の
う
ち

一
割
に
も
満
た
な
い
。

す
で
に
、
佐
竹
文
庫
中
の
宗
家
史
料

（整
理
記
号
Ａ
Ｓ
）
に
つ
い
て
は
、
菊

池
保
男
氏
に
よ
り
絵
図
類
が
非
常
に
少
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
絵
図
目
録
所
収
分
は
九
三
点
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
地
域
図
二
、
城
図

三
、
合
戦
図
三
、
建
物
平
面
図
七
三
、
社
地
平
面
図
二
、
そ
の
他
九
と
な

っ
て

い
る
。
地
域
図
は
常
州
鴨
辺
村
付
近
図
、
上
野
総
絵
図
二
枚
で
秋
田
県
の
も
の

は
な
く
、
菊
池
氏
の
指
摘
の
通
り
、
国
絵
図
等
の
対
幕
用
、
町
絵
図

・
村
絵
図

古
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料
に
つ
い
て

等
の
藩
内
用
の
絵
図
は
全
く
な
い
。
菊
池
氏
は
、
維
新
後
そ
れ
ら
は
県
に
移
管

さ
れ
た
も
の
か
と
推
定
し
て
い
る
が
、
む
し
ろ
佐
竹
文
庫
の
位
置
づ
け
と
し
て

藩
行
政
の
史
料
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
べ
き
で
あ
り
、
藩
政
期
か
ら
公
私
を
分

け
た
文
書
管
理
が
な
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

一
般
に
佐
竹
文
庫
＝
佐
竹
家
史
料
＝
佐
竹
藩
政
史
料
と
考
え
て
し
ま
う
が
、

佐
竹
藩
政
史
料
は
佐
竹
文
庫
中
に
な
く
、
む
し
ろ
図
書
館
移
管
史
料
中
の
郷
■

資
料

・
混
架
資
料
お
よ
び
県
庁
移
管
史
料
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
再
整
理
の
視
点
と
し
て
、
逆
に
佐
竹
文
庫
中
に
藩
政
関
係
が
含
ま

れ
た
経
緯
を
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

図
書
館
に
よ

っ
て
各
地
域
の
地
元
資
料
が
収
集
さ
れ
て
郷
上
資
料
と
分
類
さ

れ
た
が
、
県
庁
か
ら
の
貸
出
分
も
多
く
分
類
さ
れ
て
い
る
経
緯

（例
え
ば
梅
津

政
景
日
記
が
郷
１１
資
料
に
分
類
さ
れ
て
い
る
な
ど
）
か
ら
考
え
て
、
県
Ｃ
と
郷

ｔ
資
料
の
絵
図
が
元
々
の
秋
田
藩
の
絵
図
と
い
う
性
格
を
持

っ
て
い
る
可
能
性

が
一凸
い
。

表
９
で
は
、
そ
の
二
つ
の
史
料
群
の
絵
図
の
時
代
別

・
分
類
別
内
訳
の
概
略

を
示
し
て
お
い
た
。　
一
点
ず

つ
の
検
討
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
が
、
次
の
点
を

指
摘
す
る
の
み
に
と
ど
め
る
。

①
双
方
と
も
藩
政
期
四
割
、
明
治
期
以
降
六
割

（全
体
の
比
率
と

一
致
）
。

②
全
体
の
四
割
を
占
め
る
地
籍
図
の
割
合
が
双
方
で
大
き
く
違
う
。

（郷
土
資
料
は
そ
れ
よ
り
多
く
、
県
Ｃ
は
か
な
り
少
な
い
）

③
社
地
平
面
図
が
、
郷
土
資
料
で
は
極
端
に
少
な
く
、
県
Ｃ
で
は
か
な
り
の

割
合
を
占
め
る
。

六
九



表 8 絵図目録掲載絵図の旧蔵内訳

○図書館移管史料    1579

郷十二資料(A記号) 622
加賀谷家文書    200
東山文庫

狩野文庫

渡部斧松文書

佐竹文庫

その他

172

161

156

112(宗家 93、 西家 19)

156

7:面烹¬
235%

7.8%

6.5%

6.1%

5.9%

4.2%

5。 9%

古
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料
に
つ
い
て

(落穂 :54、 混架 :45、 戸村 :20、 岡 :13、

山崎 :9、 湊 :8、 長岐 i3、 菊池 :3、 秋林 :1)

○県庁移管史料

県C

その他

1048

1039

9(県 A:8、 県B:1)

(39.5%)

39.2%

○博物館移管史料    23
(323 : 1、  354 i l、  383 : 3、  303 : 1、

―

― ―

J

(0.9%)|

388 : 5、  382 : 10、  354 : 2)
―‐        |

表 9 旧蔵内訳中の時代別・分類別内訳~~可
   事可預こ

~1
1  総数667(622+45)1  総数 1039  1

|         ~~~~~~~~~―

― ―

1 時代別 藩政期

岳脅驚以降1 鑑麗裾1槻器裾|
剛
指曇冒等1 驚軍鋸1舞器駕 |

覇瓦J~可:面祠
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七
Ｃ

総
じ
て
言
え
る
こ
と
は
、
時
代

別
の
特
色
は
無
い
が
、
分
類
別
の

内
訳
に
は
双
方
で
か
な
り
の
違
い

が
見
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
要
因
を

一
つ
だ
け
上
げ

る
と
、
郷
Ｌ
資
料
と
し
て
地
元
か

ら
収
集
し
た
分
に
地
籍
図
が
多
く

含
ま
れ
、
県
庁
保
管
分
に
は
前
述

の
よ
う
に
鹿
角
地
域
の
社
地
絵
図

面
が
大
量
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め

で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
絵
図
と
は

い
え
史
料
群
ご
と
の
特
色
を
精
密

に
追

っ
て
い
く
と
、
各
史
料
群
の

位
置
づ
け
が
見
え
て
く
る
面
も
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
紙
幅
の
都
合
で
、
主
な

絵
図
の
紹
介
を
し
、
史
料
紹
介
に

代
え
た
い
。

ま
ず
、
絵
図
で
県
や
市
の
指
定

文
化
財
と
な

っ
て
い
る
の
は
十
三

点
あ
り
、
表
１０
の
よ
う
に
な

っ
て

い
る
。



表10 文化財指定絵図一覧 (13点 )

※S27県文化財指定、分割写真による写真帳あり

湯沢絵図

院内一円之図

仙北郡刈和野一円之図

仙北郡角館絵図

檜山一円御絵図

大館絵図

御城 ド絵図

御城下絵図

県C-4

県C-6

県C-91

県C-95

県C-119

県C-190

県C-165

県C-599

5

6

7

占
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料
に
つ
い
て

※以 L6鋪「秋田領給人町絵図Jと して S63県文化財指定

複製有

繹yど機
肝I当1鵞鮮群‰i覇

所
蔵
絵
図
中
で
最
大
の
も
の
は
、
「
出
羽

一
国
御

絵
図
」
（番
号
な
し
、
旧
県
庁
目
録

で
は
県
Ｃ
Ｉ
六

〇
三
）
で
、
南
北

（縦
）

一
三
二
五

ｃｍ
×
東
西

（横
）

五
二
五

ｃｍ
の
寸
法
で
あ
る
。
正
保
四
年

（
王
ハ
四
七
）、

幕
命
に
よ

っ
て
秋
田
藩
で
作
成
さ
れ
た
国
絵
図
の

一

つ
で
、
「
正
保
国
絵
図
」
と
い
わ
れ
る
。
現
秋
田
県

・

山
形
県
全
域
の
郡
村
名

・
村
高

・
道
路

・
領
境

・
地

勢
な
ど
が
記
入
さ
れ
、
当
館
所
蔵
の
史
料
の
中
で
最

も
早
く
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
大
き
さ
の

た
め
図
書
館
所
蔵
時
代
も
そ
う
で
あ

っ
た
が
、
当
館

書
庫
に
搬
入
さ
れ
た
後
も
広
げ
る
こ
と
が
非
常
に
困

難
な
状
況
で
あ
る
。
そ
の
た
め
現
在
、
分
割
写
真
帳

の
閲
覧
で
対
応
し
て
い
る
。

次
に
国
絵
図

・
縁
絵
図

・
城
下
絵
図

・
屋
敷
絵

図
の
代
表
的
な
も
の
を
あ
げ
る

（
い
ず
れ
も
複
製
有

り
）
。ま

ず
国
絵
図
は
、
「秋
田
領
絵
図
」
（県
Ｃ
Ｉ

一
四

七
）
で
あ
る
。
享
保
十
四
年

（
一
七
二
九
）
の
も
の

で
、
元
の
大
き
さ
が
縦
二
八
二

ｃｍ
×
横
四
三
八

ｃｍ
あ

る
た
め
、
縦

一
三
二

ｃｍ
×
横

一
九
〇

ｃｍ
に
縮
小
し
て

複
製
化
し
た
。
江
戸
時
代
中
期
の
秋
田
藩
領
の
様
子

が
分
か
る
。

Ｌ

＾

1 1番 号なし 出羽一国御絵図(正保国絵図)

※以上 1幅はHl秋田市文化財指定

外町屋敷間数絵図



占
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料
に
つ
い
て

次
に
縁
絵
図
と
し
て
唯

一
複
製
化
さ
れ
て
い
る

「
仙
台
領
秋
田
領
縁
絵
図
」

（県
Ｃ
Ｉ
三
四
八
）
で
あ
る
。
元
禄
卜
三
年

（
一
七
〇
０
）

の
作
成
で
、
元
禄

国
絵
図
作
成
に
伴

っ
て
仙
台
藩
と
の
境
界
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
り
、
仙
台
藩

役
人
の
印
が
捺
さ
れ
秋
田
藩
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
絵
図
に
は
仙

七

■

台
領
側
か
ら
の
境
界
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
秋
田
藩
か
ら
は
秋
田
領
側
の
境
界

を
記
し
て
仙
台
藩
に
送

っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
自
藩
の
控
え
や
他
藩
と
取
り

交
わ
し
た
正
式
の
絵
図
な
ど
、
元
禄
十
三
～
十
四
年
に
か
け
て
、
秋
田
藩
の
周

囲
を
取
り
囲
む
形
で
縁
絵
図
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

(縮〔282om Xぜ i438cm)

]、 _I

■■‐■‐| ■111   畔| | |■  |  ‐ |‐

写真 2 県 C-348「イ山台領秋田領縁絵図」

苺
１
●惑
ｒ
ｉ
■
ｌ
〓

‐―
嗜
，■
麟
Ｊ
↑
事

を
１
量
し
ヽ
一
・
夢

:‐ |||:|::|||||:::

写真 1 県C-147「秋田領絵図」

(縦 11lcmX横 199cm)



次
の
城
下
絵
図
は

「
御
城
下
絵
図
」

（
県
Ｃ
Ｉ
五
九
九
）

で
、
宝
暦
九
年

（
一
七
五
九
）
の
秋
田
城
Ｆ
絵
図
で
あ
る
。
秋
田
城
ド
絵
図
は
五
点
が
県
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
も
の
は
大
き
い
た
め
こ
の
絵
図
が
今
の
と
こ

ろ
唯

一
の
複
製
物
で
あ
る
。
八
代
藩
主
義
敦
の
襲
封
の
際
派
遣
さ
れ
た
国
日
付

に
提
出
す
る
た
め
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
同
じ
時
期
に

「
大
館
城
下
絵
図
」

（県
Ｃ
Ｉ

一
九

一
）
も
作
成
さ
れ
た
。

次
は
屋
敷
絵
図
と
し
て

「
外
町
屋
敷
間
数
絵
図
」
（県
Ｃ

　

一
六
四
）
を
取

り
上
げ
る
。
寛
文
三
年́

（
一
六
六
三
）
の
も
の
で
、
秋
田
城
下
の
町
人
町
で
あ

る
外
町
の
屋
敷
割
や
人
名
に
つ
い
て
書
き
上
げ
た
も
の
で
、
秋
田
市
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

七

三

讐■

一

書:驚 I鷺装=

古
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料
に
つ
い
て

一

・ 一
一

一

鶴

・″ｔ一・一一一

■

●

一―
●
．‐

写真 3 県C-599「御城下絵図」
(縦 221cm× 横 179cm)

ξ:霧づl:曇霞翁
写真 4 県C-164「外町屋敷間数絵図J

(絲モ71cm× 1黄 1 45cnl)



古
文
書
課
所
蔵
の
絵
図
史
料
に
つ
い
て

最
後
に
絵
図
の
複
製
化
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

絵
図
の
複
製
は
ダ
イ
レ
ク
ト
プ
リ
ン
ト
方
式
で
行

っ
て
い
る

（業
者
委
託
）
。

予
算
の
関
係
上
、
年

一
〇
本
程
度
し
か
で
き
な
い
た
め
、
平
成
十
年
度
ま
で
で

六
〇
本
の
複
製
化
が
終
わ
っ
た
の
み
で
あ
る
。
本
数
が
少
な
い
た
め
、
城
下
絵

図

・
町
絵
図
等
閲
覧
頻
度
の
高
い
も
の
、
展
示
で
使
用
す
る
も
の
を
優
先
的
に

行

っ
て
き
た
。
た
だ
し
、
予
算
に
限
り
が
あ
り
、
大
き
な
も
の
は
業
者

へ
の
搬

送
の
問
題
等
も
あ
り

（航
空
便
の
限
界
が
‥‥‥三
ｍ
ま
で
）
、　
一
定

の
大
き
さ
以
内

の
も
の
が
中
心
と
な

っ
て
い
た
。
ま
た
、　
可

五
ｍ
以
Ｌ
の
場
合
は
、
関
覧
や

展
示
の
便
を
考
慮
し
て
、　
可

五
ｍ
以
内
に
縮
小
し
て
複
製
化
し
て
い
る

（
最

大
横

一　
八
ｍ
ま
で
）
。
詳
し
く
は
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
尋
ね
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
は
、
予
算
の
か
さ
む
大
き
な
絵
図
も
複
製
化
し

つ
つ
、
残

っ
た
予
算
で

小
さ
い
も
の
も
含
め
て
も
う
少
し
多
め
に
で
き
る
よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
撮
影
に

よ
る
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
等
の
複
製
方
法
な
ど
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

お
　
わ
　
り
　
に

最
後
に
絵
図
目
録
刊
行
の
課
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

今
回
の
目
録
刊
行
の
問
題
点
と
し
て
は
、
次
の
四
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①
絵
図
の
定
義
そ
の
も
の
の
吟
味
が
不
十
分
で
あ

っ
た
。

②
絵
図
史
料
全
部
を
網
羅
し
て
い
る
か
ど
う
か
不
明
。

③
目
録
の
項
目
と
し
て
の
妥
当
性
に
欠
け
る

（特
に
史
料
名
の
吟
味
）
。

④
他
機
関

（特
に
県
内
）
の
絵
図
史
料
と
の
関
連
が
不
明
の
ま
ま
。

七
四

こ
れ
ら
の
問
題
点
は
目
録
と
し
て
か
な
り
致
命
的
な
欠
陥
と
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
現
段
階
で
の

一
定
の
報
告
と
し
て
意
味
の
あ
る
こ
と
と
考
え
、
刊

行
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
別
の
目
録
は
、
い
わ
ゆ
る
基
本
日
録
あ
る
い
は
総
円
録

（ガ
イ
ド
）
の
作
成
を
経
て
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
所
蔵
史
料
全
体

の
仮

目
録
す
ら
で
き
て
い
な
い
段
階
で
の
作
成
に
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
伴
う
で
あ

ろ
う
が
、
開
館
六
年
目
を
迎
え
、
利
用
者
の
拡
大
も
徐
々
に
図
ら
れ
て
い
る
現

在
、
特
に
研
究
者
の
増
加
で
は
な
く

一
般
利
用
者
、
県
内
市
町
村
史
編
纂
担
当

者
の
利
用
の
増
加
か
ら
見
て
、
ま
ず
そ
れ
ら
の
人
々
へ
の
利
用
の
便
を
図
る
こ

と
が
急
務
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
史
料
保
存
機
関
の
第

一
の
業
務
で
あ
る

史
料
整
理
と
目
録
作
成
の
意
義
を
問
い
直
す
こ
と
が
今
痛
切
に
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
、
今

一
度
肝
に
銘
じ

つ
つ
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

〈参
考
文
献
〉

川
村
博
忠

〃〃

杉
本
史
子

金
田
章
裕

付
記
　
本
稿
第

一
～
三
章
は
平
成
十
年
度
史
料
管
理
学
研
修
会

（短
期
研
修
課
程
）

提
出
レ
ポ
ー
ト
に
大
幅
に
加
筆

・
訂
正
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
編

で
あ
る
第
四
章
を

加
え
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（古
文
書
課
専
門
員
　
さ
と
う
　
た
か
し
）

『
江
戸
幕
府
撰
国
絵
図
の
研
究
』
古
今
書
院
　
一
九
八
四

『
国
絵
図
』
吉
川
弘
文
館

　
一
九
九
〇

『近
世
絵
図
と
測
量
術
』
古
今
書
院

　
一
九
九
二

「
国
絵
図
」
（岩
波
講
座
日
本
通
史

・
第
十
二
巻
）

一
九
九
四

「絵
図

・
地
図
と
歴
史
学
」
（
　
″
　

・
別
巻
三
）

一
九
九
五



《報
告
》公
文
書
書
庫
収
蔵
資
料
の
複
製
本
作
成
に
つ
い
て

は
じ
め
に

一　

公
文
書
課
に
お
け
る
複
製
本
作
成

の
概
要

１
　
複
製
本

の
作
成
状
況
と
利
用
状
況

２
　
複
製
本

の
意
義

３
　
当
館

で
の
複
製
本

の
位
置
づ
け

４
　
複
製
本
作
成

の
手
順

一
一　
複
製
本
紹
介

お
わ
り
に

は

じ

め

に

当
館

で
は
平
成
九
年
度
現
在

で

一
六
六

，　
一
一
０
点

の
公
文
書
関
係
資
料

（公
文
書
、
行
政
資
料
、
そ
の
他
）
を
収
蔵
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち

二
四

，
六

七
七
点

の
資
料
は
開
示
資
料
と
し
て

一
般

の
閲
覧

に
供
さ
れ
て
い
る
。
現
在
七

八
七
冊
が
作
成
さ
れ
て
い
る
複
製
本
は
開
示
資
料

の

一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
冊

公
文
書
書
庫
収
蔵
資
料
の
複
製
本
作
成
に
つ
い
て

文

雄

数
は
開
示
資
料
全
体
の

ニ^
パ
ー
セ
ン
ト
強
を
占
め
て
い
る
。

な
お
当
館
に
は
他
に
占
文
書
関
係
の
複
製
本
が
六
，　
一
六

一
冊

（平
成
九
年

度
現
在
、
う
ち
写
真
帳
は
五
０
八
冊
）
あ
る
が
、
こ
の
報
告
で
は
ふ
れ
な
い
。

し
た
が

っ
て
、
こ
こ
で
い
う

「複
製
本
」
に
は
古
文
書
関
係
の
複
製
本
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。

報
告
の
第

一
章
で
は
当
館
の
複
製
本
に
つ
い
て
作
成
状
況
や
利
用
状
況
、
作

成
手
順
等
を
概
観
し
、
第
二
章
で
は
個
々
の
複
製
本
に
つ
い
て
資
料
紹
介
を
し

て
い
る
。
資
料
紹
介
に
あ
た

っ
て
は
当
館
発
行
の

『
公
文
書
館
だ
よ
り
』

や

『
研
究
紀
要
』
、
あ
る
い
は
閲
覧
室
備
え
付
け
の

「資
料
日
録
」
や

「解
題
」
等

を
適
宜
参
考
に
し
引
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
当
館
で
は
基
本
的
に
館
蔵
資
料
を
中
心
に
複
製
本
を
作
成
し
て
い
る

の
で
、
報
告
の
タ
イ
ト
ル
も

「
収
蔵
資
料
」
と
な

っ
て
い
る
が
、
い
く

つ
か
の

複
製
本
は
館
外
資
料
か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断

っ
て

お
き
た
い
。

七

五



公
文
書
書
庫
収
蔵
資
料
の
複
製
本
作
成
に
つ
い
て

一　

公
文
書
課
に
お
け
る
複
製
本
作
成
の
概
要

１
　
複
製
本
の
作
成
状
況
と
利
用
状
況

「事
業
年
報
」
を
見
る
と
複
製
本
が
初
め
て
閲
覧
室
に
配
架
さ
れ
た
の
は
平

成
七
年
度
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
年
に
は

「秋
田
県
史
料
」
五
七
冊
と

「秋
田

県
報
」
四
〇
冊
が
配
架
さ
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
複
製
本
は

一
〇
の
資
料
に

七
六

つ
い
て
、
七
八
七
冊
が
作
成
さ
れ

て
い
る
。
表
１
は
、
現
在

（
平
成
十
年
度

）

ま
で
の
複
製
本
作
成
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち

「秋
田
県
史
料
」

と

「
秋
田
県
議
会
会
議
録
」

の
全
部
、
及
び

「
秋
田
県
布
達
集
」

の

一
部
は
後

述
す
る
よ
う
に
館
外
資
料
か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

「
秋

田
県
議

会
会
議
録
」
と

「
秋
田
県
布
達
集
」
は

一
〇
〇
冊
を
超
え
る
大
部
な
も
の
と
な

っ

て
い
る
。

そ
れ
で
は
複
製
本
は

一
体
ど
れ
く
ら
い
利
用
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま

ず
複
製
本

の
利
用
状
況
を
見

て
み
る
。
当
館

で
は
複
製
本

の
利
用
に
関
し
て
特

表 1 複製本作成状況

|■盛 1秋田県史料   1 57巻 I F]立公文書館所蔵資料から作成。 |
17秋 田県報  14幡 |       |

「
~~偏
籠
~薦

「戸T~「可=■――
―――――――――――¬

31巻

126巻

秋田県勧業年報

秋田県布達集 1～ 100巻は秋田県立図書館所蔵の

‐ ^… ミー|―+L引
眠利から織。  |

|

1跡 棚 純 冊 |四 巻|
| 1稼 譜

  1継 |

秋田県養蚕統計  1  3巻
|

文部省 [1誌    1 44巻 |

秋田県議会会議録 1 392巻 | 秋田県議会事務局所蔵資料から作成。

一部秋田県立図書館所蔵資料から作成。

註・原本の冊数と区別するため、複製本の冊数を
~巻
数Jと する。

以後lolじ。

写真 1 -般 閲 覧 室

複製本を配架している低書架が見える。



に
統
計
は
と

っ
て
い
な
い
が
電
子
複
写

（電
子

コ
ピ
ー
）
は
複
製
本
に
だ
け
認

め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
電
子
複
写
枚
数
を
調
べ
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
複
製
本

の
利
用
状
況
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
２
は
複
製
本
が
閲
覧
室
に
配
架

さ
れ
た
平
成
七
年
度
か
ら
平
成
十
年
十
二
月
末
ま
で
の
利
用
状
況
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
集
計
す
る
と
、
開
館

一
，
０
二
六
日
、
資
料
利
用
六
，

‐［聾

9527コ マ

公
文
書
書
庫
収
蔵
資
料
の
複
製
本
作
成
に
つ
い
て

七
五
四
点
、
撮
影
五
五
，
二
九
四
コ
マ
、
電
子
複
写

一
，
四
七

二
枚

と
な

る

（
一
日
平
均
で
は
、
資
料
利
用
六

七
点
、
撮
影
五
四

コ
マ
、
電
子
複
写

一

四
枚
）。
電
子
複
写
枚
数
と
撮
影

コ
マ
数
を
比
較
す
る
と
、
電
子
複
写
枚
数
は

撮
影

コ
マ
数
の
お
よ
そ
二
　
七
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
現
段
階

で
は

や
は
り
圧
倒
的
に
原
本
か
ら
の
写
真
撮
影
の
方
が
多
い
と
言
え
る
。
た
だ
し
電

子
複
写
枚
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
電
子
複
写
は
手
軽
に

行
え
、
文
字
を
読
む
だ
け
な
ら
か
な
り
の
程
度
ま
で
対
応
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

複
製
本
が
増
加
し
豊
富
に
揃

っ
て
い
け
ば
、
今
ま
で
写
真
撮
影
を
し
て
い
た
利

用
者
の
多
く
は
電
子
複
写
に
切
り
替
え
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
複
製
本
の
潜
在
的
需
要
は
か
な
り
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
だ
か
ら
、

現
段
階
で
写
真
撮
影
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
言
え
ば
複

製
本
を
作
成
し
て
い
く
余
地
が
ま
だ
ま
だ
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え

よ
？
つ
。

も

っ
と
も
、
複
製
本
の
利
用
は
複
写
利
用
だ
け
に
限
ら
な
い
。
数
字
で
把
握

で
き
な
い
が
、
閲
覧
利
用
の
数
も
相
当
多
い
も
の
と
思
う
。

２
　
複
製
本
の
意
義

前
節
で
見
た
よ
う
に
電
子
複
写
に
は
手
軽
さ
と
性
能
の
良
さ

（文
字
を
読
む

の
に
十
分
な
鮮
明
さ
が
得
ら
れ
る
）
が
あ
り
、
そ
の
た
め
電
子
複
写
が
可
能
で

あ
る
複
製
本
の
意
義
は
見
逃
が
せ
な
い
。
し
か
し
複
製
本
の
意
義
は
そ
れ
以
外

に
も
、
資
料
保
存
の
面
そ
の
他
か
ら
種
々
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
で

は
複
製
本
の
意
義

・
利
点
に
つ
い
て
利
用
面
か
ら
若
十
考
え
て
み
た
い
。

七
七

卜  1
表 2利 用 状 況

787巻

註・ N1/成 10年度は4月 から12月 のデータである。なおデータには IIf文 書関

係資料は含まれない。

・「撮影コマ数Jに はマイクロフイルムによる撮影 |ま含まれない。

・参考のため
~複
製本巻数」を累計で付け加えた。

1,454点  1 10,845コ マ



公
文
書
書
庫
収
蔵
資
料
の
複
製
本
作
成
に
つ
い
て

カ
ウ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
い
る
と
次
の
よ
う
に
複
製
本
を
利
用
し
て
い
る
人
を

見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。
第

一
の
例
。
最
初
の
う
ち
は
、
複
製
本
を
閲
覧
し
て

調
査
を
行

っ
て
い
る
。
ひ
と
と
お
り
そ
れ
が
終
わ
る
と
次
は
原
本
を
閲
覧
請
求

す
る
。
モ
ノ
ク
ロ
で
印
刷
さ
れ
た
複
製
本
で
は
判
別
で
き
な
い
朱
書
き
の
部
分
、

付
箋
で
か
く
れ
て
い
て
複
製
本
で
は
見
え
な
く
な

っ
て
い
る
部
分
等
を
原
本
で

確
認
す
る
た
め
で
あ
る
。
第
二
の
例
。
ま
ず
最
初
は
、
複
製
本
を
下
調
べ
的
に

次
々
と
閲
覧

・
調
査
し
、
必
要
な
箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。
次
に
そ
の
チ
ェ
ッ

ク
に
思
づ
い
て
原
本
を
閲
覧
請
求
し
、
必
要
箇
所
を
原
本
で
じ

っ
く
り
閲
覧

・

調
査
す
る
の
で
あ
る
。

以
Ｌ
紹
介
し
た
二
つ
の
例
で
は
ど
ち
ら
も
原
本
と
複
製
本
が
効
果
的
に
連
携

さ
れ
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
こ
で
は
原
本
と
複
製
本
が
相
補

っ

て
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
複
製
本
は
原
本
の
代
用
物
で
あ
る
ば
か

り
で
な
く
、
複
製
本
で
あ
る
が
ゆ
え
に
原
本
よ
り
素
早
く
内
容
の
検
索
確
認
が

可
能
な
の
で
あ
り
、
こ
の
利
点
は
調
査
や
研
究
を
行
う
場
合
、
極
め
て
有
効
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
次
の
よ
う
な
こ
と
も
言
え
る
と
思
う
。
た
と
え
ば
利
用
者
か
ら
資
料
の

閲
覧
請
求
が
あ
り
、
原
本
を
出
納
し
た
り
扱

っ
た
り
す
る
時
に
は
緊
張
感
が
と

も
な
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
資
料
を
利
用
す
る
側
も
同
じ
こ
と
だ
ろ
う
と
思

う
。
緊
張
の
内
容
は
原
本
を
何
か
の
事
故
で
傷

つ
け
て
し
ま

っ
て
は
と
い
う
恐

れ
や
不
安
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
原
本
は
こ
の
世
に
こ
の

一
冊
し
か
存
在
し
な
い

の
だ
と
い
う
事
実
を
思
え
ば
、
原
本
を
扱
う
際
の
そ
の
よ
う
な
緊
張
は
当
然
か

も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
て
複
製
本
を
扱
う
場
合
に
は
そ
の
よ
う
な
緊
張
は

七
八

あ
ま
り
感
じ
な
い

（万

一
傷
め
て
し
ま

っ
て
も
ま
た
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
安
心
感
が
心
の
ど
こ
か
に
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
）
。
緊
張
を
強
い
ら
れ
ず

に
安
心
し
て
資
料
を
利
用
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
複
製
本
の
特
徴
で
あ
り
、
あ

る
意
味
で
の
利
点
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
同
じ
複
製
物
で
あ

っ
て
も
、
複
製
本
と
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
と
で
は

随
分
感
覚
が
違
う
。
多
少
古
い
感
覚
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

マ
イ
ク
ロ
フ
イ

ル
ム
で
閲
覧
す
る
時
に
は
感
覚
的
な
違
和
感
を
感
じ
る
。
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

っ

た
文
字
や
資
料
に
は
実
体
感
が
湧
か
ず
、
何
だ
か
文
字
や
資
料
が
自
分
の
も
の

に
な

っ
て
い
な
い
よ
う
な
感
じ
が
と
も
な
い
、
気
持
ち
が
落
ち
着
か
な
い
の
で

あ
る
。　
一
方
、
複
製
本
に
対
し
た
時
に
は
そ
の
よ
う
な
違
和
感
は
感
じ
な
い
。

複
製
物
で
は
あ
る
が
紙
と
い
う
媒
体
に
記
録
さ
れ
、
本
や
簿
冊
の
形
態
で
提
示

さ
れ
る
こ
と
で
感
覚
的
に
な
じ
め
、
気
持
ち
が
落
ち
着
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

複
製
本
は
人
間
が
長
い
間
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
紙
ヽ
本
、
簿
冊
と
い
っ
た
要
素

を
備
え
て
い
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
、
そ
こ
に
他
の
複
製
物
と
は
異
な
る

独
自
の
価
値
が
見
出
せ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

３
　
当
館
で
の
複
製
本
の
位
置
づ
け

こ
こ
で
は
当
館
の
規
定
を
見
な
が
ら
、
当
館
で
の
複
製
本
の
位
置
づ
け
を
考

え
て
み
た
い
。

当
館
で
の
複
製
本
の
位
置
づ
け
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、

平
成
五
年
十

一
月
策
定
の

「資
料
管
理
要
綱
」
の
次
の
規
定
で
あ
る
。

「
資
料
管
理
要
綱
」
第
七
条

（資
料
の
保
全
管
理
）
第
二
項



館
長
は
、
公
文
書
等
の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の
又
は
利
用
の
回
数
の
多
い
も

の
に
つ
い
て
は
、
複
製
物
を
作
成
し
て
利
用
さ
せ
る
等
原
本
の
保
存
に
努
め

る
も
の
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（傍
線
筆
者
）

複
製
本
は
こ
の
規
定
に
あ
る

「複
製
物
」
の

一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
よ

っ
て
複
製
本
は

「‐原
本
の
保
存
」
を
目
的
に
作
成
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
「特
に
重
要
な
も
の
又
は
利
用
の
回
数
の
多
い
」
「
公
文
書
等
」
に
つ

い
て
は
、
複
製
本
を
作
成
し
利
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
つ
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
複
製
本
は
、
「
原
本
の
保
存
」
と

「利
用
」
の
両
方
の
要
求
を
満
た

す
目
的
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
複
製
本
の
対
象

と
な
る
資
料
は
、
公
文
書
等
の
う
ち

「特
に
重
要
な
も
の
一
又
は

「利
用
の
回

数
の
多
い
も
の
」
、
言
い
換
え
れ
ば

（歴
史
資
料
と
し
て
の
）
重
要
性
又
は
利

用
頻
度
が
複
製
本
作
成
の
重
要
な
目
安
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
複
製
本
が
作
成
さ
れ
た
資
料
は
、
当
館
所
蔵
資
料
の
中
で
も
特
に
重
要
な
資

料
又
は
利
用
頻
度
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
の
他
複
製
本
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、
「閲
覧
利
用
要
綱
」

に
次

の
三

つ
の
規
定
が
見
ら
れ
る
。

「
閲
覧
利
用
要
綱
」
第
二
条

（資
料
の
利
用
制
限
等
）
第
四
項

館
長
は
、
汚
損
又
は
破
損
の
お
そ
れ
が
あ
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
複
製

物
を
利
用
に
供
す
る
も
の
と
す
る
。

同
第
四
条

（閲
覧
）
第
四
項

開
架
資
料
は
、
あ
ら
か
じ
め
閲
覧
カ
ー
ド
を
提
出
す
る
こ
と
な
く
、
利
用
者

が
自
由
に
閲
覧
で
き
る
。
但
し
、
閲
覧
を
終
了
し
た
と
き
は
、
当
該
資
料
を

公
文
書
書
庫
収
蔵
資
料
の
複
製
本
作
成
に
つ
い
て

館
長
に
返
却
す
る
と
と
も
に
、
閲
覧
カ
ー
ド
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る

同
第
六
条

（複
写
）
第
二
．項
第
四
号

複
製
本
又
は
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
等
の
複
製
物
か
ら
の
複
写
は
、
電
子
式
複

写
機
又
は
マ
イ
ク
ロ
リ
ー
ダ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
り
、
利
用
者
が
行
う
も
の

と
す
る
。

汚
損
又
は
破
損
の
お
そ
れ
が
あ
る
資
料
に
は
、
複
製
物

（複
製
本
も
含
ま
れ

る
）
で
の
閲
覧
利
用
と
な
る
。
ま
た
開
架
資
緊

（複
製
本
も
含
ま
れ
る
）
は
、

利
用
者
が
自
由
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、
電
子
式
複
写
機
に
よ
る
複
写

つ
ま

り
電
子

コ
ピ
ー
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

４
　
複
製
本
作
成
の
手
順

最
後
に
当
館
の
複
製
本
作
成
の
手
順
を
次
の
六

つ
の
段
階
に
区
切

っ
て
見
て

み
る
。

（１
）
資
料
の
選
定
、
（２
）

マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
ヘ
の
撮
影
、

（
３
）
印
刷

及
び
製
本
、
（
４
）
解
題
と
目
録
の
作
成
、
（
５
）
配
架
、
（
６
）
機
関
誌

へ
の

掲
載こ
の
う
ち

（２
）

マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
ヘ
の
撮
影
と

（３
）
印
刷
及
び
製
本

の
作
業
は
業
者
に
委
託
し
て
″何
っ
て
い
る
。

（１
）
資
料
の
選
定

複
製
本
を
作
成
す
る
資
料
や
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
に
撮
影
す
る
資
料
を
選
定

す
る
作
業
で
あ
る
。
選
定
に
あ
た

っ
て
は
、
先
に
あ
げ
た

「
資
料
管
理
要
綱
」

第
七
条
第
二
項
の

「公
文
書
等
の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の
又
は
利
用
の
回
数
の

七
九



公
文
書
壽
庫
収
蔵
資
料
の
複
製
本
作
成
に
つ
い
て

多
い
も
の
」
と
い
う
規
定
を
常
に
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り

資
料
の

（歴
史
的
）
一‐重
要
性
」
と

「利
用
頻
度
」
の
二

つ
を
ポ
イ
ン
ト
に
し

て
資
料
を
選
定
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
た
補
足
的
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
資

料
の

「劣
化
」
と
い
う
こ
と
も
あ
る
程
度
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
資
料
の
劣
化

が
原
因
で
利
用
不
可
能
と
な

っ
て
し
ま
う
の
は
大
き
な
損
失
で
あ
り
、
避
け
た

い
事
態
だ
か
ら
で
あ
る
。

（２
）

マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
ヘ
の
撮
影

選
定
さ
れ
た
資
料
を

マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
に
撮
影
す
る
作
業
で
あ
る
。
公
文

書
書
庫
内
の

一
角
を
暗
幕
で
覆
い
撮
影
場
所
に
し
、
専
門
の
業
者
が
撮
影
を
行
っ

て
い
る
。
文
献
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
は
資
料
名
、
年
代
、
資
料
の
サ
イ
ズ
、
り
―
ル

Ｍ
等
の
資
料
情
報
を
記
録
し
、
そ
れ
は
や
が
て
複
製
本
に

一
緒
に
綴
じ
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
書
庫
内
で
の
作
業
な
の
で
、
た
と
え
ば
文
献
タ
ー
ゲ

ッ
ト
の
と

り
方
、
貼
り
紙
が
あ

っ
た
場
合
の
撮
影
の
仕
方
等
で
疑
問
や
問
題
が
起
こ
っ
た

場
合
、
担
当
職
員
が
す
ぐ
近
く
に
い
る
の
で
質
問
が
容
易
で
あ
り
、
職
員
も
実

際
に
資
料
を
見
な
が
ら
問
題
を
解
決
し
て
い
け
る
等
利
点
が
多
い
。

マ
イ
ク
ロ

フ
イ
ル
ム
は
ポ
ジ
フ
イ
ル
ム
、
ネ
ガ
フ
イ
ル
ム
、　
マ
ス
タ
ー
ネ
ガ
フ
イ
ル
ム
の

三
種
類
を
作
成
し
、
書
庫
内
の
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
に
保
管
し
て

い
る
。

（
３
）
印
刷
及
び
製
本

マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
か
ら
印
刷

・
製
本
す
る
作
業
で
あ
り
、
複
製
本
は
こ
の

段
階
で
出
来
上
が
る
。
複
製
本
の
サ
イ
ズ
は
Ａ
４
判
に
統

一
さ
れ
、
各
資
料
ご

と
に
表
紙
が
色
分
け
さ
れ
て
い
る
。
「
秋
田
県
報
」
、
「
秋
田
県
勧
業
年
報
」
、

一秋
田
県
布
達
集
」
、
「士
族
卒
明
細
短
冊
」、
「卒
家
譜
」
、
「‐秋
田
県
養
蚕
統
計
」

八
〇

は
職
員
に
よ
る
手
作
り
の
印
刷

・
製
本
で
あ
る
。
「秋
田
県
史
料
」
、
「
文
部
省

日
士
ど
、
「
秋
田
県
議
会
会
議
録
」
、
「秋
田
県
勧
業
月
報
」
は
業
者
が
印
刷

・
製

本
し
た
写
真
帳
で
あ
り
、
よ
り
鮮
明
な
印
刷
で
本
格
的
な
製
本
の
複
製
本
に
仕

上
が

っ
て
い
る
。

（４
）
解
題
と
目
録
の
作
成

複
製
本
を
利
用
す
る
際
の
参
考
と
な
る
よ
う
に
、
解
題
や
目
録
等
を
必
要
に

応
じ
て
作
成
し
閲
覧
室
に
備
え
て
い
る
。
現
在
閲
覧
室
に
備
え
ら
れ
て
い
る
の

写真 2 書庫内の撮影室

書庫内の一角を暗幕で覆い撮影場所にしている。



は

「秋
田
県
史
料
」
（解
題

・
目
次
）
、
一‐秋
田
県
報
」
（日
録

・
マ
イ
ク
ロ
化
索

引
簿
）
、
「
秋
田
県
布
達
集
」
（解
題

・
目
録

・
目
次
）
、
「
士
族
卒
明
細
短
冊
」

（解
題

・
目
録
）
、
「卒
家
譜
」
（解
題

・
目
録
）
、
「文
部
省
口
誌
」

（解
題

・
日

録
）
、
「秋
田
県
議
会
会
議
録
」
（解
題

・
目
録

・
参
考
資
料
）
、
「
秋
田
県
勧
業

月
報

一
（解
題

・
目
録
）
で
あ
る
。
解
題
や
日
録
を
作
成
し
て
い
く
こ
と
で
、

職
員
自
身
の
資
料
に
対
す
る
理
解
や
認
識
が
深
ま
る
と
い
う
思
わ
ぬ
効
果
も
あ

アつ
。

（
５
）
配
架

複
製
本
は

一
般
閲
覧
室
内
の
低
書
架
に
配
架
さ
れ
て
い
る
。
本
来
な
ら
ば
背

表
紙
を
手
前
に
向
け
て
配
架
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
書
架
の
奥
行
き
が
少

な
い
た
め
い
く

つ
か
の
複
製
本
は
や
む
を
得
ず
背
表
紙
を
上
に
し
て
配
架
し
て

い
る
。
そ
の
結
果
背
表
紙
が
見
え
な
く
な
り
、
急
い
で
検
索
す
る
場
合
な
ど
不

便
で
あ
る
。
現
在
は
応
急
処
置
的
に
資
料
ご
と
に
名
札
を
立
て
て
対
応
し
て
い

る
が
、
改
善
が
必
要
で
あ
ろ
う
ｃ
解
題
、
日
録
等
は
閲
覧
室
内
の
テ
ー
ブ
ル
に

備
え
付
け
て
い
る
。

（６
）
機
関
誌

へ
の
掲
載

新
た
に
作
成
し
た
複
製
本
を
よ
り
多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
当

館
の
機
関
誌

『
公
文
書
館
だ
よ
り
』
に
資
料
紹
介
な
ど
の
形
で
極
力
掲
載
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
複
製
本
作
成
を
契
機
に
資
料
の
整
理
や
研
究
が
進
み
、

『
研
究
紀
要
』
に
そ
の
成
果
が

つ
な
が
る
場
合
も
あ
る
。

公
文
書
書
庫
収
蔵
資
料
の
複
製
本
作
成
に
つ
い
て

一
一　
複
製
本
紹
介

こ
の
章
で
は
当
館
複
製
本
の
資
料
紹
介
を
し
た
い
。
紹
介
に
あ
た

っ
て
は
当

館
作
成
の

「解
題
」
や

「
日
録
」
、
あ
る
い
は
当
館
発
行

の

『
公
文
書
館
だ
よ

り
』
や

『
研
究
紀
要
」
な
ど
を
活
用
し
、
で
き
る
だ
け
表
も
掲
載
し
た
。
た
だ

し
紙
数
の
都
合
で
か
な
り
簡
略
に
し
て
あ
る
。

１
　
秋
田
県
史
料

原
本
は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵

「府
県
史
料
」
中
の

「秋
田
県
史
料
」

全
四
二
巻
で
あ
る
。
当
館
に
は
そ
の
副
本
四

一
冊
が
保
管
さ
れ
て
い
る

（欠
本

あ
り
）。
各
府
県
は
、
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
卜

一
月
の
太
政
官
達
に
よ
り
、

政
府
に
歴
史
稿
本
を
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
「秋
田
県
史
料
」
も
そ
う
し

て
作
成
さ
れ
た
歴
史
稿
本
の

一
つ
で
あ
る
。
明
治
四
年

（
一
八
七

一
）
か
ら
十

六
年

（
一
八
八
ｔ
一）
ま
で
の
県
政
や
人
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
構
成
は
年
毎
に

政
治
部
、
制
度
部
、
付
録
部
に
分
れ
、
各
部
は
さ
ら
に
細
か
い
項
目
に
分
か
れ

て
い
る
。
項
日
を
見
る
と
、
政
治
部
に
は
県
治
、
宅
地
、
勧
農
、
行
賞
、
賑
仙
、

祭
典
、
戸
日
、
学
校

（病
院
、
種
痘
所
）
、
駅
逓
、
忠
孝
節
義
、
騒
擾
事
変
、

制
度
部
に
は
租
法
、
職
制
、
禁
令
、
禄
制
、
付
録
部
に
は
官
員
履
歴
、
雑
が
あ

Ｚり
。

２
　
秋
田
県
報

「秋
田
県
報
」
は
、
明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
五
月
十
五
日
に
第

一
号

ノ＼
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『
十̈ ―T:,一

| 1型響等半ギ■ギ繕■癌キ¬戸驚房
~~~¬

L_== 2町 軍叫 _コ
L5～ 81 1 110～ 247号 |

公
文
書
言
庫
収
蔵
資
料
の
復
製
本
作
成
に
つ
い
て

が
発
行
さ
れ
、
現
在
も

「
秋
田
県
公
報
」
と
し
て
発
行
を
続
け
て
い
る
県
の
広

報
紙
で
あ
る
。
当
初
は
週
三
回

（月
、
水
、
金
）
の
発
行
だ

っ
た
が
、
明
治
三

十

一
年
四
月
十
九
日
の
第

一
二
五
０
号
か
ら
は
週
二
同

（火
、
金
）
の
発
行
に

な

っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
曜
日
の
発
行
は

「号
外
」
と
な

っ
て
い
る
。
翌
月

に
は

「秋
田
県
報
目
録
」
が
発
行
さ
れ
、
前
月
の
内
容
が
検
索
で
き
る
よ
う
に

な

っ
て
い
る
。
掲
載
内
容
は
県
令
、
告
示
、
訓
令
、
任
官
及
び
辞
令
、
公
吏
進

退
、
彙
報
等
で
あ
る
。

当
館
で
は
明
治
二
十
二
年
の
第

一
号
か
ら
三
十
二
年

（
一
八
九
九
）
の

一
四

二
三
号
ま
で
の
約

一
〇
年
分
に
つ
い
て
複
製
本
を
作
成
し
た
。

３
　
秋
田
県
布
達
集

秋
田
県
で
布
達
の
印
刷
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
十

月
三
日
の
秋
田
県
布
令
第
五
七
二
番
か
ら
で
あ
り
、
以
後
明
治
ニ
ト
ニ
年

（
一

八
八
九
）
五
月
十
五
日
の
秋
田
県
訓
令
第
八
四
号
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
印
刷
に
よ

る
布
達
が
続
い
た
。
こ
の
期
間
の
も
の
を
総
称
し
て

「
秋
田
県
布
達
集
」
と

昌  =
目  眸 」
日



呼
ん
で
い
る

（
そ
の
後
布
達
は

「
秋
田
県
報
」

に
登
載
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
）
。「秋

田
県
布
達
集
」
は
当
館
に
も
九
六
冊
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
複
製
本
の

作
成
に
あ
た

っ
て
は
欠
本

・
欠
損
部
分
の
少
な
い
秋
田
県
立
図
書
館
所
蔵

の

「
三
井
氏
本
」
を
主
に
使
用
し
て
い
る
。
コ
一^井
氏
本
」
は
昭
和
六
十
二
年
に
秋

田
県
立
図
書
館
が
占
書
店
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
、
明
治
六
年
か
ら
ニ
ト
ニ
年

ま
で
の
布
達

（太
政
官
布
告
五
冊
を
含
む
）
が
八
０
冊
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

番

一

達

16年

公
文
書
書
庫
収
蔵
資
料
の
複
製
本
作
成
に
つ
い
て

複
製
本
の
第

一
巻
か
ら
第

一
Ｃ
Ｃ
巻
ま
で
は

一
一
一井
氏
本
」
か
ら
作
成
し
、

「
三
井
氏
本
」
の
欠
本

・
欠
損
部
分
は
当
館
所
蔵
資
料
で
補
い
、
第

一
〇

一
巻

か
ら
第

一
二
六
巻
ま
で
の

「捕
遺
編
」
と
し
た
。

４
　
秋
田
県
勧
業
年
報

明
治
十
年

（
一
八
七
七
）
に
農
業
通
信
制
度
が
創
設
さ
れ
、
各
府
県
は

「府

県
通
信
仮
規
則
」
に
も
と
づ
き

「臨
時
報
」
、
「月
報
」
、
「年
報
」
を
勧
農
局
に

八
二

表 5-1 秋田県布達集 (三井氏本 )

巻 数 年 代 布

明治 6年 573～ 786番

7年  1～ 715番

10-19 8年 11～677番

20-28

129～ 311

1 32-34

51～ 581  15年

―
 

―

―

― ― ― ―

―

―

―

―

―

―

― 
―

―
|

乙1～ 211番            |
1～ 391番

, 乙1～ 193番

135～ 39 甲1～ 216番 ,乙 1～ 122番

140～ 44 甲1～ 193号 ,乙 1～ 110号 ,「 1～ 5号 ,

(布告)1～ 59号

145～ 501   14年 甲1～ 207号 ,乙 1～ 901j‐ ,1‐ 1～ 3号
|(布告)1～ 83号 ,(布 j≡ )1～ 2号

甲1～ 170号 ,乙 1～ H9号 ,告 1～ 87号    |
(布告)1～ 74号 ,(布達)2～ 30号

甲1～ 89号 ,乙 1～ 147号 ,乾 1～ 189写
‐
,庶 1～ 2号

1 69-75 17年

76-80 18年 |甲1～ 89号 ,乙 1～ 141号 ,乾 1～ 177号 ,

坤1～ 7号 ,勧 1～ 2号 ,庶 1号

19年
1甲
1～ 56号、県達乙1～ 46号、県告乙1～ 140号 ,

県(I:141～ 171号 、丙1～ 82号 ,県達83～ 144号 ,

乾 1～ 59号
‐
,鳴 t令 1～ 29号 、郡33号・及び157号 ,

表 5-2 秋田県布達集 (捕遺編)

註・「資料請求番号」とは、当館が所蔵する原本の資料請求番号

のことである。以下同じ。

1胤 |

達1～ 149号 ,告示1～ 101号 ,

県令1～ 77号 ,郡 18～ 356号 ,諭達

達1～ 37号 ,告示1～ 27号 ,県告1～ 27号 ,

県令1～ 56号 ,郡8～ 61号 ,JII令8～ 83号 ,諭達

註・ (布達)、 (布告)、 (告示)は太政官による中央令達。

巻  数 年  代 布 達 番 号 資料請求番号

101-103 明治 5年 1～ 241番 11006-11007

104′
‐V108 6年 1～ 572番 (152,336～ 473欠 ) 11035-11038

109-110 7年 1乙 1～ 69番 ,告諭,番外達 11039

111-112 8年 1乙 1～ 142番 ,無番,番外 11040

113～ 114 9年 1乙 1～ 227番 (101～ 200番欠) 11041-11042

115-119 17年 1～ 241号 11083-11085

120～ 124 18年 ～litt」 蕪号番外
~~~l Tlo86～

H088

19年 掲1～ 9号 ,無号番外 11087

22年 達1～ 41号 11099



表 6秋 田 県 勧 業 年 報

世I■i    l
l暮|二[半―摯    |
h戸it詳―

「

ittJ―一――~~~~~|

公
文
書
書
庫
収
蔵
資
料
の
複
製
本
作
成
に
つ
い
て

通
信
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
「
秋
田
県
勧
業
年
報
」
は
こ
の
規
則
中

の

「
年
報
」

に
該
当
す
る
も
の
で
、
明
治
十

一
年

の
第

一
回
か
ら
二
十
五
年

（
一
九
０

＾
一）

の
第
二
三
同
ま
で
刊
行
さ
れ
た

（
た
だ
し
、
明
治
三
卜
八
年
と
．
一■
九
年

の
分

八
四

は

「
事
務

の
都
合

に
よ
り
」
未
刊
行

で
あ
る
）
。
当
館

に
は
そ
の
全
巻
が
あ
り
、

未
刊
行
だ

っ
た
明
治
二
十
八
年
と
二
十
九
年
分

に

つ
い
て
も
原
稿

の
形

で
残

っ

て
い
る
。

―
―

―
コ

一

諄疎坤 1

1 Юl~~五耳
~I LE司

20  1

21 1   25年  1  15回  1 12389,12390

≡聾
囲

1   26

=二―+― 旦
雖 二型■L墜上_____

註・明治28年、29年分は手書き原稿である。



５
　
士
族
卒
明
細
短
冊

明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
の
管
内
布
達
第
八
番

「十
族
卒
禄
高
姓
名
共
可
差

出
事
」
に
も
と
づ
き
、
県
内
の
士
族
と
卒
は
、
家
の
当
主
の
姓
名
及
び
住
所
、

旧
藩
時
代
の
役
職
及
び
禄
高
、
廃
藩
以
後
の
官
吏
任
用
状
況
及
び
改
正
禄
高
等

を
県
庁
に
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
雛
形
に
よ
り
縦
九
寸
、
横
三
寸
の
美
濃

公
文
書
書
庫
収
蔵
資
料
の
複
製
本
作
成
に
つ
い
て

紙
に
書
き
あ
げ
て
提
出
し
た
の
で
、
そ
の
形
態
か
ら

一十
族
卒
明
紅
黛
．冊

一　
二

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
原
本
は
秋
田
が

一
一
冊
、
山
本
、
大
館
十
二
所
、

角
館
、
横
手
、
亀
田
が
各
二
冊
、
横
手
岩
崎
、
湯
沢
院
内
、
本
荘
並
湯
沢
院
内
、

本
荘
、
矢
島
が
各

一
冊
揃

っ
て
い
る
。

八
五

表 7士 族 卒 明 細 短 冊

11,13,14号 は欠)
ヨ

11512～ 11522  1

|

|

l1532

写真 3 士 族 卒 明 細 短 冊

■_
11531

れ一略雪鶴　　一．．

詭
二
環
朱
ゼ
メ
¨

槙
棧
■
礼

　

．
僣

靭

雉

１
■
蒋
嚢
夢
絆
≒

え
え
を
辱
キ
ー
■
月
≡ヽ
よ

今

年
４
性
季

■
卜
〓卜
｝一」■
貯
き

、
無
負

鍾

一一

漁

籍

懲

■

万
●

籍
蝠
４
略
督
弩
ゞ
■
・一一■
４

一

一一●
一
　

●

一
一

一

　

一・
一一一
・
・
　

・
一
一

一
・
　

・・
一一一一
一一
・
・
　

一・一
一
一一
・・　

・
一一一一一・一・・一一一
・　

・
一
・
・
一
一・
・

・・
一一
・
・
一・一一一・一

・

1生
‐

複 製 本



表 8卒

1瓦
「

~可
T可
~~~~~I■一― ~~~「 ~~~~頭

「
戸三 こ
=~~~~¬麟輿 __ 備_____壁■――上___塗量蝉 ___」

1  1  1上 工 ■ 晰  ′中 高 巨ヱ           1 11/o「             ,1 1 1i手 長町、保戸野暉______三 _____4型墜 __1 11485

12～ 13楢山、十軒町     ____上 里     ■里型
1 14 1上 中嶋、下中嶋、御台所町]台所町     1 11492          1

「高    ~~~可
「
=十 モ1 15 1新 中嶋、北 ノ丸新町        1 11483           1

・ ―――
 

―

――――――――――一―一― ― ―十一― ――――一――――――― ――ギ

116～ 231保戸野性聟VIL__ 丁~~~韓理型L__ J
1 24 1大 工町、茶町菊ノ町、サ||IJ ll裏町  1 11497

|

言L・ 54巻以降は同時期の代数調、人員調などを追加したものである。

公
文
書
書
庫
収
蔵
資
料
の
複
製
本
作
成
に
つ
い
て

６
　
卒
家
譜

「卒
家
譜
」
は
明
治
六
年

（
一
八
七
Ｉ
）
管
内
布
達
第

一
九
番

「
元
秋
田
藩

従
来
卒
家
譜
明
細
調
可
差
出
事
」
に
も
と
づ
き
、
県
内
の
卒
が
県
庁
に
提
出
し

た
も
の
で
あ
る

（前
述
の

「
士
族
卒
明
細
短
冊
」
と
同
じ
年
に
、
提
出
を
命
じ

ら
れ
た
こ
と
に
な
る
）
。

原
本
は
号
数
表
示
さ
れ
た
も
の
が
二
四
冊

（
一
～
二
三
号
が
旧
秋
田
藩
、
二

四
号
が
旧
本
荘
藩
）
、
分
冊
及
び
再
提
出
分
が
八
冊
揃

っ
て
い
る
。
複
製
本
は

そ
の
他
に
同
時
期
の
代
数
、
人
員
調
、
分
限
帳
等
を
追
加
し
て
作
成
し
た
。

/ヽ



７
　
秋
田
県
養
蚕
統
計

「秋
田
県
養
蚕
統
計
」
は

「本
県
蚕
糸
業
の
梗
概
を
庁
内
主
務
部
課
の
調
査

及
郡
市
役
所
町
村
役
場
の
報
告
書
類
に
拠
り
調
査
」

（
二
十
九
年
版

の
凡
例
）

し
た
も
の
で
、
秋
田
県
統
計
書
と
し
て
臨
時
刊
行
さ
れ
た
。

当
館
は
明
治
三
十
九
年

（
一
九
〇
六
）
か
ら
大
正
十
二
年

（
一
九
二
四
）
ま

で
の
分
を
所
蔵
し
て
い
る
。
た
だ
し
明
治
四
十
年
、
四
十
二
～
四
十
四
年
、
大

正
元
年
、
七
年
の
分
は
欠
け
て
い
る
。

原
本
は
小
冊
子
で
あ

っ
た
が
、
現
在
は
明
治
期
、
大
正
期
を
各

一
冊
に
製
本

し
て
綴
じ
た
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。

公
文
書
書
庫
収
蔵
資
料
の
複
製
本
作
成
に
つ
い
て

継

難

縣

議

常

會

銚

早

鐘

．第
二

孝

　

　

・一
　

　

一
一
　

　

　

　

　

　

一●

朝

清

十

二

年

二

月

二

十

〓

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
　

一

一

本

ヨ

闘

場

式

プ

青

ア

一
付

織

長

疵

韓

直

籍

及
ｔ

播

露

書

秘

〓

サ

議

懸

ブ

若

欝

ν
議

事

壼

〓
昇

　

　

　

　

　

一
　

　

・．
　

　

　

・●

午
書

簿
九
構
懸
を
覆
彗
奏
書
各
霧
篇
―

曇
―

奪
―

〓
，

■
壼

■

岡
第

十

時
式

′
毎

´
議

會

′
霞

ブ

青
〓

輝

第
十

一
時

“
岡
籠
場

　

　

　

　

．．

議

員

番

号

義

蛙

名

求

ゾ
籍
・北

糠

．‘
河

議

糠

．ｙ

壼

お

灘

墾

一，
■

栽
一■
一菫
ず

表 9 秋田県養蚕統計

資料請求番号

明治42年

|

|

註 0明治40年、,13～ 44年、大正元年、 7年分は欠。

写真 4 秋田県議会会議録

明治12年 3月 20日 の第一回県会の日誌

<複製本>

写真 5 秋田県布達集

明治 5年 3月 13日 の県庁開庁布告
(布達第一番)<原本>

一
識

二

脅

二

書

ヤ

八

七

大正2～大正4年

明治39～ 41年

大正 5～ 13年

扮
蛾膨
備
櫂
野
静
膚
■
を

霧
猛
×
％
錮

ル
化

た
警
ネ
タ

■

マ

，
あ

多
―

■
．
ホ

聴
．右
薦
・再

機

本

喜
．権

轟
一奪

〓
を
お
．■
■
苺

■
●
■
一■
ξ



公
文
書
書
庫
収
蔵
資
料
の
複
製
本
作
成
に
つ
い
て

８
　
文
部
省
日
誌

「文
部
省
目
誌
」
は
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
か
ら
六
年
ま
で
に

一
九
冊
、

明
治
十

一
年

（
一
八
七
八
）
か
ら
明
治
十
五
年

（
一
八
八
二
）
ま
で
に

一
七

〓二

冊
発
行
さ
れ
た
。
「文
部
省
日
誌
」
は
、
文
部
省
が
そ
の
政
策
を
各
府
県
の
担

当
者
に
伝
達
す
る
こ
と
を
日
的
に
作
成
し
た
広
報
紙
で
あ
る
。
当
時
政
府
諸
機

関
は
、
政
策
の
趣
旨
を
地
方
に
徹
底
さ
せ
る
目
的
で

「太
政
官
日
誌
」
、
「
民
部

目
士
Ｌ
、
「外
務
省
目
士
出

等
の
広
報
紙
を
発
行
し
た
。
「
文
部
省
日
誌
」
も
そ

の
よ
う
な
広
報
紙
の

一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
明
治
十
六
年

（
一
八
八
三
）
七
月

に
「
官
報
」
が
発
行
さ
れ
、
各
省
の
達
や
告
示
が
そ
れ
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、
各
省
の
日
誌
は
相
次
い
で
廃
刊
に
な

っ
た
。
〓
Ｘ
部
省
日
誌
」
も
そ

の
よ
う
な
消
長
を
た
ど

っ
た
。

内
容
を
見
る
と
、
明
治
五
年
か
ら
六
年
ま
で
は
文
部
省
の
布
達
類
が
中
心
に

な

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
復
刊
後

（明
治
十

一
年
か
ら
十
五
年
ま
で
）
は
学
事

に
関
す
る
各
府
県
か
ら
の
伺
い
や
照
会
、
そ
れ
に
対
す
る
文
部
省
の
指
令
や
回

答
、
各
府
県
あ
て
の
通
牒
や
通
知
類
等
が
中
心
に
な

っ
て
い
る
。
特
に
復
刊
後

の
時
期
は
、
明
治
十
二
年

（
一
八
七
九
）
の
学
制
廃
止
と
教
育
令
公
布
に
よ
る

教
育
の
自
由
化
、
翌
十
三
年
の
教
育
令
改
正
に
よ
る
教
育

の
引
き
締
め
期
等
、

日
本
の
教
育
制
度
の
大
き
な
改
編
期
に
重
な
り
、
そ
の
記
録
は
教
育
史
研
究
の

う
え
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

「文
部
省
目
誌
」
は
国
立
公
文
書
館
の
内
閣
文
庫
に
全
巻

一
九
二
冊
が
揃

っ

て
い
る
他
、
当
館
に

一
七
九
冊
、
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
に

一
六
九
冊
、
山
口

県
文
書
館
に
二
五
冊
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
当
館
は

一
七
九
冊
の
原
本
を
九
冊

９
　
秋
田
県
議
会
会
議
録

秋
田
県
立
図
書
館
所
蔵
の

「
秋
田
県
々
会
々
議
日
誌
」

雀
請
求
記
号
番
号
Ａ

三

一
四
―

一
）
に
は
、
明
治
十

一
年

（
一
八
七
八
）
四
月
十
七
日
に
開
か
れ
た

地
区
総
代
に
よ
る
県
会
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
開
場
式
で
県
令
石
田
英
吉

は
次
の
大
意
を
朗
読
し
た
。
少
し
長
く
な
る
が
、
そ
こ
に
は
県
会
開
設
の
目
的

表 10 文 書Б省 日 誌
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や
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
全
文
を
引
用
す
る
。

今
弦
に
区
戸
長
総
代
人
等
を
会
し
県
会
を
設
く
、
さ
き
に
明
治
八
年
仮
区
長

会
を
開
き
し
よ
り
姦
に
二
年
、
県
治
口
に
進
み
民
物
月
に
開
く
、
従

っ
て
人

民
其
権
利
の
あ
る
と
こ
ろ
を
知
る
に
至
る
、
そ
も
そ
も
地
方
の
施
政
に
於
け

る
や
官
民
相
輔
け
て
共
に
力
を
尽
く
す
に
あ
ら
ず
ん
ば
県
治
何
を
以
て
挙
ら

ん
、
人
民
何
を
以
て
息
わ
ん
、
昨
明
治
卜
年
区
政
を
改
革
し
県
区
町
村
三
会

の
方
法
を
設
け
公
平
無
私
の
議
を
官
民
直
接
の
間
に
取
り
以
て
県
治
上
の

一

大
関
係
と
な
す
、
区
会
町
村
会
は
す
で
に
開
設
す
と
雖
も
県
会
に
於
け
る
や

明
治
十
年
十
二
月
臨
時
会
を
開
き
し
の
み
、
然
る
に
今
日
始
め
て
先
に
定
む

る
所
の
成
例
に
拠
り
純
然
た
る
県
会
を
開
く
に
至
る
、
足
を
以
て
区
戸
長
総

代
人
三
十
六
人
を
選
み
以
て
議
員
と
な
し
、
議
員
中
公
選
を
以
て
議
長
を
置

き
、
其
の
議
す
る
処
の
日
に
於
け
る
や
民
費
学
費
道
路
貯
蓄
勧
業
の
五
人
目

を
以
て
す
、
各
議
員
等
官
旨
と
民
情
と
を
酌
み
其
の
便
益
を
官
民
の
間
に
謀

り
宜
く
至
正
公
明
の
議
を
尽
く
さ
れ
よ

そ
し
て
翌
明
治
十
二
年

（
一
八
七
九
）
二
月
ニ
ト
ロ
に
は
、
公
選
さ
れ
た
議

員
に
よ
る
第

一
回
県
会
が
開
か
れ
た
。
秋
田
県
議
会
事
務
局
に
は
第

一
回
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
の
県
議
会
会
議
録
が
保
存
さ
れ
て
い
る

（議
事
録
は
現
在
も

議
会
事
務
局
で
作
成
さ
れ
続
け
て
い
る
）
。

当
館
で
は
、
秋
田
県
議
会
事
務
局
所
蔵
の
県
議
会
会
議
録
の
う
ち
、
明
治
十

二
年
か
ら
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
ま
で
の
分
で
、
か

つ
印
刷
刊
行
さ
れ
た

も
の

一
六
九
冊
に
つ
い
て
複
製
本
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
先
に
引
用
し
た
秋
田

県
立
図
書
館
所
蔵
の

「秋
田
県
々
会
々
議
口
誌
」
（Ａ
二

一
四
―

一
）
も
同
時

公
文
書
書
庫
収
蔵
資
料
の
複
製
本
作
成
に
つ
い
て

に
複
製
本
を
作
成
し
た
。
複
製
本
は
合
計
で
二
九
二
冊
と
な
り
、
最
も
多
い
も

の
と
な

っ
て
い
る
。

１０
　
秋
田
県
勧
業
月
報

「秋
田
県
勧
業
月
報
」
は
明
治
十
三
年

（
一
八
八
〇
）
．一．月
か
ら
十
六
年

（
一
八
八
三
）
六
月
ま
で
刊
行
さ
れ
た
勧
業
広
報
紙
で
、
第
四
〇
号
ま
で
刊
行

さ
れ
た
。
前
出
の

「府
県
通
信
仮
規
則
」
中
の

「月
報
」
に
該
当
す
る
も
の
で
、

内
容
は
統
計
的
記
事

（寒
暖
取
調
表
、
物
価
表
）
、
農
事
通
信
的
記
事

（農
事

月
報
、
管
内
通
信
）
、
農
事
に
関
す
る
啓
蒙
的
記
事
な
ど
で
あ
る
。
当
館
所
蔵

の
資
料
は
ほ
と
ん
ど
が
手
書
原
稿
で
あ
り
、
「勧
業
課
報
告
掛
事
務
簿
」

の
中

に
起
案
の
形
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
第
二
号
は
印
刷
本
の
み
、
第

一
一

号
と
二
六
号
は
手
書
き
原
稿
と
印
刷
本
の
両
方
が
残
さ
れ
て
い
る
。

表 12 秋田県勧業月報

備 考 菱再語栞暮喜]
1 明治

6444(3-7)

6449(11)

註・資料請求番号の後の ( )内 の数
字は、その原本に含まれている月

報の号数を表す。

・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

31～ 34号 16454(32～ 34)

25～ 30号 16453(31)

16年 135～ 36号 16455(35)

114年 112～ 17号 16448

I Q7～ И∩ 昇 |

18～ 22号
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167′
‐V174

14年 通常・議案・会議録・決議録、臨時・会議録

240-245

公
文
書
書
庫
収
蔵
資
料
の
複
製
本
作
成
に
つ
い
て

157′
‐▼161 人正元年 通常・議案・会議録・決議録

182-184

194-200

2年

4年

5年

8年

通常 0会議録・決議録、臨時 会議録

175-181

通常・会議録・決議録

189′
‐V193 通常・会議録 0決議録、臨時・会議録

通常・会議録・決議録、臨時・決議録

201-205 9年 通常・会議録・決議録

10年

213-219 11年

220-226 12年 通常 0議案・会議録・決議録、臨時

227-233  1 通常・議案・会議録・決議録

通常・会議録・決議録、臨時・会議録

246-251 昭和 2年 通常・会議録・決議録、臨時 会議録

通常・会議録・決議録、臨時・会議録

4年 1 通常・会議録・決議録

269′
‐V270

通常・会議録・決議録、臨時・会議録

通常・議案・会議録・決議録、臨時・会議録

315-325  1 11年

註 0明治11年 の「秋田県々会々議日誌」は秋田県立図書館所蔵資料である。

・備考の「通常」は通常県会、「臨時」は臨時県会を表し、「通常・会議録」は通常県会の会議録を

意味する。

通常・議件録5年

7年

8年

9年

6年

九

一

1  271-277

278-285

286-294

305-314

326～334    12年

335～343 1   13年 通常・会議録・決議録

344′
‐Ψ356 14年 通常・議案・会議録 0決議録

357-368 15年 通常・議案・会議録 。決議録、臨時・会議録

369-377 16年 通常・議案・会議録・決議録

378-382 17年 通常・議案・会議録

通常・議案・会議録、臨時・会議録

通常・会議録

383-386

387-389

390-392

18年

19年

20年



公
文
書
書
庫
収
蔵
資
料
の
複
製
本
作
成
に
つ
い
て

お
　
わ
　
り
　
に

以
上
当
館

の
複
製
本

の
状
況

に

つ
い
て
見

て
き
た
が
、
今
回
報
告
を
し
な
が

ら
、
複
製
本
は
資
料

の
利
用
と
保
存

の
ど
ち
ら
の
要
求
も
満
た
す
優
れ
た
方
法

で
あ
る
と
い
う
思

い
を
強
く
し
た
。
理
想
的
に
は
す

べ
て
の
資
料

に

つ
い
て
複

製
本
を
作
成
す

べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
収
容

ス
ペ
ー
ス
の
問
題
等
が
あ
り
無

理
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

一
定

の
基
準

で
資
料
を
絞

っ
て
複
製
本
を
作
成
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
、
ど
の
資
料
を
複
製
本

に
す
る
か
の
選
択
が

一
層
重
要

に
な

っ

て
く
る
。

註
（１
）

古
文
書
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
五
年
度
に
七
．二
冊
の
複
製
本
が
作
成
さ

れ
て
い
る

（『秋
田
県
公
文
書
館
年
報
』
第

一
号
）。

（２
）

当
館
で
は
資
料
保
存
の
立
場
か
ら
、
原
資
料
か
ら
の
複
写
は
原
則
と
し
て
撮
影

の
み
と
し
て
い
る
。
「
閲
覧
利
用
要
綱
」
第
六
条
第
二
項
第

一
号

「
原
資
料

（映
画
フ
イ
ル
ム
そ
の
他
の
視
聴
覚
資
料
を
除
く
。
）
か
ら
の
複
写
は
、
次
号
に

掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
利
用
者
が
持
参
し
た
器
材
に
よ
り
撮
影
す
る
も
の
と
す

る
」

（３
）

「秋
田
県
公
文
書
館
管
理
規
則
」
（平
成
五
年
秋
田
県
規
則
第
五

一
号
）
第
七
条

の

「
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
公
文
書
館
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事

項
は
、
館
長
が
知
事
の
承
認
を
得
て
別
に
定
め
る
。
」
に
基
づ
き
、
「
史
料
管
理

要
綱
」
、
「閲
覧
利
用
要
綱
」、
「県
職
員
公
文
書
館
閲
覧
借
用
要
綱
」、
「古
文
書

寄
贈
寄
託
受
入
れ
要
綱
」
が
策
定
さ
れ
た
。

（４
）

「秋
田
県
議
会
開
閉
期
日

一
覧
」
（明
治
十
二
年
～
昭
和
二
十
年
）、
「
当
館
所
蔵

の
県
会
に
関
す
る
資
料
の
リ
ス
ト
」

九
二

『
公
文
書
館
だ
よ
り
』
第
四
号

（平
成
八
年
四
月

一
日
発
行
）
参
照
。

『
研
究
紀
要
』
第
二
号

（平
成
九
年
二
月
発
行
）

に

「
秋
田
県
布
達
集

に

つ
い

て
」
と
題
す
る
佐
藤
隆
氏
の
論
文
が
載

っ
て
い
る
。

ま
た
、
『
公
文
書
館
だ
よ

り
』
第
五
号

（平
成
八
年
十
月
二
日
発
行
）
に
資
料
紹
介
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
公
文
書
館
だ
よ
り
』
第
六
号

（平
成
九
年
四
月

一
日
発
行
）
参
照
。

『
公
文
書
館
だ
よ
り
』
第
八
号

（平
成
十
年
四
月

一
日
発
行
）
参
照
。

『
公
文
書
館
だ
よ
り
』
第
九
号

（平
成
十
年
十
月

一
日
発
行
）
参
照
。

『
公
文
書
館
だ
よ
り
』
第
四
号

（平
成
八
年
四
月

一
日
発
行
）
参
照
。
ま
た
、

解
題
と
し
て
佐
藤
秀
夫
氏
の

「
解
題
―
『
文
部
省
日
誌
』

に
関
す
る
研
究

―
」

が
あ
る

（「
教
育
史
料
目
録
Ｉ
文
部
省
目
誌
総
日
録
」
国
立
教
育
研
究
所
、　
一

九
七
六
年
）
。

（
Ｈ
）

佐
藤
秀
夫
氏

「
解
題

―

『
文
部
省
日
誌
』
に
関
す
る
研
究

―
」

（
国
立
教
育
研

究
所

『教
育
史
料
日
録
Ｉ
』
『
文
部
省
日
誌
総
目
録
』
、　
一
九
七
六
月
）
で
は
、

当
館
所
蔵
の
文
部
省
日
誌
は

一
六
三
号
分
と
あ
る
が
、
平
成
十
年
の
整
理
調
査

で
、　
一
七
九
号
分
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

（
‐２
）

『
公
文
書
館
だ
よ
り
』
第
七
号

（平
成
九
年
十
月

一
日
発
行
）
参
照
。

（公
文
書
課
主
任
　
さ
く
ら
ば
　
ふ
み
お
）

6  510  9  8  7



二冥
　
報

（平
成
十
年
十
二
月
末
現
在
）

一　

展
示

公
文
書
館
企
画
展

「
近
世
秋
田
の
国
境

～
境
争
論
に
み
る
秋
田
藩
の
対
外
交
渉
～
」

前
期
　
八
月
二
十
五
日
～
九
月
卜
九
日

後
期
　
十

一
月
卜
六
日
～
卜
二
月
九
日

今
年
度
の
公
文
書
館
企
画
展
は
古
文
書
課
が
担
当

し
、
館
蔵
史
料
の
う
ち
秋
田
藩
の
境
争
論
に
関
す
る

史
料
の

一
部
を
、
以
下
の
展
示
構
成
で
紹
介
し
た
。

①
近
世
秋
田
の
国
境

②
境
争
論
の
発
生
と
裁
許
～
奔
走
す
る
藩
役
人
～

・
裁
許
絵
図
と
は

③
境
争
論
の
再
燃
～
苦
悩
す
る
藩
役
人
～

④
境
争
論
と
拠
人
～
地
元
で
活
躍
す
る
人
々
～

・
県
内
の
拠
人
関
連
史
料

⑤
境
争
論
の
あ
と

展
示
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
①
で
は
、
秋
田
藩
が
関
連
し
た
境
争
論
の
概
要
を

地
図
や
年
表
で
紹
介
し
、
ま
た
境
明
神
や
境
塚
な
ど

の
関
連
写
真
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
た
。

②
で
は
、
南
部
藩
と
の
例
を
も
と
に
、
境
争
論
の

発
生
か
ら
江
戸
幕
府
の
裁
許
ま
で
の
流
れ
を
紹
介
し
、

藩
役
人
や
地
元
住
民
の
奮
闘
の
様
子
を
ま
と
め
た
。

彙

報

ま
た
裁
許
絵
図
に
つ
い
て
特
別
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

秋
田
藩
に
保
管
さ
れ
て
き
た
経
緯
な
ど
を
紹
介
し
た
。

③
で
は
、
八
卦
通
境
争
論
を
例
に
、
幕
府
裁
許
後

に
再
燃
し
た
争
論
の
展
開
を
、
藩
役
人
の
書
状
や
証

文
を
も
と
に
ま
と
め
た
。

④
で
は
、
地
元
で
多
岐
に
わ
た
る
活
躍
を
し
た
拠

人
と
呼
ば
れ
る
人
々
を
紹
介
し
、
各
地
で
重
要
な
役

割
を
担

っ
た
様
子
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

調
査
に
あ
た

っ
た
県
内
各
地
の
拠
人
史
料
か
ら
、
そ

の

一
部
を
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
た
。

⑤
で
は
、
大
沢
郷
村
替

一
件
を
も
と
に
、
近
世
末

期
の
境
争
論
の
様
子
を
、
地
図
や
略
図
な
ど
と
と
も

に
紹
介
し
た
。

一
般
に
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
テ
ー
マ
で
は
あ

っ

た
が
、
こ
れ
ま
で
展
示
の
か
た
ち
で
は

一
般
に
公
開

さ
れ
た
こ
と
が
な
い
史
料
が
中
心
で
あ

っ
た
こ
と
、

秋
田
県
北
部
か
ら
県
南
部
に
か
け
て
多
く
の
地
域
に

触
れ
た
内
容
で
あ

っ
た
こ
と
、
加
え
て
テ
レ
ビ
や
新

聞
で
も
多
く
報
道
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
予
想
を
上

回
る
来
館
者
数
で
あ

っ
た
。

ま
た
古
文
書
や
絵
図
な
ど
の
史
料
ば
か
り
で
は
な

く
地
図
や
年
表
、
写
真
な
ど
を
多
く
用
い
、
ま
た
キ
ャ

プ
シ
ョ
ン
の
文
字
を
従
来
よ
り
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く

す
る
な
ど
、

「
見
や
す
い
展
示
」
を
こ
こ
ろ
が
け
た

と
こ
ろ
、
お
お
む
ね
好
評
で
あ

っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
来
館
者

へ
の
配
慮
を
充
実
さ
せ
、
親

し
み
や
す
い
展
示
を
こ
こ
ろ
が
け
た
い
。

（加
藤
　
日
口
宏
）

一
一　
講
座

○
古
文
書
解
読
講
座

平
成
十
年
度
の
古
文
書
解
読
講
座
は
、
八
月
四

・

五
日
の
両
日
、
当
館
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル
を
会
場
に

行
わ
れ
た
。
昨
年
度
と
同
様
に
二
日
間
同
内
容
の
講

座
と
し
、
両
目
あ
わ
せ
て
七

一
名
の
参
加
が
あ

っ
た

（
四
日
が
四
〇
名
、
五
日
が
三

一
名
）
。

対
象
を

「占
文
書
解
読
に
関
心
の
あ
る
方
」
と
広

げ
、
広
報
も
市
町
村
図
書
館
に
ビ
ラ
を
送
付
し
た
た

め
、
昨
年
よ
り
二

一
名
の
参
加
者
増
と
な

っ
た
。

講
座
内
容

・
講
師
は
次
の
通
り
。

講
座
①

「遊
行
上
人
の
書
状
」

（使
用
文
書
は
秋
田
藩
家
蔵
文
書
よ
り
）

講
師
　
煙
山
英
俊

（当
館
古
文
書
課
職
員
）

講
座
②

「奥
羽
越
列
藩
同
盟
と
秋
田
」

（使
用
文
書
は
戸
村
家
文
書
よ
り
）

講
師
　
柴
田
次
雄

（当
館
古
文
書
課
嘱
託
）

藩
政
初
期
と
最
末
期
の
秋
田
藩
の
状
況
を
知
る
好

史
料
で
あ
り
、
講
義
を
通
じ
て
双
方
の
時
期
の
秋
田

藩
の
お
か
れ
た
政
治
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
内

容
と
な

っ
て
い
る
。

①
は
佐
竹
出
身
の
第
二
二
代
遊
行
■
人
で
あ
る
他

阿

（普
光
）
か
ら
佐
竹
義
重

（義
宣
の
父
）

へ
宛
て

た
書
状
で
あ
り
、
佐
竹
が
常
陸
に
い
た
時
代
の
政
治

状
況
か
ら
、
戦
国
期
に
は
た
し
た
時
宗
の
役
割
等
、

こ
れ
ま
で
講
座
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
関
東
の
状
況
や
文
化
的
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

九
二



彙
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も
の
と
な

っ
た
。

一
方
②
の
方
は
、
幕
末
の
家
老
で
、
奥
羽
越
列
藩

同
盟
に
直
接
関
係
し
た
横
手
城
代
の
戸
村
十
太
夫
が

残
し
た
文
書
群
か
ら
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
盟
約
書

や
列
強

へ
の
宣
言
書
、
ま
た
当
時
の
状
況
を
子
細
に

伝
え
る
書
状
な
ど
を
取
り
上
げ
た
。　
一
九
九
八
年
は

戊
辰
戦
争

一
．ｉ
Ｏ
年
に
あ
た
り
、
各
種
行
事
が
行
わ

れ
た
が
、
そ
れ
ら
に
先
駆
け
て
の
維
新
関
係
の
講
座

と
な

っ
た
。

今
回
初
め
て
受
講
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
が
、
お
お
む
ね
好
評
で
あ
り
、
回
数
を
増
や
し
て

ほ
し
い
旨
の
要
望
も
あ

っ
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
現
在

の
形
で
行

っ
て
い
く
の
が
課
と
し
て
は
精

一
杯
の
所

で
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
御
寛
恕
を
請

い
た
い
。

今
後
も
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
て
講
座
を
継
続
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
の
で
、
多
数
の
参
加
及
び
御
支

援
を
賜
り
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（佐
藤
　
隆
）

○
講
師
派
遣

各
地
区
の
解
読
研
究
会

へ
の
職
員
派
遣
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

六
月
十
二
日
～
十

一
月
六
日

岩
城
町
解
読
講
座
　
幸
野
義
夫

十

一
月
五
日
　
　
角
館
町
占
文
書
解
読
研
究
会

幸
野
義
夫

一
月
二
十
二
日
　
大
曲
市
図
書
館
解
読
講
座
佐
藤
　
隆

〓
一　
研
修

ｏ
協
議
会

○
第
二
四
回
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協

議
会
全
国
大
会

（沖
縄
大
会
）

平
成
十
年
十

一
月
十

一
日
～
十
二
日
の
三
日
間
、

沖
縄
県

ｏ
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
協
議
会
の

主
催
で
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
沖
縄

・
沖
縄
県
女

性
総
合
セ
ン
タ
ー
て
ぃ
る
る
を
会
場
に
行
わ
れ
た
。

参
加
者
は
二
四
五
名
。
当
館
か
ら
は
館
長
は
じ
め
各

課

一
名
ず

つ
計
四
名
が
参
加
し
た
。
大
会
テ
ー
マ
は

「
地
域
史
料
の
充
実
を
め
ざ
し
て
―
史
料

の
保
存
と

記
録
の
創
造
―
」
で
あ

っ
た
。
概
要
は
次
の
通
り
。

一
日
日
　
研
修
会

・
総
会

・
懇
親
会

二
日
目
　
自
由
テ
ー
マ
研
究
会

（分
科
会
）

全
体
会

三
日
目
　
大
会
テ
ー
マ
研
究
会

（分
科
会
）

閉
会
行
事

施
設
児
学

（沖
縄
県
公
文
書
館

・
北
谷
村

公
文
書
館
）

京
都
府
精
華
町
史
や
天
卓
史
料
調
査
会
、
阪
神

・

淡
路
大
震
災
か
ら
の
事
例
な
ど
、
地
域
史
料
の
保
存

を
強
く
意
識
し
た
史
料
調
査
の
事
例
報
告
や
、
沖
縄

県
公
文
書
館
で
実
際
に
公
文
書
館
業
務
に
携
わ

っ
て

い
る
立
場
か
ら
の
史
料
保
存
と
修
復
に
関
す
る
報
告

な
ど
、
意
義
深
い
内
容
だ

っ
た
。
ま
た
総
会
で
は
行

政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
要
望
書

・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

養
成
制
度
の
確
立
が
採
択
さ
れ
た
。
史
料
保
存
に
関

す
る
課
題
は
依
然
山
積
し
て
お
り
、
当
館
を
取
り
巻

九
四

く
環
境
も
ま
た
そ
の
例
外
で
は
な
い
こ
と
を
改
め
て

実
感
さ
せ
ら
れ
た
。
　

　

　

　

　

（煙
山
　
英
俊
）

○
第
二
四
回
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協

議
会
全
国
大
会

・
自
由
テ
ー
マ
研
究
会

大
会
二
日
日
の
十

一
月
十
二
日
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

ホ
テ
ル
沖
縄
を
会
場
に
自
由
テ
ー
マ
研
究
会
が
開
か

れ
た
。
私
は
、
第
二
分
科
会
に
て

「
公
文
書
館
の
普

及
活
動
と
展
示
―
理
解
者
層
と
利
用
者
層
の
拡
大
を

目
指
し
て
―
」
の
題
で
報
告
を
行

っ
た
。
当
館
平
成

九
年
度
企
画
展
に
関
す
る
報
告
で
、
内
容
は

『
研
究

紀
要
』
三

・
四
号
の
拙
稿
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。

理
論
的
な
こ
と
は
紀
要
で
述
べ
て
い
る
の
で
、
今

回
は
展
示
の
実
践
内
容
を
中
心
に
報
告
し
た
。
報
告

の
後
、
公
文
書
館
の
他
に
も
博
物
館
や
大
学
よ
り
の

参
加
者
か
ら
も
質
問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
予
想

は
し
て
い
た
が
、
展
示
の
準
備
作
業
や
予
算
、
広
報

活
動
な
ど
に
関
す
る
質
問
が
多
か

っ
た
。
何
れ
の
公

文
書
館
も
博
物
館
も
、
抱
え
る
悩
み
は
共
通
で
あ
り
、

お
互
い
に
貴
重
な
情
報
交
換
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

報
告
に
つ
い
て
は
、
概
ね
参
加
者
の
共
感
は
得
ら

れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
十
年
ほ
ど
の
展
示
論
の

状
況
説
明
が
不
充
分
と
な
り
、
参
加
者
が
本
報
告
を

位
置
付
け
る
上
で
困
難
の
有

っ
た
こ
と
を
深
く
反
省

し
て
い
る
。
公
文
書
館
の
展
示
論
が
未
確
立
で
、
各

館
の
理
論
や
方
針
も
微
妙
に
異
な
る
状
況
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
流
れ
を
整
理
す
る
こ
と
が
第

一
に
必
要
で

あ

っ
た
。
全
史
料
協
で
は
過
去
に
も
普
及
及
び
展
示



に
関
す
る
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
報
告
も
含
め

て
、
展
示
論
の
流
れ
が
整
理
さ
れ
る
機
会
の
有
る
こ

と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

（柴
田
　
知
彰
）

○
史
料
管
理
学
研
修
会

（短
期
研
修
）

文
部
省
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
主
催
の
第
四

四
同
史
料
管
理
学
研
修

（短
期
研
修
課
程
）
は
、
十

一
月
九
日
～
卜
四
目
の
日
程
で
、
同
館
で
開
催
さ
れ

た
。
文
書
館
施
設
の
他
、
図
書
館
、
県
史
編
纂
室
、

大
学
機
関
な
ど
か
ら
四
五
名
が
参
加
し
た
。

例
年
地
方
会
場
で
行
わ
れ
る
短
期
研
修
は
今
年
度

初
め
て
長
期
研
修
と
同
じ
く
東
京
会
場
で
行
わ
れ
た

た
め
、
参
加
者
が
定
員
の
二
五
名
を
大
幅
に
越
え
た
。

参
加
者
が
多
く
な

っ
た
分
、
大
学
院
生
を
含
め
て
直

接
文
書
館
に
従
事
し
な
い
参
加
者
が
大
半
を
占
め
、

問
題
の
関
心
が
広
範
に
渉
り
講
義
の
焦
点
が
ぼ
け
て

し
ま

っ
た
点
は
残
念
で
あ

っ
た
。

講
義
以
外
の
時
間
で
、
史
料
館
書
庫
や
同
じ
敷
地

内
の
旧
三
井
文
庫
収
蔵
庫

（大
正
時
代
の
蔵
構
造
）

の
見
学
、
さ
ら
に
外
務
省
外
交
史
料
館
の
施
設
見
学

な
ど
が
あ
り
、
他
館
の
特
に
国
の
施
設
の
状
況
を
知

る
機
会
と
し
て
は
大
変
有
意
義
で
あ

っ
た
。

講
義
内
容
と
し
て
は
、
史
料
管
理
理
論
と
し
て
は

わ
か
ら
な
く
も
な
い
が
、
現
実
に
実
務
に
ど
う
生
か

し
て
い
く
か
、
ま
た
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
史
料
保
存

の
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
考
え
る
と
、
道
遠
し
と
い

う
感
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。

来
年
の
会
場
は
秋
田
と
い
う
こ
と
で
当
館
の
史
料

彙
　
報

整
理
の
現
状
が
問
わ
れ
る
事
に
な
る
。
（佐
藤
　
隆
）

○
第

一
一
回
公
文
書
館
等
職
員
研
修
会

十

一
月
十
六
日
か
ら
二
十
日
ま
で
国
立
公
文
書
館

で
行
わ
れ
た
本
研
修
は
果
礎
知
識
に
つ
い
て
の
講
義

と
と
も
に
実
務
的
内
容
の
講
義
も
行
わ
れ
、
非
常
に

有
意
義
な
も
の
で
あ

っ
た
。

特
に
神
奈
川
県
公
文
書
館
の
評
価
選
別
の
実
務
に

つ
い
て
の
講
義
で
は
、
担
当
者
に
よ
り
評
価
に
ば
ら

つ
き
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
保
存
期
間
が

一
年
あ
る
い
は
常
用
と
な

っ
て
い
る
簿
冊
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
な
ど
今
ま
で
疑
問
を
感
じ
な
が
ら
も
そ

の
ま
ま
に
し
て
し
ま

っ
て
い
た
事
柄
に
つ
い
て
詳
し

く
述
べ
ら
れ
、
評
価
選
別
を
行

っ
て
い
く
１１
で
の
人

き
な
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

さ
ら
に
全
体
を
通
じ
て
痛
感
し
た
こ
と
は
、
公
文

書
館
の
業
務
に
は
百
年
以
上
先
ま
で
を
考
慮
に
入
れ

る
よ
う
な
先
見
性
を
持

っ
て
あ
た
る
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
様
々
な
課
題
の
解
決
に
つ
い
て
も
こ

う
し
た
姿
勢
で
取
り
組
む
べ
き
だ
と
強
く
感
じ
た
。

こ
の
他
に
も
本
研
修
で
は
今
ま
で
分
か

っ
て
い
る
つ

も
り
で
見
過
ご
し
て
い
た
多
く
の
こ
と
を
再
認
識
す

る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
今
後
は
そ
れ
ら
を
十
分
意

識
し
な
が
ら
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

（菅
原
亜
希
子
）

○
市
町
村
史
料
保
存
機
関
連
絡
協
議
会

昨
年
に
引
き
続
き
県
内
市
町
村
の
史
料
保
存
機
関

（史
料
保
存
担
当
者

ｏ
文
化
財
担
当
者
）

の
協
議
会

を
、
五
月
卜

一
日

（月
）
に
当
館
三
階
他
目
的
ホ
ー

ル
を
会
場
に
開
催
し
た
。
三
〇
市
町
村
か
ら
四
二
名

の
参
加
が
あ
り
、
史
料
保
存
に
関
す
る
報
告

・
討
議

が
行
わ
れ
た
。

当
日
の
日
程
は
次
の
通
り
。

午
前
…
情
報
提
供

「
公
文
書
館
に
お
け
る
資
料
の
整
理

・
保
存
に

つ
い
て
」
（報
告
…
古
文
書
課
　
加
藤
昌
宏
）

午
後
…
情
報
交
換

「市
町
村
に
お
け
る
史
料
の
収
集
と
保
存
に
つ

い
て
」

（報
告
…
占
文
書
課
　
煙
山
英
俊
）

午
前
は
史
料
保
存
機
関
と
し
て
の
当
館
の
業
務
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
他
館
の
現

状
を
含
め
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。
史
料
保
存
機
関
の

全
国
組
織
で
あ
る
全
史
料
協

へ
の
参
加
や
、
史
料
保

存
の
理
論
的

・
技
術
的
講
習
で
あ
る
国
立
史
料
館
の

史
料
管
理
学
研
修

へ
の
参
加
が
、
県
内
市
町
村
か
ら

ほ
と
ん
ど
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、
ま
ず
公
的
な
史
料

保
存
機
関
の
役
割
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
と
考

え
た
た
め
で
あ
る
。
今
年
度
初
め
て
実
施
し
た
参
加

者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
公
文
書
館
の
理
解
と
い

う
ね
ら
い
は
お
お
む
ね
果
た
せ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
上
で
午
後
に
は
、
当
館
で
毎
年
実
施
し
て
い

九
五



彙
　
報

る
県
内
各
市
町
村

へ
の
史
料
所
在
調
査
の
こ
れ
ま
で

の
中
間
報
告
を
行
い
、
参
加
市
町
村
ご
と
の
現
状
と

問
題
点
を
全
体
討
議
し
て
も
ら

っ
た
。

各
市
町
村
の
抱
え
る
問
題
点
は
様
々
で
あ
り
、
全

体
の
討
議
と
い
う
形
の
限
界
も
あ
り
、
あ
ま
り
実
り

あ
る
討
議
と
は
な
ら
な
か

っ
た
点
は
参
加
者
に
お
詫

び
し
た
い
。
今
後
は
分
科
会
や
外
部
講
師
に
よ
る
講

演
な
ど
も
含
め
て
協
議
会
の
や
り
方
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

っ
て
当
面
す
る
問

題
と
し
て
多
く
寄
せ
ら
れ
た
、
公
文
書
の
引
継
保
存

も
視
野
に
入
れ
た
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

最
後
の
施
設
見
学
は
好
評
で
あ
り
継
続
し
た
い
。

当
協
議
会
も
今
回
で
．一一回
目
を
迎
え
、
今
後
は
市

町
村
に
よ
る
自
主
運
営
組
織

へ
の
発
展

（新
潟
県
や

群
馬
県
な
ど
の
形
）
を
目
指
し
て
い
る
が
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
ま
だ
時
期
尚
早
と
の
意
見
が
多
く
、
当

面
は
現
在
の
形
で
の
継
続
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

条
件
整
備
を
含
め
、
今
後
も
実
り
あ
る
協
議
会
に
向

け
て
の
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
当
協
議
会
の
日
的

・
意
義
の
各
市
町

村

へ
の
徹
底
を
図
り

つ
つ
、
各
担
当
者
の
ご
支
援

・

ご
協
力
を
引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
。
（佐
藤
　
隆
）

○
公
文
書
の
管
理

・
移
管

・
評
価
選
別
に
関
す
る
研

究
会こ
の
研
究
は
全
史
料
協
研
修

・
研
究
委
員
会
に
よ

る
第

一
回
研
修
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
、
広
島
県
立

文
書
館
の
安
藤
福
平
、
数
野
文
明
両
氏
に
研
究
を
委

託
し
た
も
の
で
あ
る
。
事
務
局
は
六
月
九
日
付
け
で

各
都
道
府
県
立
文
書
館
を
対
象
に
、
２

）
現
用
文
書

の
管
理
、
分
し
移
管
の
規
定
と
実
態
、
ｒ
し
評
価
選

別
の
方
法
と
基
準
の
三
項
目
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
提

出
を
募

っ
た
。
そ
の
結
果
十

一
月
ま
で
に
二
〇
数
館

か
ら
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を

「
公
文

書
館
の
管
理
移
管
評
価
選
別
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
集
」

と
し
て
ま
と
め
た
。

十
二
月
卜
五
日
、
広
島
県
立
文
書
館
で
行
わ
れ
た

研
究
会
に
は
全
国
か
ら

一
〇
館
、　
可

一名
が
参
加
し

た
。前
半
は
安
藤
氏
が
前
述
の
レ
ポ
ー
ト
の
集
約
結
果

を
説
明
し
、
後
半
は
研
究
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
自
由
な

意
見
交
換
を
行

っ
た
。
各
都
道
府
県
の
状
況
を
知
る

こ
と
は
大
き
な
刺
激
に
な
り
有
意
義
で
あ

っ
た
。
と

り
わ
け
公
文
書
移
管
シ
ス
テ
ム
の
違
い
に
は
驚
か
さ

れ
た
。
ま
た
評
価
選
別
に
つ
い
て
も
、
年
々
増
大
す

る
公
文
書
の
中
か
ら
歴
史
的
に
価
値
の
高
い
資
料
を

い
か
に
し
て
見
い
だ
し
評
価
選
別
し
て
い
く
べ
き
な

の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
点
が
多
か

っ
た
。

（桜
庭
　
文
雄
）

九
六

四
　
県
内
古
文
書
調
査

こ
の
古
文
書
所
在
調
査
は
史
料
の
所
在
確
認
を
主

目
的
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
調
査
先
自
治
体
区

域
の
史
料
に
関
す
る
情
報
収
集
、
実
際
に
史
料
が
保

存
さ
れ
て
い
る
環
境

（温
湿
度

・
虫
害

・
鼠
害

・
保

管
方
法

・
利
用
状
況
な
ど
）
に
つ
い
て
も
調
査
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
資
料
館

・
公
民
館
な
ど
に
つ
い

て
は
史
料
整
理
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
ま

た
史
料
の
収
蔵
庫
に
空
調
設
備
が
整

っ
て
い
る
施
設

も
見
ら
れ
、
公
的
機
関
に
お
い
て
は
、
近
代
以
降
の

公
文
書
を
含
む
史
料
保
存
に
関
す
る
環
境
整
備
が
進

ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
各
自
治
体
で
は
個
人
宅

の
収
蔵
史
料
に
つ
い
て
公
的
機
関
に
積
極
的
に
収
蔵

し
よ
う
と
す
る
よ
り
は
、
所
蔵
宅
で
の
現
地
保
存
を

勧
め
て
い
る
所
が
多
い
。
桐
箱
な
ど
を
贈
り
、
各
所

蔵
宅
に
お
け
る
保
存
環
境
の
改
善
を
は
か

っ
て
い
る

町
村
も
あ

っ
た
。
た
だ
し
個
人
宅
で
史
料
を
管
理
し

て
い
る
方
は
高
齢
者
が
多
く
、
将
来
の
史
料
保
存
に

関
し
て
は
不
安
を
抱
え
る
所
も
少
な
く
な
い
。

平
成
十
年
は

一
一
町
村
の
調
査
を
計
画
し
、
す
で

に
全
て
終
了
し
て
い
る
。
期
日

・
調
査
先
は
次
の
と

お
り
。

【期
日
】
　

　

　

【
調
査
先
】

二
月
五
日
　
　
　
東
由
利
町
公
民
館

二
月
六

日

小
松
幸
子
氏
宅

（東
由
利
町
）

人
内
町
歴
史
民
俗
資
料
館



伊
藤
祐
蔵
氏
宅

（大
内
町
）

六
月
九
日
　
　
　
西
仙
北
町
中
央
公
民
館

伊
藤
信
氏
宅

（西
仙
北
町
）

小
山
田
明
氏
宅

（西
仙
北
町
）

九
月
二
十
八
日
　
五
城
目
町
中
央
公
民
館

石
井
百
合
子
氏
宅

（五
城
目
町
）

卜
月
七
日
　
　
　
琴
丘
町
教
育
委
員
会

児
玉
利
光
氏
宅

（琴
丘
町
）

卜
月
十
四
日
　
　
鳥
海
町
教
育
委
員
会

榊
豊
昭
氏
宅

（鳥
海
町
）

十
月
十
五
日
　
　
由
利
町
公
民
館

木
村
正
氏
宅

（由
利
町
）

十
月
ニ
ト

一
日
　
藤
里
町
教
育
委
員
会

村
岡
己
美
子
氏
宅

（藤
早
町
）

佐
々
木
美
穂
氏
宅

（藤
里
町
）

卜
月
二
十
二
日
　
一
一
ツ
丼
町
教
育
委
員
会

（
ニ
ツ
丼
町
史
編
纂
室
）

十

一
月
十
九
日
　
羽
後
町
歴
史
民
俗
資
料
館

十

一
月
ニ
ト
日
　
増
田
町
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

【
主
な
調
査
資
料
】

小
松
家
文
書

（岩
城
家
本
陣

・
近
世
玉
米
老
方
村
関

係
史
料
）

・
人
内
町
伊
藤
家
文
書

（近
世
岩
谷
村
肝

煎
史
料
）

・
西
仙
北
町
伊
藤
家
文
書

（拠
人
関
係
史

料
）

・
小
山
田
家
文
書

（近
世
強
首
村
肝
煎

・
拠
人

関
係
史
料
）

・
石
井
家
文
書

（近
世
馬
場
目
村
肝
煎

史
料
）

・
児
玉
家
文
書

（近
世
鹿
渡
村
関
係
史
料
）

・

村
岡
家
文
書

（近
世
藤
琴
村
関
係
史
料
）
榊
原
文
書

彙
　
報

（修
験
関
係
史
料
）

・
木
村
家
文
書

（近
世
米
山
村

関
係
史
料
）
。

（煙
山
　
英
俊
）

五
　
図
書

○
寄
贈
図
書

（本
館
所
蔵
資
料
の
出
版
掲
載
等
の
許

可
を
受
け
た
分
）

眠
流
し
行
事
　
能
代
役
七
夕
　
能
代
市
教
育
委
員
会

真
壁
家
の
歴
代
当
主
　
　
真
壁
町
歴
史
民
俗
資
料
館

江
戸
時
代
の
野
田
を
い
く
　
　
野
田
市
郷
上
博
物
館

駿
台
史
学

（第

一
〇
四
号
）
　

　

　

駿
台
史
学
会

○
各
公
文
書
館
か
ら
の
受
け
入
れ
図
書

目
立
公
文
書
館

国
立
公
文
書
館
年
報

（第
二
七
号
）

北
の
丸

（第
二
０
号
）

国
際
公
文
書
館
会
議
東
ア
ジ
ア
地
域
支
部
第
．．．同

総
会
報
告
書

外
務
省
外
交
史
料
館

外
交
資
料
館
報

（第

一
二
号
）

国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館

史
料
館
研
究
紀
要

（第
二
九
号
）

史
料
館
所
蔵
史
料
目
録

（第
六
六
、
六
七
集
）

松
代
藩
庁
と
記
録

（史
料
叢
書
二
）

記
録
史
料
の
情
報
資
源
化
と
史
料
管
理
学
の
体
系

化
に
関
す
る
研
究

（研
究
レ
ポ
ー
ト
Ｍ
２
）

北
海
道
立
文
書
館

研
究
紀
要

（第

一
三
号
）

北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
資
料
目
録

（
一
三
）

北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
公
文
書
件
名
目
録

（
〓
じ

北
海
道
立
文
書
館
史
料
集

（第

一
三
）

福
島
県
歴
史
資
料
館

福
島
県
歴
史
資
料
館
研
究
紀
要

（第
二
〇
号
）

歴
史
資
料
館
収
蔵
資
料
日
録

（第
二
九
集
）

茨
城
県
立
歴
史
館

茨
城
県
立
歴
史
館
報

（
二
五
）

史
料
日
録

（四
二
）

茨
城
県
行
政
文
書
日
録

（行
政
資
料
日
録
二
）

茨
城
県
立
歴
史
館
史
料
叢
書

栃
木
県
立
文
書
館

栃
木
県
立
文
書
館
年
報

（第

一
二
号
）

栃
木
県
立
文
書
館
研
究
紀
要

（第
二
号
）

栃
木
県
史
料
所
在
日
録

（第
二
七
集
）

群
馬
県
立
文
書
館

群
馬
県
市
文
書
館
年
報

双
文

（第

一
五
号
）

群
馬
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録

（
一
六
）

群
馬
県
行
政
文
書
件
名
目
録

（第

一
〇
集
）

埼
玉
県
立
文
書
館

要
覧

（第

一
六
号
）

文
書
館
紀
要

（第

一
一
号
）

収
蔵
文
書
目
録

（第
二
七
集
）

収
蔵
地
図
目
録

（第
二
集
）

埼
玉
県
史
研
究

（第
二
三
号
）

千
葉
県
文
書
館

九
七



彙
　
報

千
葉
県
の
文
書
館

（第
二
号
）

千
葉
県
行
政
資
料
増
加
日
録

東
京
都
公
文
書
館

東
京
都
公
文
書
館
年
報

（第

一
七
号
）

東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
行
政
文
書
Ｈ
録

（学
事
編

・
明
治
．二
九
年
）

東
京
都
行
政
資
料
集
録

（平
成
八
年
度
）

神
奈
川
県
立
公
文
書
館

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
年
報

神
奈
川
県
古
文
書
資
料
所
在
日
録

（第
二
〇
集
）

新
潟
県
市
文
書
館

新
潟
県
立
文
書
館
年
報

（第
六
号
）

富
山
県
公
文
書
館

富
山
県
公
文
書
館
年
報

（第

一
一
号
）

富
山
県
公
文
書
館
文
書
目
録

（歴
史
文
書

一
四
）

長
野
県
立
歴
史
館

長
野
県
立
歴
史
館
収
蔵
文
書
円
録

（
一
）

長
野
県
行
政
文
書
目
録

（行
政
簿
冊
二
）

年
報

（
一
）

長
野
県
立
歴
史
館
研
究
紀
要

（第
四
号
）

岐
阜
県
歴
史
資
料
館

岐
阜
県
行
政
文
書
目
録

（昭
和
五
０
年
度
編

一
）

館
蔵
古
写
真
集

（第
二
集
　
明
治
期
～
大
正
期
）

愛
知
県
公
文
書
館

愛
知
県
公
文
書
館
年
報

（第

一
二
号
）

京
都
府
立
総
合
史
料
館

資
料
館
紀
要

（第
二
六
号
）

南
北
朝
内
乱
と
東
寺

大
阪
府
公
文
書
館

大
阪
府
行
政
資
料

・
刊
行
物
目
録

（第
六
集
）

和
歌
山
県
立
文
書
館

和
歌
山
県
立
文
書
館
紀
要

（第
四
号
）

収
蔵
史
料
目
録

（
二
）

鳥
取
県
立
公
文
書
館

鳥
取
県
公
文
書
簿
冊
目
録

（第
二
集
　
昭
和
編

こ

行
政
資
料
日
録

（追
録
第
六
号
）

広
島
県
立
文
書
館

広
島
県
立
文
書
館
事
業
年
報

（第
八
号
）

広
島
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録

（第
五
集
）

山
口
県
文
書
館

年
報
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要

（第
二
五
号
）

山
口
県
内
所
在
史
料
目
録

（第
二
五
集
）

香
川
県
立
文
書
館

香
川
県
立
文
書
館
年
報

（第
四
号
）

香
川
県
立
文
書
館
紀
要

（第
二
号
）

香
川
県
立
文
書
館
史
料
集

（
一
）

徳
島
県
立
文
書
館

徳
島
県
立
文
書
館
年
報

沖
縄
県
公
文
書
館

沖
縄
県
公
文
書
館
研
究
紀
要

（創
刊
号
）

Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
文
書
目
録

米
国
民
政
府

ニ
ュ
ー
ス
・
リ
リ
ー
ス
及
び
関
連
資

料
日
録

琉
球
水
道
公
社
文
書
目
録

琉
球
政
府
行
政
機
構
変
遷
図

大
阪
市
公
文
書
館

大
阪
市
公
文
書
館
年
報

（第

一
〇
号
）

大
阪
市
公
文
書
館
研
究
紀
要

（
一
〇
）

大
阪
市
行
政
刊
行
物
Ｈ
録

広
島
市
公
文
書
館

広
島
市
公
文
書
館
紀
要

（第
二

一
号
）

広
島
市
公
文
書
館
所
蔵
資
料
目
録

（第
二
二
、

三
二
集
）

藤
沢
市
文
書
館

藤
沢
市
文
書
館
紀
要

（二

一
）

藤
沢
市
史
研
究

（三

一
）

○
県
内
市
町
村
史
関
連
図
書

鹿
角
市
文
化
財
調
査
資
料

（六

一
、
六
二
）

鷹
巣
地
方
史
研
究

（
四
二
）

ニ
ツ
丼
町
史
稿

能
代
市
史

（資
料
編
　
古
代

・
中
世

一
）

能
代
市
史

（資
料
編
　
中
世
二
）

能
代
市
史
資
料

（第
二
六
号
）

能
代
市
史
資
料
日
録

（第
七
集
）

能
代
市
史
資
料
別
集

男
鹿

（創
刊
号
～
第
二
号́
）

男
鹿
市
文
化
財
調
査
報
告
書

（第

一
七
、　
一
八
集
）

図
版
五
城
日
町
の
文
化
財

（第
二
七
集
）

秋
田
市
史

（第

一
四
巻
　
文
芸

・
芸
能
編
）

秋
田
市
史
民
俗
調
査
報
告
書

（三
）

横
手
郷
上
史
資
料

（第
七
二
号
）

横
手
市
内
の
建
造
物

（民
家
）



平
鹿
町
史
料
集

（第
六
集
）

雄
物
川
町
郷
土
資
料
館
報
告
書

（第

一
五
号
）

雄
物
川
町
郷
上
資
料

（第
二
六
号
）

岩
城
町
史
資
料
編

（
二
）

本
荘
市
史
神
社
仏
閣
調
査
報
告
書

西
日
町
史

（資
料
編
）

西
日
町
史
研
究

（第
二
号
）

由
利
町
史

（改
定
版
）

由
利
町
文
化
財
調
査
報
告
書

（第
二
、
五
集
）

○
県
外
自
治
体
史

奥
南
新
報

「
村
の
話
」
集
成

（上
　
青
森
県
史
叢
書
）

奥
南
新
報

「
村
の
話
」
集
成

（下
　
青
森
県
史
叢
書
）

埼
玉
県
史
料
叢
書

（埼
玉
県
史
料
四
）

都
史
資
料
集
成

（第

一
巻
　
目
清
戦
争
と
東
京
①
②
）

二
重
県
史

（資
料
編
　
近
世
四
　
上
）

石
川
県
史
資
料

（
二
四
　
近
代
編
）

福
岡
県
史

（近
世
史
料
編
　
久
留
米
藩
初
期
　
下
）

福
岡
県
史

（近
代
史
料
編
　
筑
豊
興
業
鉄
道
　
一
し

福
岡
県
史

（近
代
史
料
編
　
労
働
及
九
州
　
一
し

宮
崎
県
史

（通
史
編
　
古
代
二
）

宮
崎
県
史

（通
史
編
　
中
世
）

宮
崎
県
史

（別
冊
　
維
新
期
の
日
向
諸
藩
）

仙
台
市
史

（特
別
編
五
　
板
碑
）

仙
台
市
史

（特
別
編
六
　
民
俗
）

東
町
史

（史
料
編
　
古
代

・
中
世
）

板
橋
区
史

（通
史
編
　
上
巻
）

高
崎
市
史

（新
編
　
資
料
編

一
〇
　
近
代
現
代
二
）

彙

報

龍
ケ
崎
市
史

（中
世
編
）

名
古
屋
市
史

（新
修
　
第
二
、
七
巻
）

南
河
内
町
史

（通
史
編
　
自
然
・考
古
ｏ古
代
ｏ中
世
）

南
河
内
町
史

（通
史
編
　
近
世
）

柳
川
歴
史
資
料
集
成

（第
二
集
）

○
本
館
刊
行
物

二
月

　

『
渋
江
和
光
日
記
』

（第
二
、
四
巻
）

二
月
　
研
究
紀
要

（第
四
号
）

四
月
　
公
文
書
館
だ
よ
り

（第
八
号
）

六
月
　
事
業
年
報

（第
五
号
）

八
月
　
パ
ン
フ
レ
ツ
ト

「近
世
秋
田
の
国
境
」

十
月
　
公
文
書
館
だ
よ
り

（第
九
号
）

九

九
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